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わが国は、少子化の進行による人口減少や、社会情勢の変化に伴う地域課題の多様化などの
さまざまな問題に直面しています。
このような問題に的確に対応していくためには、自立的で創意と工夫に富んだ地域経営が重
要であり、それを担う中核的な人材である自治体職員や地域づくりに関わる方々の一人ひとり
を、これまでとは異なるイノベーターとして養成することがより一層求められています。
地域活性化センターは、創設30年の節目に当たって職員全員参加により「未来構想と 3つの
物語」を策定しました。未来構想として「人を育て、コミュニティーを再生し、地域を輝かせ
るセンターをめざすこと」を定め、具体的には「地域力創造大学校を目指して」という目標を
掲げ、それを実現するための 3つの物語として「『新しい知と方法』を生み出す」「『現場主義』
～地域とともに進化する」「『研修』から『アクティブ・ラーニング』へ」を掲げ、人材育成に
注力してきました。
また、創設35年にちなみ、令和 4年 2月には、長期スパンで時代の変化などを見据え、セン
ターが長期的視点から取り組むべきことを「未来戦略～ムーンショットターゲット」にまとめ
ました。「未来構想と 3つの物語」と「未来戦略～ムーンショットターゲット」により、センタ
ーは将来にわたって地域の皆様のお役に立てる事業を積極的に行ってまいります。
一方で、一昨年には地方創生を担う中核的な人材の資質向上を目指す「地域力創造大学校®」�
の商標登録がなされ、①新たな知と方法を生む「地方創生セミナー」②講義やフィールドワー
ク、ワークショップなどを通じて地方創生最前線の現場を学ぶ「地方創生実践塾」③地域のリ
ーダーを養成するため年間を通じて合宿研修・フィールドワークなどを実践する「全国地域リ
ーダー養成塾」④地方公共団体等へ提供する「人材育成パッケージプログラム」の 4つの人材
育成事業を中心にさまざまな事業を展開しています。参加された方々は、それぞれが得た知識、
経験、人脈を活かしながら全国各地において地方創生を担う人材として活躍しています。
本書では、これらの人材育成事業について、令和 4年度に実施した取組や講義の内容を簡潔
かつ具体的に紹介しています。
この本を手に取った方々が主体的、かつ自発的に地域のための人材育成に取り組むきっかけ
になれば幸いです。
最後になりますが、本書の刊行にあたり多大なるご協力をいただきました関係者の皆様方に
厚くお礼申し上げます。

一般財団法人地域活性化センター
理事長　椎�川 �忍
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地方創生セミナーとは

஍ํ૑ੜηϛφʔ
●開始時期： 平成26年度 

（平成26年度～令和元年度は「土日集中セミナー」）
●実施回数（H26～R4）：のべ129回
●参加人数（H26～R4）：のべ3,317人

1 ষ

地方創生セミナーは、地方創生、地域活性化に関し、今後、
トピックとなるテーマについて先取りして学ぶものです。セミ
ナーでは、講師による講義のほか、ワークショップやグループ
ディスカッションを通して、講師や受講者同士の学び合いや交
流の場を提供しています。

【ベーシック】
　先進的な事例から、取り組むうえでのポイント、課題、今後の方向性について、講
義及び講師との意見交換を通じて学ぶ 2時間程度のセミナー。

【スタンダード】
　先進的な事例を多角的に学び、取り組む上でのポイントに加え、今後に役立つ実践
方法について、講義及びグループワークを通じて学ぶ半日程度のセミナー。

【アドバンス】
　複数の切り口から先進的な事例を学び、テーマを深掘りして得た実践方法や関連す
るテーマについての知識の習得も含め、講義、グループワーク及びフィールドワーク
も交えて学ぶ 2日間のセミナー。

　平成31年度からセミナーの開催日について、従来の土日開催に加えて、平日開催
を新たに追加しました。令和 2年度からは新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ、
従来の対面方式とオンラインによるハイブリッド型のものを開始しました。さらに令
和 3年度からは完全オンラインでの開催を開始するなど、年々進化を続けています。



地方創生セミナー 1

1 はじめに

ローカルベンチャーとは、自然資本や文化資本など
地域の資源を活用し、地域の新たな経済や豊かな暮ら
しを創造する事業である。

2 今回のテーマ

地域資源を活用した新たな価値創造に挑戦するロー
カルベンチャーの基礎と可能性、地域での活動の最前
線を学び、持続可能な地域社会を考える一歩とするた
め、本セミナーを開講した。

3 講義内容

（1）�講義「�地域のローカルベンチャー化とそれを育む
官民のパートナーシップ」

 �$*ಈ๏人&5׆ɿ ಛఆඇӦརࢣߨ
γχΞɾίʔσΟωʔλʔɹࢁ಺ ࢯ ࣏޾

山内氏は、地域の機動力を高め、持続可能な地域社
会にしていくための「ローカルベンチャー施策」と、
そのための官民連携について話された。

行政が起業支援する際には 3 つの壁があり、その第
一は起業支援の経験が乏しく専門的知識を持っていな
いこと、第二は人事異動により担当が変わり、つなが
りや関係性が途切れること、第三はときには選択と集
中が必要であるのにそれができないこと、である。こ
の３つの壁を突破するためには官民で役割分担をする
必要があり、行政は政策を作り、実行は民間（中間支
援組織）に任せ、企業との共創による取組の深化へつ
なげることがローカルベンチャー推進のポイントであ
ると語った。

（2）��講義「�ソーシャルチャレンジバレーへの挑戦～
『子ども×若者×大人×企業チャレンジ』
による持続可能なまちづくり～」

 ਪਐ՝௕ࡦը෦੓اࡦ੓ࢢɿ Ӣೆࢣߨ
ௗ୩ ݈ೋ ࢯ

雲南市では官民連携が地域社会を良い方向に変えて
いくチャレンジを助長するための核だと考え、その一
つの取組としてローカルベンチャーを推進している。
総合戦略でも重点施策の一つに位置付け、「子ども×
若者×大人×企業チャレンジ」の連鎖による持続可能
なまちづくりを目指している。

今後も様々なチャレンジャーが連携しながら育って
いけるようなネットワークを作り、地域を良い方向に
変えていく活動が自然に生まれるまちを目指していく
と語った。

4 おわりに

市民のチャレンジを応援するためには、行政と市民
や企業との連携がポイントになる。本セミナーをきっ
かけに多くの地域でチャレンジが生まれ、それを後押
しするような創発が生まれることを期待したい。

ローカルベンチャー推進最前線

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
ۙ౻ ਖ਼࠸ʢฌ͔ࢢాࡾݝݿΒ೿ݣʣ

執筆者

ɾࣦഊのͳ͍人生ࣦͦ͜ഊͰ͋るͱ͍͏ݴ༿͕
ҹ৅తͩͬたɻ͠ޡࡨߦࢼͳ͕Β΋Կ͔νϟ
Ϩϯδ͍͖ͯ͠た͍ɻ

受講者の声

։࠵೔ɿ令和 � 年 � ݄��೔
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地方創生セミナー 2

1 はじめに

ロケツーリズムとは、映画・ドラマのロケ地を訪
ね、風景と食を堪能し、人々の“おもてなし”に触
れ、その地域のファンになることである。ロケ地を観
光資源として活用することで、観光客の増加による経
済効果や移住者に向けた効果的なシティプロモーショ
ン等、持続的な地域活性化への寄与が期待される。

2 今回のテーマ

本セミナーは、ロケ地を地域資源として活用する手
法を学び、効果的なシティプロモーションを行うヒン
トを得る機会とした。

3 講義内容

（1）��講義：�～何もないまちでも、変われる!?�～ウィズ
コロナ時代における効果的なシティプロモ
ーションとは?

 ϓϥϯχϯάੑ׆ձࣾ地域ࣜג ɿࢣߨ
ϩέʔγϣϯδϟύϯฤू௕ɹࢯ ر࣮ ాࢁ

山田氏は、地域の魅力を効果的に発信できるロケツ
ーリズムについて講義された。

山田氏によれば、効果的な発信を行う方法としては
俳優が映ったシーンの写真を活用した情報発信があ
り、写真を活用するためには著作権や版権等の権利処
理を行う必要があり、権利処理はタイミングが重要
で、撮影された作品が公開される前に権利処理を行う
と、より多くの機会に活用が可能となる。

また、出演している俳優が運用するSNSで地域の情
報を発信してもらえば、より多くの人に地域の情報を
届け、観光客の獲得にもつなげることができる。映画

やロケを起点に地域をPRすることで全国的な知名度
が向上し、観光客の増加や経済効果が生まれるだけで
なく、雇用の増加など地域の活性化が図られ、最終的
には移住定住につながるようなシティプロモーション
も可能となる。

最後に山田氏は、「ロケが行われていない地域はな
い」ため、ロケツーリズムはあらゆる地域で実践でき
ると述べられた。

4 おわりに

ロケツーリズムは作品の影響力を地域の味方につ
け、地域の良いイメージを全国に発信できる。さらに
は、単なる情報発信にとどまらず、観光客の誘致から
移住定住につなげることを目的に、これまで以上に効
果的なシティプロモーションが実施されることを期待
したい。

ロケツーリズムによる持続的な地域活性化

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
দݪ ًʢ۽ຊ٠ݝ஑͔ࢢΒ೿ݣʣ

執筆者

ɾ地方ੑ׆Խに͓͚るϑΟϧϜίϛッγϣϯの
ηϛφʔ͸͋·りͳ͍のͰɺઐ໳Ո͔Βλイ
ϜϦʔͳ͕ٛߨฉ͚ͯ大มߟࢀにͳͬたɻ

受講者の声

։࠵೔ɿ令和 � 年 5 ݄�5೔

ϩέπʔϦζϜू߹ࣸਅ
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地方創生セミナー 3

1 はじめに

今般、新型コロナウイルス感染症拡大を受けて、必
要な人が適切に検査や治療が受けられることや、迅速
にデータを収集・解析することの重要性が改めて認識
された。また、少子高齢化により、医療・介護需要は
拡大し人手不足が進行する中、医療・介護現場の質の
確保や生産性向上、働き方改革にもつながるよう、デ
ータやICT等のデジタル技術の積極的な活用が求めら
れている。

こうした中、近年、AIやモバイルアプリ、IoT等の
デジタル技術をヘルスケア分野に活用した「ヘルステ
ック」が続々と誕生し、新たな課題解決のカギとして
注目されている。

2 今回のテーマ

今回セミナーは、データの活用やICTの導入等、地
域医療を支える新たなテクノロジーの活用について学
ぶとともに、住民が安心して暮らすことができる「健
康まちづくり」について考える機会とすることを目的
に開催した。

3 講義内容

（1）�講義「�生涯型パーソナルヘルスレコード実現に向
けた取組」

 ॴ୅දऔక໾ɹڀݚձࣾϔϧεςックࣜג ɿࢣߨ
Ѩ෦ ୡ໵ ࢯ

阿部氏は、株式会社ヘルステック研究所（以下、
「研究所」）を中心に産学官連携で取り組んでいる生涯
型PHR（Personal Health Record）を活用した健康ま
ちづくりについて講義をされた。

生涯型PHRとは、個人が自由にアクセスできる生涯
型電子カルテのことで、研究所では生涯型PHRを普及
させ個人の健康に関する情報を集約・整備し、ウェル
ビーイングや健康増進に役立てることを目指した取組
を実施している。

具体的な取組として、研究所と京都大学の共同研究
により開発された「健康日記アプリ」がある。このア
プリは自分で体重、血圧、摂取カロリー、服薬履歴等
の登録ができ、スマートフォンのヘルスケアアプリと
連動すれば歩数等も自動で取り込むことができる。ま
た、記録するだけでなく、ヘルスプロモーター（※
1 ）への共有機能も搭載している。これにより、健康
づくりへのアドバイスが受けられ、さらなる健康増進
につなげることができる。この取組は京都市と共同で
実証実験を行っており、今後はマイナポータルと連携
し予防接種や特定検診情報等も閲覧できるように整備
する予定である。

（※ 1 ）自分自身の健康づくりと共に他者の健康づくりも推進
していくことができる者のこと。医師や薬剤師等の資格を持
ち、地域住民の健康増進に寄与する役割を担う。

（2）�事例紹介「�ヘルステックを核とした健康まちづく
りプロジェクト」

 װओہ຿ࣄ࿘ԬපӃཱࢢ੨৿ݝɿ ੨৿ࢣߨ
ాᖒ ࢯ ݡ

田澤氏は、青森市と株式会社フィリップス・ジャパ
ンが連携した「ヘルステックを核とした健康まちづく
りプロジェクト」について紹介された。

プロジェクトは、青森市の中でも高齢化率・人口密
度が全国の市町村の中央値に近く、全国のモデルにな
り得る浪岡地区で実施されている。浪岡病院内に、あ
おもりヘルステックセンターを設立し「モビリティ

（※ 2 ）を活用した予防サービス」と「IoTを活用し

ヘルステックによる健康まちづくり
～健康増進に向けた新たな取組～

։࠵೔ɿ令和 � 年 � ݄��೔
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た見守りサービス」の実証実験を行いサービスとして
提供している。

モビリティを活用した予防サービスは、身長、体
重、血圧、認知機能、推定野菜摂取量等を測定できる
機材をモビリティに搭載し、地域の集会所等に出向い
て住民のヘルスチェックと予防プログラムの提供を行
っている。フレイル（※ 3 ）や生活習慣病の予防を目
的に実施され、健康への意識が低い人々への予防啓発
を促している。

IoTを活用した見守りサービスでは、訪問介護利用
者や独居高齢者向けに実施しており、自宅での生活デ
ータを活用して24時間遠隔見守りを行い在宅患者のサ
ポートを行うものである。

これらのサービスを実装することで、高齢者が住み
慣れた家・地域で自立した生活ができるようなサポー
トを行い、地域の健康長寿に貢献したいと述べられた。

（※ 2 ）「可動性」を意味し、主に自動車を活用した取組のこと。 
（※ 3 ）「虚弱」や「老衰」、「脆弱」を意味し、健康な状態と日
常生活でサポートが必要な介護状態の中間の状態を指す。

（3）�事例紹介「�浜松ウエルネスプロジェクト―『予
防・健幸都市/Wellness�City』の実現
に向けて―」

 ਐ՝૿߁෦݈ࢱ෱߁݈ࢢ඿দݝɿ ੩Ԭࢣߨ
΢Τϧωεਪਐ୲౰՝௕ 
ࢯ ݾ઒ ஌ݪ

原川氏は、浜松市が目指している「市民が病気を未
然に予防し、いつまでも健康で幸せに暮らすことがで
きる都市（=予防・健幸都市）」を実現するために実
施している「浜松ウエルネスプロジェクト」について
紹介し、その中核を担っている 2 つの官民連携プラッ
トフォーム「浜松ウエルネス推進協議会」と「浜松ウ
エルネス・ラボ」について説明された。

浜松ウエルネス推進協議会は、地域の医療機関、大
学、商工会をはじめとした関連団体が参画しており、
新規事業の拡大と既存事業のサポートを行っている。
ヘルステック分野では、市のヘルステック支援の取組
と、今後のヘルステックとの共創の形・在り方などを
全国発信することを目的とした「浜松ヘルステックシ
ンポジウム」の開催をはじめ、実証実験サポート事業
やヘルステックの推進に力を入れている。

浜松ウエルネス・ラボは、ウエルネス・ヘルスケア

サービスの全国展開支援の一環として企業が提供する
健康増進アプリによる健康増進活動サポート等の官民
連携社会実証事業を実施しており、「予防・健幸都市」
の実現につながる有効なデータやエビデンス等を取
得・蓄積している。

このように官民連携の推進体制を構築することで、
ヘルステックだけでなく健康に関する様々な分野の取
組が実施可能となっている。また、市民は実証実験に
参加することでサービスや製品を利用でき、企業はデ
ータ等を収集し事業化を推進するといった官民双方が
Win-Winとなる関係づくりを行っていると話された。

（4）グループワーク
グループワークでは、参加者の地域での取組や講義

の感想の共有をはじめ、これからの健康まちづくりに
ついての意見交換を行った。

4 おわりに

本セミナーでは、ヘルステックの先進事例から、具
体的な取組内容と産学官で連携して実施する必要性に
ついて学ぶことができた。

今後もICT技術が進歩していく中で、人口減少に伴
う医療・介護人材の確保、医療費適正化をはじめとし
た問題の解決に向けて、ウェルビーイングや健康増進
に対しヘルステックを推進していくことは不可欠であ
ると考える。

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
দݪ ًʢ۽ຊ٠ݝ஑͔ࢢΒ೿ݣʣ

執筆者

ɾϔϧεςックのݱঢ়͕৭ʑͳࢹ఺ͰཧղͰ
͖ɺߦ੓のۀ຿に大มߟࢀにͳͬたɻ

受講者の声

ू߹ࣸਅ
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地方創生セミナー 4

1 はじめに

二地域居住とは、主な生活拠点とは別の特定の地域
に生活拠点を設ける暮らし方のことで、地方への新た
な人の流れを生むことにより、東京一極集中の是正、
地域活性化、地方創生、関係人口の拡大への寄与が期
待される。

2 今回のテーマ

二地域居住を受け入れる基盤づくりについての課題
を学ぶとともに、その解決策を整理することにより、
二地域居住の一層の推進を図るため、本セミナーを開
講した。

3 講義内容

（1）�講義「二地域居住等の推進に関する取組について」
ɹࠤ՝௕ิڵ地方ৼہࡦ౔੓ࠃ౔ަ௨লࠃ ɿࢣߨ

ԣࢁ ๛জ ࢯ
横山氏は、二地域居住の推進に向けた国の取組事例

等について講義された。
国では新型コロナウイルス感染症流行を経てからの

新しい生活様式が拡がりつつあることを踏まえ、二地
域居住の推進について調査を行っている。二地域居住
の社会的な意義として、都市から地方への人の流れを
生み、 東京一極集中の是正や地方創生に資するものに
発展することを期待していることを強調された。

（2）�講義「�『二地域居住』と『社会システム産業』～
地方創生第2ステージに対応して～」

ॴ୅දڀݚࡦ૯߹੓ؼձࣾ;る͞ͱճࣜג ɿࢣߨ
औక໾ࣾ௕ɹాۄ थ ࢯ

玉田氏は、地方創生は第 2 ステージに入ったこと、
単純な移住ではなく個人のライフスタイルに対応した
二地域居住に軸足を移すべきこと、そのパワーを生か
して「社会システム産業」を起こす重要性について説
明された。

第 2 ステージでは確かなものである「二地域居住」や
「Ｕターン」に軸足を置く必要がある。特に、副業者の二
地域居住に焦点をあて、地方企業の「足らざる人材」を
埋めるために、都会で経験を積んだ方に「副業者」とし
て地方で活躍してもらうことが重要であると述べた。

地方が副業者を活用した新たな「社会システム産
業」を作るためには 4 つのステップがある。①地方か
らの事業候補の発掘、②副業者の募集、③地方の大
学・企業と地方の事業者が知恵を絞って事業計画書を
作成、④支援ファンドの創設でありこの 4 ステップを
経ることで、国に頼らず自ら社会システム産業を立ち
上げることができると今後の見通しを述べられた。

4 おわりに

本セミナーをきっかけに多くの地域でチャレンジが
生まれ、それを後押しするような「創発」が生まれる
ことを期待したい。

二地域居住の推進
～地方創生の第2ステージへ～

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
ଜ্ 和໵ʢژ౎෎໦௡઒͔ࢢΒ೿ݣʣ

執筆者

ɾࣗ਎͕ҠॅఆॅͰ͸ͳくೋ地域ॅډΛཧ૝ͱ
͍ͯ͠るのͰɺͦޙࠓのよ͏に͍͚ͯ͠るの
͔ɺͦのࣗࡍ਎͸Ͳのϙδγϣϯにͳり͏る
の͔Λイϝʔδ͠΍͔ͬ͢たɻ

受講者の声
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地方創生セミナー 5

1 はじめに

現在、少子化により各地で高校の統廃合が進めら
れ、人口流出がさらに進むことが危惧されている。そ
の中で、全国の小規模高校を中心に地域と協働して魅
力ある高校づくり（高校魅力化）に取り組む地域が増
えている。

2 今回のテーマ

今回のセミナーは、高校魅力化の意義と取組が全国
で広がっている理由、高校魅力化を進めるに当たって
高校、行政、コーディネーター等が果たす役割を学び
ながら、各地域において行政と教育機関の連携によっ
てどのような取組ができるかを考える機会とすること
を目的に開催した。

3 講義内容

講義「�高校を核とした地域創生　地域との協働による
魅力ある高校づくり」

育ັ力ԽϓϥッτϑΥʔϜɹڭ๏人地域ɾஂࡒɿ Ұൠࢣߨ
୅දཧࣄʗౡࠜڭݝ育ັ力Խಛ໋׭ɹؠຊ ༔ ࢯ

岩本氏は、コーディネーターとして関わった島根県
海士町の隠岐島前高校の高校魅力化の事例と取組の広
がりについて講義された。

隠岐島前高校は、「地域全体が学校」をコンセプト
に生徒自ら地域課題を発見し、解決に向けて挑戦する
課題解決型学習を展開することとした。

この取組により平成20年から平成29年にかけて生徒
数が倍増し、地元中学校からの進学率が平成19年の47
％から平成27年は77％と高まり、子供達の地域外流出
が減少した。

調査によれば、高校魅力化を実践する高校では、生
徒の挑戦・主体的行動力や地域への貢献意欲等が高く
なっている。また、高校と地域の協働体制があるこ
と、高校と地域の連携を担うコーディネーターや地元
外からの生徒がいることで、生徒の学ぶ意欲が高まる
などより良い学習環境が構築できるという分析結果が
出ている。

このような成果を受け、島根県では、高校魅力化は
小規模高校存続の施策でなく、これからの教育の在り
方そのものと考え、平成31年に策定した「県立高校魅
力化ビジョン」において全ての公立高校で地域と協働
した課題解決型学習に取り組むことを明記し、事業を
展開している。

令和 4 年度は学校教育法施行規則等の一部改正を含
む高校の制度改正が始まり、国の施策においても高校
と地域の協働による教育を重要視する動きが強まって
いる。

4 おわりに

地域と高校が連携し、地域でどのような人財を育て
るかのビジョンを共有し、そのために必要な学びは何
かを考えていくことで、地域内に様々な相乗効果が生
まれ、地域の活性化につながることが期待される。

高校魅力化
～学校とともに進める地域づくり～

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
૔ ण和ʢژ౎෎෱஌͔ࢢࢁΒ೿ݣʣ

執筆者

ɾౡࠜݝͰのߴ校ັ力Խに͍ͭͯ۩ମతにͲの
よ͏ͳ͜ͱ͕ߦΘΕ͍ͯたの͔ɺͦのഎܠに
͋る͜ͱΛ΍ͬͱཧղ͢る͜ͱ͕Ͱ͖たɻ

受講者の声
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地方創生セミナー 6

1 はじめに

デジタル田園都市国家構想は、様々な社会課題に直
面する地方にこそ新たなデジタル技術を活用するニー
ズがあることに鑑み、デジタル技術の活用によって、
地域の個性を活かしながら地方の社会課題解決、魅力
向上を実現し、地方の活性化を加速するものである。

2 今回のテーマ

国が目指すデジタル田園都市国家構想の全体像、デ
ジタル化の課題、目指すべき方向性や先進事例を学
び、持続可能な地域社会を考える一助とするため、本
セミナーを開催した。

3 講義内容

（1）講義「『�デジタル田園都市国家構想』とこれから
の地方創生」

๪σδ׭ʗ಺ֳہ຿ࣄɿ ಺ֳ෎地方創生ਪਐࢣߨ
λϧాԂ౎ࠃࢢՈߏ૝࣮ݱձٞࣄ຿ہ 
಺ֳ৹ٞాࠇ ׭ ণٛ ࢯ

黒田氏は、これまでの地方創生の取組、デジタル田
園都市国家構想の概要、これからの地方創生を考える
際に参考とすべき先進事例について講義された。

平成26年制定の「まち・ひと・しごと創生法」に基
づき、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が策定さ
れた。令和 2 年に同戦略を改訂する際、新型コロナウ
イルス対応のためのテレワーク、「転職なき移住」等
の新しい動きが出てきた。こうした動きを踏まえ、デ
ジタル技術に着目して、地方の課題を解決するための
構想がデジタル田園都市国家構想である。

デジタル田園都市国家構想の基本方針は、「デジタ

ル基盤の整備」「デジタル人材の育成・確保」「誰一人
取り残されないための取組」「デジタルの力を活用した
地方の社会課題解決」の 4 つの柱で構成されている。

先進自治体の取組として、いわゆる「書かない窓
口」を目指してスマート申請や窓口タブレットの導
入、説明用PCの整備を一体的に推進する兵庫県豊岡
市の事例が紹介された。

同氏は、人口減少時代の新しい田園都市国家構想で
は「都市と地方の高次で多様なつながり」が一層重要
であること、具体的には、自然や文化的価値等の地方
独自の価値を都市へつなぐ一方、医療、教育、交通等
の都市のサービス、雇用の場、多様な人材・知恵を地
方へつなぐことが、心の豊かさや孤立・孤独への対応
など「人と人とのつながり」となり、これからの地方
創生につながると強調した。

（2）講義「デジタル化の課題と目指すべき方向性」
ॴΤクεύʔτʗ಺ڀݚ߹ձࣾ೔ຊ૯ࣜג ɿࢣߨ

ֳ෎地方創生ਪਐΞドόイβʔʗࢁਫڷσ
ΟϨクλʔɹҪ্ ַҰ ࢯ

井上氏は、デジタル化により地方が目指すべき方向
と八女市の取組について講義された。

まず、地方が目指すべき方向について、中央主導と
なり時間もかかる産業の変革よりも、地方主導で今す
ぐにできる情報通信の変革である「ソフトでヒューマ
ンなDX」に取り組むことが重要である。

そのためには、地域に変革を起こす「コレクティ
ブ」を育てることが必要である。同氏が考える「コレ
クティブ」とは、共通の目的を達成するために協働
し、制作だけでなく場の運営なども手がけ、課題解決
のために社会と直に関わる実践をするアーティスト集
団である。

具体的な事例として、株式会社うなぎの寝床が福岡

地域が主役に！
デジタル田園都市国家構想で変わるまちの未来

։࠵೔ɿ令和 � 年 � ݄��೔
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県八女市で取り組む「地域文化商社」の活動がある。
同社は、「もんぺ」に日本版ジーンズとしての価値を
見出し、現代版にアレンジして製造・販売するととも
に、「もの」に根付く地域文化の背景を伝えるイベン
トも開催している。

このような「コレクティブ」が育つことにより、地
域のポジティブなイメージの発信や新たな人のつなが
りが生まれ、新しいスキルを持った人の地域への流入
にもつながると指摘された。

最後に、様々な人が役割を持ち、時空の制約を超え
たネットワークで価値を生み出すことこそ、デジタル
がもつ強みであり、地域活性化のための活動を実践す
る「コレクティブ」を育て、人の交流・文化が生まれ
る場を創出することが、地域の再生に必要であると述
べられた。

（3）講義「西粟倉村が目指すデジタルの活用について」
 ࣄࢀ੢҄૔ଜ 地方創生ಛ೚܊ӳాݝࢁɿ Ԭࢣߨ

ࢯ ߒོ ࢁ্
上山氏は、西粟倉村におけるデジタル活用の方向と

具体的な実践について講義された。
同村のデジタル活用のコンセプトは、森林資源のデ

ジタルデータ化をベースとした「人と自然の地域共生
社会」である。森林の炭素吸収量や森林に関わる人の
活動等の数多くのデジタルデータを企業の実証実験や
関係人口の交流に活用できるよう、共通基盤上でデー
タ連携システムを構築している。

このデジタルデータ活用の実践例として、森林産業
のデジタル化、村外の人とのコミュニケーションを支
援するための関係人口アプリ『アプリ村民票』を紹介
された。同村は、デジタル化の取組に当たって村民の
満足度につながっているか、村民アンケートを毎年実
施してwellbeing指標を可視化し、住民理解に努めて
いる。

行政に蓄積されているデジタルデータを活用し、住
民サービスの向上に結びつける同村の取組は、あらゆ
る地方公共団体の参考となるものと考えられる。

（4）グループワーク
ࢯ ɺҪ্ ַҰࢯ ণٛ ాࠇɿࢣߨ

グループワークでは、講義内容を踏まえ、受講生の
所属地方公共団体等におけるデジタル化の取組の改善

方策等について議論した。
井上氏が講義で「ソフトでヒューマンなDXが重要

である」と指摘されたことを踏まえ、大がかりなデジ
タル基盤の整備を待つことなく、すぐに取り組めるソ
フト面の整備充実が重要であるという意見が多く出さ
れた。そのほか、地方ではデジタル活用の機運が高ま
っていないことから住民理解を含めた機運醸成が必要
であるといった意見が出されるなど、活発な議論が交
わされた。

（5）クロストーク
ࢯ ɺҪ্ ַҰࢯ ণٛ ాࠇɿࢣߨ

クロストークでは、黒田氏と井上氏により、デジタ
ル田園都市国家構想の実現に向けた見通しについて意
見が交わされた。

4 おわりに

デジタル化は、人と人の新しいつながりを作り出
し、地域間の物理的距離を超えて新たな価値を創造す
る可能性を持っていることが先進事例等を通して明ら
かになった。

デジタル化がもたらす人と人とのつながりやコミュ
ニケーションの変化は、地域に新たな価値を生み出し
ていくことが見込ま
れる。地域課題解決
のために地方公共団
体が主体的に取り組
み、デジタル技術を
活用した新たな地方
像を構築していくこ
とを期待したい。

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
ʣݣΒ೿͔ݝۄʢ࡛ࡾ೾ লࢩ

執筆者

ɾσδλϧΛ׆༻͠たίϛϡχέʔγϣϯೳ力
のڧԽ͕ɺ͙͢に΋地方͕࣮ફͰ͖るσδλ
ϧԽͰ͋るɺͱ͍͏ؾづ͖͕͋りɺߟࢀにͳ
ͬたɻ

受講者の声

ू߹ࣸਅ
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地方創生セミナー 7

1 はじめに

地域経済を立て直すための施策は、単に過去の経験
によるだけでは効果が低く、分析による統計上の根拠
に基づいた施策の展開でなければならない。そこで、
地域経済の特徴や課題を客観的かつ的確に認識する手
法である地域経済循環分析が注目されており、その理
解及び習得が求められている。

2 今回のテーマ

政府が提供する「地域経済分析システム（RESAS：
リーサス）」や「地域経済循環分析自動作成ツール」
により、地域経済の様々なデータが取得できる。これ
らのデータを施策立案の根拠として利用できるよう、
地域経済循環分析の基礎について学ぶ場とするため、
本セミナーを開催した。

3 講義内容

講義「地域経済循環分析の基礎について」
ɹ઒ॅ ণޫࣄԽηϯλʔৗ຿ཧੑ׆ɿ 地域ࢣߨ

川住常務理事は地域経済循環分析の意義や分析のポ
イントについて講義した。

地域経済循環分析は地域経済を「生産」「分配」「支
出」の三側面から分析し、お金の流れを可視化する手
法である。

従前の地域経済分析では地域がどのような産業構造
かといった生産に重きが置かれがちであったが、地域
経済を分析する上で大切なことは、生産された付加価
値がどう分配され、どう支出されるかまでを分析する
ことである。また、域外とのやり取りにより、地域経
済循環構造において所得の流出入が生じる。例えば、

企業誘致や観光、投資等、様々な方法でお金を集めて
も、外部の従業員の雇用や地域外での支出、エネルギ
ー購入等によって、お金は地域外に流れていく。

お金の流れを可視化するためには、政府が提供する
ツールが有効である。RESASでは地域経済に関する
様々なデータが可視化されており、地域経済循環分析
自動作成ツールではより具体的なデータが参照でき
る。これらのツールを用いることで、域外へ消費がど
れだけ流出しているか、所得の流出入要因はなにか
等、お金の流れを可視化し、地域経済を分析すること
ができる。それらのデータから地域経済の実態や地域
の強みや弱みをつかんだ上で、分析結果を踏まえた施
策を考えることが重要である。

4 おわりに

本セミナーは地域経済循環分析に関する基礎知識の
習得に加え、分析を行う際に政府が提供するツールを
用いるきっかけとなる
内容となった。

地域経済循環分析の
手法をもとに、各々の
地域について分析し根
拠ある施策立案を行う
ことが重要である。

地域経済循環分析の基礎知識
～データを活用した施策立案のヒントに～

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
ʣݣΒ೿͔ࢢࢠถݝ໵ʢௗऔ๎ ݪ౻

執筆者

ɾ地域ࡁܦ॥؀෼ੳによͬͯɺ地域のڧΈ΍ऑ
ΈΛ໌Β͔に͠た͍ɻ

受講者の声

։࠵೔ɿ令和 � 年 � ݄ � ೔
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地方創生セミナー 8

1 はじめに

「フューチャー・デザイン」は、ワークショップ技
法にとどまらず、持続可能な町の未来像を描くための
考え方の改革を含むものである。

2 今回のテーマ

今回のセミナーでは、フューチャー・デザインの基
礎を学び、概要と利点、実際に導入した行政・地域の
成果を聴講した後にワークショップを実践すること
で、受講生が今後自身の地域でフューチャー・デザイ
ンを活用できる機会とした。

3 講義内容

（1）講義「�フューチャー・デザイン：市民が主人公の
未来をめざして」

 ߴɿࢣߨ ஌޻Պ大学ϑϡʔνϟʔɾσβイϯڀݚॴɹ
ॴ௕ɹ੢ᑍ ୢٛ ࢯ

西條氏は、フューチャー・デザインの提唱者の一人
として、その概要と地域への導入の可能性について講
義された。

西條氏によると、もともと人間は社会性に加え、現
状を重要視する近視性、将来への憂慮を軽視する楽観
性を持つ傾向にある。将来を持続可能とするために
は、このようなバイアスをいかに軽減するかが重要と
なる。

このバイアスに関して、「現世代が多くの報酬を取
ると次世代の報酬が減り、次世代の報酬を維持するに
は現世代の報酬を少なくせざるを得ない」というジレ
ンマのもと、各世代がどの程度次世代に有利な選択を
行うかを実験した。

結果として、次世代を考慮し少ない報酬を選ぶ例は
約 3 割だったが、世代内に次世代を代弁する立場の者
を加えると、少ない報酬を選ぶ例が 6 割に倍増したこ
とから、「情報公開」「仮想将来人」が将来に有利に働
く機能だと考えられる。

仮想将来人は、主体的に将来を想像する喜びがあ
り、その後の生活でも仮想将来人としての視点が残り
続けるため、住民としての考え方・生き方の変化が実
感できる。

また、現在の立場を離れた話し合いになることか
ら、住民同士の対立が起きにくい。

こうした点から、仮想将来人を設定し議論する「フ
ューチャー・デザイン」が考え出され、長期的視点を
持った生産的な議論に役立てることができると述べら
れた。

（2）事例紹介「�行政におけるフューチャー・デザイン
の活用�～矢巾町の事例から～」

 ࠤ੓՝ ՝௕ิࡒըاொۊ໼ݝखؠ ɿࢣߨ
ࢯ խ໌ ڮߴ

高橋氏は、水道事業を考える住民勉強会にフューチ
ャー・デザインを導入した結果、住民自らが水道料金
の値上げを結論付ける特徴的な議論となったことな
ど、行財政の様々な場面でフューチャー・デザインを
取り入れた事例について紹介された。

フューチャー・デザインの参加者からは、仮想将来
人の体験が新鮮で、楽しくやりがいがあり、また参加
したい、という感想が強いという。また、ワークショ
ップの経験を通じて広い視点を持つことで、個人、立
場を取り巻く社会環境、現実的な制約・問題を離れた
根本的な社会ニーズに基づく合意形成を図るように振
る舞うようになり、将来の官民協働の良きパートナー
になる傾向がある。

住民と共につくる、持続可能な地域の未来！
～ “フューチャー・デザイン”を用いた対話型計画策定プロセス～

։࠵೔ɿ令和 � 年 � ݄ 5 ೔
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こうした成果を踏まえ、議会においてもフューチャ
ー・デザインを取り入れ、「フューチャー・デザイン
のまち」として全町的な取組が広がっている。

矢巾町では今後もフューチャー・デザインの経験者
を増やすことで、住民主体による持続可能なまちづく
りが自発的、日常的に展開することを目指している。

そして、現在から未来に至るまで「やさしさ」と
「思いやり」にあふれた、真に住みよい、住み続けら
れるまちへ変化し、「未来につよい矢巾町」として選
ばれる町を目指すと述べた。

（3）事例紹介「�市民主体の取組から宇治のまちをフュ
ーチャー・デザインシティに」

 ɿ ϑϡʔνϟʔɾσβイϯӉ࣏ ੈ࿩人ࢣߨ
੉ށ ਅ༝ඒ ࢯ

瀬戸氏は、「住民が主体的に地域づくりを考えるき
っかけの場づくり」を目指し、京都文教大学とともに
運営しているフューチャー・デザイン宇治の取組につ
いて紹介された。

ワークショップ運営の一例として、地域の「ひきこ
もり」問題を題材とした際、現代の視点をベースとし
た回では「広報」を重視した短期的な解決策が挙げら
れたが、仮想将来人となった回では、「社会価値観の
転換」や「住民の共助意識向上」など、長期的観点か
ら解決策が挙げられたという。

このように、参加者にはフューチャー・デザインを
通じて、問題を我が事と捉える問題意識の変化がみら
れた。

一方、元々声の大きい人や年代が参加者として定着
しやすいこと、参加意識のミスマッチがみられるこ
と、長時間を要するため全ての回への参加が難しい年
代もあること、といった参加面の課題があるため、発
言しやすい場づくり、参加モチベーションの維持、多
様な参加ニーズに合わせた開催方法を今後工夫する必
要があると述べられた。

（4）�グループワーク「�フューチャー・デザインワーク
ショップ」

フューチャー・デザインに基づく議論の進め方を知
るため、基本的な要素を押さえたワークショップを行
った。

注意すべきポイントは、他者を否定せず、考えを互

いに広げることであり、それによって、魅力的な未来
の発想を促すこととなる。

4 おわりに

フューチャー・デザインは、多くの利害関係者を巻
き込み、長期的・本質的な意思決定を行う際に利点が
多い。また、実施する内容自体は平易であり、議論に
おける相互の尊重さえ保たれれば、特に専門知識を要
せずに誰もが参加できる。

このような点から、地域における住民が主体とな
り、そして将来の実現に向けた方策の議論を進める際
には、フューチャー・デザインは優れた手法のひとつ
であると考える。

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
੨໦ ढ़հʢౡࠜݝ大ా͔ࢢΒ೿ݣʣ

執筆者

ɾ੓͋ࡦり͖Ͱ͸ͳくɺϑϡʔνϟʔɾσβイ
ϯͱ͍͏͑ߟ方ɺՁ஋؍Λ学Ϳ͜ͱ͕大ͩࣄ
ͱͬࢥたɻ

受講者の声

੢ᑍࢯɹٛߨの༷ࢠ
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地方創生セミナー 9

1 はじめに

地域活性化センターでは、「地域づくりはひとづく
り」を合言葉に地域イノベーターの育成に取り組んで
いる。令和 3 年に地方創生を担う人材育成機関「地域
力創造大学校®」の商標登録を行い、顧問・フェロー
制度の運用開始や「飛び出す！公務員　時代を切り開
く98人の実践」の出版など、地域づくり人材と連携し
つつ、積極的に人材育成事業を推進してきた。

2 今回のテーマ

本セミナーは、地域力創造大学校®として高いレベ
ルの地域イノベーターの育成を目指し、地域活性化セ
ンターの民間賛助会員である株式会社博報堂の協力の
もと、同社が運営する創造性を包括的に研究実験する
機関University of Creativityのクリエイティブな空間
を活用しながら、参加者同士の交流を通して、新たな
価値創造とは何かを考えた上で、参加者自身が活動の
一歩を踏み出す機会となるよう講座内容を企画した。

3 講義内容

（1）講義「�みんなが幸せになるための自治体職員の働
き方」

 तڭӃڀݚ۝भ大学大学Ӄ๏学 ɿࢣߨ
ࢯ จڿ ాౢ

嶋田氏は、地方公共団体の職員がやりがいを持って
働けていない現状認識を踏まえつつ、今後の目指すべ
き働き方について講義された。

嶋田氏は地方公共団体の職員は前例踏襲や公平論に
よるできない理由探しをしてしまい、住民のための仕
事ができていない職員が多いと指摘した上で、仕事の

目的を起点にしながら前提を疑い、「なぜ？」という
疑問を通じて「問題」を発見し、自ら解決する職員の
在り方について実際の事例を交えながら紹介した。

働き方改革のためには「余力」を作り出すことが必
要であり、会議のやり方を改善する、上司を上手に使
うなどさまざまな手法で自分の時間を作ることが重要
である。その余力を活用し、「自分の仕事がまちを作
っている」という意識を持ちつつ、更なる一歩を踏み
出すために、仲間づくりや大切にしたい人や場所を見
つけること、楽しむ心と感謝の気持ちを常に持つこと
の重要性を強く指摘された。

最後に、地方公共団体の職員は大きな可能性を秘め
ており、働き方を問い直すことで、仕事がより面白く
なり、職員自身が幸せな働き方をすることで、結果と
して住民も幸せになるので、住民や地域のために頑張
ってほしいとエールを送った。

（2）講義「�今、『共創』型人材が必要とされる理由～
『官民共創』－地域課題解決に向けたイノ
ベーティブなアプローチ～」

創ະདྷίϯιʔγΞϜڞຽ׭ɿ Ұൠࣾஂ๏人ࢣߨ
ཧࣄɹຳӜ ཾҰ ࢯ

箕浦氏は、官民共創が求められる背景や共創の場づ
くりに必要なことについて説明された。
「共創」は連携よりも具体的な目的や狙いを持って

「課題解決」や「価値創造」につなげていく協働的な
アプローチのことで、官民共創は行政と民間が企画段
階から対等な関係性を築き、公共サービスや住民福祉
の「価値向上」に重きを置いて考えていくことが重要
である。また、テレワークの推進で場所にとらわれな
い働き方を実践できる人が増え、個人が社会貢献や地
域の課題に取り組める時代になってきた。企業にとっ
ても地域課題は自社のソリューションを社会実装する

地域力創造大学校®カンファレンス
～地域づくりはひとづくり、地域に必要な人材になるために～

։࠵೔ɿ令和 � 年 � ݄�5೔〜��೔
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ための重要な契機になり、これからの社会は「共創」
型社会に向かっていくと指摘した。

最後に、地域課題解決や価値創造を支えるのは
「人」であり、人材の発掘・開発・育成が不可欠であ
ることを強調された。

（3）事例紹介「つながりと学びを活かし実践する」
 ਪਐ՝ओࠪࡦ࿡ϲॴଜ੓ݝɿ ੨৿ࢣߨ

தଜ ً࡙ ࢯ
中村氏は、地域活性化センターに出向してからの心

境の変化や帰任後の木育推進の活動について紹介され
た。

中村氏は地域活性化センターで特定非営利活動法人
芸術と遊び創造協会が運営する東京おもちゃ美術館と
の出会い、木育に興味を持ち、木育推進活動を故郷の
六ヶ所村で導入したいと村長に訴え、活動をスタート
し、帰任後は、自らおもちゃコンサルタントとして木
育ワークショップを企画・実施している。

自分の小さな一歩と共感してくれる仲間を作ること
でさまざまな広がりができ、楽しみながら続けること
が重要だと話された。

（4）事例紹介「�まちづくりなんて誰でもできる！～武
生に来たらボルガライス～」

 ਪਐ՝ओࠪࡦ੓ࢢӽલݝɿ ෱Ҫࢣߨ
೾ଟ໺ ཌྷ ࢯ

波多野氏は、日本ボルガラー協会の活動を通したま
ちづくりの経緯を説明された。

越前市のご当地グルメである「ボルガライス」に関
する情報発信等を通して、市を知ってもらい来てもら
う目的で平成22年に日本ボルガラー協会を立ち上げ
た。波多野氏は楽しそうだと思ったらやってみるとい
う考えで、一市民として「趣味程度」を意識して活動
しており、活動資金も補助金に頼らず自分たちで工夫
しながら集めている。波多野氏の取組に刺激を受け、
市役所では「まちづくりなんて誰でもできる」を合い
言葉に越前建設ナノブロック課等の「庁内企業」が自
発的に生まれているという。

（5）グループワーク
2 日間の講義を聞いて、学んだことをグループで共

有した後、明日から取り組む第一歩を「プロミスカー

ド」として一人ずつ作成し、発表した。参加者から
は、「仕事の休み時間に毎日 2 人に声をかける」「気に
なることを声に出してみる」「仲間を増やすためにま
ずは自分がやってみる」などの抱負をそれぞれ語っ
た。

最後は、 2 日間コーディネーターとして参加した嶋
田氏が、プロミスカードを行動に移すための助言とし
て①「自分事」にして誰かがやるのを待たない、②

「なぜ」を追及して原因を探る、③行動したいことを
言葉にする、④小さくやってみる、⑤楽しむ、⑥仲間
をつくる、⑦チャンスを逃さない、などのポイントを
提示された。

4 おわりに

本セミナーでは、公務員の働き方の概念から実際の
活動事例まで幅広く学ぶ機会となった。働き方は人そ
れぞれ異なるが、「なぜ」を追究しながら、小さな一
歩を踏み出し、声に出して情報発信していくことで共
感する仲間が生まれるといったサイクルを実践してい
くことが大事であることが明らかになった。

本セミナーの最後にそれぞれが自発的にプロミスカ
ードの作成を通して声に出したことで、共感する人と
のネットワークを広げるチャンスの場となった。これ
をきっかけに多くのチャレンジが生まれ、それを後押
しするようなネットワークが生まれることを期待した
い。

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
ۙ౻ ਖ਼࠸ʢฌ͔ࢢాࡾݝݿΒ೿ݣʣ

執筆者

ɾϞνϕʔγϣϯΞッϓͱޙࠓのΞクγϣϯΛ
る͖͔͚͕ͬͰ͖たɻ͑ߟ

ɾपりの人Λࠐ͖רΜͰॿ͚ͯ΋Β͏͜ͱɺଞ
人Λ଴ͭのͰ͸ͳくࣗ෼ࣄͱͯࣗ͠཯తにߦ
ಈ͢る͜ͱの大͞ࣄΛ学Μͩɻ

ɾ·ͣ͸ࠓ೔ɺ͔ࠓΒখ͞くୈҰา౿Έग़͠·
͢ɻ

受講者の声
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1 はじめに

逆プロポとは、従来の官民連携の手法である公募型
プロポーザルを逆転させ、民間企業が社会課題を解決
するために地方公共団体から社会課題とその解決策を
公募するサービスのことである。

2 今回のテーマ

官民連携の新しい形である逆プロポの概要や事例を
学び、社会課題を官民が一緒になって解決していく考
え方や手法を学ぶため、本セミナーを開講した。

3 講義内容

講義「逆プロポの概要・事例紹介」
 ձࣾιʔγϟϧɾΤックεɹ୅දऔక໾ࣜג ɿࢣߨ

ҏ౻ 大ࢯ و
伊藤氏は、逆プロポを活用した事例として、大阪府

枚方市と株式会社ワイヤレスゲートを紹介された。
株式会社ワイヤレスゲートは、本来あるべき理想の

姿と現状のギャップが大きい公共政策というテーマを
地方公共団体に公募したところ、枚方市から子ども食
堂の開設数拡大に関する悩みが提出された。枚方市は
これまで、子ども食堂と食材を寄付してくれる企業に
市職員が電話をかけ、希望する子ども食堂に食材を配
達するアナログ方式であったため、子ども食堂の数を
増やせなかった。

同社は、枚方市の社会課題を解決するために子ども
食堂と寄付企業のマッチングアプリを開発し、枚方市
に提供した。アプリでは、市職員は子ども食堂の開設
状況と必要な食材が把握でき、子ども食堂の運営者は
寄付される食材を把握できるようになり、提供できる

料理の幅が広がり、利用者の満足度も高まった。開発
したアプリは、他の地方公共団体に横展開できるた
め、企業としても新たな事業として進めていけるメリ
ットにもつながる。

逆プロポは、企業と地方公共団体のマッチングだけ
でなく、それぞれが何をしていきたいのかを把握し、
社会課題の解決に向け効率的に事業を実施できるよう
に調整している。その点から、行政が発注側、企業が
受注側という意味合いが強い官民連携ではなく、官民
が一緒になって社会課題を解決していこうとする官民
共創のスタイルだと述べられた。

多様化した社会課題を解決するためには、これまで
の官民連携という受発注の関係ではなく、地方公共団
体と企業が対等で共創できる関係を構築していくこと
が重要だと指摘された。

4 おわりに

国が示すとおり、行政があらゆる分野、場面でサー
ビスを提供する時代は終わりを迎えていく。地方公共
団体は企業が持つ課題解決
のノウハウを最大限に活用
し、同じ目線で社会課題を
解決していく共創の考え方
を広げていく必要がある。

逆プロポが生む新しい官民共創
～自治体と企業で紡ぐ地域の未来～

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
ҏ౻ ༤Ұʢݝܗࢁখࠃொ͔Β೿ݣʣ

執筆者

ɾ地方ެஂڞମͱۀاΛ݁ͼ͚ͭるۀىΛ͑ߟ
るػձにͳͬたɻ

受講者の声

։࠵೔ɿ令和 � 年 � ݄��೔

ू߹ࣸਅ
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1 はじめに

地域通貨は、特定の地域やコミュニティ内でモノや
サービスとの交換に使用できる通貨である。地域内の
産業活発化及び所得増加により地域経済循環を支える
ツールの一つとして注目されるとともに、まちの生活
や福祉のサポート、環境に良いライフサポート等さま
ざまな面での活用も期待されている。

2 今回のテーマ

本セミナーでは、講義や先進地域の事例を通じて、
地域通貨導入のノウハウやメリットを学び、地域通貨
の可能性や地域に適した導入方法を考える機会とした。

3 講義内容

（1）講義「地域通貨の概要とその可能性について」
  ෦௕ۀࣄձࣾτϥετόϯクDIJJDBࣜג ɿࢣߨ

ງߐ ݈ଠ࿠ ࢯ
堀江氏は、地域通貨運営のプラットフォームを提供

する事業者として、地域通貨の概要やめざすべき方向
性について講義された。

堀江氏によると、地域通貨は古くは江戸時代の藩札
に遡ることができる。近年の我が国では2000年代初頭
から増加していた導入実績が平成17年を境に減少した
ものの、スマートフォンの普及や周辺技術の進展によ
り利用規模が大幅に拡大した「電子地域通貨」として
再度注目を集めている。

株式会社トラストバンクが運営する「chiica（チー
カ）」は、それ自体は「電子地域通貨」ではなく、地
方公共団体等が発行する地域通貨を電子的に実現する
ためのシステムである。また、同システムは新たに設

地方創生セミナー 11

定するものに限らず、これまで各地方公共団体で個別
に実施していた事業（プレミアム商品券、各種行政ポ
イント事業、給付金事業等）を合体させ、複合的に実
施することが可能である。

地域通貨が本来志向するものは、域外から獲得した
資金を地域内で循環させることで、地域に雇用と所得
を持続的に生み出す「域内経済循環」である。しか
し、堀江氏は、それはあくまで地域通貨の効果の一つ
でしかないと指摘する。その一本足打法ではなく、そ
れ以外の収支改善の軸として、地域通貨が使われた分
だけ入ってくる「換金手数料」の導入による歳入の増
加、地域通貨を活用することで行政改革に直接的につ
ながる行動を促進し、行政運営コスト削減による歳出
の削減こそが地域通貨のめざすべき方向性であるとい
う。そのため、地域通貨の導入を検討している地方公
共団体においては、明確な指標と目標を設定するこ
と、また、達成のための計画作り・PDCA活動が重要
だと述べられた。

さらに、全国的な導入事例についても紹介し、地域
通貨がめざす未来像を明らかにされた。

（2）事例紹介Ⅰ「�デジタル地域通貨ネギーの取組につ
いて」

࡛ ɿࢣߨ ブϥϯドਪਐۀ࢈෦ڵৼۀ࢈ࢢ୩ਂݝۄ
ࣨࣨ௕ิࠤ  ෱ౢ ོࢯ ޺

福嶋氏は、実際に電子地域通貨を導入した地方公共団
体の立場から、導入の経緯や取組について紹介された。

深谷市では、「深谷市産業ブランディング推進方針」
の中で地域通貨「negi（ネギー）」の導入を明記してお
り、「域内経済循環の向上」及び「地域課題の解決」
に貢献することにより、地域一丸となった持続可能な
地域経営を実現するためのお金として定義されている。
「negi」は、コロナ禍における経済対策のほか、こ

地域通貨
～地域経済の活性化から生まれるまちの賑わい～

։࠵೔ɿ令和 � 年��݄��೔
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れまで単独の事業として行われていたポイント事業を
一体化するなど多様に活用されている。この結果、地
域通貨の循環の役割を果たすほか、ポイント事業の事
務手続に要した人件費のコスト抑制等の行政改革に貢
献しているという。

福嶋氏は、行政事業でのさらなる活用や、地方公共
団体地域通貨運営における事業収支モデルの実現、民
間での地域通貨の活用普及が今後の課題であると述べ
られた。

（3）事例紹介Ⅱ「�電子地域通貨『さるぼぼコイン』に
ついて」

 ՊڀݚwϝσΟΞࡦጯٛक़大学大学Ӄ੓ܚ ɿࢣߨ
ಛ೚।ڭतɹݹཬ ࢯ ࢙ܓ

古里氏は、導入民間事業者として、飛騨地域で導入
されている地域通貨「さるぼぼコイン」の概要や導入
までの経緯や取組内容、今後の方向性について紹介さ
れた。

平成29年に飛騨信用組合により発行されたさるぼぼ
コインは、飛騨地域で生み出された日本円による価値
が地域外へ漏れ出ることを防ぐため、組合のCSV経営
の一環として生み出された取組であった。当時、QR
コードを利用した利用者読み取り方式での地域通貨は
国内初の試みであり、新しすぎて周囲の理解が得られ
ず、その導入に当たり行政や地域の商工会との連携
は、困難だったという。

その後、電子決済への理解が広まったことにより、
地元の地方公共団体や経済団体での導入が進み、Go 
to travel事業や地元商店街等との連携で観光消費の拡
大・地元消費の拡大を実現したほか、地元小中高生の
課題研究学習の題材になるなど、地域において欠かせ
ない存在になっていると述べられた。

地域通貨を語る際には「域内経済循環」が主題にな
りがちだが、その効果は「域内経済循環」にとどまら
ず「コミュニティ内の交流の活発化」であると指摘さ
れた。

（4）トークセッション
  ෦௕ۀࣄձࣾτϥετόϯクDIJJDBࣜג ɿࢣߨ

ງߐ ݈ଠ࿠ ࢯ 
ブϥϯドਪਐۀ࢈෦ڵৼۀ࢈ࢢ୩ਂݝۄ࡛
ࣨࣨ௕ิࠤ  ෱ౢ ོࢯ ޺ 
ՊڀݚɾϝσΟΞࡦጯٛक़大学大学Ӄ੓ܚ
ಛ೚।ڭतɹݹཬ ࢯ ࢙ܓ

トークセッションでは、受講者からの質問を基に、
プラットフォーム提供事業者・導入地方公共団体・導
入民間事業者の立場から、 3 氏が地域通貨導入の実現
に向けたアドバイスを行った。

堀江氏からは「導入において発行主体はコストを覚
悟することが重要」、福嶋氏からは「単発の事業では
なかなかつながらない。SDGs等と絡めて、地域や環
境に貢献しながらお得感を味わえるといった感覚を利
用者にもってもらえるようなシステム作りが必要」、
古里氏からは「理念だけではうまくいかないため、地
域通貨を使って何をしたいのか明確にするべき」とい
った発言があった。

4 おわりに

「地域通貨」については、それのみの導入ではうま
くいかないものであり、SDGsやほかの価値観を絡ま
せて考えていく重要性が明らかになった。また、域内
経済循環という目先の利益ではなく、中長期的に考
え、明確な目標や指標を設定することこそが地域通貨
の意義であることが分かった。

ू߹ࣸਅ

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
҆ຊ ࠼೫ʢ෱Ԭ͔ݝΒ೿ݣʣ

執筆者

ɾ地域௨՟͸͋く·ͰʮπʔϧʯͰ͋りɺʮͲ
のよ͏ͳ·ͪΛͭくりた͍の͔ʯʮԿの՝୊
Λୡ成͠た͍の͔ʯ౳ɺ໨తΛ໌֬に͠ɺͦ
のखஈͱͯ͠༻͍る͜ͱͰޮՌ͕ಘΒΕるͱ
෼͔ͬたɻ

ɾ地域௨՟の༗ޮੑ΍ϝϦッτのଟ͞ΛཧղͰ
͖たɻ

受講者の声
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1 はじめに

超高速・超低遅延・多数同時接続といった特徴を有
する 5 G（第 5 世代移動通信システム）については、
農業、工業、医療等様々な場面での活用が広がりつつ
ある。

特に、地域の企業や地方公共団体等の多様な主体が
個別のニーズに応じて地域独自の 5 Gシステムを柔軟
に構築できる、いわゆるローカル 5 Gは、地域の実情
に応じて様々な課題解決や新たな価値の創造に向けて
活用されることが期待されている。

2 今回のテーマ

ローカル 5 Gが具体的に地域課題をどのように解決
に導くのか、地域活性化につながるのかを考える契機
とするため、本セミナーを開講した。

3 講義内容

（1）講義「ローカル5Gに関する取組について」
՝σδλڵ地域௨৴ৼہ੓ߦɿ ૯຿ল৘ใྲྀ௨ࢣߨ

ϧࡁܦਪਐࣨ՝௕ิࠤɹখּ߁ ݪҰ࿠ ࢯ
小笠原氏は、ローカル 5 Gの概要や普及に向けた取

組状況、開発実証について講義された。
総務省では、ローカル 5 Gの活用による様々な課題

解決や新たな価値創造に向け、地域レベルでの現実の
利活用場面を想定した開発実証を行っている。同時に
ローカル 5 Gの柔軟な運用を可能とする制度整備や、
汎用的かつ容易に利用できる仕組みを構築していると
ころである。

（2）講義「�スマート・アグリシティを目指して�～ロ
ーカル5GなどICTやデジタル技術活用に
よる地域DXの推進～」

  ෦௕ࡦ৘ใ੓ࢢ୔ݟؠɿ ๺ւಓࢣߨ
ԫ੉ ৴೭ ࢯ

岩見沢市では、少子高齢化や人口減少に直面する
中、デジタル技術に不可欠なデジタル基盤を平成 5 年
より整備してきた。その延長がローカル 5 Gの整備に
つながった。

ローカル 5 Gの現在の普及の課題はコスト高である
ものの、医療・健康・防災面での複合的利用を進めな
がら、システムを適切なコストで維持する最適な方法
を模索する実証実験も進めている。黄瀬氏はローカル
5 Gだけでなく、社会課題に取り組むのに当たって、
他のデジタル技術も組み合わせて最大限の効果を発揮
できるように活用することが重要だと指摘された。

ローカル 5 Gを含むデジタル技術の活用を地方で推
進するためには、複数の自治体が共同して企業や人材
と連携したり、施策を横展開したりすることが必要だ
と強調された。

4 おわりに

ローカル 5 Gをはじめとするデジタル技術の活用は、
都市と地方の格差を埋めるツールであるといえる。

ローカル 5Ｇ
～先進地から学ぶ地域活性化の可能性～

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
ҏ౻ ༤Ұʢݝܗࢁখࠃொ͔Β೿ݣʣ

執筆者

ɾ੍度ઃܭଆ͔ΒϩʔΧϧ 5 の࣮ଶۀࣄূ࣮)
に͍ͭͯղઆ͍ͯ͠た͖ͩɺߟࢀにͳͬたɻ

受講者の声
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1 はじめに

地域活性化起業人（企業人材派遣制度）は、三大都
市圏の企業に勤務する社員が一定期間地方公共団体で
働き、地域活性化関係の事業に従事する取組であり、
令和 3 年度実績は前年度比で倍増し、395人となるな
ど年々取組が広がっている。

2 今回のテーマ

制度の概要と事例紹介、現在のトレンドから、地域
活性化起業人の効果的な活用方法を学ぶことを目的と
し、本セミナーを開催した。

3 講義内容

（1）講義「地域活性化起業人について」
ձࣾιʔγϟϧイࣜגɿ ౦෢τッϓπΞʔζࢣߨ

ϊϕʔγϣϯਪਐ෦Ӧۀ୲౰෦௕地域創生ɾ
࣏ࣗମۀࣄਪਐ୲౰ɹࢯ ໌ٛ ݟؠ

岩見氏は制度概要について説明された後、自身が新
潟県妙高市に地域活性化起業人として令和 3 年に出向
した経験から、制度の効果的な活用方法について講義
された。

岩見氏はワーケーション事業のため地域活性化起業
人となったものの、出向時期がコロナ禍と重なり、

「首都圏と妙高市をつなぐ」役割で活動することにな
った。

地域活性化起業人として出向してから何ができるか
考えるのではなく、出向前にどのような活動をするか
具体的にすり合わせることで、活動場所や内容が具体
化され、成果が出やすくなった。

官民連携の課題としては、役割分担のあいまいさや

「事業」に対する考え方の違いがあることを指摘、連
携事業を成功させるには生産・営利活動部分は民間、
それ以外が行政と役割分担をはっきりさせることが必
要と述べられた。

（2）受講者とのクロストーク
クロストークの時間では、行政と民間との認識の違

いや課題の明確化について受講者と意見交換を行っ
た。

岩見氏は、行政、民間に共通する課題のトレンドに
ついて、SDGsや脱炭素を挙げ、環境や災害対策（国
土強じん化）等、様々な切り口での連携事業が可能だ
と述べられた。

4 おわりに

地域活性化起業人をはじめ、官民連携の事業におい
ては官民が共通の認識を持って取り組むことが重要
だ。しかし、言葉の捉え方、認識には双方で違いがあ
るため、制度を活用する前に行政側が課題や目的を明
確に、マッチングし、事業を実施することで、効果を
高めることができる。

地域活性化起業人
～成功の秘訣と新たなトレンド～

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
ʣݣΒ೿͔ݝʢ෱Ҫرࣿ ాڂ

執筆者

ɾ໨తͱΰʔϧ͕͋ͬͯ地域ੑ׆Խۀى人の੍
度Λར༻͢る΂͖ͱ͍͏఺Λ֬࠶ೝͰ͖たɻ

受講者の声
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地方創生セミナー 14

1 はじめに

「こども食堂」は民間発の自主的・自発的な取組で
あり、運営を支援する公的な制度が整備されていない
にもかかわらず、その数は全国各地で年々増加してい
る。新型コロナウイルス感染症の流行をきっかけに顕
在化している子供の貧困対策として注目される中、最
近は「食」を通した多世代の交流拠点としても重要な
役割を果たしている。

2 今回のテーマ

「食」を通した多世代の交流拠点として期待されて
いる「こども食堂」について、その経緯や新型コロナ
ウイルス感染症流行前後の変化、また、官民によるこ
ども食堂への取組事例を踏まえ、これからどのような
サポートが求められているのか考える機会とした。

3 講義内容

（1）講義「こども食堂と私たちの地域・社会」
ԉηϯλʔɾࢧͲ΋৯ಊ͜ࠃɿ ೝఆ/10๏人શࢣߨ

Ή͢ͼ͑ཧࣄ௕ɹ౬ઙ ੣ ࢯ
湯浅氏は、地域におけるこども食堂の可能性や地方

公共団体の役割について講義された。
こども食堂とは、子供が一人でも行ける無料又は低

額の食堂である。新型コロナウイルス感染症拡大にも
かかわらず増加の一途をたどっており、現在その数は
全国で約6,000箇所にものぼっている。月 1 回開催か
ら365日 3 食を提供しているところまで、また、対象
者が数人のところから毎回数百人が集まるところま
で、その態様や実施方法は多様である。目的も、お腹
を空かせた子供への食事提供から、世代を問わない孤

食の解消、豊かな食材による食育、地域交流の場づく
りと、さまざまである。

新型コロナウイルス感染症により開催が難しくなっ
たが、それでも日頃からのつながりを生かし、お弁当
や食材等の配布を行うフードパントリーの活動に代え
るなどし、子供や子育て世帯とのつながりを守り、多
世代交流の地域の居場所として活動を続けている。

むすびえは、各地域のこども食堂ネットワーク（中
間支援団体）がより活動しやすくなるための支援活動
をしている。こども食堂を応援している企業・団体と
こども食堂をつなぐほか、こども食堂の意義や実態を
伝え、理解を広げるための調査・研究も行っている。

湯浅氏は「こども食堂のような多世代交流拠点が社
会的に有用であるという理解を広め、公的な資金がこ
ども食堂の運営に支出されるような流れを作りたい。
そのためには、地方公共団体が行政の信用力を使い、
地域づくりのパートナーとして十分に活動できるよう
な環境づくりに努めることを心がけるべきである」と
述べられた。

（2）講義「�こども食堂を拠点とした地域ステークホル
ダーの連携事例紹介」

ԉηϯλʔɾࢧͲ΋৯ಊ͜ࠃɿ ೝఆ/10๏人શࢣߨ
Ή͢ͼ͑ཧࣄɹौ୩ խ人 ࢯ

渋谷氏は、こども食堂やそれに関連する法制度の変
遷、都道府県ごとのデータおよび積極的に活動をして
いる地方公共団体の事例ついて講義された。

むすびえが全国のこども食堂に対して行っているア
ンケートとその回答を紹介し、アンケート結果から、訪
れる人々の属性・理由、運営側の困りごとや必要とす
るサポート内容、リアルな現場の声、こども食堂やサ
ポートする側が目指すべき姿を現場目線で解説された。

渋谷氏は「こども食堂は子供のためだけではなく、

多世代交流拠点としての「こども食堂」
～「食」を通した居場所づくり～

։࠵೔ɿ令和 � 年��݄��೔
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子育て中の親や高齢者、引きこもりの若者等の居場所
として価値あるものであり、地域共生の本丸である」
と述べられた。

（3）講義「事例紹介」
ɿ�࡛ࢣߨ ՝͜Ͳ΋のະདྷԠԉࡦ੓ࢠ෦গࢱ෱ݝۄ

୲౰ओװɹԼా Ղ୅ࢯ ࢠ
ɹɹɹ ࡾॏࢠࢢ໊܂ݝͲ΋૯߹ηϯλʔ௕ 

຀ށ ః ࢯ
ɹɹɹ શࠃ೶ڠۀಉ૊߹࿈߹ձʢ+"શ೶ʣ 

ࢯ ࢠ઒ ඒށ
事例紹介として、行政を代表して埼玉県及び三重県

桑名市が、民間企業を代表して全国農業協同組合が、
こども食堂との連携事業について紹介した。下田氏
は、埼玉県の子供の居場所づくりについて紹介され
た。県では、貧困の連鎖を断ち切るためには、生まれ
た環境に左右されず自己肯定感を養うための「居場
所」が必要であると考え、「埼玉県方式」を掲げ、子
供の居場所づくりを推進している。この方式は「こど
も応援ネットワーク埼玉の創設」「こどもの居場所づ
くりアドバイザーの活動支援」及び「こども食堂・未
来応援基金の設置」の 3 本柱から成り、全ての子供が
生まれ育った環境に左右されず同じスタートラインに
立てる社会の実現を目指していると述べられた。

牧戸氏は、「桑名版子供の居場所づくり」について
紹介された。市では「地域子供の未来応援交付金」を
活用し、食事の提供や遊び・学習を通じた居場所の提
供、資格取得支援、SNSを活用した寄り添い支援・傾
聴支援を行っている。今後はメタバースを活用し、こ
ども食堂に来ることができない子供のための居場所づ
くりを考えていると述べられた。

戸川氏は、JA全農の取組や考えについて紹介され
た。JA全農では、新型コロナウイルス感染症による
一斉休校等により十分に栄養が取れない子供たちがい
ると知り、むすびえと連携して学校給食休止期の牛乳
の無償提供を開始した。また、「オンライン牧場体験」
を開始し、食事の提供だけでなく、食育の体験や経験
を提供する支援も行なっていると述べられた。

こども食堂の活動をみるとき、地方公共団体の支援
制度が主題になりがちだが、あくまで主役は民であ
り、民の情熱や活力を最大限引き出すため、行政の信
用力を生かし、サポートに徹することが重要であると

いうことを学んだ。

（4）グループワーク
ࢯ ɿौ୩ խ人ࢣߨ

これまでの講義を受け、こども食堂にとって官民で
どのようなサポートが適切なのか、意見交換及びグル
ープ毎の発表を行った。

将来的にこども食堂を開きたいと思っている受講者か
らの発表に対し、こども食堂を開く上で大切なことは何
かをしたいという気持ちであると渋谷氏は評し、受講生
にとって今後の実践につながる良いきっかけになった。

4 おわりに

講義を通して、「こども食堂」の必要性・多様性や資
金確保や関係団体との連携などの運営の難しさについ
て学んだ。行政は、行政と地域のタテとヨコの連携やコ
ミュニケーションを通じて、地域課題を的確に認識し、
補助金以外の部分も含めて様々な関わり方を工夫し、地
域課題を解決する必要性があることを強く認識できた。

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
Ҫ্ ඒಸʢ࡛ݝۄட෕͔ࢢΒ೿ݣʣ

執筆者

ɾߦ੓の৴༻力͕ɺࢧԉにͳりಘるࣄΛ学Μ
ͩɻ

ɾࢧԉ͠た͍ͱ͍͏ຽ͍ؒͯ͑૿͕ۀاるͱ͍
͏࿩͔Βɺޙ͸Ͳ͏۷り͔͢͜ىの໰୊Ͱ͋
るͱ͡ײたɻ

ɾࣗ෼のよ͏にԿ͔͠Β໾にཱͪた͍ͱ͍͏ݸ
人の૲のࠜϨϕϧの͔͍ࢥΒ৭Μͳࢧԉにͭ
ͳ͕͍ͬͯくͱ͍͏͜ͱΛ஌ͬͯɺվめͯࠓ
たɻͬࢥくؔΘ͍ͬͯ͜͏ͱਂޙ

受講者の声

ू߹ࣸਅ
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地方創生セミナー 15

1 はじめに

人口減少、少子化、過疎化が進み、市民のニーズや
価値観の多様化により新たな地域課題が発生してい
る。課題が複雑化する中、専門人材の不足により行政
だけでは解決できない課題が多くあり、官民を問わず
誰もが共創して地域課題を解決すべき時代が到来して
いる。

2 今回のテーマ

地域の発展のために、組織や上司に依存せず「自分
の意志」や「自分の判断」で行動する地方公共団体職
員が求められている。課題解決思考から価値創造思考
へ転換するため、本セミナーを開講した。

3 講義内容

（1）講義「半官半X　海士町役場～日本初の働き方～」
 ൒9ಛ໋୲౰׭ւ࢜ொ൒ݝɿ ౡࠜࢣߨ

大ࢁ ༔ ࢯ 
ౡࠜݝւ࢜ொڥ؀੔උ՝ݯࢿ॥؀ಛ໋୲౰ɹ
ಎ ૰Ұ࿠ ࢯ

海士町は、昭和25年に約7,000人だった人口が60年
間で 3 分の 1 の約2,300人まで減少し、人口減少によ
る人手不足が大きな課題となっていた。その解決策が
半官半X制度である。地域社会のために柔軟に積極的
に動き、自分らしく働くことによって、生き生きとし
た働き方につながり、働きたいという意欲の醸成を図
ることができるため、人手不足解消の一助となる。働
く側が生き生きと働くことによって円滑な行政運営に
つながり、魅力的なまちが形成されるという。

（2）講義「公務員Shiftプロジェクト事例紹介」
 ຿һ4IJGUϓϩδΣクτެݝܗࢁ ɿࢣߨ

青木 啓介 氏、三浦 拓 氏、坂本 静香 氏、
原田 孝昭 氏、阿部 和恵 氏

公務員Shiftプロジェクトは、山形県内の公務員によ
って令和 2 年に設立された団体である。メンバーは

「自分を主語に語り、行動できる公務員を増やすこと」
「公務員が自分の希望する生き方・働き方に“Shift”
できるよう安心安全な『きっかけ・出会い・学び』の
場を提供すること」「『自分』『地域』『地方公共団体』
を楽しく自分事にして、『自分も、地域も、職場も
HAPPY』の三方よしを実現すること」を基本理念と
して活動している。

参加メンバーの公務外における「やりたい！」とい
う意欲を尊重し、手を挙げたメンバーを中心に周りの
メンバーがサポートする体制を取ることにより、希望
する活動の実現性を高めている。

4 おわりに

地方公共団体職員が職務に専念することは当然であ
るが、その中でも公務内外において自分自身が満足い
く働き方ができているかが重要である。

公務員の働きがいってなんだろう？
～一歩踏み出す人材から学ぶ公務員のキャリア開発術～

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
大ٱอ തوʢ෱Ҫݝ෱Ҫ͔ࢢΒ೿ݣʣ

執筆者

ɾެ຿֎のଟ༷ͳ׆ಈ͕ɺݧܦɺ஌ࣝɺωッτ
ϫʔク౳Λৢ成͠ɺެ຿にؐ͞ݩΕる͜ͱ͕
఻Θ͖ͬͯたɻ

受講者の声
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1 はじめに

身近な日常空間であるパブリックスペースは、住民
の主体的な活動拠点となるなど、近年その価値が見直
されている。国土交通省も、令和 2 年度から「まちな
かウォーカブル推進事業」を創設し、車中心から人中
心の空間づくりを進めている。また、都市をデザイン
する手法として、人々が集まる空間を創出することで
にぎわいを生み、まちの価値を高める「プレイスメイ
キング」という言葉を耳にする機会も増えている。

2 今回のテーマ

本セミナーでは、パブリックスペースを活用したプ
レイスメイキングの考え方や官民協働による先進的な
空間づくりの事例を学び、まちなかのにぎわい創出や
住民の自発的なまちづくりへの参画につなげることを
目的とした。

3 講義内容

（1）講義Ⅰ「�パブリックスペース活用の考え方・概
論・関連制度等の説明」

ըઐاづくりਪਐ՝ͪ·ہࢢ౔ަ௨ল౎ࠃ ɿࢣߨ
໳׭ɹ೫ޱ ஐӫ ࢯ

乃口氏からは、パブリックスペースの活用について
ご講義いただいた。

公共空間は、これまで国や地方公共団体が使用する
ものであったが、これからは、住民や民間事業者が積
極的に使う場へと変わっていく。また、公共空間にお
ける民間の収益活動を積極的に認めるなどして、官民
連携のまちづくりを進めることが重要であり、これに
より、行政の役割もハード整備を行うだけでなく、利

用者にとって居心地のよい環境をつくるというソフト
を重視したものへと変わってきていると指摘された。

官民連携のまちづくりにより、キッチンカーの出店
や広告の掲示、民間主導のイベントの開催等、雇用創
出や来訪者・歩行者の滞在時間の増加、資産価値の維
持・向上といった効果が表れている。国ではこうした
取組を後押しするために、規制緩和や道路等の占有の
特例制度の創設、都市再生推進法人といった活動団体
の立ち上げ、先進的活動への支援を行っているとし、
その活用事例を紹介された。

（2）講義Ⅱ「�まちの価値を高めるクリエイティブな公
共空間活用」

ࢯ ίʔσΟωʔλʔ  ൧ੴ ཟ࢈ෆಈ̧ڞɿެࢣߨ
飯石氏からは、公共空間の利活用について民間の視

点からご講義いただいた。
飯石氏は、公共空間の利活用におけるさまざまなプ

ロジェクトに関わっている。自社メディアでの物件紹
介、公共空間利用に興味のある事業者紹介をはじめ、
プロジェクトのプロデュース、R＆D（調査研究）事
業を通じて、公共空間の利活用を進めている。

飯石氏は、社会ニーズの変化に伴い公共サービスや
施設を再編する必要性が出てきたことから、老朽化と
更新の課題を抱えた低未利用・遊休不動産をうまく活
用し、ハードとソフトの両面でまちを再編しようとい
う意識が高まっていると分析する。民間と連携して公
共施設を戦略的に活用すれば、行政にとっては収入増
に加え、新たな住民サービスの提供ができ、民間とし
てもビジネス機会を拡大できると述べられた。

実際に公共空間の活用を考える際には、ニーズを探
る社会実験から小さく始め、仮設で使う暫定利用の段
階を踏むことで、行政側の実行ハードルが下がり、民
間も参加しやすくなるとアドバイスしたうえ、この段

パブリックスペースの活用による地域活性化
～人々が集う活力あるまちづくり～

։࠵೔ɿ令和 � 年��݄��೔
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階で、利活用の目的やどんな企業に参加してほしいか
などを具体的にイメージすることで、連携する民間企
業探しやマッチングが成功しやすいと述べられた。

（3）講義Ⅲ「とある公共空間の利活用促進」
  ੔උ෦ಓ࿏ެԂ՝ҡ࣋୲౰ࢢɿ ๽ా۠౎ࢣߨ

ු֋ ೜ ࢯ
浮貝氏からは、自身が携わった北十間川周辺の公共

空間の整備を例に、公共空間の利活用について、行政
の視点からご講義いただいた。

利用者が利活用したくなる施設を目指すには、まず
は行政（自分）が使ってみて、うまく活用している姿
を見せることがスタートだと話し、公共空間を「ジブ
ンチノニワ」のように公務員自ら使いこなす取組につ
いて紹介された。

浮貝氏は、担当する隅田公園にテントを立てること
で「そよ風会議室」を設置し、墨田区役所の一会議室
として使用した。利用者と同じ申請手順で空間を使
い、よりよい使い方を模索する中で、誰よりも活用方
法に詳しくなり、空間のさまざまな使い方が提案でき
るようになった。浮貝氏は、この実践を、利活用の攻
略本（パンフレット）としてまとめ、区民が公共空間
を、「ジブンチノニワ」のように使って楽しめる空間
づくりを進めている。

そよ風会議室の取組は、その取組に関わった人、知
った人に刺激を与え「こんな風に使ってみたい」とい
う思いを引き出している。浮貝氏は、利活用の相談件
数の増加やニーズの高まりから、そよ風会議室の機能
を強化した社会実験を行う場として「そよ風L＠B,（ラ
ボ）」を設置し、実験的なイベントの開催を通じて公
園という公共空間の活用の可能性を広げ続けている。
今後も実証実験、分析を繰り返しながら、区民・利用
者のニーズに沿った利用しやすい空間づくりを目指し
たいと話された。

（4）グループワーク＆発表・講評
ըઐاづくりਪਐ՝ͪ·ہࢢ౔ަ௨ল౎ࠃ ɿࢣߨ

໳׭  ೫ޱ ஐӫ ࢯ 
 ࢯ ίʔσΟωʔλʔ  ൧ੴ ཟ࢈ෆಈ̧ڞެ
๽ా۠౎ࢢ੔උ෦ಓ࿏ެԂ՝ҡ࣋୲౰ 
ු֋ ೜ ࢯ

グループワークでは、講師にアドバイスをいただき

ながら、目標とする利活用を実現するための具体的な
手法を考えた。行政だけでなく金融機関や鉄道会社等
の職員といったまちづくりに関わる多様な所属の受講
者が集まったため、お互いの立場や知見を生かしなが
ら学びを深めることができた。

講評では飯石氏が、外部の人に興味や関心を持って
もらえる活動を自分から始めてみる、地域活動に参加
し、地域と接点を持つなど、具体的に行動を起こすこ
との重要性についてアドバイスされた。受講者が公共
空間を使うユーザーの一人として具体的な行動を起こ
し、それぞれの立場から公共空間の利活用を進めてい
くきっかけとなった。

4 おわりに

公共空間の利活用にあたっては、行政が使う・管理
するという発想から、官民協働で利用者にとって居心
地のよい空間を作るという発想への転換が重要である
ことが分かった。行政・民間という立場にとらわれ
ず、まずは一人の利用者として、視野を広げ、小さな
取組から始めることが必要だ。その過程で、国の制度
を利用し民間企業の参画を進めたり、公共空間の利用
者と伴走したりする取組等、行政側が民間企業と利用
者をパートナーとして認めることで、効果的な公共空
間の利活用が展開できると考えられる。

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
ʣݣΒ೿͔ݝʢ෱Ҫرࣿ ాڂ

執筆者

ɾߦ੓ࢹ఺Ͱެۭؒڞの੔උΛ͍ͯ͑ߟた͕ɺ
·ͣ͸ࣗ෼ࣗ਎͕͏࢖ଆɺͦͯ͠ຽؒۀاの
ࣄる͜ͱ͕大͑ߟΛࡦ༺׆఺にཱͬͯɺརࢹ
ͱؾ付͍たɻ

ɾࣾձ࣮ݧɾτϥイΞϧ͕大ࣄͱ͍͏͜ͱ΍੔
උ͢る্ͰのϓϩηεɾϙイϯτΛ෯޿く学
΂たɻ

受講者の声
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地方創生セミナー 17

1 はじめに

「コミュニティナース」は、「人とつながり、まちを元
気にする」ことをコンセプトとした実践のことを指す。

実践者が地域の身近な存在となることで、住民の心
身の健康と安心を実現することを目的とした取組であ
る。

現在の実践者は看護師・保健師などの医療資格保有
者が多くを占めつつも、医療職でなくとも自身の経験
を活かして実践者同士で連携することで、100人100通
りの多様な形で行えるものとして、各地でコミュニテ
ィナースの取組例が増えつつある。

2 今回のテーマ

今回のセミナーでは、まだ全国的には耳慣れないコ
ミュニティナースの考え方や活動事例を学び、各地で
の活動のきっかけにつなげることを目的として、コミ
ュニティナースの概説並びに事業がスタートした地域
である島根県雲南市の事例を紹介した。

3 講義内容

 ձࣾऔక໾ࣜגɿ $PNNVOJUZ /VSTF $PNQBOZࢣߨ
தᖒ ͪͻΖ ࢯ

ɹɹɹ Ӣೆࢢ੓اࡦը෦੓ࡦਪਐ՝νϟϨϯδ創生ά
ϧʔϓ෭ओװɹ෢ా ࢯ ࣏ݎ

中澤氏と武田氏は、それぞれコミュニティナースの
普及を担う立場、地域で活用する行政の立場から、コ
ミュニティナースの概要及び雲南市内における活動に
ついて説明された。

中澤氏は、医療者だけでなく、誰もが暮らしの身近
な場所で実践できる住民の心身のケアがコミュニティ

ナースのコンセプトであると指摘し、高齢者や子育て
中の女性といった地域社会とのつながりが希薄になり
がちで、潜在的な健康リスクの高い層を活動対象とし
ていると説明された。

武田氏は、雲南市が取り組む「チャレンジの連鎖に
よる持続可能なまちづくり」という政策のもと、2016
年頃に地域プロデューサー養成講座である「幸雲南
塾」卒業生の間から、コミュニティナースへのチャレ
ンジのきっかけが生まれた経緯を紹介された。

その後、質疑を含めて両氏のトークセッションを行
った。

4 おわりに

コミュニティナースは、地域コミュニティが希薄に
なりがちな現代において、地域における心身のケアと
いう活動を通じて、地域社会を結び付ける貴重な存在
となるものである。

必ずしも特別な資格を必要とせず、地域住民同士の
つながりを増やしたいという心掛け次第で誰もが実践
できるものであり、新たな地域コミュニティ再生手段
として高いポテンシャルを持った、今後注目すべき存
在といえる。

地域で「つながる しあわせ」をはぐくむ
コミュニティナース

։࠵೔ɿ令和 5 年 � ݄��೔
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執筆者
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受講者の声
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地方創生セミナー 18

1 はじめに

超高齢化、人口減少、住民ニーズの多様化といった
社会情勢の変化によって、行政が取り組むべき課題は
年々増加し続けている。このような状況において行政
は、地域コミュニティと積極的に関わりながら協働し
て課題解決に取り組む必要がある。一方で、地域コミ
ュニティと行政の関わり方は、その地域の特性を踏ま
えて検討する必要があるため、画一的な対応ができな
い難しさがある。

2 今回のテーマ

数々の地域で地域コミュニティと行政との関わりに
携わってきた講師を迎え、地域コミュニティと行政の
関わり方や行政職員としてのあり方について学び、持
続可能な地域コミュニティを構築する足掛かりとする
ため、本セミナーを開催した。

3 講義内容

（1）講義「�地域コミュニティと地域づくり人財�
～『地域共創』時代の自治体職員～」

ࢯ ֮ तɹ大ਿڭ౎ཱ大学๏学෦ژɿ౦ࢣߨ
大杉氏からは、地域社会の構造の移り変わりや、こ

れからの地方公共団体職員に求められる職員像につい
てご講義いただいた。

大杉氏によるとこれまでの地域コミュニティの運営
は高齢者が中心となって担ってきたが、全国的に高齢
化が進み、担い手不足、体力不足に陥っている。その
ような中で、日常の活動に「プラスワン」する形の、
気軽に取り組める地域づくりのあり方が求められてい
る。

地域コミュニティづくりに取り組む地域づくり人財
には、これまでの「業務として公務を担う公務員」と
いう軸だけでなく、公務員、ボランティア、地域住民
等が、可能な範囲で複数の役割に関与する「プラスワ
ン」のあり方が、マルチキャリア形成の観点からも有
用であると述べられた。

また、プラスワン活動を活性化するため、公私の連
携のもと「創発」を促すプラットフォーム、いわば

「中間支援組織」が地域に根づくことが重要であると
し、こうした「中間支援組織」が各地に産まれつつあ
るとともに、地域の実情に応じて行政主導型やNPO
型、地域のコミュニティ発展型や起業型などさまざま
な類型がみられると紹介された。

（2）�事例紹介「�地域コミュニティの活性化と中間支援
組織としての役割」

ڠɿ Ұൠࣾஂ๏人ίϛϡχςΟωッτϫʔクࢣߨ
ձཧࣄ௕ɹѳඒ ࢯ ࢠژ

渥美氏からは、コミュニティネットワーク協会（以
下「協会」という。）が携わっている地域コミュニテ
ィ再生の支援についてご紹介いただいた。

協会は、阪神淡路大震災を機に神戸で在宅医療に取
り組んだ医療チームが中心となり設立された団体で、
世代や健康状態、生活価値観の異なる人々が互いの生
活を尊重しながら維持・継承できるコミュニティ拠点
づくりをめざす団体である。

代表例として、多摩ニュータウン松が谷地区（東京
都多摩市）で団地の高齢化、空洞化に伴い商業施設が
撤退した後に受託したコミュニティ活性化のプロセス
がある。この事例では、当初からプランを固めてスタ
ートするのではなく、白紙状態からまず住民の意見を
ひたすら聞く、いわば“サンドバッグになるところか
ら始めた”という。

地域コミュニティと行政の関わり方

։࠵೔ɿ令和 5 年 � ݄��೔〜��೔
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新たな空間を作るのはあくまで地域住民であり、み
んなで作るというスタンスを崩さないことで、住民も
要求・獲得運動ではなく、自分たちの空間を自分たち
で築いていく自治の姿勢になると述べられた。また、
行政側からの一方的な提案ではなく、住民からの意見
を待つことで徐々に住民からの前向きな提案も出て、
取組が持続できる環境が作り上げられているとのこと
だ。

（3）事例紹介「多摩市の進める『地域協創』について」
ըௐ੔୲౰ओࠪɹاը՝ا෦ࡦը੓اࢢɿ ଟຎࢣߨ

੢ଜ ৴ࢯ ࠸
西村氏からは、多摩市で取り組む住民協働の取組に

ついてご紹介いただいた。
多摩ニュータウンは、団地の老朽化が進むと同時

に、働き世代人口比率の低下や高齢世代人口比率の増
加が見込まれるなど、将来的な課題が見られる地域で
ある。

多摩市は、持続的な将来を実現するため、誰もが主
体的にまちづくりに参画することをめざした自治基本
条例を定め、「地域協創」を掲げてまちづくりを進め
ている。その中で、地域を支える、つなぐ、掘り起こ
すという三つの柱を立てて、地域担当職員の支援制度
の導入、中間支援機能の構築、新たな担い手を発掘育
成する機会の提供を進めている。

地域担当職員が、地域のアドバイザーでありコーデ
ィネーターでありプロデューサーとして、地域に密着
し、「地域でやりたいことを、地域と一緒に取り組む」
というスタンスで地域の自走を促していることを、モ
デルケースとともに紹介された。

（4）�トークセッション
講師三者によるトークセッションを行った。
渥美氏からは住民に対する工夫として、常に錦の御

旗（大義名分）を掲げて、そこからぶれないようにす
ることで住民理解を得ていくことを、西村氏からは、
住民の「住み続けたい」という思いにどう応じていく
かが行政の大切な役割になることを、大杉氏からは、
地域の場づくりに来てくれた人をよく観察し、つなが
りを作っていくことが公務員として大切な心掛けにな
ることを、それぞれアドバイスいただいた。

（5）�講師との
対話

2 日 目 は、
各講師との対
話を通じて、
参加者の疑問
の解消や参加
者間での意見
交換の時間と
した。

（6）行動宣言
意見交換の

後、参加者か
ら今後の活動
に向けての意
思表示を行っ
た。
「これから中間組織を担っていきたい」「住民に『つ

まらないまち』と言わせないように住民自ら主体的に
取り組める姿を作っていきたい」など、さまざまな視
点からの抱負を語った。

4 セミナーを終えて

いかに住民が参画しやすい地域コミュニティの形を
作るかは、地方公共団体にとって重要な課題である。

これから公務員が地域コミュニティのために取り組
むべきことが多いことを理解できた。

地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
ʣݣΒ೿͔ࢢೆ౑ݝࢁ૔ ཽ໼ʢ෋ؠ

執筆者

ɾ人ͱのͭͳ͕りΛよりݻڧに͢るために͸ɺ
人にձ͍にߦく͜ͱ͕大੾ͩͱ෼͔り·͠たɻ

受講者の声
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●開始時期： 平成17年度 

（平成17年度～26年度は「地域再生実践塾」）
●実施回数（H17～R4）：のべ134回
●参加人数（H17～R4）：のべ4,228人

2 ষ

地方創生実践塾は、地方創生を担う人材の育成を図るととも
に、地域活性化の実践的なノウハウを全国的に普及するため、
全国の特色ある地域づくり事例をテーマに設定し、現場に最も
精通した活動経験豊かな講師のもと、講義やグループワーク、
フィールドワークなどにより、課題解決に向けた実践力を身に
付ける研修を提供しています。
令和2年度からは新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、
感染症対策を徹底しながら、これまでと変わらずに現地での学
びの機会を提供する一方、一部ではオンラインのみによる学び
の場も提供しました。
今後とも、地方公共団体の職員や地域づくりに関わる方々に
対し、地方創生や地域活性化に関する専門的かつ実践的な知識
を学ぶ機会を提供し、全国各地域における応用実践につながる
よう取り組んでまいります。

地方創生実践塾とは



地方創生実践塾

1 開催地概要

小布施町は、長野県北部に位置し四方を川と山に囲
まれた面積19.2㎢の小さな町である。りんごやぶど
う、栗等の生産が盛んであり、江戸時代には定期的な
市が立ち、北信濃の経済・文化の中心として栄えてき
た。昭和50年代からは官民双方が主役になる独自のま
ちづくりを進め、現在では年間約100万人の観光客が
訪れている。

2 開催地の取組

昭和50年代、栗菓子で知られる老舗和菓子店、「小
布施堂」周辺を中心に「町並修景事業」が行われ、

「栗の小径」等、小布施町を象徴する空間が形成され
た。これにより、町民の景観への意識が高まり、30を
超える民家の庭が「オープンガーデン」として公開さ
れている。

平成16年からは、「四つ（町民、地場企業、大学や
研究機関、町外の志ある企業）の協働」を掲げながら

「協働と交流のまちづくり」を進め、まちづくりを担
う次世代の育成にも注力し、平成24年からの「小布施
若者会議」等を通じて、新しい行政施策や事業を創出
し、若者が町へ興味を持ち移住したくなるような状況
を生み出している。令和 3 年からは、コロナ渦にあっ
てもオンラインで町外の人々とともに小布施のまちづ
くりを考える「小布施バーチャル町民会議」を開催し
ている。

3 実践塾内容

今回の地方創生実践塾は、「地域内外の人々が溶け
合う小布施流まちづくり～『協働と交流』で取り組む

『環境先進都市』への挑戦～」をテーマとし、小布施
町のまちづくりの挑戦について学ぶため、全国の地方
公共団体職員や民間企業社員、大学生等27人が参加し
た。なお、小布施町での実践塾は平成21年度、令和元
年度、令和 3 年度に続き、 4 回目の開催となる。

（1）講義「協働と交流のまちづくり」
ࢯ قҪ ণࡩொ௕ɹࢪɿখ෍ࢣߨ

桜井氏は、地域内外の人々が溶け合う小布施流のま
ちづくりについて講演した。

町並修景事業に関しては、「内は自分のもの、外は
みんなのもの」というコンセプトのもと、地域住民が
自主的に自分の家の庭を開放するオープンガーデンを
スタートした。また、「小布施町は歴史が浅く、守る
のではなく使う・遊ぶという視点が大事」「整った保
存整備は訪れた人がすぐに飽きてしまうが、小布施町
の修景整備は整いすぎないところが訪れた人を飽きさ
せない」など複数のキーワードでこれまでの小布施町
の取組の考え方、歴史等について説明された。

最後に、今後の小布施町のビジョンとして、「小布
施町を現在の湯治場に」をコンセプトに交流と協働の
まちへ発展させたいと述べられた。

（2）フィールドワーク
フィールドワークでは、小布施町中心部の「町並修

景事業」の実施地域を歩き、保存ではなく修景のまち
づくりを見学した。
「（建物の）内は自分たちのもの、外はみんなのも

の」という考え方を、地域住民や地元の事業者が共有
し、私有の敷地を誰もが通って楽しむことができるオ
ープンガーデンをまち歩きした。修景事業の実施地域
は面積としては広くないものの、このオープンガーデ
ンにより、まちを周遊する楽しさが生み出されている。

長野県小布施町

地域内外の人々が溶け合う
小布施流まちづくり
～「協働と交流」で取り組む「環境先進都市」への挑戦～

։࠵೔ɿ令和 � 年 5 ݄��೔〜��೔1

地域づくり ผ࡭ �݄߸34

地方創生࣮ફक़令和5年度 地方創生のための人材育成ガイドブック 〜地域力創造大学校®による人づくり〜



また、実際に歩いていると地域の小学生も帰りがけ
に一緒に参加するなど、地域の一体感を肌で感じるこ
とができた。

（3）�パネルディスカッション�
「地域内外の人々が溶け合う小布施流まちづくり」
ύωϥʔɿ ओ೚ࢣߨɹখ෍ࢪொ૯߹੓ࡦਪਐઐ໳

 ࢯ ༸ࢤ ɹྛ׭
Ұൠࣾஂ๏人ϋ΢εϗクαイ୅දཧࣄɹ
Ԙᖒ ߞฏ ࢯ 
Ұൠࣾஂ๏人খ෍ࢪ·ͪイϊϕʔγϣϯ
)6#ཧࣄɹ೔∁ ݈ ࢯ 
Ұൠࣾஂ๏人খ෍ࢪ·ͪイϊϕʔγϣϯ
)6#ɹԕ޺ ࢁथ ࢯ

初日の最後は、町の遊休施設を活用したコワーキン
グスペース「ハウスホクサイ」で、移住してきた若者
たちが小布施町の良いところ、苦労したところについ
て意見交換するパネルディスカッションが行われた。

塩澤氏は、平成29年の小布施若者会議に参加し、コ
ワーキングスペースの整備を提案し、その後、仲間と
一緒にDIYで施設整備をするうちに愛着が湧き、その
まま自身が運営している。小布施町にはやりたいことを
後押ししてくれる土壌があり、実現できると次はこれが
やりたいという良い循環ができていると述べられた。

日高氏は、自身が運営する「小布施バーチャル町民
会議」の参加者のアイデアから、栗を使ったクラフト
ビールづくりワークショップや町内農家と連携した農
業体験等、数多くの企画が実現したことを紹介された。

遠山氏は、教育委員会と連携し、中高生が自分のや
りたいことを見つけ、一歩踏み出す「まちキャン！」
の取組等、町をフィールドに若い世代が多様な挑戦を

する土壌が育ちつつあることを強調された。
それぞれのパネラーから「やりたいことができるま

ちに人は集まる」という考えが示されたが、実際に、
小布施町が移住者と地域住民との橋渡しをサポートし
ていたほか、住民も積極的に関わって各取組が進めら
れていた。

このように、町全体で交流と協働のまちを進めるた
めには、ビジョンを共有し、行政だけでなく民間や地
域住民も関わりながら移住者のサポート体制を充実さ
せることがポイントだと感じた。

（4）フィールドワーク�
　　講義「平時を楽しみ有事に備えるEGAO�VISION」

ϓϩإ๏人೔ຊসஂࡒ෭ॅ৬ʗҰൠࣉɿ ড়ޫࢣߨ
δΣクτ ୅දɹྛ өण ࢯ

2 日目は、体験型ライフアミューズメントパーク
「nuovo」（以下「ノーボ」）にて、林氏よるフィール
ドワークと講演が行われた。

林氏は、令和元年10月の台風19号による被災時に、
効率的な復旧作業には重機が重要と認識し、これを契
機として被災時に一般市民が重機を動かせるよう運転
資格を取得できる体験型ライフアミューズメントパー
クノーボを設立した。

ノーボでは、「平時を楽しみ、有事に備える」をテ
ーマとして、アミューズメント要素を取り入れる講習
内容とすることで、より広い層にもアプローチし体験
してもらえるよう工夫がされていた。実際に、重機講
習の受講者のうち 3 割が女性であるなど、多くの人が
参加しており、林氏は、今後さらに有資格者を増やし
ていきたいと述べられた。

また、サブスクリプション型の様々な会員コースを

ϑΟʔϧドϫʔクの༷ࢠ ʮϋ΢εϗクαイʯͰのύωϧσΟεΧッγϣϯ
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設定し、重機技能講習から指導者資格取得まで、継続
的にステップアップできるよう工夫されている。

フィールドワークでは、人力とショベルカーによる
土砂の掘削量の比較、救助用バギーの乗車体験等、災
害時における重機の重要性を楽しみながらも肌で感じ
ることができるよい機会となった。

（5）パネルディスカッション�
「『協働と交流』で取り組む『環境先進都市』への挑戦」

ύωϥʔɿ ओ೚ࢣߨɹྛ ࢤ༸ ࢯ 
খ෍ࢪொθϩΧʔϘϯਪਐһ 
੫ॴ ಞշ ࢯ 
খ෍ࢪொθϩ΢Σイετਪਐһ 
 ࢯ ࡊ໦ ཬݹ
খ෍ࢪொ૯߹੓ࡦਪਐࣨ 
άϦʔϯσΟεςΟωʔγϣϯνʔϜɹ
Ϧʔμʔɹాٶ ༙ଠ ࢯ

脱炭素、ごみゼロ、持続可能な観光の各分野に取り
組むメンバーによる、環境先進都市を目指す町の挑戦
についてパネルディスカッションが行われた。

脱炭素に取り組む税所氏からは、町がバイオマスボ
イラーを検討していることについて、また、ごみゼロ
を目指す古木氏からは、可燃ごみの組成調査等から町
のごみ問題の特性や町民の環境意識について把握し、
今後のごみ削減につなげていく見通しについて、さら
に、持続可能な観光を担う宮田氏からは、まちづくり
と観光を表裏一体とし、包括的に活動を進めている現
状等について説明があった。

会場の参加者からは「町内の環境への意識につい
て」の質問が寄せられ、これに対し「個人が環境保護
を大切にするという選択が経済的にも合理的な選択肢

になりつつあるのではないか」という意見が出るな
ど、活発な議論が交わされた。

このほかにも、林氏からは取組の内容だけでなく意
義を発信することで、共感した町内外から協力者を巻
き込むことができており、今後も町内外の理解を得な
がら、より多くの取組を進め、より魅力あるまちづく
りにつなげたいとの説明があった。

4 おわりに

今回の実践塾 in 小布施町では、「これまで」の町並
修景事業やオープンガーデン事業等から、「これから」
のノーボでの自助・公助による災害対応支援、環境保
護の取組まで、小布施町のまちづくりについて幅広く
知ることができた。

これらの根底にあるのが「協働と交流」であり、町
職員や住民等の内部だけでなく、移住者や企業等の外
部を巻き込むことが大事だと感じた。この巻き込みを
行政が主導となりつつも、参加主体による関わりしろ
を残し、放置と伴走をうまく使い分けながら協働でき
ていることが小布施町の強みだと感じた。

ɾখ෍ࢪொの·ͪづくり΍ڥ؀΁のऔり૊ΈΛ
ཧղ͢る͜ͱ͕Ͱ͖ɺ༗ҙٛͳ࣌ؒͩͬたɻ

ɾ学生౳のएऀࢀՃ͕ଟ͔ͬたのͰɺ಺にൿめ
た೤͍૝͍Λ͡ײる͜ͱ͕Ͱ͖たɻ

受講者の声

執筆者
ۙ౻ ਖ਼࠸ʢฌ͔ࢢాࡾݝݿΒ೿ݣʣ
地域ੑ׆Խηϯλʔ  اըɾ人材育成άϧʔϓ
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地方創生実践塾 2

1 開催地概要

紫波町は岩手県のほぼ中央、盛岡市と花巻市の中間
に位置し、東は北上高地、西は奥羽山脈に囲まれた総
面積238.98平方キロメートル、人口33,069人（令和 4
年 7 月31日現在）の町である。国道 4 号を含む 6 本の
幹線が町を南北に走り、インターチェンジや 3 つの駅
があるなど、交通の便に恵まれている。農業が基幹産
業であり、もち米、フルーツ等の生産が盛んである。

新たな都市と農村の結びつきを目指した「オガール
プロジェクト」を展開し、日経BP 総合研究所が発表
する「全国自治体・視察件数ランキング」で上位を獲
得するなど全国から大きな注目を集めている。

2 開催地の取組

オガールプロジェクトは紫波町が推進する公民連携
事業である。「オガール」とは「成長」を意味する紫
波の方言「おがる」とフランス語の「駅」を意味する

「Gare（ガール）」をかけ合わせた造語である。
オガールは 8 つの飲食店、 7 つの物販店の他に 3 つ

のクリニック、 2 つの体育館、ホテル、図書館、町役
場、サッカー場、スポーツジム、美容院、複数のレン
タルスペース等からなる官民の複合施設である。

紫波町は平成 9 年に町の中心部にある紫波中央駅前
の土地10.7ヘクタールを28.5億円で購入したが、財政
難により開発できないまま「日本一高い雪捨て場」と
言われていた。そこで、前町長の藤原氏は平成21年に

「公民連携基本計画」を策定し、この計画に基づき、
公民連携手法を導入して町有地の一体的な整備を行う
こととした。

紫波町は町の代理人となる第三セクターを設立した
上で、行政と民間が対等の立場に立ち、共通の認識を

持って企画段階から一緒に事業に取り組む体制を構築
しており、オガールプロジェクトは、こうした公民連
携により補助金に頼らずに地域活性化を実現してい
る。

近年では、都市部がファミリー層を中心とした社会
増で推移している一方で、農村部の自然減による人口
減少が顕著であり、都市と農村の均衡が崩れつつある
ため、公共施設や産業振興において「町の再編集」に
取り組んでいる。

3 実践塾の内容

令和 4 年 6 月17日から18日にかけて「公民連携でオ
ガールができるまで、そしてその先へ」をテーマに地
方創生実践塾を開催した。紫波町での開催は、平成30
年度から 5 年連続となった。

主任講師はオガールプロジェクトを行政の立場から
推進してきた紫波町企画総務部企画課長の鎌田千市氏
である。また、講師としてプロジェクトを民間の立場
から推進してきた株式会社オガール代表取締役／一般
社団法人公民連携事業機構理事の岡崎正信氏にご登壇
いただいた。オガールプロジェクトを含め、都市と農
村のつながりを大切にしながら、暮らし心地の良いま
ちの実現に向けた紫波町の取組を学ぶため、全国から
23人の受講者が参加した。

（1）講義「民間主導型公民連携とは」
ձࣾΦガʔϧ୅දऔక໾ʗҰൠࣾஂ๏ࣜג ɿࢣߨ

人ެຽ࿈ߏػۀࣄܞཧࣄɹԬ࡚ ਖ਼৴ ࢯ
民間主導型公民連携の推進に当たり、成功の循環を

生むチームに必要な要素やメンバーの特性についてご
講義いただいた。

岡崎氏は、自分のために行動する「自立性」だけで

岩手県紫波町

公民連携でオガールができるまで、
そしてその先へ

։࠵೔ɿ令和 � 年 � ݄��೔〜��೔
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なく、オーナーシップである「主体性」を持つ人が多
いほど組織としての成功に近づくと述べられた。

また、事業を始める際には、「なぜ？」「なんのため
に？」をはっきりと言語化すること、やり方・手法か
らスタートするのではなく「動機・情熱」からスター
トすることが重要であると強調、さらに、民間主導型
の公民連携は「負担者受益」という考え方である一方
で、行政は「受益者負担」をベースに考えてしまって
いるため、先に負担してもらい、それに見合ったサー
ビスを提供していくという考え方が足りていないと述
べられた。

最後に、ライバルがいない分野でとがったプロジェ
クトを企画することでターゲットを絞っていく「ピン
ホールマーケティング」という考え方や、公共施設を
大切に使ってもらうために「価格と価値のバランス」
の重要性を指摘した。

（2）�トークセッション「地域資源に付加価値をつけて
“なりわい”にする」
  ɿ Θͱͳࣗવ೶Ԃɾͯ͠͝ͱ΍8BUPOBࢣߨ

ҏ౻ め͙Έ ࢯ 
ձࣾΦガʔϧ୅දऔక໾ʗҰൠࣾஂ๏ࣜג

人ެຽ࿈ߏػۀࣄܞཧࣄɹԬ࡚ ਖ਼৴ ࢯ 
ࢯ ࢢઍ ాחը՝௕ɹاը૯຿෦ا೾ொࢵ

鎌田氏の進行の下、伊藤氏と岡崎氏による都市と農
村のつながりや、暮らし心地の良いまちの実現に関す
るトークセッションが行われた。

冒頭で伊藤氏が紫波町に移住した経緯や、自然農園
事業を始めたきっかけに関するお話をされた。

伊藤氏の自然農園の経営が安定している要因とし
て、農薬や化学肥料に頼らない野菜を求める潜在ニー
ズに対してクリティカルな提案ができているからだと
岡崎氏から指摘があった。

また、伊藤氏は「価格を上げて、それに見合った価
値を提供する」ことを意識しており「安易に安売りに
走らないこと」が大切だと強調された。

（3）フィールドワーク「オガールさんぽ」
 ࢯ ࢢઍ ాחը՝௕ɹاը૯຿෦ا೾ொࢵ ɿࢣߨ

  ௕܎ܞը՝ެຽ࿈اը૯຿෦ا೾ொࢵ
௕୩઒ อ ࢯ 
  ը՝地域づくりઐ໳һاը૯຿෦ا೾ொࢵ
ϋϫʔド ͓͞り ࢯ

3 班に分かれてオガール地区の施設内を歩きなが
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ら、講師から各施設の概要やこれまでの経緯等を解説
いただいた。
「地元で手に入れられる建材」で、「地元の業者が施

工できる建設方法」により施行するなどの各施設の工
夫や仕掛けを実際に体感しながら、まちづくりや空間
づくりのヒントを説明いただいた。講師の方々が生き
生きと各施設を紹介されており、紫波町のシビックプ
ライドを感じるとともに、このシビックプライドがあ
るからこそ、住民参加、住民主体のまちづくりが可能
になることを実感した。

（4）講義：「参加者のメリットをデザインする」
 ձࣾΧϯτϦʔϥϘ୅දऔక໾ࣜג ɿࢣߨ

ࢯ ಓ໊ ࡚ٶ
オガールプロジェクトを始めるに当たり、行政と住

民の橋渡しとして、住民とのワークショップに最前線
で携わったのが宮崎氏だった。

宮崎氏は、ワークショップとは住民を集め、ただ意
見を聞くだけの場ではなく、創造する場であり、何が
欲しいかではなく、どんな町を目指し、どうしていき
たいかという点に重きを置いたと述べられた。

また、住民の力を信じ、声を掘り起こすことが住民
のメリットにつながる。ワークショップを通してオガ
ールでの取組を自分中心に考えてもらうことで、共に
考え、学び、創造するまちづくりにつながったと述べ
られた。

（5）講義：「オガールと地域をつなぐ」
ը߹ಉձࣾ୅දࣾһʗ߹ಉձࣾاɿ Φガʔϧࢣߨ

LPF୅දࣾһɹখ઒ ᠳ大 ࢯ
オガール企画合同会社でオガール地区でのイベント

等を企画・運営しながら、合同会社koeで民間企業の
立場からまちづくりをしている取組についてご講義い
ただいた。

小川氏は、老朽化した旧郡役場を活用した複合温浴
施設「ひづめゆ」プロジェクトで「まちをかませ！紫
波をわかせ！」のコンセプトの下、多世代の交流を図
り、まちの活性化を目指している。

まちづくりとは「豊かな選択肢を増やすこと」であ
るとともに、誰に、どのように、何をして豊かになっ
て欲しいかを突き詰め、共感を得ることが大切である
と強調された。

（6）講義：「これまでと、これから」
ओ೚ࢣߨɿ ࢵ೾ொاը૯຿෦اը՝௕  

ࢯ ࢢઍ ాח
最後は、オガールプロジェクトに最前線で携わって

きた鎌田氏から、オガールプロジェクト実施までの道
のりである「これまで」と紫波町の未来である「これ
から」についてご講義いただいた。

まず、行政課題としてスタートしたオガールプロジ
ェクトの「これまで」では、「市場の判断」と「住民
の意向」を確認しながら豊かさを目指してきた。

また、「これから」では、民間や住民がやりたいこ
とを制度化、施策化し、機会損失をさせないようにす
ることが行政の大きな役割であると述べられた。

最後に、役割分担をしつつ、官民の境目なく、「最
強のプロセス」を創ることが公民連携によるまちづく
りのポイントだと強調された。

4 おわりに

今回の実践塾を通して、官民の境目なく、行政と民
間企業、住民が共に考え、共に創る、真の公民連携に
ついて学ぶことができた。

オガールプロジェクトを始めとする紫波町の取組か
ら、自分の地域には何があり、どのようにしていきた
いかを明確にし、できることから一歩一歩、根気強く
まちづくりに向かい合っていくことが重要であると強
く認識した。

ɾࢯాחͱԬ࡚ࢯͱ͍͏ɺఱ࠽తͳ人た͕ͪɺ
ଞ͔Β͍͢͝人たͪΛݺͼࠐΉ॥؀͕Ͱ͖ͯ
͍るͱ͡ײɺ͍ڧিܸΛड͚たɻ

ɾ͍Ζ͍Ζͳ方ʑの͓࿩͠Λ͜ΜͳۙくͰϦΞ
ϧにฉ͚ͯɺษ͢ڧる͜ͱ͹͔りͩͬたɻࣗ
෼΋΍る͔͠ͳ͍ͱ͍ࢥ௚͠たɻ

ɾ৔ҧ͍のॴにདྷたͱͬࢥた͕ɺࢣߨの方の࿩
にҾ͖ࠐ·Εたɻ

受講者の声

執筆者
҆ຊ ࠼೫ʢ෱Ԭ͔ݝΒ೿ݣʣ
地域ੑ׆Խηϯλʔ  اըɾ人材育成άϧʔϓ
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地方創生実践塾 3

1 開催地の概要

みなかみ町は平成17年10月 1 日に月夜野町、水上
町、新治村の 2 町 1 村が合併して誕生した。この町は
群馬県の最北に位置し、群馬県最大の面積を誇ってい
る。谷川岳・三国山の麓、利根川の源流域であり、

「関東の水がめ」と称される自然と温泉が豊かである。
平成29年にはユネスコエコパークに認定され、登山、
スキー、ラフティング、キャニオニング等の国内有数
のスポットとして若者に人気の地となっている。ま
た、上越新幹線の乗降駅である上毛高原駅は東京駅か
ら最短66分で首都圏からの交通アクセスにも恵まれて
いる。

2 開催地の取組

平成20年に農林水産省・文部科学省・総務省のこど
も農山村交流プロジェクトの一環として、みなかみ町
商工会の産業商品開発室に「みなかみ町教育旅行協議
会」が発足し、観光客や台湾・韓国・ミャンマーの修
学旅行生を農家民泊へ受け入れてきた。

平成26年には、観光により地域経済をこれまで以上
に豊かにするため、地域の観光資源の掘り起こしと魅
力向上を目指し、「みなかみ町教育旅行協議会」が

「一般社団法人みなかみ町体験旅行」へと名称を変え、
社団法人化された。以後はストレスの多い都市生活者
に、みなかみ町の豊かな自然やアクティビティを通し
て健やかな心と身体を取り戻してもらう「みなかみヘ
ルスツーリズムプロジェクト」の実施や、参加者の要
望に応じた、みなかみ町で提供できる資源や自然を生
かした体験プログラムを提供してきた。

3 実践塾の内容

令和 4 年 6 月24日、25日の 2 日間にかけて地方創生
実践塾を開催し、全国各地の行政職員や大学生など24
名が参加した。

（1）講義「みなかみ町の『観光』に関する全体解説」
ࢯ Ξドόイβʔɹాଜ लࡦɿΈͳ͔Έொ੓ࢣߨ

田村氏は、町と観光の現状のほか、新たな取組であ
る「既存観光拠点再生・高付加価値化推進事業」と

「上毛高原駅を核としたまちづくり構想」について説
明された。みなかみ町は宝川温泉や水上温泉をはじめ
とする18の温泉に関連した多くの観光施設があるもの
の、戦後に建てられた観光施設の老朽化に伴う景観の
悪化が課題であった。この課題を解決するべく町、銀
行、企業、大学の 4 者による包括連携協定を締結し、
地元住民と対話をしながら景観の改善に向けて取り組
んでいる。

また、「上毛高原駅」という駅名は仮称であったの
に、40年以上も使われ続けてきた。そこで、商工会を
中心に人口の半数以上である 1 万人以上の署名が集ま
り、みなかみ町の駅名確定プロジェクト及び駅を中心
としたまちづくり推進の取組が始まっている。

地方創生において重要なことは、行政や地域住民そ
の他の関係者がそれぞれの意見をぶつけて語り合うこ
と、そして連携することだと述べられた。

（2）�グループワーク�
「目標と活動内容の説明、グループごとの自己紹介」
ओ೚ࢣߨɿ Ұൠࣾஂ๏人Έͳ͔Έொମߦཱྀݧઐ຿

ཧࣄɹ෱ా Ұथ ࢯ
主任講師の福田氏が 2 日間の活動内容を説明された

後に、 6 名程度のグループに分かれ、各自今回の実践

群馬県みなかみ町

ポストコロナ時代の新しい旅のカタチ
“ナノツーリズム”の思考と実践
～「葉っぱ一枚すら観光資源？」アイデア次第の地域資源掘り起し術～
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塾に参加した目的や 2 日間の目標について共有した。
幅広い年齢層や職種の方々が参加し、自分たちの活動
や実践塾で学びたいことについて議論を交わした。

（3）講義「地域密着旅行の実践例と手法の解説」
ओ೚ࢣߨɿ Ұൠࣾஂ๏人Έͳ͔Έொମߦཱྀݧઐ຿

ཧࣄɹ෱ా Ұथ ࢯ
福田氏は「手段と目的を明確にする」「自分とは何

者なのか？　を理解する」という 2 つの観点から、地
域にあるものを活用した地域活性化の取組について、
地域密着旅行を実践している立場から講義された。

地域密着旅行を企画する上での重要なポイントは
「地域で一番のものを売らない」「集客で得た知見や外
部から見た魅力を地域の子どもたちに伝え、まちを持
続させること」であり、これは旅行に限らず地域活性
化に関する取組を進める上でも重要な意識であると述
べられた。

（4）�パネルディスカッション�
「地域密着型旅行がもたらす効果とは？　多角的
な視点で振り返る」
ϑΝγϦςʔλʔɿ Έͳ͔Έொ੓ࡦΞドόイβʔɹ

ాଜ ल ࢯ
ύωϥʔɿɹɹɹɹ Έͳ͔Έொཱ৽࣏খ学校校௕ 

Ճ౻ ਖ਼Ұ ࢯ
͞るখӡӦऀɿɹɹ ৽࣏খ学校ࣇಐݩอऀޢ 

൧ౡ ݈࣏ ࢯ 
Έͳ͔Έொޫ؍঎޻՝ओװ 
খ໺ ޺和 ࢯ

ղઆɿɹɹɹɹɹɹ Ұൠࣾஂ๏人Έͳ͔Έொମݧ
ࢯ ɹ෱ా Ұथࣄઐ຿ཧߦཱྀ

田村氏のファシリテーションにより、加藤氏、飯島
氏、小野氏がどのような思いで地域活性化に取り組ん
でいるのかをディスカッション形式で話し、福田氏が
解説した。特に、新型コロナウイルス感染症拡大の影
響により、全国の学校で修学旅行の中止や延期が相次
ぐ中、みなかみ町では、町内の小・中学生の修学旅行
の行き先を町内に変更し、キャニオニングやレイクカ
ヌー、一ノ倉沢ハイキング等の地域資源に触れる体験
をしたり、町内の高級旅館に宿泊したりと、子どもた
ちが地域の歴史や風土、自然に親しむ経験を通じて、
その土地の魅力を再発見する取組を行った。これは、

町内学校関係者や行政、旅館業者等、それぞれのポジ
ションでの連携があったからこそ成り立ったものであ
り、子どもたちが地域のことを知り、考えるきっかけ
になった出来事であると福田氏は述べられた。

地域・行政・教育等の団体が連携して事業を行うこ
とは困難だが、地域を良くしたいという共通の思いか
ら、様々なハードルをクリアして修学旅行や廃校、豊
かな自然といった既に地域にあるものを活用して地域
活性化に取り組む意義を語り合った。

（5）フィールドワーク「アロマオイルの抽出体験」
 ࢯ ɿ -JDDBɹ௕น ૯Ұ࿠ࢣߨ

-JDDBɹ௕น ૣ໵Ֆ ࢯ
長壁ご夫妻は、自然や人、環境の良さに魅了されて

みなかみ町に移住し、令和 2 年にアロマオイルブラン
ド「Licca」を立ち上げた。「香りはみなかみのことを
思い出すきっかけになる。香りを通じてまちと人をつ
なげたい」と述べられた。フィールドワークでは参加
者がグループに分かれ、実践塾の会場である泊まれる
学校「さる小」の敷地内に生えている草木を採取し、
それをアロマオイルとして抽出する体験をした。グル
ープごとにこの草木はどのような香りが出るだろうか
と楽しく会話しながら考え、いざアロマオイルが抽出
されて香りを嗅いだ際には自然と笑みがこぼれていた。

また、出来上がったアロマオイルには班ごとに名前
を付け、どういう理由でその名前を付けたのかを全体
で共有した。早也花氏は、学校の敷地内に生えている
草木でさえも活用によっては地域資源となり、決して
無駄なものではないと述べられた。

ϑΟʔϧドϫʔクの༷ࢠ
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（6）�グループワーク「2日間の振り返り、自分の地域
をどのようにしたいかを考える」「最初の1歩は
何から始めるかを考える」
ओ೚ࢣߨɿ Ұൠࣾஂ๏人Έͳ͔Έொମߦཱྀݧઐ຿

ཧࣄɹ෱ా Ұथ ࢯ
福田氏は、仲間と連携して企画を進めていく上で、

巻き込ませる（大きな枠組みを作る）人、巻き込む
（企画する）人、巻き込まれる（自分の持ち味を出す）
人の中で、自分がどのポジションなのか考えることが
大事だと述べられた。その上で、自分がどのポジショ
ンにいて、どのような役割を果たすのかグループごと
に話をして共有した。参加者は、今回の実践塾を通し
て学んだことを、地域に戻ったあと、どのポジション
で取り組んでいくのかをそれぞれの立場で発表した。

（7）おわりに
今回の実践塾において最も印象的だったのは「 1 つ

のものを深掘りする」という考え方である。
みなかみ町では、ユネスコエコパークに認定された

豊かな自然を活用した自然散策やハイキングなどのレ
クリエーション、エコツーリズムやアウトドアスポー
ツなどの観光産業の取組が積極的に進められている。

地域の資源が少ないと新たな資源を生み出すことを
考えがちだが、みなかみ町は、廃校や豊かな自然、観

光施設といった既にある資源を磨き上げていくことで
資源の付加価値をさらに高め、町全体の観光資源の価
値を高めている好循環を創り上げていた。

その好循環を生み出すためには、地域の人を巻き込
み、一緒に動いてくれる「仲間」を見つけ出すことも
ポイントである。
「葉っぱ一枚すら観光資源？」という今回の実践塾

のサブテーマにもあるように、既存の資源を活用した
取組を様々なプレイヤーが動き、連携できたからこ
そ、みなかみ町での地域活性化の好事例が出来上がっ
ている。

ɾߦ੓ͦͯ͠地域͕Ұମͱͳͬͯऔり૊ΜͰ͍
るͱ͍͏ͱ͜Ζ͕大มษڧにͳͬたɻࣗ෼の
ͤ͑͞ߟͰ΋Կͱ͔͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ͱࢢ
ΒΕたɻ

ɾࢀՃऀ΋ࢣߨ΋ຊԻͰࣗ෼の地域の͜ͱΛਅ
る方͕ଟくɺ೤ྔ͕͋る人にग़ձ͑たޠに݋
͜ͱ͕༗り೉͔ͬたɻ

受講者の声

執筆者
ҏ౻ ༤Ұʢݝܗࢁখࠃொ͔Β೿ݣʣ
地域ੑ׆Խηϯλʔ  اըɾ人材育成άϧʔϓ
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地方創生実践塾 4

1 開催地概要�

鳥取県米子市は、県の西部、山陰のほぼ中央に位置
し、人口146,435人（令和 4 年 4 月30日現在）の県第
2 位の都市である。

南東に中国地方最高峰の大山、北に日本海、西にコ
ハクチョウ渡来南限地でラムサール条約登録の中海を
有する、豊かな自然環境に恵まれた市である。また、
古くから交通の要衝としての機能を有しており、「山
陰の商都」として発展してきた。

2 まちづくりメティアラボの取組�

本実践塾は、地方創生イノベーターのプラットフォ
ームである一般社団法人INSPIREとの共同企画「まち
づくりメディアラボ」として開催した。まちづくりメ
ディアラボは、地域マーケティングにおいて重要な役
割を担う地域プロモーションをテーマとし、「たった
2 日間でメディアプロデューサーになる」ことを目指
して、メディアプロデューサー技法の習得を目的とす
るものである。地域プロモーションにおいて地方公共
団体職員や地域おこし協力隊員に求められることは、

プロジェクト全体の指揮をとるプロデューサー目線で
ある。多くの場合、プロモーション関連のコンテンツ
制作は外部業者に委託されており、その制作における
ディレクターやオペレーターの役割は、それらを専門
とする外部業者の力を借りることになるが、プロデュ
ーサーの役割は発注者にしか担えない。つまり、地方
公共団体職員や地域おこし協力隊員がプロデューサー
として適切に外部業者をグリップできるか否かが、そ
の成果物のできに大きな影響を与えることになる。

そこで、本プログラムは、プロデューサー目線を実
践的に体験することを目的に、グループメンバーと協
力しながら独自の米子市・皆生温泉エリアのまち歩き
プランを考え、webサイトを作り上げるための写真や
動画等の素材集めを自らが行い、完成させるまでの構
成としている。通常、地方創生実践塾は、地域づくり
において先進的な取組を行う地域を開催地としてその
取組・手法を学ぶものであるが、本実践塾は、事前の
オンライン講義と現地での 2 日間の講義・ワークショ
ップ・フィールドワークの二段階の学びを通じて具体
的なアウトプットを作成するというより実践的な内容
となっている。 

3 実践塾内容�

「まちづくりメディアラボ」は地方創生実践塾とし
て今回で 4 度目の開催となる。本実践塾を通して地域
プロモーションについて学びながら、今までになく斬
新な米子市・皆生温泉エリアのまち歩きプランのweb
サイト「皆生温泉ウォーカー」を立ちあげるため、全
国から22人が参加した。

άϧʔϓϫʔク

鳥取県米子市

まちづくりメディアラボ
～WEB・動画・写真を駆使した
　地域プロモーション技法を学ぶ～

։࠵೔ɿ ʪࣄલηッγϣϯʫ 
令和 � 年 � ݄�5೔ 

ʪݱ地։࠵ʫ 
令和 � 年 � ݄��೔ 
〜��೔
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（1）�事前セッション（オンライン）� �
「メディアプロデューサー特論」　
ओ೚ࢣߨɿ ##5大学άϩʔόϧܦӦ学Պ௕ɾڭत 

Ұൠࣾஂ๏人 */41*3&୅දཧࣄ 
୩த मࢯ ޗ

現地開催前の 7 月15日に、主任講師の谷中氏がメデ
ィアプロデューサー特論のオンライン講義を行った。

そこでは、現地でのプログラムへ向けて、必要な基
礎知識を習得した。谷中氏は、地域プロモーションに
おいてプロモーションの全体像を把握するために必要
なメディアプロデューサーの視点や基本的な考え方、
地域プロモーションで斬新な取組を行うための発想や
企画をスムーズに推進するためのポイントについて解
説された。

（2）講義「�メディアプロデューサー特論」の振り返り
及びフィールドワーク前実習

ओ೚ࢣߨɿ ##5大学άϩʔόϧܦӦ学Պ௕ɾڭत 
Ұൠࣾஂ๏人 */41*3&୅දཧࣄ 
୩த मࢯ ޗ

7 月23日、24日の現地開催では、米子市で講義とフ
ィールドワーク等を行った。

はじめに谷中氏が事前セッションでの振り返りと午
後からのフィールドワークに向けた講義を行った。
「足を運びたくなるような、突き抜けた“皆生温泉

の歩き方”を紹介するwebサイト『皆生温泉ウォーカ
ー（Kaike Walker）』を立ち上げよ！」というミッシ
ョンのもと谷中氏は、受講者に初心者でも簡単にweb
サイトを制作できるノーコード・ツールを活用して

「webのランディングページ」を完成させるまでの８
つのプロセス（①プロモーション戦略の策定、②コン
セプトの設計、③現場ロケ、④写真の撮影・編集、⑤
動画の撮影・編集、⑥webデザイン、⑦サムネイルの
制作、⑧プロトタイプの発表）を提示した。
「突き抜けたコンセプト設計」について、斬新な発想

方法や企画を円滑に進めるためのポイントとして、語呂
合わせや言葉遊びで突き抜けたアイデアを考え、形に
することやターゲットの設定と何を提供できるかを明確
に示せるように考えることが重要であると述べられた。

この講義からは、地域プロモーションにおいて、そ
の地域ならではの特徴を活かしたアイデアを生み出し、
地域課題に結び付ける考え方が大切であると学んだ。

（3）インプットセッション「米子市の概況について」
ಛผࢣߨɿ ถࢢࢠ૯຿෦ൿॻ޿ใ՝γςΟϓϩϞ

ʔγϣϯਪਐࣨɹ຤࣍ ढ़໌ ࢯ 
ถࡁܦࢢࢠ෦จԽޫ؍ہޫ؍՝ 
ࢯ ࢤ֦ ޱࢁ

市の概要や皆生温泉まちづくりビジョン、今後の展
望などについて末次氏・山口氏が説明された。

末次氏は、皆生温泉では滞在型のコンテンツや店舗
が不足しており、温泉街での来訪者の滞留が生まれて
いない現状があり、その解決策のひとつとして、スポ
ーツ、健康等に結び付く滞在型コンテンツを準備する
とともに「皆生温泉Tライン（遊歩道と四条通り）」
を重点に照明等の外観の統一的な整備するなど環境作
りに取り組んでいると話された。

（4）�突き抜けた”皆生温泉の歩き方”を紹介する�
webサイト『皆生温泉ウォーカー』の制作

・ビーチテニス体験兼撮影トレーニング
・フィールドワーク（グループによる地域取材）
受講者はグループに分かれ、まず観光客の誘致を目

的とした「皆生温泉まち歩きプラン」のコースを考
え、写真や動画等の素材を収集しwebサイトの制作を
行った。

制作にあたり、撮影トレーニングを兼ねてビーチテ
ニスを体験し、写真や動画の撮影技法を学んだ。撮影
する際は構図が極めて重要であるため、受講者はスマ
ートフォンの画面を見ながらどんどん体を動かしてさ
まざまな構図で撮影した。また、受講者は砂浜に寝そ
べりながら、躍動感と迫力のある構図を探し撮影練習
を行ったり、ある一点から複数の線が放射状に伸びて
いくように撮影し遠近感を表現する「放射線構図」

ϑΟʔϧドϫʔクͰのૉ材ूめの༷ࢠ
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や、グリッド線を活用し画面を縦横三分割にした交点
に被写体を配置して撮影する「三分割構図」等さまざ
まな技法を学んだりした。

その後、実際にグループごとにまち歩きプランのコ
ースに沿って皆生温泉エリアを歩きまわり、学んだ撮
影技法を実践しながら現場ロケを行った。

（5）発表・講評
各グループが作成したwebサイトの発表を行った。
発表後の講評で、谷中氏は「皆生温泉の特徴を生か

しながら、明確にターゲットを絞り、突き抜けたコン
セプトを具体化できている」と講評された。また、米
子市統括調整監の辻佳枝氏からは「今まで思い付かな
かった市の観光に関する提案をしていただき、とても
有意義だった」といった講評をいただいた。

最後に、表彰式では３グループに「最優秀賞（Aグ
ループ）」「地域活性化センター賞（Eグループ）」「米
子賞（Fグループ）」が授与された。

4 おわりに�

本実践塾では、地域プロモーションにおけるメディ
アプロデューサー視点を学んだ。特に、谷中氏の「本

実践塾はwebサイト制作が目的ではなく、市への観光
客の誘致が目的である。常にマーケティングの全体像
を把握し、目的を意識して地域プロモーションを展開
しましょう」という言葉は、実務に活用できる視点で
あると感じた。

自分自身で撮影した写真や動画を駆使し、webサイ
トというクリエイティブな作品として制作することで
メディアプロデューサーとしての技術を習得したこと
は、今後地域プロモーションを実践する上で大きな武
器となると考える。

ɾཧ࿦ͱ࣮ફの྆方͕ఔよくϛックε͞Εɺ۩
ମతͳࡱӨ方๏΍XFCσβイϯɺαϜωイϧ
౳の࡞り方Λ学Ϳ͜ͱ͕Ͱ͖たɻ

ɾ͜の方๏ͳΒࣗޙࠓΒ੍͠࡞た13ಈը΍ɺ
地ॅݩຽにϑΥʔΧε͠たө૾౳Λͤࡌた
)1の੍͕࡞ग़དྷるͱͬࢥたɻ

ɾಥ͖ൈ͚たΞイσΞのॏཁੑΛ࣮͠ײたɻ

受講者の声

執筆者
஛ຊ ສཬಸʢ௕໺͔ࢢా্ݝΒ೿ݣʣ
地域ੑ׆Խηϯλʔ  地域創生ɾ৘ใ޿ใάϧʔϓ

αイτ໊ ಛ௃
" άϧʔϓ շָにనΕΖͬʂ〜օ生Թઘ〜 ւਫཋͳͲのఆ൪ϓϥϯͰ͸ͳく৽͍͠օ生Թઘのָ͠Έ方ΛఏҊ
# άϧʔϓ ϦλイΞੈ୅の੟地ɹօ生Թઘ ϦλイΞੈ୅の෉්Λλʔήッτにߜり᩵୔ͳٳ೔ϓϥϯΛఏҊ
$ άϧʔϓ ,"*,&�� 〜օ生Ͱ育ΉѪの �� छ໨〜 օ生ԹઘͰΧッϓϧ͚޲ �� छ໨のے೑ϓϥϯΛఏҊ
% άϧʔϓ ͻͱՆのւͱԹઘ͕͍ۙݧܦὑօ生Թઘ ̍人ɺΧッϓϧɺϑΝϛϦʔ૚ɺ༷ʑͳ年୅にର͢るϓϥϯΛఏҊ
& άϧʔϓ ஌Βͳ͍人͸΋͔͍͚ͬʔʮօ生Թઘ 5 ϥイϯʯʮօ生Թઘ 5 ϥイϯʯͰମݧͰ͖るίϯςϯπఏڙ
' άϧʔϓ ձ࢜ܭのօ͞Μʂօ生にΈΜͳ͚ߦʂ օ生ʢ͔͍͚ʣͱձ࢜ܭʢ͔͍͚͍͠ʣのݴ༿༡ͼ͔ΒίϯηϓτΛઃܭ

IUUQT���XXX�LBJLF�XBMLFS�DPN�各グループが作成したweb サイトの概要

୩தࢯによるࡱӨτϨʔχϯά ू߹ࣸਅ
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地方創生実践塾 5

1 開催地の概要

神奈川県真鶴町は県最西部に位置し、面積は7.05㎢
と県内で 2 番目に小さく、人口6,920人（令和 4 年10
月 1 日現在）の港町である。

中世より本小松石の採掘が行われており、墓石や記
念碑、石垣等に利用されている。また、真鶴半島の先
端の首都圏最大級の魚つき保安林（魚介類の生息、生
育に好影響をもたらす森林）が豊かな漁場を育み、町
の漁業を支えている。

バブル経済期の昭和62年にリゾート法が施行され、
全国でリゾート開発が進められた。そのような中で町
は住民の生活環境と港町の景観を保全するため、平成
6 年にまちづくりのルールを独自に定めた美の基準を
含む真鶴まちづくり条例を制定した。美の基準は、規
制のための数値基準がないことから行政が一方的に指
導するのではなく、関係者との対話型協議を行うこと
が特徴である。

2 開催地の取組

町では美の基準により、大規模開発が行われず景観
が守られた。一方で、人口減少が進み、平成29年に県
で初めて過疎地域に指定された。特に生産年齢人口が
減少しており、地場産業の後継者不足という問題に直
面している。

この状況に対し、生産年齢人口の増加を前提とした
活力ある人口構成による持続可能な地域づくりを目指
し、空き家を活用した試住体験施設の運営やサテライ
トオフィスの誘致、関係人口開拓といった移住推進や
新しい人の流れづくりに取り組んだ。その結果、令和
元年度には人口が社会増に転じ、令和 2 年度も社会増
が維持される中で、町民をはじめとした民間の力によ

る多様な暮らしづくりが進められている。

3 実践塾内容

今回、 2 回目の開催となる真鶴町の地方創生実践塾
は「ローカルから未来をつくる～真鶴町の民力で共創
する多様な暮らし～」をテーマに開催した。行政や民
間企業、住民、移住者等、多様な主体の共創によって
実施されている事業の内容や背景を学ぶことを目的と
し、地方公共団体職員や大学生等23名が参加した。

（1）�事前講義（オンライン）
8 月 3 日に主任講師の卜部氏による町の取組に関す

る基礎講義をオンラインで実施した。真鶴町まちづく
り条例が制定された背景のほか、町民事業や民間ビジ
ネス等民間主導事業によって、町が直面する課題を解
決しようとする取組を紹介し、事前に参加者の興味関
心や疑問を整理できる機会を作った。

（2）�トークセッション①「真鶴をほぐす」
ओ೚ࢣߨɿ ਅ௽ொ੓ࡦਪਐ՝௕ิ݉ࠤ੓ࡦਪਐ܎

௕ɹ๼෦ ௚໵ ࢯ
ɹɹࢣߨɿ ۝भ大学大学Ӄ๏学ڀݚӃڭत 

 ࢯ จڿ ాౢ
 地域ੑ׆ԽηϯλʔϑΣϩʔʗ人材育
成ϓϩσϡʔαʔɹલਆ ༗ཬ ࢯ

トークセッションは 2 部制で開催し、第 1 部では
「真鶴をほぐす」と題し、多様な主体による共創の地
域づくりが進んでいる背景について、前神氏をモデレ
ーターに卜部氏と嶋田氏による議論が行われた。

町は、美の基準等独自のまちづくりで注目を集めた
が、人口減少が進み、町の中では「何をやっても無
駄」という諦めムードが漂い、新たな取組をしても成

神奈川県真鶴町

ローカルから未来をつくる
～真鶴町の民力で共創する多様な暮らし～

։࠵೔ɿ ʪࣄલٛߨʫ 
令和 � 年 � ݄ � ೔ 

ʪݱ地։࠵ʫ 
� ݄��೔〜��೔

地域づくり ผ࡭ �݄߸46

地方創生࣮ફक़令和5年度 地方創生のための人材育成ガイドブック 〜地域力創造大学校®による人づくり〜



果につながらない時期があった。
そんな中で若手を中心とした町職員と公募の町民が

協働して事業を企画・実行する真鶴町活性化プロジェ
クトが平成25年に始まり、現在も続く朝市「真鶴なぶ
ら市」や空き家を活用した試住体験事業が生まれ、町
に活気が戻り、新しい人の流れができた。そこから、
移住やUターン起業、サテライトオフィスの開設等、
地域で新たな取組が次々と生まれる好循環につなが
り、町の地域づくりの起点となっている。

真鶴町活性化プロジェクトを含め町の取組はスモー
ルスタート、修正前提で動くことを大切にしている。
いきなり大きな成功を目指すのではなく、失敗しても
関係者の声を聴き、改善して小さな成功を積み重ね、
その成果を見える化することで、「動けば何かが変わ
る」という思いを町の中で広げている。

また、町は人の出入りが活発になることで地域に活
気が出てくると考え、町で新しい活動に取り組む関係
人口に対して、前のめりになって移住を促してはいな
いこと、関係人口が移住者になった時は、地元の人や
団体を紹介するなど移住者が地域に馴染むためのアド
バイスをするなど地元の人とつなげていることが語ら
れた。

（3）トークセッション②「民力で共創する地域づくり」
ओ೚ࢣߨɿ ਅ௽ொ੓ࡦਪਐ՝௕ิ݉ࠤ੓ࡦਪਐ܎

௕ɹ๼෦ ௚໵ ࢯ
ɹɹࢣߨɿ ۝भ大学大学Ӄ๏学ڀݚӃڭत 

 ࢯ จڿ ాౢ
 地域ੑ׆ԽηϯλʔϑΣϩʔʗ人材育
成ϓϩσϡʔαʔɹલਆ ༗ཬ ࢯ 
ਅ௽ςックϥϘɹࣲࢯ ޾ߴ ࢁ 
ਅ௽ग़൛ɹ઒ޱ ॠ ࢯɾိॅ ༑ඒ ࢯ 
 ɾ݄ޫಊ࢈ઃෆಈݐձࣾϠブλࣜג 
Ӭౡ Ҁࢯ ࢠ

第 2 部は、創作拠点施設「真鶴テックラボ」やハッ
カソン等を運営・企画する柴山氏、泊まれる出版社

「真鶴出版」を移住後に起業した川口氏と來住氏、シ
ェアオフィス「月光堂」及びサテライトオフィス

「BLUE TREE」を立ち上げたヤブタ建設不動産の永
島氏が登壇し、活動を始めた経緯や思いの話を通し
て、共創する地域づくりの議論が行われた。

ものづくり拠点、泊まれる出版社、サテライトオフ

ィスと事業内容はそれぞれ違うものの、地元の人と町
外の人がつながるきっかけや、若者だけでなく高齢の
方が事業に関わるなど多様な町民事業が地域課題の解
決や新しい価値を生み出していることが明らかになっ
た。また、事業や活動に対する思いも必ずしも地域活
性化のみを目指したものではなく、暮らしを豊かにす
ることや地域の課題をビジネスチャンスに変えようと
しているなど様々なものであった。

特定の明確なビジョンが町の中で共有されているわ
けではなく、住民がそれぞれの思いを持ち、時には楽
しみながら事業を実施している。それぞれの事業目的
が一致せず、衝突する時もあるものの、関係者が交わ
りながら一つひとつの事業が積み重なったことで今の
町が形作られていることが語られた。

（4）フィールドワーク
2 日目は、トークセッションの登壇者たちが運営す

る施設をはじめ、公民協働による空き家バンクを運営
する「真鶴未来塾」、空き家をDIYで改修しワーケー
ションやコワーキングスペース等地域の交流拠点とし
た「ロッキン・ビレッジ」を訪れ、それぞれの事業に
関する説明を受けつつ、共創する地域づくりの現場を
見て、そこに携わる人達の思いを聴いた。

真鶴テックラボ内で「ペペコーヒー」を経営する松
木一平氏は、「選択肢がなかったから町を出た。チャ
レンジできる環境が生まれていたから町に戻ってき
た」とUターンした理由を語るなど、町の中でチャレ
ンジできる環境があることによって人が集まっている
ことを感じられた。

（5）グループワーク
ओ೚ࢣߨɿ ਅ௽ொ੓ࡦਪਐ՝௕ิ݉ࠤ੓ࡦਪਐ܎

௕ɹ๼෦ ௚໵ ࢯ
ɹɹࢣߨɿ ۝भ大学大学Ӄ๏学ڀݚӃڭत 

 ࢯ จڿ ాౢ
地域ੑ׆ԽηϯλʔϑΣϩʔʗ人材育
成ϓϩσϡʔαʔɹલਆ ༗ཬ ࢯ

実践塾のまとめとしてグループワークを実施し、参
加者が学んだことや気付きの共有、実践塾を踏まえて
の行動宣言を行った。町の共創の現場に触れたことに
より、人と人がつながることが重要と考え、「自分の
地域にいる人を知る」「自分から地域のつながりを広
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げていきたい」との宣言が多かった。
最後に卜部氏は「地域づくりは一歩進んで二歩後退

して、また一歩進む。同じ場所に戻っていることの連
続だが、その過程で仲間になる。劇的ではない日々を
皆でこれからも楽しみたい」と語った。

4 おわりに

今回の実践塾を通して、地域づくりはトライアンド
エラーの繰り返しであることが実感できた。

町は今でこそ移住者が増え、民間の力によって多様
な取組が生まれ、注目される地域になっているが、町
の中に諦めムードが漂い、何をやっても成果につなが
らない時期があった。そのような時期があっても取組
を小さく始め、失敗しても粘り強く続けたことによ
り、今の町の姿があると言える。

また、 1 つの目標に向かって住民が動いているので
はなく、住民がそれぞれの思いを持って地域で活動し
ており、その取組を行政が地域に馴染むようにサポー
トすることによって多様な民間主導の取組が行われて

いる。
地域は劇的には変化しない。人と人をつなぐ、トラ

イアンドエラー等、一見当たり前に思えることを地道
に積み重ねることで地域は変化していくことを、町の
取組を通じて学ぶことができた。

ɾຽ力Λଚॏͯ͠育ͯる໾৔のελϯε͕૗ޭ
ͯ͠ɺͲΜͲΜ৽͍͠औ૊΍ͭͳ͕りに͕޿
͍ͬͯるงғؾΛ͡ײる͜ͱ͕Ͱ͖たɻ

ɾࣄલٛߨ΍ॳ೔のτʔクηッγϣϯの಺༰
͕ɺ � ೔໨のϑΟʔϧドϫʔクͰʮ෬ઢΛճ
ऩ͢るܗʯにͳりɺଟくの学ͼ͕͋ͬたɻ

ɾεϞʔϧελʔτͰɺ·ͪのためにߦಈ͠た
͍ͱڧく͡ײたɻ

受講者の声

執筆者
૔ ण和ʢژ౎෎෱஌͔ࢢࢁΒ೿ݣʣ
地域ੑ׆Խηϯλʔ  اըɾ人材育成άϧʔϓ

άϧʔϓϫʔクの༷ࢠϑΟʔϧドϫʔクの༷ࢠ

ू߹ࣸਅ
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地方創生実践塾 6

1 開催地概要

飛騨市は岐阜県の最北端に位置する人口約22,790人
の市で、南は「飛騨の小京都」と言われる高山市、西
は世界遺産の白川郷がある白川村と接している。3,000m
級の山が連なる東部の飛騨山脈をはじめ四方を山々に
囲まれており、市域792.53㎢の約93％を森林が占める。

2 開催地の取組

国内で伐採される広葉樹の大半は、製紙用あるいは
燃料用チップとして流通している。岐阜県第 2 位の森
林率（93.5％）を誇り、その約 7 割を広葉樹天然林が
占める飛騨市においてもその点は同様である。広葉樹
は針葉樹に比べて樹形が複雑で非常に多くの種類があ
り、色や硬さも違うため家具等には利用しづらい。ま
た、市内の広葉樹は細い「小径木」が多いため、伐採
した木のほとんどが機械で小さく切り刻まれ、安価な
チップとなる。また、市内にはそのチップを必要とす
る工場がないため、紙の原料や発電の燃料として市外
に出ていってしまう。市ではこの小径木の価値を高
め、それにより生じた利益を市内の森林整備などに還
元する持続可能な仕組みを作るため、木の伐採、製
材、加工・販売等、各分野のさまざまなステークホル
ダーと行政との協働による「広葉樹のまちづくり」に
取り組んでいる。

3 実践塾内容

飛騨市で令和 4 年 9 月 9 日から10日にかけて「地域
資源の価値創造とその仕組みづくり～『飛騨市・広葉
樹のまちづくり』における公民連携を例に～」をテー
マに地方創生実践塾を開催し、全国各地の行政職員や

大学生等から10人が参加した。

（1）講義「広葉樹の価値を高める仕組みについて」
ओ೚ࢣߨɿඈଭۀྛࢢৼڵ՝௕ɹ஛ా ৻ೋ ࢯ

主任講師の竹田氏が、針葉樹と広葉樹の違い等の基
礎的な知識や「森林林業基本計画」に基づく日本の林
業政策をはじめ、市の「広葉樹のまちづくり」の概要
について講義された。

市では、地域の人口減少が急激に進む中、「地域活
性化に関わる人の活動の場がない」「活動主体がない」

「地域活動をする人を応援する仕組みがない」などの
課題と、地域資源であった「広葉樹」の有効活用とい
う課題がマッチングしたことから「広葉樹のまちづく
り」が始まった。

針葉樹だけでなく広葉樹も育てながら、これまでと
は異なる使い方の模索など広葉樹小径木の新しい価値
を創出し、それを活用する主体を作ること、また、地
域の住民が活躍できる新しいプラットホームを作るこ
とが「広葉樹のまちづくり」の柱である。最後に竹田
氏は、広葉樹は可能性の塊であり飛騨地域の特徴を反
映しているが、大規模生産には向かないため同じよう
に取り組む自治体との政策面の連携が今後必要になる
と述べられた。

（2）講義「広葉樹の新しい価値の創造」
 ձࣾඈଭの৿ͰクϚ͸གྷるऔక໾ࣜג ɿࢣߨ

Ҫ্ ࢯ ࠼
井上氏は「株式会社飛騨の森でクマは踊る（以下

「ヒダクマ」という。）」の概要や取組について講義さ
れた。

ヒダクマは市が設立した第 3 セクターであり、広葉
樹の活用に必要な新しいアイデア、ノウハウ、ネット
ワークを有する民間企業 2 社とともに設立された法人

岐阜県飛騨市

地域資源の価値創造とその仕組みづくり
～「飛騨市・広葉樹のまちづくり」における公民連携を例に～

։࠵೔ɿ令和 � 年 � ݄ � ೔〜��೔

49地域づくり ผ࡭ �݄߸

地方創生࣮ફक़令和5年度 地方創生のための人材育成ガイドブック 〜地域力創造大学校®による人づくり〜



である。テクノロジーと職人の技を組み合わせた事業
を 展 開し、デ ジタル モノづくりが できるカフェ

「Fabcafe」を運営するほか、会社の設計やデザインを
する「森の端（は）オフィス」や熊の生態の研究や実
験の場として活用できる「飛騨クマの森」などを拠点
に、森を通して人をつなぐ取組を実施している。ヒダ
クマの設立により、高度な技術を持つ地元の人たちが
クリエイティブに活動できる場が整い、国内外を問わ
ずさまざまなクリエイターとのコラボレーションが行
われるようになり、これまでにない価値の高い木製品
を企画・制作・販売することが可能になっている。井
上氏は、関係者の中で木のように長い期間をかけて未
来を志向していくという考え方が共有されており、そ
の考え方がこの取組の重要な部分であると述べられた。

（3）フィールドワーク
フィールドワークでは、広葉樹活用に欠かせない木

材生産と製材を担う民間のプレイヤーを訪れ、それぞ
れの立場から「広葉樹のまちづくり」の取組が与えた
影響・変化について話を聞いた。

　フィールドワーク①
 ؅ཧ՝௕ۀࣄ߹৿ྛ૊ࢢɿ ඈଭࢣߨ

৽ా ࠀ೭ ࢯ
新田氏は「広葉樹のまちづくり」の取組前後におけ

る広葉樹の扱い方の変化について述べた。
これまで活用しにくい材として全体の 9 割が安価な

チップやパルプとなっていた広葉樹は、現在では針葉
樹と同様に質の高い木材に育つように管理され、その
扱われ方が大きく変化している。また、チップやパル
プに回す前に何かに使えるのではという考え方が関係
者の間で浸透し、伐採される小径木のうち 1 割程度し
か木材として販売できなかったものが現在では 4 割ま
で販売できるようになっている。

新田氏は、森林組合、市、製材所がそれぞれの役割
を理解し、協力して取り組んだことが広葉樹の利用拡
大につながったと述べられた。

　フィールドワーク②
 ձࣾ੢໺੡材ॴ୅දऔక໾ࣜג ɿࢣߨ

੢໺ ਅಙ ࢯ
西野氏は「飛騨市広葉樹活用推進コンソーシアム」

について説明された。
このコンソーシアムは、国・県・市と取組の趣旨に

賛同する飛騨地域の林業関係者が共同で設立し、これ
まで事業者がそれぞれ行っていた広葉樹製品の製造・
販売を一つにまとめ、より多様な製品の製造や新たな
販路開拓を目指している。

コンソーシアムの設立により、そこに所属する関係
者が森→林業→土場→製材→乾燥→加工→販売→人と
いうサプライチェーン全体の流れを把握できるように
なった。それにより、これまで各過程で廃材として捨
てられるかチップに加工されていた木材が色々な人の
目に留まるようになり、これまで無価値とされていた
ものが色々な形で活用されはじめ、より幅広い視点で
木材と購入者を結びつけていると西野氏は述べられた。

（4）講義「地域資源の流通とマッチング」
ίϯ༺׆༿थ޿力ୂɾڠ地域͓͜͠ࢢɿ ඈଭࢣߨ

γΣϧδϡɹٴ઒ ࢯ װ
及川氏は、広葉樹の流通およびマッチングコーディ

ネートについて講義された。
広葉樹は漆器や小さいおもちゃ、カトラリーに適し

た特性をもつ。及川氏は「広葉樹活用コンシェルジ
ュ」としてそういった木材の特性を把握し、家具、
器、おもちゃのメーカー等、個別の要望に合わせてコ
ーディネートしている。

これまで、木材の地産地消を理想とするあまり、そ
の思いが逆に広葉樹の活用の負担になっていたと及川
氏は述べた。「地産外消」として市外の多様な需要に
目を向けマッチングさせることで、これまでその大半

ϑΟʔϧドϫʔク
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をチップに加工していた広葉樹に新たな流通を生み出
している。

専門・分業化されている木材の流通は閉鎖的になり
がちである。このため、地域内に流通拠点を設置する
ことによって木材の中間流通を見える化し、木材の調
達から販売に至るまでの関係者の距離を近づけ、森と
人をつなぐ取組が重要だと及川氏は述べられた。

（5）グループワーク「�2日間の振り返り、自分の地域
をどのようにしたいかを考える」

ओ೚ࢣߨɿඈଭۀྛࢢৼڵ՝௕ɹ஛ా ৻ೋ ࢯ
ɹɹࢣߨɿ ඈଭࢢ地域͓͜͠ڠ力ୂɾ޿༿थ׆༻

ίϯγΣϧδϡɹٴ઒ ࢯ װ
実践塾のまとめとしてグループワークを実施し、参

加者が学んだことや気付きの共有を行った。
参加者からは、地域資源の価値創出の仕方や地域の

人材との連携、また、閉鎖的なものを見える化する重
要性を学ぶことができたという声があった。

最後の講評として、竹田氏は「自分だけでは何も出
来ない。だれかに頼ることが大事である」と、及川氏
は「ノウハウがある民間の事業者と組み、両者によっ
て利益が一致するような流通を考えることが重要であ
る」と語られた。

（6）おわりに
飛騨市では、市内の各分野の事業者が連携してアイ

デアやネットワークを活用することで、これまで未活
用であった広葉樹の利活用に取り組み、「広葉樹のま
ちづくり」を進めている。

行政が主体で行うのではなく、民間企業や地域の共
同事業体等、新たな形で広葉樹を活用する主体と連携
することで、地域の人が活躍できるプラットフォーム
が生まれており、官民連携により更なる新しい価値の
創造が期待される。

ɾՁ஋の創ग़の࢓方΍地域の人材Λͭͳ͙͜ͱ
の大੾͞ͳͲ大มߟࢀにͳͬたɻࣗ෼たͪの
地域のಛ৭Λ׆༻͠ɺັ力͋るۭؒの創ग़に
औり૊ΜͰ͍͖た͍ɻޙࠓ

ɾઌਐతにऔり૊Ή地域Λݱ地Ͱ֬ೝ͠ɺैࣄ
͢る方ʑͱのަྲྀ͸ඇৗに༗ҙٛͳ࣌ؒͰ͋
ͬたɻ

受講者の声

執筆者
Ҫ্ ඒಸʢ࡛ݝۄட෕͔ࢢΒ೿ݣʣ
地域ੑ׆Խηϯλʔ  اըɾ人材育成άϧʔϓ

ू߹ࣸਅ
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地方創生実践塾 7

1 開催地概要

富山県は本州日本海側の中央部に位置し、人口約
103万人、立山連峰等の山々と富山湾に囲まれた地域
である。

豊富な水源や地理的環境を活かし、富山市などの平
野部は北陸工業地帯の中心的な工業集積地帯であると
ともに、「富山の薬売り」の歴史に代表される医薬品
製造においては国内トップシェアである。

2 開催地の取組

富山県内では民間の取組によるeスポーツイベント
が盛んで、特に地域資源を活かした企画運営に定評が
あり、全国から参加者を得ており、関係人口創出に寄
与している。

また、近年、高齢者の通いの場を活性化することを
狙いとして、eスポーツを高齢者の健康づくりやコミ
ュニティ活性化に取り入れる事業を産学官連携の形に
より試行している。

こうした特徴的な取組が進められていることを踏ま
え、本実践塾ではeスポーツと高齢者福祉の組合せを
テーマとした。

3 実践塾内容

（1）講義「eスポーツの概要と富山県内の状況」
ओ೚ࢣߨɿ ࣜגձࣾ;03(&୅දऔక໾ࣾ௕݉

$&0ɹࡖ୩ ཅฏ ࢯ
堺谷氏は、eスポーツの概要と富山県内における展

開について、自身の経歴に触れつつ紹介された。
eスポーツにはスポーツゲーム、格闘、パズル、レ

ーシング、ガンシューティング等様々なジャンルがあ

り、海外ではエンターテインメント産業として定着し
ている。

国内においても、海外より市場規模は小さいなが
ら、首都圏で観客 2 万人を動員する大会が開催され、
令和 3 年以降の国体でも関連プログラムに位置づけら
れるなど、産業、スポーツ文化としての定着が進んで
いる。

富山では「ToyamaGamersDay」（平成28年～）や
高齢者向けの「LEGEND CUP」などのeスポーツイ
ベントが継続されており、それぞれ堺谷氏が運営者で
ある。

現在の多様なイベントの形に至るきっかけとして、
過去の大会で開催場所を酒蔵にし、参加者への日本酒
の提供を試したところ、参加者、酒蔵からともに好評
だったことがある。

こうした手ごたえから地域人脈が広がり、地場産品
である高岡銅器をトロフィーに、カニを景品に、廃校
を大会場所にするなど、地域資源との連携を魅力の一
つとしたeスポーツの大会が独特の形で発展していっ
た。

現在も富山県内では、子ども向けや高齢者向けの大
会等が企画され、老若男女それぞれに楽しめるイベン
トとして親しまれている。

各高校の部活でもeスポーツが盛んで、オンライン
を通じた国際交流にもつながっているほか、地域の高
齢者のコミュニティづくり、健康づくりとしても試行
されるなど、さまざまな広がりを見せている。

堺 谷 氏 は、eス ポ ー ツ の 普 及 に 取 り 組 む（ 株 ）
ZORGEを設立し、高岡市内でeスポーツ体験施設

「Takaoka ePark」を運営している。この施設は、eス
ポーツ体験のみならずゲームを通じた学びのサポート
や地域活性化に関するイベント創出拠点としても活用
されている。

富山県

eスポーツ×高齢者福祉
～�みんなでワイワイ!!�
ｅスポーツによる介護予防と福祉コミュニティの新たな形～

։࠵೔ɿ令和 � 年 � ݄��೔〜��݄ � ೔
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（2）講義「�eスポーツによる介護予防とコミュニティ
づくり」

՝地域แׅέΞਪਐࢱ෱ྸߴ生෦ްݝࢁɿ ෋ࢣߨ
൝௕ɹதՈ ཱ༤ ࢯ

中家氏は、（株）ZORGE、富山県立大学との連携事
業として、富山県事業で進めているeスポーツを用い
た高齢者の通いの場での介護予防事業とコミュニティ
づくり事業について紹介された。

富山県では、高齢者同士の交流の場である「通いの
場」で、高齢者がeスポーツを体験し、参加者同士の
コミュニケーションを楽しみつつ、ゲーム操作での集
中力向上、心身の健康増進を図ることをねらいとし
て、令和 2 年度から事業化している。

創作コンペにより県内でゲームを制作し、各地の公
民館で実施機会を提供した。

令和 2 年度は 5 回約40名、令和 3 年度は15回約100
名が参加した。

参加者の事前アンケートでのeスポーツに対する
「競うのが楽しい」「勝つとうれしい」「対抗戦で仲間
意識が高まる」などのポジティブな評価が、事後アン
ケートでより高まる傾向にあり、特に多世代交流への
好評価が得られた。

こうした成果をもとに、令和 4 年度は多世代交流を
目的とした各地でのeスポーツ体験会の実施や、シニ
アeスポーツ月間の設定、eスポーツイベントの開催を
計画した。

eスポーツの定着により、多世代がゲームを楽しむ
時間を共有することを通じて新たな地域コミュニティ
形成につながることが期待される。

（3）講義「eスポーツを活用した高齢者施策について」
 ߴɿࢣߨ Ԭࢢ෱ࢱอ݈෦ྸߴհޢ՝܎௕ 

ࢯ ࠸ओ ੟ݤ
鍵主氏は、高岡市の介護施設でのeスポーツの活用

状況について紹介された。
市では「通いの場」を活用した介護予防事業の推進

に取り組んでおり、参加率向上のため、多様なメニュ
ーづくりを進めている。

介護予防事業メニューにeスポーツを活用すること
により、認知機能低下予防、多世代交流、新たな生き
がいづくり、社会的つながりの維持といった効果が期
待できるという。

市内にあるeスポーツ体験施設「Takaoka ePark」
のほか、各地公民館での通いの場においてeスポーツ
の普及啓発を進めており、公民館同士のオンライン対
戦などリモートも活用することで、地域間・世代間交
流を促進している。

（4）講義「eスポーツを活用した介護予防」
 तڭ学Պ޻大学৘ใγεςϜཱݝࢁɿ ෋ࢣߨ

ௗࢁ ๎ೋ ࢯ
鳥山氏は、eスポーツによる介護予防の研究成果に

ついて説明された。
高齢者の運動機能は、医学的に「改善」「効果」を

判定できる統一基準に乏しいのが実情で、鳥山氏は、
こうした変化の判定に役立つとともに、高齢者が自発
的に一定の運動を継続することをねらいとしたゲーム
の開発を進めている。

具体的には、高齢者がこのゲームを使って身体の可
動域の変化を測定することにより、運動の「効果」の
指標化を目標に研究を進めている。

鳥山氏は富山県や（株）ZORGEとの協力のもとゲー
ム開発を進めており、現在「窓ふきの達人」というゲ
ームを提供し、競争意識を高める点数化や、望ましい
運動動作に適切に誘導することでゲーム性と測定可能
性、運動効果の成立を図ろうとしている段階である。

高齢者でもルールが分かりやすく、適切な動作によ
って運動効果のあるものができつつあるが、自発的な
運動の継続にはつながっていないこと、正確な測定の
ためのアルゴリズムの確立、体験会の継続的な開催の
ためのマンパワー軽減の必要性など改善すべき点は数
多くあり、今後の課題であると述べられた。

（5）�講義「産官学連携による地域活性化の取組と、地
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受講者の声

執筆者
੨໦ ढ़հʢౡࠜݝ大ా͔ࢢΒ೿ݣʣ
地域ੑ׆Խηϯλʔ  اըɾ人材育成άϧʔϓ

域包括ケアの実現に向けたeスポーツの活用事例」
ձࣾόࣜגɿ /55ϏδωειϦϡʔγϣϯζࢣߨ

Ϧϡʔσβイϯ෦όϦϡʔイϊϕʔγϣϯ
෦໳ιʔγϟϧイϊϕʔγϣϯ୲౰՝௕ɹ
ࢯ ඙߁ ໦ߴ

高木氏は、企業が産学官連携によって進めているe
スポーツ関連事業について説明された。

NTT西日本グループでは、SDGsに貢献し、地域か
ら愛され信頼される企業を目指し、ICTを活用して社
会課題を解決する先駆者「地域のビタミン」としての
活動を進めている。

ヘルスケア分野での事例として、認知症早期検知に
よる社会保障費削減の取組を奈良県天理市などで行っ
ている。

日本人の睡眠時間は世界で最も短く、認知症発症リ
スクがあると考えられている。そこで、ベッド上での
動作を検知することで睡眠状況を分析し、睡眠改善を
サポートする仕組みを開発している。睡眠状況を客観
的に確認できることで、ヒアリングと併せて改善提案
を行った結果、実際に睡眠が改善した事例がみられて
おり、地方公共団体での導入を見据え、高齢者見守
り、介護予防、認知症早期発見といった分野での実証
を進めている。

また、地域包括ケアにおいてeスポーツの活用も進
めており、障害者施設対抗のオンラインeスポーツ大
会の運営や健康イベントでの活用など、年齢、性別、
世代、心身の条件や国籍に関わらず楽しめる優れたコ
ミュニケーションツールとして用いている。

さらに、ゲーム操作によるデータを睡眠データと連
携させることで、認知症早期発見のヘルスケアデータ
として活用するなど、楽しさと実用・実益を両立させ

た心身ともに有用なサービスを提供している。

（6）eスポーツ体験・グループワーク
2 日目は、富山県内の高齢者施設で提供機会の多い

eスポーツゲームに触れる体験デモを行った。
体験したのは「太鼓の達人」「インベーダーゲーム」

「グランツーリスモ」等の 5 種類で、いずれもルール
の理解や操作方法が容易で、未経験者でも参加しやす
く、コスト面においても機材導入のハードルが低い。

その後、講義と体験を踏まえてグループワークを行
い、自身の地域や組織でeスポーツを取り入れるにあ
たってのイベント企画をテーマとして、各班が検討、
発表を行った。

発表内容としてはeスポーツの間口の広さを活用し
た多世代交流を重視したものが多く、本実践塾を通じ
て参加者の多くがeスポーツによる高齢者を含めた地
域コミュニティの活性化に可能性を見いだしていた。

4 おわりに

eスポーツは、高齢者の健康づくりへの活用が試行
的に進められており、今後の研究の進展により、高齢
者の心身への効果実証が期待される。

また、多世代に受け入れられやすく、地域コミュニ
ティの活性化に活用できることも重要である。

かつて多くみられた「町内運動会」のように、健康
づくりと地域コミュニティの活性化を兼ねた行事は今
や少なくなっているが、eスポーツは地域の多世代を
結び付けたかつての行事に代わるものとしての可能性
を秘めている。
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地方創生実践塾 8

1 開催地の概要

富良野市は北海道のほぼ中心に位置し、人口約 2 万
1 千人、総面積約600㎢で、市域の約 7 割が山林とい
う恵まれた自然環境である。

農業を基幹産業としており、「ふらのワイン」をは
じめとする地場産にこだわった特産品が有名で、年間
200万人を超える観光客が訪れている。

2 開催地の取組

昭和56年に素朴な家族愛と人間愛をテーマにしたテ
レビドラマ「北の国から」が全国に放映された後、ピ
ーク時には256万人を超える観光客が訪れていたが、
中心市街地を訪れる観光客は僅かであった。人口推移
においても、少子高齢化が加速する中、市が消滅する
可能性もあるとの危機意識から、平成18年の「まちづ
くり三法」改正を機に、富良野商工会議所と民間が設
立した「ふらのまちづくり株式会社」を中心に、市、
金融機関、市内商店街事業者、経済団体等が参画して

「富良野市中心市街地活性化協議会」を平成19年に設
立し、富良野市中心市街地活性化基本計画「ルーバン
フラノ構想＝富良野流コンパクトシティ」（以下「基本
計画」という。）を策定した。これに基づき「ふらの
まちづくり株式会社」を推進母体として、公民連携に
よるオール富良野で中心市街地活性化に取り組んだ。

基本計画に基づく取組の最初として、「フラノマル
シェ整備事業」を実施し、郊外に集中する観光客を呼
び込むため、平成22年に富良野駅前中心市街地にフラ
ノマルシェを整備し、開業10年で来場者1,000万人を
達成するなどの成果を上げた。さらに、歩いて暮らせ
る利便性の高い「まちづくり」としてネーブルタウン
整備事業（東 4 条街区地区市街地再開発事業）を進

め、公民連携によるまちづくりを行っている。

3 実践塾の内容

今回の地方創生実践塾は令和 4 年10月 7 日から 8 日
にかけて「公民連携によるまちづくり～フラノマルシ
ェを核にした中心市街地活性化の取組～」をテーマに
開催された。富良野市での開催は初であり、市がどの
ようにして中心市街地の活性化に成功したのかなど、
公民連携によるまちづくりの手法を学ぶために全国か
ら地方公共団体職員等16名が参加した。

主任講師は、現役市職員時代に、行政の立場で基本
計画に携わってきた富良野商工会議所専務理事の大玉
氏が務めた。また、特別講師として、市の中心市街地
活性化に取り組んできたふらのまちづくり株式会社代
表取締役社長の西本氏が登壇した。

（1）講義「�フラノマルシェの奇跡　オレら責任世代に
よるまちづくり」

ձࣾ୅දऔక໾ࣾ௕ɹࣜגɿ ;Βの·ͪづくりࢣߨ
੢ຊ ৳ࢯ ݦ

西本氏は、フラノマルシェを核とした民間主導型の
中心市街地活性化の取組について、フラノマルシェの
成功要因を解説し、公民連携における民の立場から講
義された。

市は北海道を代表する観光地であるにも関わらず、
まちなかは素通りされ、中心地である商店街は寂れる
一方という現状があった。そんなまちの危機に対し、
観光産業の起爆剤と言われているものが「フラノマル
シェ」の立ち上げであった。

フラノマルシェの成功要因については、地域センタ
ー病院の移転により、「町の中心市街地（五条商店街）
の将来に対する危機意識」が住民に共有され、オール

北海道富良野市

公民連携によるまちづくり
～フラノマルシェを核にした中心市街地活性化の取組～
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富良野のまとまりが生まれたことが一番大きく、危機
意識の共有により、一人のカリスマによるリーダーの
１人体制ではなく、民間、行政に同じ志を持ち、さま
ざまな才能を持った多彩な人材が現れ、コラボレーシ
ョンを生み出した。多彩な人材が主体性を持って取り
組んだことにより、コンサルティング業者に頼ること
なく自前でコンセプトワークを行うことにつながった
と述べられた。

また、市は農産物の宝庫であるなどのポテンシャル
の高さを生かし、ないものねだりではなく食の資源を
大切にし、地域ブランドイメージを明確にした。これ
に加え、フラノマルシェが単なる商業施設ではなく、
オール富良野で取り組んだストーリー性も相まって、
メディアの共感を呼び、好意的な報道等により、パブ
リシティ効果を生み出したことも成功の要因だと指摘
した。

その上で、地方都市が生き残るためのキーワードと
して、ローカルファーストを挙げられ、「人・モノ・
情報」等の地域資源を生かし、発見・創造・発信を繰
り返しながら、地域をより個性的・魅力的にブラッシ
ュアップさせ、「圧倒的なもの」を創らず、小さくて
も光るものがある小店舗の集積を図ることが重要であ
る。加えて、まちづくりをソーシャルビジネスとして
成立させるための条件として、 3 つの「ション」を挙
げた。1 つ目がミッションであり、当事者意識を持ち、
気づいた人間が動くこと、2 つ目がパッションであり、
良いまちを次世代に残すという情熱を持つこと、 3 つ
目がアクションであり、実現にむけた具体的・持続的
な行動を起こすこと、が重要だと述べられた。

（2）講義「�行政によるまちづくりの限界　公民協働に
よるまちづくり」

ओ೚ࢣߨɿ ෋ྑ໺঎޻ձٞॴઐ຿ཧࣄ  
大ۄ ӳ࢙ ࢯ

大玉氏からは、現役市職員時代に行政側としてフラ
ノマルシェ立ち上げに関わった経験から、公民連携で
事業を行うポイントについて講義いただいた。

まちづくり事業を行う上で大事なことは、「何がし
たいの？」「誰のために？」「誰がするの？」を問いか
けることであり、そこから事業の目的を明確化し、本
当に必要なものは何かを考えることにつなげることが
重要、事業化の実現性や継続性、経済性についても、
コンサルタント事業者任せの計画でなく当事者で計画
を練ることが大切だと述べられた。

また、まちづくりを行う際の行政側の欠点として、
縦割りで担当任せになってしまい、担当ごとの意識の
アンバランスが生じることや人事異動で熱意が消滅し
てしまうこと、地方公共団体の財政力が低くなるにつ
れて、まちづくりの優先度が低下してしまうことなど
を挙げられた。その結果として、「創る」ことが目的
になってしまい、経営能力の欠如から継続性がない事
業が生まれやすいという。

以上の点から、地方公共団体が単独でまちづくりを
進めることには限界があり、民間と連携してまちづく
りを行うことが成功につながると述べられた。

（3）フィールドワーク
ओ೚ࢣߨɿ ෋ྑ໺঎޻ձٞॴઐ຿ཧࣄ 

大ۄ ӳ࢙ ࢯ
ɹɹࢣߨɿ ;Βの·ͪづくりࣜגձࣾࣥߦ໾һ౷
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ࢯ ༟޾ ࡚ࠇ

市のまちづくりを体感するため、中心市街地活性化
事業の実施箇所を 3 班に分かれてフィールドワークを
実施し、主任講師、特別講師から各所の概要やこれま
でのまちづくりの経緯について解説いただいた。

前述の講義で中心市街地における取組やフラノマル
シェ設立までの軌跡を学んでいたため、実際にまちを
歩くことで、フラノマルシェの活気に触れ、市の中心
市街地活性化に向けた取組が卓越していることを実感
した。また、住民の理解が得られず開発されていない

� ೔໨ࢀՃऀٛߨ෩ܠ

地域づくり ผ࡭ �݄߸56

地方創生࣮ફक़令和5年度 地方創生のための人材育成ガイドブック 〜地域力創造大学校®による人づくり〜



ɾ׭ຽͦΕͧΕのཱ৔͔Βの࿩͕ฉ͚ɺ͞Βに
に͍ͭͯ஌Εた఺͕ੑ܎のؔΘり方΍ؔࡏݱ
ྑ͔ͬたɻ
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受講者の声

執筆者
大ٱอ തوʢ෱Ҫݝ෱Ҫ͔ࢢΒ೿ݣʣ
地域ੑ׆Խηϯλʔ  اըɾ人材育成άϧʔϓ

地域の解説を受けながら見学することで、リアルなま
ちづくりの難しさを体感できた。

行政がしっかり地域の思いをくみ取ってまちづくり
を進めたことで、観光客だけでなく住民が満足してい
ることを実感できるフィールドワークであった。

4 おわりに

最後に 2 日間の振り返りとしてグループワークを実
施し、学びの共有と今後の取組に向けた抱負について
意見交換を行った。

今回の講義を通して、住民と危機意識を共有した上
で、ないものねだりをせずに地域資源の活用に目を向
けることが重要であると認識した。危機意識を共有す
るためには、ポジティブな情報だけでなくネガティブ
な情報も明確に住民に伝えることで、住民にも危機意
識が伝わり、それが多彩な人材のコラボレーションが
生まれるきっかけになることを学んだ。

また、行政と民間が役割分担をしつつ、「まちを育
てる」意識を持つことがまちづくりを考える上で重要
であることを学んだ。

ϑΟʔϧドϫʔク
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地方創生実践塾 9

1 開催地概要

和歌山市は、和歌山県の北西端に位置し、北は緑豊
かな和泉山脈に囲まれ、西は風光明媚な紀淡海峡に面
している。友ヶ島周辺で獲れる加太のマダイ等の豊富
な海産物があり、農業では秋冬だいこんや生姜の生産
量が全国トップクラスである。令和 2 年には内閣府か
らSDGs未来都市に選ばれ、持続可能な海づくり等の
取組を実施している。

2 開催地の取組

和歌山市には、紀淡海峡に浮かぶ地ノ島、神島、沖
ノ島、虎島という 4 つの無人島があり、それらを総称
して「友ヶ島」と呼んでいる。友ヶ島の全域が瀬戸内
海国立公園に指定されており、400種類以上の多様な
植物が生息している。加えて、沖ノ島には戦時中に建
設された砲台跡があり、人工物と自然が調和した雰囲
気を持つ人気の観光地である。

一方で、潮流の影響により海洋ごみが各島に漂着す
るという課題を抱えており、この解決のため市と民間
企業が連携し、さまざまな取組を実施している。具体
的には、公務員や民間企業等のさまざまな立場の人が
参加し、あらゆる視点で環境と観光を両立させる方法
を考えるSDGsアイデアソン（※）を令和 3 年度に開
催した。このアイデアソンの中で出された、ごみをモ
ンスターに擬態させて啓発するというアイデアを発展
させ「ウミプラー」というキャラクターを作り、ごみ
拾いとウォークラリーを掛け合わせたイベントを開催
している。

（※）アイデアとマラソンを組み合わせた造語で、新しいアイ
デアを生み出すために行われるイベントのこと。

3 実践塾内容

今回の地方創生実践塾は「無人島からの地方創生　
進化思考×SDGsアイデアソン in 友ヶ島」をテーマと
し、主任講師の太刀川氏が提唱する人の創造性を発揮
させる進化思考という思考法を用いて、友ヶ島におけ
る観光振興と海洋ごみ問題を両立させる方法を考える
ため、全国から地方公共団体職員、民間企業社員、大
学生等19人が参加した。

（1）フィールドワーク「友ヶ島の観光と海岸ごみ」
ओ೚ࢣߨɿ/04*(/&3୅දɹଠ౛઒ ӳี ࢯ
ɹɹࢣߨɿ Ұൠࣾஂ๏人Ճଠɾ༑ϲౡڥ؀ઓུݚ

 ࢯ ݚ ձɹฏҪڀ
 ՖԦࣜגձࣾϚςϦΞϧαイΤϯεݚ
ࢯ ྑ໌ ౻һɹᜊڀݚॴओ೚ڀ

現状を把握するため、観光地として人気のある沖ノ
島へ渡りフィールドワークを行った。始める前に、太
刀川氏が進化思考について説明された。

進化思考とは、生物の進化過程をヒントに、本来誰
もが持つ創造性を発揮させる思考法である。生物は変
異と適応を繰り返すことで進化しており、適応には

「解剖（内部）」「系統（過去）」「生態（外部）」「予測
（未来）」の 4 つの視点があると解説された。フィール
ドワークでは、この 4 つの視点を意識して島の現状を
観察した。

まず、平井氏と齋藤氏が沖ノ島の現状を解説され
た。観光名所であるタカノス山展望台と第 3 砲台跡を
巡り、観光地としての状況を観察した。タカノス山展
望台は島の中央部に位置し、標高119.7mと沖ノ島で一
番高い地点付近に作られており、大阪湾を一望でき
る。第 3 砲台跡では、直径28ｍの砲台跡や弾薬庫を見
学した。レンガ造りの人工施設と不規則に曲がった木

和歌山県
和歌山市

無人島からの地方創生
進化思考×SDGsアイデアソン in 友ヶ島

։࠵೔ɿ ʪࣄલٛߨʫ令和 � 年��݄ � ೔ 
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の根が共存した風景は、アニメの世界を彷彿させる人
気のフォトスポットとなっている。沖ノ島でも特に人
気のある 2 か所を見学し、島の魅力を確認することが
できた。

次に、島の南側にある南垂水海岸へ移動し、漂着ご
みの収集と観察を行った。ペットボトルや空き缶が多
く、そのほか発泡スチール等のごみを発見した。また、
南垂水海岸は和歌山湾に面し太平洋とつながっている
ため、外国語表記のプラスチックごみも漂着していた。

さらに、島の北側にある北垂水海岸の漂着ごみの収
集と観察を行った。ペットボトルや空き缶のほかに、
牡蠣の養殖で使われる直径13㎜の豆管等の小さなプラ
スチックのごみが多く漂着していた。北垂水海岸は大
阪湾に面しており太平洋とつながっていないため、外
国語表記のごみはなかった。一方で、和歌山県等の近
隣地域だけでなく、関東等の国内の離れた地域のごみ
も漂着していた。遠方のごみが川を下って、最終的に
海に流されることで漂着ごみとなっており、この現状
を見た齋藤氏は、「漂着ごみの問題は海に近い地域だ
けではなく、川上に住んでいる人達も一緒になって考
える必要がある」と語られた。

最後に、北垂水海岸で海洋ごみ拾いウォークラリー
「ウミプラー」を体験した。ウォークラリーのキャラ
クター、ウミプラーは、海岸に流れ着いたプラスチッ
クごみに命が宿り、自分たちのように海に捨てられて
悲しい思いをしているプラスチックごみをなくすとい
う願いを持つという設定である。ウォークラリーはウ
ミプラーの願いをかなえるためにごみを拾うというコ
ンセプトであり、ただ拾うだけでなく、集めたごみの
種類でビンゴのマスを埋めていき、ゲーム感覚でごみ
拾いができる。それにより、楽しみながらごみ拾いが
できるだけでなく、どのようなごみが漂着しているの

かを考えながらごみ拾いができた。

（2）講義①「友ヶ島の状況整理」
 ຿෭ओࠪࣄ՝ࡦը੓اࢢࢁɿ 和Վࢣߨ

ୌຊ ஐ࢙ ࢯ
フィールドワーク終了後に、滝本氏が友ヶ島の現状

について改めて説明された。
友ヶ島は、豊かな自然と歴史的な人工物が調和した

風景のほかに、キャンプ場も整備されており、令和 3
年は43,488人の観光客が訪れている。また、外来種問
題も抱えており、昭和30年代に観光目的で移入された
タイワンジカ、クジャク等の外来動物が生息してい
る。外来植物も生息しており、在来種との交雑が懸念
されるなど、フィールドワークではあまり触れられな
かった友ヶ島の生態系の現状について説明された。

（3）講義②「進化思考の概要」
ओ೚ࢣߨɿ/04*(/&3୅දɹଠ౛઒ ӳี ࢯ

フィールドワークで説明された内容を復習しなが
ら、太刀川氏が提唱している進化思考の基本的な考え
方を説明された。

生物の進化の過程において変異とは、生物の遺伝子
構造が変化するなど、同じ種類の中から新しい性質や
形態が生まれることであり、進化思考の中では、無数
のアイデアを発想する「バカ的思考」というプロセス
である。適応とは、生物の性質が外部環境にうまく合
致していることで、進化思考では、出されたアイデア
を現実に当てはめて考える「秀才的思考」というプロ
セスである。この 2 つのプロセスを繰り返すことで、
人の創造性を発揮させ、新しいアイデアを生み出すだ
けでなく、そのときの環境に合ったものにブラッシュ
アップできる。

ϑΟʔϧドϫʔクの༷ࢠ
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受講者の声

執筆者
দݪ ًʢ۽ຊ٠ݝ஑͔ࢢΒ೿ݣʣ
地域ੑ׆Խηϯλʔ  اըɾ人材育成άϧʔϓ

また、変異で出されたアイデアを現実に適応させて
いくためには、フィールドワークで意識した 4 つの視
点で変化させたいものを観察し、少しずつ適応させる
ことが重要であると述べられた。

（4）進化思考カードワークショップ　/　発表
ओ೚ࢣߨɿ /04*(/&3୅දɹଠ౛઒ ӳี ࢯ
ɹɹࢣߨɿ ΧʔドϫʔクγϣッϓΦʔガφイβʔ 

૔ా ५ ࢯ 
 ΧʔドϫʔクγϣッϓΦʔガφイβʔ 
 ࢯ ຊ फོࡔ
 ΧʔドϫʔクγϣッϓΦʔガφイβʔ 
 ࢯ ޛ৽ ߴ໊
 和Վاࢢࢁը੓ࡦ՝ࣄ຿෭ओࠪ 
ୌຊ ஐ࢙ ࢯ

2 日目は、進化思考を用いたアイデア創出やブラッ
シュアップの手法を学ぶため、オリジナルカードを用
いた進化思考カードワークショップを実施した。

ワークショップでは、フィールドワークで意識した
4 つの視点を可視化する「時空観マップ」ワークによ
り島の状況を整理した。その後、可視化した島の現状
からアイデアを生み出すために、「変異」ワークを行っ
た。変異ワークは、生物進化の変異パターンをさらに
9 つに分けた視点で島の現状を変異させていくワーク
で、意外なものと組み合わせる「融合」、真逆の状況
を考える「逆転」等の視点でさまざまなアイデアの種
を出し合った。そこで出されたアイデアを具体的にし
ていくため「アイデア化」ワークを行い、アイデアの
タイトルと概要を考えるという形で進められた。次に
具体化したアイデアをさらにブラッシュアップするた
め「適応」ワークを行った。適応ワークでは、他の地
域の取組と比べて優位性を保てるかどうかを確認する

ワークで、この視点でブラッシュアップしていくこと
で、より強いアイデアへと進化させることができる。

これらの過程を経て考えたアイデアを発表し、太刀
川氏がさらによくするためにアドバイスされた。参加
者からは、ごみと一緒に思い出を捨てて、それを拾っ
た人に新しい思い出を与える「失恋宝島」というこれ
までになかったアイデアが発表された。

4 おわりに

今回の実践塾では、進化思考という新しい思考法を
用いて観光と環境の両立について考えた。よいアイデ
アは才能ある限られた人にしか生み出せないと思い込
んでいる人が多い中、進化思考を用いて、アイデアの
出し方、ブラッシュアップの仕方を体系的に学んだこ
とで、誰でもアイデアを生み出せるということを体験
した。また、進化思考を用いることで、地域にあるさ
まざまな課題を解決するだけでなく、新しい価値を生
み出すことが可能となることを認識した。

ϫʔクγϣッϓの༷ࢠ
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地方創生実践塾 10

1 開催地概要

島根県邑南町は広島県との県境に位置し、平成16年
10月 1 日に旧羽須美村、旧瑞穂町、旧石見町の 3 町村
合併により誕生した。人口は9,961人（令和 4 年12月
31日現在）で、面積は419.29㎢で、約86％を山林が占
めている。

2 開催地の取組

邑南町は高齢化率が45.1％と、高齢化が進行する中
山間地域にあるが、平成23年度に定めた「攻めと守り
の定住プロジェクト」に基づき、攻めの「A級グルメ
構想」、守りの「日本一の子育て村基本構想」を掲げ
て人口減少対策に取り組み、平成25年から平成27年ま
で人口の社会増を実現した。

また、町内が12の公民館区に区分され、従来から公
民館活動が盛んに行われていることもあり、住民協働
の文化が根づいている。平成27年に策定した「邑南町
版まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、12公民館
単位の地区別戦略の推進を盛り込み、課題解決に向け
公民館区ごとの地区別戦略を策定した。各地区の戦略
の実施には「邑南町地区別戦略実現事業補助金」を創
設し、平成28年度から令和元年度までの 4 年間、地区
住民の主体的な取組や活動を支援してきた。

令和 2 年度からの「第 2 期邑南町まち・ひと・しご
と創生総合戦略」では、それまでの地区別戦略の成果
を踏まえ、地域課題に多様なアプローチで対応し、持
続可能な地区別戦略発展事業を展開している。

3 実践塾内容

今回の地方創生実践塾は、「12の地域力で描く地方

創生～新たなコミュニティのカタチを探る～」をテー
マとし、邑南町のまちづくりについて学ぶため、全国
の地方公共団体職員、民間企業社員、大学生等21人が
参加した。なお、邑南町での実践塾は 3 年連続の開催
となる。

（1）講義「�地域の縮充・むらの減築を考える�～邑南
町の取り組みを中心に～」

 ໰ސतʗ༢ೆொڭ育学෦ڭɿ ౡࠜ大学ࢣߨ
ࢯ 和޿ ໺࡞

作野氏は、これからの地域行政について講義した。
スイスの民間シンクタンクであるローマクラブが昭

和47年に発表した「成長の限界」を紹介し、昭和50年
には日本の人口減少が始まっていたと指摘。人口減少
が始まると、地域を維持するための住民、組織、行政
職員が不足するため、これからの地域行政は規模を小
さくしながら充実した行政サービスが提供できる「縮
充」や「減築」が必要だと述べられた。

一方で、これまでの行政サービスに慣れている住民
からの反発も想定されることから、地域住民の意識改
革が必要であり、行政と地域住民が向き合って話をす
る伴走型支援が重要であると説明した上で、これから
の時代は地域でできることは地域で行う地域運営組織
の仕組みの構築が必要であると強調された。

ٛߨࢯ໺࡞
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12の地域力で描く地方創生
～新たなコミュニティのカタチを探る～
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（2）講義「�口羽地区における取り組み（集落支援セン
ター構想）」

 ௕ࣄձཧڵɿ /10๏人͸͢Έৼࢣߨ
খా ത೭ ࢯ

小田氏は、超高齢化を生き抜く口羽地域での取組に
ついて講義された。

口羽地区では、高齢者世帯を対象に調査を実施し、
人口減少と高齢化に伴う田畑の荒廃や日常生活の不便
さ、地域自治の維持困難という課題を抽出し、この課
題に対応するため、共に活動してくれる同志を募って
自主組織「口羽をてごぉする（※）会」を創設した。

今後は、各地域組織の運営や管理を行える地域マネ
ージャーを確保・育成しながら、農業関係組織と地域
組織が連携し農村RMO（農村型地域運営組織）へ発
展させたいと述べられた。

（※）てごぉするとは、島根の言葉で「手伝う」の意味。

（3）講義「持続可能な地域社会の実現に向けた模索」
ࢯ ೋ࢚ޒ ాݹձձ௕ɹٞڠɿ೔؏地࣏۠ࣗࢣߨ

古田氏は、日貫地区における組織づくりについて講
義された。

日貫地区では、形だけ存在している既存組織や会
議、役員の役回りの多さといった課題があったため、
組織を見直し令和 3 年 3 月に日貫地区自治協議会を設
立した。令和 3 年度は日貫地区子育て定住支援金交付
事業を創設し、地域の店舗で使用できる商品券を配付
することで、地域で経済が循環する仕組みを整えるな
ど、地域課題を地域内で解決する動きを活発化させた。

最後に、持続可能な地域社会の実現を目指すために
は、いつの時代も地域課題の解決を模索しながら進め
ることが大事であり、次の世代につなぐことを考えな
ければならないと述べられた。

（4）�パネルディスカッション�
「新しいコミュニティのあり方」
ύωϥʔɿ ओ೚ࢣߨɹҰൠࣾஂ๏人খ͞ͳڌ఺ω

ッτϫʔクڀݚॴࣄ؂ɹനੴ Ҁ໵ ࢯ
ɹɹࢣߨɿ ౡࠜ大学ڭ育学෦ڭतɹ࡞໺ ޿和 ࢯ 

/10๏人͸͢Έৼڵձཧࣄ௕ 
খాത೭ ࢯ 
೔؏地࣏۠ࣗٞڠձ௕ 
ࢯ ೋ࢚ޒ ాݹ

初日の最後は、地域運営組織について意見交換する
パネルディスカッションを行った。

作野氏は、先進事例は結果だけを見られるが、結果
も偶然ではなく、過程があった上での必然であること
に着目すべきと強調し、結果を出すためには、地区内
での合意形成が必須であるとも述べられた。

小田氏は、中山間地域等直接支払制度や多面的機能
支払交付金を活用した地区独自の予算を確保している
と説明した。これにより、地区協議会が高齢農家への
支援を行うことができ、中山間地域であっても地域運
営は可能であると述べられた。

古田氏は、保育所や小学校の魅力を発信することで
子どもたちの保護者との関わりを持ち、その過程で若
い方にも地域参画に興味を持ってもらえるように取り
組んでいると述べられた。

最後に白石氏は、地域ごとの状況は違うが、地域コ
ミュニティをどう維持していくかはどの地域でも必ず
問題になってくるため、邑南町の事例を 1 つの参考に
して取り組んでほしいと述べられた。

このパネルディスカッションでは、地域を運営して
いくためには地域運営組織を構成する住民自身のスキ
ルや考え方が伴わないとうまくいかないことが分かっ
た。

（5）講義「初日の振り返り」
ओ೚ࢣߨɿ Ұൠࣾஂ๏人খ͞ͳڌ఺ωッτϫʔク

ࢯ ɹനੴ Ҁ໵ࣄॴ؂ڀݚ
2 日目は、日和公民館にてフィールドワークと講演

を行った。
邑南町の取組は地縁型の組織が支えているが、メン

バーの高齢化が課題である。白石氏は、今後の地域の
ために地区別戦略の取組を実施していると述べ、この
地区別戦略は、地域が主体となって計画、実行し、そ
の効果を検証して次に生かすことが大事であると強調
された。

また、「行政も一緒になって考えるのはいいが、地
域との距離感の取り方等のさじ加減が難しいので、間
に入る中間支援組織が重要である。そのため、中間支
援組織には、行政ではない第三者的視点で社会福祉協
議会や地域包括支援センター等に参画してもらうこと
も必要である」と述べられた。
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ɾ࣏ࣗձのࡏり方に͍ͭͯ͸ɺ地域ͱҰॹにߟ
͍͑ͯく͜ͱ͕ॏཁͰ͋るためɺ࿩͠߹͍Λ
大੾にͯ͠ۀࣄΛਐめ͍͖ͯた͍ɻ

ɾ༢ೆொのઌਐతͳऔ૊ྫࣄΛ஌る͜ͱͰɺվ
めͯࣗ෼のࢢΛͭݟめ௚͢͜ͱ͕Ͱ͖たɻ

ɾࢣߨのօ༷のٛߨΛڵຯਂくഈௌ͠ɺ地域づく
りに͓͚るʮ߹ҙܗ成ʯのॏཁੑΛ௧͠ײたɻ

受講者の声

執筆者
ଜ্ 和໵ʢژ౎෎໦௡઒͔ࢢΒ೿ݣʣ
地域ੑ׆Խηϯλʔ  اըɾ人材育成άϧʔϓ

（6）フィールドワーク
ओ೚ࢣߨɿ Ұൠࣾஂ๏人খ͞ͳڌ఺ωッτϫʔク

ࢯ ɹനੴ Ҁ໵ࣄॴ؂ڀݚ
地域の自治会や集落の在り方について考える若者が

いる日和地区でフィールドワークを行った。
日和地区では、農業協同組合が撤退した店舗にスー

パーマーケットを誘致し、それを地区が運営してい
る。地区内の生活に必要な施設を地区内の住民で整
備・対応している点が印象的で、邑南町の地域自治の
特色の一つと考えられる。

また、地域からの声を受け、それまで公園のなかっ
た日和地区に公園とスポーツ施設を兼ね備えたバスケ
ットコートを町予算で整備した。バスケットコートの
利用料は無料で、休日には大会も開催され、松江市や
大田市等の町外からも参加者が集まるなど、にぎわい
の場になっている。

（7）講義「�日和地区で取り組み始めた自治会のあり方
検討の現状」

ࢯ ਅ໵ ݪɿ೔和地۠தԝ࣏ࣗձ੨年෦௕ɹ৿ࢣߨ
森原氏は、日和地区の現状と若者からの問題提起に

ついて講義された。
日和地区の人口数は、地域おこし協力隊やIターン

者等が移住している影響により微減でとどまっている
ものの、令和32年には150人を下回ると推計されてい
る。若者が減りつつある中で、地区内での会議や役回
りが多く、若者の負担になっていることから、青年部
が地区内の全戸にアンケート調査を行い、本当に必要
な会議や組織について話し合い、効率化に向けた検討
を行っている。

また、日和地区の青年部は平成28年に復活し、現在
40名ほどが所属して活動している。そして、騒

そうづきんさい

祭と
いう地区の祭りを開催するなど、若者が主体となって
動いている。

（8）グループワーク「日和地区のコミュニティのあり方」
ओ೚ࢣߨɿ Ұൠࣾஂ๏人খ͞ͳڌ఺ωッτϫʔク

ࢯ ɹനੴ Ҁ໵ࣄॴ؂ڀݚ
講義とフィールドワークを踏まえて「日和地区を今

後どのようにしていったらよいか」をテーマとして 5
班に分かれてグループワークを行い、発表を行った。

日和地区の既存組織のうち最も必要な組織を 3 つに

絞ってもらう全戸アンケートを行うことで、組織のス
リム化を図ってはどうかなど、具体的な提案が行われ
た。

4 おわりに

今回の実践塾を開催した邑南町では、地域でできる
ことを地域で自主的に実施していく仕組みづくりが行
われていた。住民に依頼するだけでは反発があるた
め、地域の実情を住民自身に理解してもらい、この先
どうしていくかを全ての世代が考えられる機会を提供
することが重要であることが分かった。

また、参加者からの発表では、「地域と一緒になっ
て考えていきたい」との意見が多く、今後、全国に邑
南町の取組が広がることを期待する。

ϑΟʔϧドϫʔク

ू߹ࣸਅ

άϧʔϓϫʔク
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地方創生実践塾 11

1 開催地の概要

徳島県は四国の東部に位置しており、人口は約70万
人（令和 4 年 3 月 1 日時点）である。東は紀伊水道に
面し、兵庫県淡路島と結ぶ大鳴門橋があるため、本州
から車で移動する場合の四国の玄関口となっている。

県土の約 4 分の 3 を森林が占める全国有数の森林県
で、1,000mを越える山も多く四国第 2 の高山である剣
山を擁している。

2 開催地の取組

かつて、地方では林業が地域の雇用や経済を支えて
いたが、海外からの安い木材の輸入が進み、国内の林
業が衰退していった。

これに対し、県では、林業の再生や飛躍を目指して
高性能林業機械の導入や林道等作業路網の整備を進め
ている。また、県産材の増産体制や、多種多様な木材
産業が立地する強みを活用して木材をくまなく利用す
る加工体制を構築してきた。

県森林資源の蓄積量が半世紀で約 3 倍に増加した状
況を踏まえ、平成24年に全国初となる「徳島県県産材
利用促進条例」を制定した。同条例は、県民や事業者
が森林資源の重要性を再認識し県産材を積極的に利用
することで、郷土の自然環境を維持するとともに森林
からの恩恵を次世代に継承していくことを目的として
いる。

条例制定後、全国に先駆け平成17年度から実施して
きた「林業プロジェクト」をさらに発展させ、林業の
一歩先の未来を切り開くという理念のもと「新次元林
業プロジェクト」に取り組み、森林・林業を核とした
地方創生の実現を目指している。

3 実践塾の内容

令和 4 年12月 8 日から 9 日の 2 日間、地方創生実践
塾を開催し、全国各地の行政職員や民間企業職員、地
域おこし協力隊員等の13名が参加した。

（1）　�講義「森林バンクによるSDGsの実践と地方創生」�
ओ೚ࢣߨɿ ެ ӹࣾஂ๏人ͱく͠·৿ྛόϯクސ໰ɹ

ࢯ ࡾ޾ ୩۽
熊谷氏は、SDGsを達成するための森林の役割やそ

の適切な管理について講義された。
SDGsの17の目標のうち、森林について直接言及し

ている「15 陸の豊かさも守ろう」の目標と森林資源
の循環利用の関係について詳しく説明。SDGsのその
ほかの12個の目標についても達成に向けては森林の重
要性と保安林がSDGsを支える点を強調。ただし、国
内では林業従事者の不足や木材価格の低迷から森林が
適切に管理できておらず、生産活動の停滞と森林機能
の低下を招いているとも述べられた。

この課題を解決するため、公益社団法人とくしま森
林バンクでは、売却希望森林と購入希望者のマッチン
グやCO2 等の吸収量をクレジットとして国が認証する

「Ｊクレジット制度」を活用した間伐、森林の見回り
を実施している。

熊谷氏は、受講者も含めた全ての人々の生活に森林
が密接に関連していること、現在の森林管理は多くの
課題を抱えていること、林業従事者と行政が協力して
森林保全を行う必要性について述べられた。

（2）　講義「�木のおもちゃ美術館による木育とネット
ワークづくり」

ࢯ ࢠɿಙౡ໦の͓΋ͪΌඒज़ؗ௕ɹদ㟒 ඒึࢣߨ
松﨑氏は、県内で行ってきた木育の取組、「徳島木

徳島県

森林（もり）から始まる 
サステナブルな社会

։࠵೔ɿ令和 � 年��݄ � ೔〜 � ೔
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のおもちゃ美術館（以下『美術館』という。）」の取
組、木育によるネットワーク作りについて説明され
た。

木育とは、子供を始めとする全世代の人が「木とふ
れあい、木に学び、木と生きる」取組である。県内で
は、木を身近に感じられる木育拠点施設「とくします
ぎの子木育広場」が20ヵ所開設している。同施設の全
てに木育インストラクターを 1 名ずつ配置し、地域に
密着した木育を推進している。

また、令和 3 年10月に開設した美術館は館内の99%
の建材等に那賀町の杉を使用している。県の伝統文化
である農村舞台や人形浄瑠璃も木で再現することで、
遊びながら県の自然や木の魅力、伝統、文化を幅広い
世代が感じられるようになっている。

（3）　�フィールドワークⅠ�
「徳島木のおもちゃ美術館内視察」�
ࢯ ࢠɿಙౡ໦の͓΋ͪΌඒज़ؗ௕ɹদ㟒 ඒึࢣߨ

美術館内に展示されている木のおもちゃに触れ、伝
統文化である人形浄瑠璃やうだつの町並みを再現した
施設を視察した。怪我をする可能性がある部分は丸く
削り、階段や通路の傾斜を緩くするなど、小さな子供
から高齢者まで安全に楽しむための工夫が随所に見ら
れた。

親子が木のおもちゃで遊ぶ姿が多く見られ、子育て
世代にとっての憩いの場所になっている。

（4）　�講義「山で働くこと、木を使うこと」�
ެ ɿࢣߨ ӹࣾஂ๏人ಙౡ৿ྛづくりਪਐߏػ෭

ཧࣄ௕ɹࢢ੉ խࢯ ࢤ
市瀬氏は、林業従事者の意識の変化や林業を取り巻

く環境の変化、データから見る木の活用の可能性につ
いて講義された。

労働者の働き方に関する考え方や価値観が変わって
おり、山で働く魅力が高まっていると指摘し、林業
は、いわゆる 3 K（きつい、きたない、きけん）とさ
れていたが、林業従事者は日中は自然の中で働き夜は
ゆっくり家族と過ごせるため、働き方改革に通じると
話された。

林業は、時代とともに生産ツールが進化しドローン
や無人化技術の導入も進んでいるが、植林の人手不足
の課題も抱えている。

県では、林業人材の育成のため、県内の大学・高校
に林業に関する学科を新設したり即戦力の技術者を養
成する研修施設「とくしま林業アカデミー」の設置を
行った。その結果、減少していた林業雇用者が30代を
中心に増加に転じている。

木材は、住宅用を始めさまざまな素材として需要が
あり、CO2 の吸収や木質バイオマス燃料としてのカス
ケード利用（※）といった持続可能な資源としても期
待されている。市瀬氏は、木材を活用するためには木
材ごとの特質を理解し、バランスの取れた使い方をす
る必要があると述べられた。

（※）木材を建材等の資材として利用した後、ボードや紙等の
利用を経て、 最終段階では燃料として利用するなど、用途を変
えながら多段階で有効活用すること。

（5）　�フィールドワークⅡ�
�「林業アカデミーオープンキャンパス（研修体験）」�
ެ ɿࢣߨ ӹࣾஂ๏人ಙౡ৿ྛづくりਪਐߏػ෭

ཧࣄ௕ɹࢢ੉ խࢯ ࢤ
とくしま林業アカデミーの研修生が学んでいるチェ

ーンソー、ドローン、ハーベスターシミュレーター等
の操作体験を行った。受講者からは、最先端の技術を
活用し安全で効率的に技術を習得できる研修機関の良
さを実感でき、林業を身近に感じたとの意見が聞かれ
た。

（6）　�グループワーク「森林環境譲与税をどう活かすか」�
ओ೚ࢣߨɿ ެ ӹࣾஂ๏人ͱく͠·৿ྛόϯクސ໰ɹ

ࢯ ࡾ޾ ୩۽

ಙౡ໦の͓΋ͪΌඒज़ؗ಺࡯ࢹの༷ࢠ
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ɾ৿ྛにؔ͢る಺༰Λ༷ʑͳ੾り͔ޱΒ学Ϳ͜
ͱ͕Ͱ͖ɺ大มॆ࣮͠たݚमͰ͋ͬたɻ(8
Ͱ͸άϧʔϓ಺΍ଞのάϧʔϓの͑ߟ౳Λ஌
る͜ͱ͕Ͱ͖ɺษڧにͳͬたɻ

ɾݱ৔の੠͕ฉ͚ͯߟࢀにͳͬたɻࠓɺͯͬߦ
͍る৿ྛ੔උ͕কདྷに͚ͯ޲Ͳのよ͏ͳҙຯ
͕͋るの͔ҙࣝ͠ɺ਺年ޙにߦ͚ͯ޲ಈͯ͠
͍く͜ͱ͕大੾ͱͬࢥたɻ

受講者の声

執筆者
ʣݣΒ೿͔ݝۄʢ࡛ࡾ೾ লࢩ
地域ੑ׆Խηϯλʔ  اըɾ人材育成άϧʔϓ

熊谷氏は、グループワークのための基礎知識として
森林環境譲与税創設の経緯と目的、課題について解説
された。
「森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律」が

平成31年 4 月 1 日に施行され、国は、同法に基づく各
市町村等への森林環境譲与税の譲与を令和元年 9 月に
開始した。

市町村が行う森林整備等の財源を安定的に確保する
ことを目的に同制度が創設されたが、市町村の認識や
体制の整備、活用手法の理解が追いついていないため
十分な活用ができていないと熊谷氏は指摘した。

受講者は、基礎知識を学んだ上でこの制度の活用方
法について「都市部の人ができること」「山村部の人
ができること」「都市部と山村部の関わり方」の三つ
の視点で議論した。都市部と山村部の受講者が混在す
るグループでそれぞれの地域の目線で議論が交わされ
た。

最後に、今回の実践塾を通じて森林の活用方法につ
いて学んだことをふまえ、森林環境譲与税を活用して
都市部や山村部ができること、都市部と山村部がどの
ように関わっていくか発表した。熊谷氏は、異なった
視点で見ることや失敗を恐れずチャレンジする姿勢の
大切さを語られた。

（7）　おわりに
県では、最先端の技術を活用しながら森林サイクル

の確立を図るとともに、とくしま森林バンク制度によ
り豊かな森林を未来へ引き継ぐシステムを構築してい
る。また、木育による多世代交流や県産材の利用拡大

を推進している。
今回の実践塾において学んだ森林活用のポイント

は、森林資源を生産・管理する「川上の仕事」から、
切り出された木材を加工・販売する「川下の仕事」ま
でを一体に捉えて、未来を見据えたプロジェクトを進
める重要性である。美術館には、木の植栽から、成
長、伐採、利用までがつながり循環していることを表
した展示物がある。森林を活用するためには、現在だ
け、特定の地域についてだけ考えるのではなく、主要
な再生可能資源である木材の循環と地域間連携を意識
する必要がある。

県全体で連携し、県産材の持続可能な活用に取り組
んできたからこそ、森林・林業を核とした地域活性化
の好事例ができ上がっている。

ू߹ࣸਅ
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地方創生実践塾 12

1 開催地概要

美波町は、徳島県の南東部に位置し、日和佐町と由岐
町が合併して誕生した面積140.74㎢、人口6,074人（令和
4 年12月末）の町である。海岸部は海亀が産卵をする砂
浜、陸地と砂州でつながった陸けい島、離島等、非常に
変化に富んだ海岸線の多くが「室戸阿南海岸国定公園」
に指定され、風光明媚なリアス式海岸となっている。

2 開催地の取組

美波町も全国の地方公共団体と同じく少子高齢化や
人口流出による深刻な過疎化の問題を抱えており、そ
の対策として、平成27年に地方創生総合戦略を定め取
り組んできた。

都市部の企業等のサテライトオフィスを誘致してい
るほか、デュアルスクール制度を日本で初めて実現す
るなどの取組を進めている。

その結果、県内最多となるサテライトオフィスの誘
致や、若者移住者の増加など、町には新たな“にぎわ
い”が生まれつつある。

3 地方創生実践塾内容

今回の地方創生実践塾は、日本全国の過疎地で活用
できる「にぎやかそ（にぎやかな過疎）」という考え
方を、美波町のサテライトオフィス誘致等の取組から
学ぶため、全国の地方公共団体職員や民間企業社員等
19人が参加した。

なお、美波町での地方創生実践塾は初開催となる。

（1）講義「�サテライトオフィス誘致を核とした人口減
少社会のまちづくり」

ձࣾ͋Θ͑୅දऔక໾ʗαイϑΝʔɾࣜג ɿࢣߨ
ςックࣜגձࣾ୅දऔక໾ʗࣜגձ࢛ࣾࠃ
のӈԼ໦のձࣾ୅දऔక໾ɹج ٢ా੖ ࢯ

吉田氏からは、町のサテライトオフィス集積のメカ
ニズムについてご講義いただいた。

全国の地方では、人口減少による過疎化の進行によ
りチャレンジの総量も減少しており、それが地域の衰
退につながるため地域内外問わずチャレンジャーを集
める必要がある。そこで、吉田氏は町と連携して、一
つの企業がハブとなってさらなるチャレンジを誘発す
るため、平成24年からサテライトオフィス誘致を行っ
てきた。取組を進める上で、数少ないチャレンジャー
を他地域との間で奪い合うのではなく分かち合うこ
と、また、チャレンジを愛することを大切にしてサテ
ライトオフィス誘致を行ったと説明された。

その結果、町にチャレンジャー（進出企業）が集ま
り、産官学連携の減災システムや製炭プロセス把握シ
ステムの開発等多様なチャレンジ（事業）が新たに生
まれ、連鎖してきたと述べられた。

（2）講義「美波町の概要と取組」
ࢯ ɿඒ೾ொ௕ɹӨ࣏ ৴ྑࢣߨ

影治氏からは、町の現状や概要、これまでの取組に
ついてご講義いただいた。

町は、人口減少、高齢化、空き家の増加等の問題を
解決するため、平成30年に「にぎやかそ （にぎやかな
過疎の町） 」を宣言した。その後、にぎやかそ町民憲
章の制定等を行っており、令和 4 年にはSDGs未来都
市に選定された。

最後に、全国から選ばれる町になることが重要であ
り、そのためには地域内外問わずさまざまな方の挑戦
を後押しできる環境を整え、さらに発展させたいと述
べられた。

徳島県美波町

にぎやかそ（にぎやかな過疎）を創る
～サテライトオフィス誘致を核とした人口減少社会のまちづくり～

։࠵೔ɿ令和 5 年 � ݄��೔〜��೔
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（3）講義「�美波町�Satellite�Office　『にぎやかな過
疎』を目指して」

ࢯ ɹ᭣࣏ ३໵ࠤ՝௕ิڵৼۀ࢈ɿඒ೾ொࢣߨ
鍜治氏からは、美波町におけるサテライトオフィス

誘致のこれまでの取組についてご講義いただいた。
町は、平成24年から「都会だけの暮らしではなく、

地方で得られる暮らしや生き方」をコンセプトとして
誘致を開始したが、企業にとっては進出の材料として
弱く、誘致が進まなかった。

その後、関係者と試行錯誤する中で、誘致のコンセ
プトを「新しい働き方や挑戦が行える場」とし、地域
課題も地域の資源と捉えて、技術と起業マインドを持
ったチャレンジャーを誘致することとなった。その結
果、26社（令和 4 年12月末現在）のサテライトオフィ
スが進出し、30名の移住者、25件の空き屋活用につな
がるとともに、地域住民との交流や雇用の創出等、町
ににぎわいが生まれたと説明された。

（4）進出企業インタビュー①
ࢯ ੖ج ձࣾ͋Θ͑୅දऔక໾ɹ٢ాࣜג ɿࢣߨ

吉田氏は、美波町に進出した経緯や地域とのかかわ
り方について述べられた。

東京での人材採用に苦戦したため、採用力強化を目
的に進出した。初期の目的達成に加えて地域の学校教
育や地域の行事等で地域から必要とされ感謝されること
に喜びを感じ、地域社会とのつながりが地方で生活する
ことの魅力であると気づいたとのコメントがあった。

また、地域との関わり方に関して、まずは地域や地
域住民を知ることが全てのスタートであり「地域で、
その人はどういう機能を果たしているのか」を理解す
ることが大事であると述べられた。

（5）進出企業インタビュー②
ձࣾイʔπϦʔζɾδϟύϯ୅දऔక໾ɹࣜג ɿࢣߨ

ધా ࢯ ࢙ޛ
同社はハード、ソフト両方の開発を行える東京の

IT企業である。イベント省力化システム「みなみえ
る」を開発し、マラソン等スポーツイベントで参加者
の位置情報を常時把握するなど地域イベントの運営に
寄与している。

船田氏は、地方進出のメリットは、製品の利用者と
直接会話でき本質的な課題を発見できること、また、

利用者と一体となって研究開発できることだと述べら
れた。

（6）進出企業インタビュー③
 ձࣾ·めͧ͏σβイϯ୅දऔక໾ࣜג ɿࢣߨ

ド΢κϊ ηイϠ ࢯ
ドウゾノ氏は、大阪で個人事業主としてWEBデザ

インを行っていたが、競合企業がない美波町で同社を
起業し、WEBデザインだけにとどまらず、商店街の
活性化に寄与する飲食店、ゲストハウス、アパレルな
どの事業展開を行っている。

ドウゾノ氏は、町でさまざまな事業を展開できる理
由として、町職員との距離が近く、すぐに相談できる
環境が整っており、チャレンジを応援する風土がある
ことだと述べられた。

（7）進出企業インタビュー④
 ࣄɿ Ұൠࣾஂ๏人ϛϥイの学校୅දཧࢣߨ

ࢯ ാ ୓໻ߴ
高畑氏からは、デュアルスクールについてご説明い

ただいた。
デュアルスクールとは、住民票を異動せず、都市

部・地方の 2 拠点を行き来しながらどちらの良さも体
験できる「新しい学校のかたち」である。この事業に
より、特に子育て世代の長期間の移住体験が可能にな
り、関係人口に大きく寄与するなどと説明があった。

受講者からは、関係人口と直接関係しない教育委員
会や保護者との調整方法について質問があり、高畑氏
はデュアルスクールは地域の子供の知見や多様性を広
げるなど子供の成長にもつながることを丁寧に説明す
ることで合意を得ながら進めていると述べられた。

（8）�フィールドワーク�
「�サテライトオフィス誘致と関連する商店街活性
化事例探索」

ओ೚ࢣߨɿ ࣜגձࣾ͋Θ͑औక໾ࣥߦ໾һ 
٢ా 和࢙ ࢯ

フィールドワークでは、サテライトオフィス誘致によ
って商店街がどのように活性化したかについて説明を
受けながら街中を探索した。

企業が多数進出する美波町では、移住者が増加し、
古民家を活用した飲食店が次々と開業するなど、新た
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ɾαςϥイτΦϑΟε༠கにඞཁͳ͜ͱ΍࣮ࡍ
にඒ೾ொにձࣾΛஔ͍た方͔ΒのٛߨΛฉく
͜ͱ͕Ͱ͖ɺ༠கにඞཁͳ͜ͱ͕イϝʔδ͠
΍͔ͬ͢たɻ

ɾٛߨΛฉ͍た্ͰのϑΟʔϧドϫʔクɺ学Μ
ͩ͜ͱΛΞ΢τϓッτ͢るϫʔクγϣッϓ·
ͰҰ؏ͯ͠ड͢ߨる͜ͱ͕Ͱ͖ɺ大ม༗ҙٛ
ͩͬたɻ

受講者の声

執筆者
௩ຊ ༔ଠʢ۽ຊ্ݝఱ૲͔ࢢΒ೿ݣʣ
地域ੑ׆Խηϯλʔ  اըɾ人材育成άϧʔϓ

なにぎわいが生まれている。
株式会社あわえが明治時代の
銭湯をリノベーションした

「初
はつ

音
ね

湯
ゆ

」や古民家を改修し
たサテライトオフィスの体験
施設「戎

えびす

邸
てい

」等の施設をみて
周った。

（9）講義「�サテライトオフィス誘致研修最終日のワー
クショップに向けて」

ओ೚ࢣߨɿ ࣜגձࣾ͋Θ͑औక໾ࣥߦ໾һ 
٢ా 和࢙ ࢯ

吉田氏からは、サテライトオフィス誘致の考え方や
全国の事例からみたサテライトオフィス誘致のポイン
ト等をご講義いただいた。

現在、サテライトオフィス誘致に取り組む地方公共
団体は多く、競合が激しい分野であることに触れ、他
との差別化を図るために、地域特性やターゲット、企
業が進出するメリット等を明確にすることが重要であ
ると述べられた。

また、誘致には継続性が必要なことや、地域の人た
ちと関係構築をする場の提供等、アンケート結果から
みた企業ニーズについて説明された。

（10）�ワークショップ�
「�自分達の地域に誘致したいサテライトオフィス
について」

ओ೚ࢣߨɿ ࣜגձࣾ͋Θ͑औక໾ࣥߦ໾һ 
٢ా 和࢙ ࢯ

ワークショップでは、自分たちのまちで「にぎやか
そ」を実現するため、にぎやかそのイメージを思い描
いて言語化し、実現のために必要な企業や活用できる
地域特性を整理した上で、誘致方針を作成した。

具体的には、にぎやかその状態のまちを各受講者が
イメージし、それを実現するために誘致すべき企業を

洗い出した。ハードだけを準備すればサテライトオフ
ィスが誘致できると思っていた受講前と比べ、自身の
まちの地域課題（ビジネスチャンス）をもとにどのよ
うな企業が誘致できるかのターゲティングまでを行う
ことができた。

4 おわりに

今回の地方創生実践塾では、チャレンジを誘致する
という町のサテライトオフィス誘致の考え方やその手
法、まちづくりのポイントについて幅広く学ぶことが
できた。

実践塾を通して、自身のまちの特性や地域課題（ビ
ジネスチャンス）は何か、それをどのように活用する
のか、どのような企業が必要なのか等を考えるきっか
けとなり、にぎやかそを目指す受講者に有意義な研修
となった。

ϑΟʔϧドϫʔク

ओ೚ࢣߨのٛߨ

ϫʔクγϣッϓにͯൃදΛ͏ߦ ࢠ༷

ओ೚ࢣߨΛғΜͰのू߹ࣸਅ
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શࠃ஍ҬϦʔμʔ
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●開始時期： 平成元年度
●修了者数（H元～R4）：1,164名

3 ষ

全国地域リーダー養成塾は、様々な分野で既存の枠にとらわ
れない斬新かつ大胆な発想のできる地域のリーダーを養成する
ため、年間を通じた体系的かつ実践的なカリキュラムによる研
修を行っています。講義やグループ演習、ゼミナール、地域づ
くりの先進地における現地調査等で幅広く学ぶことにより、視
野や見識、想像力、問題意識、使命感、主体性の深化を図りま
す。
研修を通して共に学んだ全国の地方公共団体や地域づくり団
体等の職員と強固なネットワークを築くことができるほか、塾
長や主任講師を始めとする様々な分野の著名な専門家や実践家
など豊富な講師陣とのつながりができます。
また、修了者向けの研修会や情報交換会など修了後のフォロ
ーアップも充実しています。

全国地域リーダー養成塾とは



1 はじめに

全国地域リーダー養成塾は、年間を通じた体系的な
カリキュラムにより塾生同士の学び合いや交流の場を
提供してきた。令和 4 年度は、前年に引き続き新型コ
ロナウイルス感染症の拡大を受け、従来の対面方式と
併せてオンラインによる受講環境を整えハイブリッド
形式で開催した。グループ演習やゼミナール等でも対
面参加者とオンライン参加者が双方向に意見交換でき
るよう工夫して運営し、令和 4 年度入塾した19名全員
が令和 5 年 2 月 9 日に修了した。

2 特徴

（1）体系的研修
地域づくりの専門家・実践家による講義等により、

全 7 回（各回 3 ～ 4 日間）の日程で地域づくりに必要
な研修を体系的に実施

（2）実践型研修
論理的思考や表現力を身に着けるためのグループ演

習等を数多く実施

（3）少人数のゼミナール講座
主任講師 5 名によるゼミナール形式の講座を開講。

「自ら考える力」を養うため、塾生が自ら地域課題を
見つけて調査・研究に取り組み、成果をまとめた修了
レポートを作成

（4）現地調査
まちづくり（福祉、観光、コミュニティ再生、文化

振興等）に取り組む首都圏の地域づくり団体等を視察
するとともに、ゼミナール別に全国各地の地域づくり
の先進地を訪問し、取組の中心人物への聞き取り調査
や視察等を通じて地域課題の解決策を学ぶ先駆的地域
づくり現地調査を実施

（5）修了者への支援
研修修了後の修了者の資質向上やネットワークの構

築のため、修了者研修会（一般研修と合同開催）、情
報交換会（全国 5 ブロックごとに開催）等を実施

全国地域リーダー養成塾
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3 講義等一覧

ςʔϚ౳ ࢣɹߨ
໊༪क़௕ɾक़௕ɾओ೚ٛߨࢣߨ

地域Λͱり·く࣌୅のைྲྀ ੢ଜɹ޾෉ ᅳላӃ大ላޫ؍·ͪづくり学෦௕ɾڭत
౦ژ大学໊༪ڭत

౎ࢢのಡΈऔり方 ੢ଜɹ޾෉ ᅳላӃ大ላޫ؍·ͪづくり学෦௕ɾڭत
౦ژ大学໊༪ڭत

৯Λ͔͠׆た·ͪづくり ాଜɹɹल ௕໺ཱݝ大学άϩʔόϧϚωδϝϯτ学෦ڭत
ଟ༷ͳओମによるޫ؍·ͪづくり ถాɹ੣࢘ ᅳላӃ大ላޫ؍·ͪづくり学෦ڭत
࣏ࣗମの੓ܗࡦ成ͱ࿈ܞɾަྲྀ 大ਿɹɹ֮ ౦ژ౎ཱ大学๏学෦ڭत
地域のՁ஋Λߴめる؍ܠɾ౎ࢢσβイϯઓུ ໺ݪɹɹ୎ ԣ඿ཱࠃ大学大学Ӄ౎ࢢイϊϕʔγϣϯڀݚӃ।ڭत
೶ࢁଜ地域のৼڵͱ୲͍खづくり ਤ࢘ɹ௚໵ ๏੓大学ݱ୅෱ࢱ学෦ڭत
Ұൠٛߨ
の࣏࣮ࣗફ࿦ࢲ ट౻ɹউ࣍ ௕ࢢ஛ాݩ
地域จԽΛ͔͠׆た·ͪづくり ্ాɹ༸ฏ ࣎լཱݝ大学地域ڞ生ηϯλʔࢣߨ
地方創生の՝୊ ௣઒ɹɹ೜ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔཧࣄ௕
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4 講義内容

（1）『都市の読み取り方』
西村�幸夫�塾長（國學院大學観
光まちづくり学部長・教授、東
京大学名誉教授）

すべてのまちには歴史があ
り、そのまち特有の空間は長い
時間をかけてつくられてきたも
のである。講義では、塾生の派遣元であるいくつかの
県庁所在地を例にしながら、都市の構造を昔の地図や
写真と見比べた。まちにあるものに対して「あること
が当たり前」と思うのではなく「なぜここにあるの
か」と思考を巡らせると、まちの成り立ちや物語を深
く理解できると語られた。まちの物語を紐解き、まち
が何を大事にしているかを知ることで、まちづくりの
方向性を決めることができると強調された。

（2）『プレゼンテーション研修』
（令和4年 6月17日）
森�吉弘�氏（株式会社morisemi
代表取締役）

森氏は、相手に伝わるプレゼ
ンテーションを行うために、伝
えたい相手の立場に立って物事
を考えることが重要であると指摘された。世の中で起
こる事象を常に観察・洞察し、自身の考えを言語化す
ることで、自分らしさのあるプレゼンテーションがで
きると説明した。演習では、「自分の町を紹介する」
をテーマに塾生同士でプレゼンテーションを行い、相
手が理解しやすい話し方や言葉の選び方など具体的な
手法について解説された。

（3）『人が集まるセミナー企画
とチラシの作り方（広報の効果
的な手法）』（令和4年7月12日）�
坂田�静香�氏（NPO法人男女共
同参画おおた理事長）

坂田氏は、企画したセミナー
で効果的な集客を行うために、
企画の内容、対象者、宣伝に使用する媒体を明確に設
定することが重要であると語られた。集客できない原

因として、企画力の不足と誤った広報戦略を指摘し、
企画の対象者を徹底的に絞り込み、対象者にとって身
近なゴールを分かりやすく掲載することの必要性を強
調された。また、チラシの成功事例・失敗事例を示し
ながら、魅力的なチラシ作りの手法について解説され
た。

（4）『地域活性化に向けたマー
ケティングの考え方』（令和4
年 7月13日）
東�徹�氏（立教大学観光学部教授）

東氏は、マーケティングの視
点から、地域の稼ぐ力を高め、
活力を生み出す考え方について
説明された。観光は、地域の恵みや持ち味を訪れる人
と分かち合い、共感を得ることで、関係人口を増や
し、住民の誇りや愛着を育むものである。観光を通じ
て、生産環境や生産者の思い・こだわりにふれ、共感
することで、地域生産物のブランド構築につながる。
地域での経験価値を高める質の高い観光によって、ゲ
ストを地域のファンに変え、観光を観光だけで終わら
せない関係を構築できると述べられた。

5 先駆的地域づくり現地調査

（1）『一般財団法人こゆ地域づくり推進機構（こゆ財
団）』（宮崎県新富町、令和4年10月26日）

こゆ財団は、2017年に新富町が旧観光協会を廃止し、
新しい組織として設立した地域商社である。地域資源
の発掘とブランディング、商品開発を行い、そのノウ

Ұൠஂࡒ๏人͜Ώ地域づくりਪਐߏػʢ͜Ώஂࡒʣ
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ハウを生かした人材育成とふるさと納税の運営を行っ
ている。特に 1 粒1000円のライチはブランド化に成功
し、多くの人がライチをきっかけに新富町へ訪れるよ
うになった。ノウハウを提供し、新たな農業へのチャ
レンジを促すことで新たな商品を生む「稼いで街に再
投資する」循環モデルについて学んだ。

（2）『川上村役場』（奈良県吉野郡川上村、令和4年
10月31日）

川上村水源地課の加藤満氏に、川上村の取組に関す
るヒアリングを行った。川上村は村面積の約95％を山
林が占めており、最源流部の原生林を村が購入して保
全することで、水源地を守りながら下流にきれいな水
を届けている。また、関係人口創出のためにオンライ
ンコミュニティ「かわかみらい」を立ち上げ、都内で
川上村ファンミーティングを開催するなど、地域内外
の人がつながり交流できる場づくりを行っている。都
市にはない豊かな暮らしを築くための水源地の村づく
りについて学んだ。

（3）『認定NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク』
（岩手県遠野市、令和4年11月 5日）

認定NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク会
長の菊池新一氏に、遠野市のまちづくりに関するヒア
リングを行った。遠野の歴史ある店舗や人の営みを紹
介し、観光客の希望に合わせて体験メニューをコーデ
ィネートする案内所「遠野旅の産地直売所」を設置し
ており、人々の暮らしや風景そのものを地域資源とし
て生かしたまちづくりに取り組んでいる。住民がまち
の暮らしを誇りに思い、その誇りを地域の魅力として

外に発信することの重要性を学んだ。

（4）その他の調査先
八戸市役所、八戸ポータルミュージアムはっち

（青森県八戸市）
一般社団法人 妙高ツーリズムマネジメント

（新潟県妙高市）
NPO法人長野スポーツコミュニティクラブ東北

（長野県長野市）
秋津野ガルテン（和歌山県田辺市）
尾道自由大学（広島県尾道市）
松山アーバンデザインセンター（愛媛県松山市）
株式会社油津応援団（宮崎県日南市）　他

6 修了レポート

（一部紹介。地域活性化センターホームページで全文
を公開している。）

（1）�「ふるさとに対して自分が今できること～白川町
まちづくり実践～」
鈴村�祐治�氏（岐阜県白川町）

全国的な人口減少傾向にある中、白川町では特に人
口減少が加速している。鈴村氏は白川町の現状分析か
ら少子化や人口減少への対策を考察するとともに、こ
れからの白川町のために何ができるか住民とともに考
え実践する組織を実際に立ち上げ、自らの活動を通し
て検証した。そこで住民が地域について自由に話し合
い、行動を起こせる環境づくりと地域に関わる人材の

઒্ଜ໾৔ ೝఆ/10๏人ԕ໺ࢁɾཬɾ฻Β͠ωッτϫʔク
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育成が重要であると提案した。また、今回の活動を通
してさらなる地域の魅力を創出するため自らが積極的
に地域に関わり続けたいとの決意を表明した。塾長か
らは、地域に対する熱い思いやその地域ならではの悩
みなど行政課題だけではない深みがあり、これからの
可能性を実感できると評価された。

（2）「困った空き地は地域を変えられるか～空き地を
活かした地域課題へのアプローチ～」
勝又�優斗�氏（静岡県裾野市）

裾野市の市街地では、人口減少と工場の老朽化によ

る閉鎖・撤退などの要因から空き家が増加しており、
それに伴って管理不全の空き地が目立つようになって
いる。勝又氏は、空き地の現状と課題、先進事例の研
究を踏まえ、空き地の利活用方法を整理した。そこで
所有者と使用者をマッチングさせる仲介プラットフォ
ーム「スソノコバ」を新たに構築して空き地を地域資
源として活用することで、土地そのものの価値の向上
や、地域の人が気軽に集える場所の創出につなげるこ
とを提案した。塾長からは市の緑地や公園関係の施策
に生かせる内容であると評価され、今後の展開に期待
が寄せられた。

〈修了者の今〉

「地域をつなぎ合わせる“人づくり”」
த৿ ܙ༎ ࢯʢฌݝݿ୮೾ࣰࢢࢁɺ令和�年度मྃऀʣ

修了レポートでは、これまで丹波篠山市と神戸大学が官学連携で取り組んでき
た地域人材育成の新たな展開として「中間支援組織『丹波篠山キャピタル』（仮）
の設立に向けて―フラットな連携で取り組む丹波篠山の人材育成―」を発表しま
した。

リーダー塾修了後から設立へ向けて調整等を続け、2022年 1 月に一般社団法人
丹波篠山キャピタルを設立、これまで神戸大学と行ってきた「篠山イノベーター
ズスクール」や「地域おこし協力隊」も新たなスタートを切ることができました。「支える（人材支援）」「つ
なぐ（協働支援）」「見せる（知識管理）」を事業の柱とし、人材育成から人材マッチング、また調査研究の結
果や「支える」「つなぐ」といった地域実践から見えてきた課題を解決していけるよう「丹波篠山研究発表会」
という形で地域や行政に還元しています。

当市は、2023年から一部過疎地域に指定されるなど地域の人材不足が顕著になり、悲観的になりそうな状況
ではありますが、そんな中でも前向きでいることが大切です。「人づくり」から地域と行政、人と地域など、
プレイヤーや資源をつなぎ合わせることで地域が抱える課題解決に向けたアクションを起こしていきたいと思
います。
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●開始時期：平成30年度
●導入団体数（H30～R4）：41団体

4 ষ

地域の資源や特性を活かした地方創生の取組を推進するため
には、これまでの縦割りの専門人材に加えて、広く知を探索
し、部署横断的な取組や官民パートナーシップの更なる展開を
図り、人と地域を横につなぎ、イノベーションを起こす地域の
創造的な中核人材の育成が求められています。
このため、センターがこれまで培ってきた人材育成のノウハ
ウを活かして、職員等一人ひとりの資質向上の方向性や地域の
実情を踏まえながら、様々なメニューを組み合わせた「人材育
成パッケージプログラム」を企画から実施まで一体的に提供し
ています。
このプログラムにおいては、全国の地方公共団体、市長会、
町村会等と連携協定を締結するとともに、職員研修担当部局と
地方創生担当部局の協力体制のもとで、中・長期の人材育成計
画を策定し、地域住民も含めた人材育成事業を実施しています。
最近では、特に広域的自治体との連携に重点をおいて事業の
拡充を続けています。

人材育成パッケージプログラムとは



人材育成パッケージプログラム 1

1 はじめに

富山県は令和 3 年12月16日に一般財団法人地域活性
化センター（以下「センター」という。）と連携協定
を締結し、県内市町村と連携して人材の育成に取り組
んでいる。

2 富山県の概要

富山県は、本州の中央北部に位置し、三方を険しい
山々に囲まれ深い湾を抱くように平野が広がってい
る。産業は海・野・山にまたがる多様な地形を生かし
た豊かな農林水産業のほか、自然、歴史、文化遺産、
伝統芸能等の多彩な資源を活用した観光が盛んで、日
本海屈指の工業集積地でもある。

3 取組の経緯

県は、人口減少や社会構造の変化に伴い複雑・多様
化する地域課題の解決に向け、地域を超えて協働でき
る人材の育成を目的に令和 3 年にセンターと連携協定
を締結した。これを契機に県と市町村が課題を共有
し、連携・協力体制を生かした事業を推進できる人材
の育成に力を入れている。令和 4 年 2 月に策定した富
山県成長戦略において「県庁オープン化戦略」を掲げ
ており、県庁舎の一部に職員や来庁者が自由に使える
フリースペースの設置を検討するなど市町村や民間と
連携しやすい県庁の構築に取り組んでいる。

令和 3 年度は次年度から本格的な人材育成事業を実
施するため、政策立案に必要な知識のインプットを目
的とした全 3 回の研修を 1 月から開催した。

令和 4 年度は県職員に向けセンターの地方創生セミ
ナーへ参加を促すとともに、若手職員（県及び市町村

職員）を地域づくりの現場に派遣し、地域を変えるた
めの施策立案に必要な「思考の武器」を身に付ける

「若手職員地域課題解決フィールドワーク研修」を開
催した。

4 �若手職員地域課題解決�
フィールドワーク研修の概要

研修の目的は、県・市町村という所属の垣根を超え
て、多様な主体と協働・連携し地域の課題解決に取り
組む人材の育成である。全 4 回の講義やフィールドワ
ークを通じて受講者の主体的な活動を促し、地域課題
の可視化から解決手段や施策立案までの手順を学ぶ。
県が研修プログラムを設計し、合同会社ハピオブの島
田勝彰氏がメンターを務める。コーディネーターは、
一般社団法人地域循環共生社会連携協会の吉岡慎一氏
が務める。初年度である令和 4 年度は県・市町村から
18名の若手職員が参加した。

5 フィールドワーク研修の取組内容

（1）地域課題の選択
若手職員を対象とした地域課題解決フィールドワー

ク研修では、受講者が 3 つのグループに分かれ、県内
市町村から提示された16の地域課題のうち、一つを選
択し、課題解決のための政策立案を行った。

各グループの選択した課題は次のとおりである。
・Aグループ：「ターゲットを絞ったUターン施策につ

いて」（小矢部市）
・Bグループ：「地場産野菜の学校給食や家庭及び飲

食店等での消費拡大（地産地消）の推進」（砺波市）
・Cグループ：「中山間地域の今後の発展について」
（立山町）

若手職員地域課題解決
フィールドワーク研修
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受講者同士は所属が異なり、情報共有や打ち合わせ
で頻繁に集まることは困難であるため、slackやzoom
といったアプリを活用しながら進めた。直接会う機会
は少ないものの、アプリを通じて研修に関わること以
外にも雑談や個人的近況を報告したことで、自然と親
交も深まった。研修を終えた後も受講者同士の交流は
続いており、政策立案をともにした仲間と横のつなが
りが継続していることも研修の成果であると言える。

なお、コロナ禍で始まった取組ではあったが、全 4
回の全体研修は現地（富山県民会館または富山ステー
ションフロント通称：CiC）で行われた。

（2）プログラムの内容
第 1 回は、「本研修の意義」をテーマとして、メンタ

ーの島田氏が講義を行った。研修中のルール、地域課
題に対して地方公共団体職員が果たすべき役割、本研
修の流れ等今後の研修の基礎を学んだ。研修の最後に
は受講者がそれぞれ目指す職員像を考え、明確にした。

第 2 回は、グループごとに前回の研修からの進捗状
況の発表、コーディネーターによる他地方公共団体に
おける実践例紹介、センター職員による事例紹介、そ
してメンターからの講義を行った。受講者は、グルー
プごとに設定した仮説を検証するためにアンケートを
実施し、地域における現状の把握に努めたこと、加え
て、課題を提出した地方公共団体や民間企業にヒアリ
ングを行い、今後の課題解決のための手法検討に向け
て、知識の習得を行ったことなどを発表した。

他地方公共団体の実践例では、福岡県うきは市を例

に挙げ、地域課題の解決には「地域の強みの抽出」
「戦略の骨格作り」「実施に向けた体制作り」「事業展
開」の 4 つのスキームが必要なことを学んだ。また、
センター職員からは各グループの地域課題について先
進的な取組を行っている地方公共団体を紹介した。島
田氏は講義の中で、これまでのフィールドワーク活動
の中で良い点や改善の余地があるポイントについて解
説し、中間報告と最終報告に向けて地方公共団体の

「痛み」、すなわち厳しいなかでも乗り越えるべき課題
が何かを定義して解決プランを提示することが大切で
あると述べられた。

第 3 回は、まとめたアンケートやヒアリングから浮
き彫りとなった課題に対して、解決のために作成した
政策案の中間報告を行った。また、報告に対して県公
民連携推進監の吉田氏、県知事政策局次長の舟根氏、
コーディネーターの吉岡氏、メンターの島田氏が講評
した。受講者はグループごとに対象やアプローチ方
法、政策の実施効果等課題解決のためのアクションプ
ランを示した。講評では、「事業のキーマンは誰かを
把握すること、地域住民の関わりを具体的に政策に入
れることが好ましい」「政策立案は自分たちの満足す
るものでは意味がない。大切なことは地域に寄り添っ
た内容にすること。どんなに良いものを作っても地域
の特性とマッチしなければ機能しないことを頭に入れ
ておくこと」などと助言された。

第 4 回の最終プレゼンテーションでは、県知事や同
副知事、ヒアリングした民間企業の代表者、地域課題
を提出した地方公共団体幹部職員、受講者の所属部署
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の幹部等が聴講するなか、グループごとに地域課題に
対する政策の発表を行った。

各グループの発表テーマおよび要約は下記の通りで
ある。
・Aグループ「効果的なUIJターン施策」

若手女性（20～30代）をターゲットにした大型商業
施設の誘致や企業継続支援等「働く、暮らす、育て
る、広める」の 4 項目に着目した政策案
・ Bグループ「となみん野菜LOVEプロジェクト～地

元野菜がもっと好きになる～」
中学生以下の親子をターゲットにした野菜収穫体験

ツアーやクッキング教室等野菜を採る・買う・食す機
会を提供する政策案
・Cグループ「中山間地域の今後の発展について」

地域の情報が集まる中山間地域活性化プラットフォ
ーム（名称：山∞山）を立ち上げ、各種プロジェクト
を実施することにより地域活性化を図る政策案

発表の後の講評で島田氏は、「今回の研修で現地訪問
（ヒアリング）した回数は30件以上、アンケート総数は
300件以上と地域の声を政策の形にできたのではない
か。中長期的な目線で政策を考えるために、自らが主
体となって考え、客観的な立場としてできることを追
求したことは大きな学びの成果である」と述べられた。

また、吉岡氏は「地域資源を生かし動きをつくるこ
とにより、地域を維持する政策を考えたことはとても
意味のあることだ。今後は立案した政策が少しでも実
現できるように地域の中で働きかけを行ってほしい」
と講評された。

さらに、新田知事からは「県・市町村の垣根を越え
て、一つの課題解決に取り組んだ今回の研修は大変有
意義なことだと感じている。現場で試して何かを感じ
る経験は大切なものであるが、今の地方公共団体職員
はそのような機会が少ないように思える。受講者の皆
さんはそんな貴重な機会に恵まれたのだから、今後も
研修で学んだことを生かしてください」と受講者の継
続した活躍への強い期待を述べられた。

6 今後に向けて

事業 3 年目である令和 5 年度も引き続き、若手職員
地域課題解決フィールドワーク研修を実施する予定で
ある。少子高齢化やグローバル化が進む中で人々の価
値観は多様化しており、それに伴い地域課題も複雑化
している。そのような中で解決へ向けた政策立案を行
う地方公共団体職員には、多様な人材と関わりながら
クリエイティブに物事を考えることが必要とされる。
県ではこの研修を通じて「所属が異なる職員同士の協
働・交流」と「現場に出て自ら考え行動する」ことを
推進していくという。

令和 5 年度以降の研修でも今年度の受講生が何らか
の形で関わり、県や市町村等所属にとらわれない横の
つながりを広げていくことで「ワンチームとやま」の
行政運営に寄与する職員の人材育成につながることを
期待したい。
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人材育成パッケージプログラム 2

1 はじめに

北海道北斗市は、市民から信頼され、市民に安心感
を与えられる職員の育成と組織の構築を目指して、令
和 3 年 1 月に北斗市人材育成アクションプラン（以下

『アクションプラン』という。）を策定した。また、令
和 4 年 5 月13日には一般財団法人地域活性化センター

（以下「センター」という。）と「地方創生に向けた人
材育成に関する連携協定」を締結し、主体的に地域と
関わり、地方創生を推進できる中核人材の育成を進め
ている。以下、同プランの概要とこれに基づく市の取
組を紹介する。

2 北斗市の概要

北斗市は、北海道の道南地方に位置し、平成18年 2
月 1 日に旧上磯町と旧大野町が合併し誕生した。南東
部は平野、西部は山岳、南部は函館湾に面しており、
人口44,337人（令和 5 年 2 月 1 日現在）の市である。
対馬暖流の影響を受けた海洋性気候であるため、道内
では比較的降雪量が少なく、温暖で過ごしやすい地域
である。

基幹産業は、漁業、農業、商工業であり、平成28年
3 月26日に北海道新幹線の始発・終着駅となる新函館
北斗駅が開業した。

3 取組の経緯

北斗市では、合併後から定員管理の適正化を進めて
おり、令和 3 年 4 月 1 日時点における人口 1 万人あた
りの職員数が49.06人と、類似団体の比較では128地方
公共団体の中で最小となっている。（総務省HP「類似
団体別職員数の状況」より）

しかし、定員管理計画に基づく人員削減の一方で人
材育成が遅れており、事務処理の遅延等が発生してい
る。このような事態は、目の前の仕事に追われるあま
りノウハウの継承が滞っていたことや研修制度自体が
不足していたことが背景にあり、早急に解決すべき課
題と捉えている。さらに、こうした職場環境の中で
は、往々にしてストレスを抱える職員が増え、十分な
能力が発揮されず、結果として組織機能の低下を招く
悪循環に陥りやすい。このため、職員の資質をいかに
向上させ、その土台となる職場環境を改善するかが求
められている。

職場環境の改善として、本庁舎事務室のレイアウト
変更を行い、過密となっていた 1 階民生部の事務スペ
ースのオープン化を図った。また、増加する業務への
対応や安心して育児休業等を取得できる環境作りのた
め、職員数の増加に着手している。しかし、職員数の
増加だけではなく、職員数の増加により生まれる業務
的・精神的余裕の中で人材育成を行うことが組織を強
化する上での必須条件と考え、積極的に人材育成に取
り組んでいる。

4 アクションプランの概要

（1）策定にあたって
アクションプラン策定のため、令和 2 年度に北斗市

人材育成連携事業推進検討委員会を設置した。同委員
会及び同委員会内の検討部会において、実施状況の確
認及び計画変更を行っている。

（2）目的
職員研修の充実、特に新規採用職員への研修に注力

しており、市町村アカデミーへの派遣や北海道との人
事交流などの研修事業を強化している。しかし、今後

北斗市地域づくり人材育成事業
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は特定の年代を対象とするのではなく、あらゆる年
代、役職に対応できる研修を実施し、総合的な人材育
成を進めなければならない。

そこで、北斗市職員として必要な業務知識の習得は
もちろんのこと、職位に応じて求められる能力を高め、
強固な組織体制を築き、市民から信頼され、市民に安
心感を持ってもらえる職員の育成と組織の構築を図る。

（3）目指すべき職員像
目指すべき職員像は、以下の 4 つに設定した。
①効率的に行政を運営できる人材、②行動力のある人

材、③成長意欲の高い人材、④育てる能力を有する人材
これらの職員像を実現するため、コミュニケーショ

ン力、プレゼンテーション力、マネジメント力の習得
を中心に、人材育成を推進する。

5 取組内容

（1）令和3年度の取組内容
令和 3 年 1 月に「人材育成アクションプラン」を策

定した。さらに、今後の目指すべき職員像をより明確
にするため、研修開始時に新採用・公務補・再任用を
除く全職員向けに人材育成に関するアンケートを実施
した。

仕事や職場、職場内研修や人材育成への思いについ
て回答してもらったところ、「共通のビジョン（大切
にする価値観）がない」「心理的安全性（組織への信
頼感）がない」という課題が明らかになった。特に中
堅層においては「業務過多により時間と余裕がない」
と答えた職員が多かった。

職場研修については、学習意欲や向上心はあるが、

上記 3 つの課題や時間的な問題で研修参加が阻害され
ていることが分かった。

そのため、時間がない中でも参加してみたいと感じ
てもらえるように、研修内容を多くの職員が興味を持
てるとともに実務に生かせるものを中心に構成するこ
ととした。

またアンケート結果を踏まえ以下 8 つのキーワード
を設定し、これらの内容に沿った研修を企画・運営実
施することとした。

①研修対象者を幅広く、②管理職向け研修に力を入
れる、③外部人材との交流を図る、④時流を知る

（SDGs・D＆Iなど）、⑤著名人講演などで興味を引く、
⑥明日から現場で役に立つ、⑦双方向型を大切にす
る、⑧その場で考えてアウトプットする

下半期には、「行政における仕組みづくりと課題解
決」「プレゼンテーション力向上研修」等全 5 回の全
体・断層別研修を企画・運営実施した。

特に、今までのような講義式研修ではなく、グループ
ワークや講師から受講者への質問を中心とする研修を
実施した。その結果、受講者した職員からは「民間企
業の講師で普段は聞けない話だったので刺激になった」

「今までの研修とは視点が違って新鮮だったので、他の
研修も受けてみたい気持ちになった」との声が見られ
た。さらに、「実務に直接関わる研修をもっと受けてみ
たい」との研修に対する前向きな声も多く見られた。

アンケートの「能力開発の手段として何が重要か」
という問いには、総務課主催の研修が1.6％、その他
OFF-JT系派遣研修が10.5%の回答であった。今年度
実施した研修への平均参加者数は全職員の30％を超え
ており、期待値以上の結果となったが、一方で、相対
的に若手の参加率が低いという課題がある。

（2）令和4年度の取組内容
令和 3 年度と同様、全 5 回の職員向け研修を実施し

た。
令和 3 年度研修検討時に設定した 8 つのキーワード

に加え、アンケートでのニーズによる下記 4 つの方向
性をベースにコンテンツを企画することとした。

①実際の業務で役立つ実務系、②仕事の質を高める
ノウハウ系、③自由な発想や外部交流を行う価値創造
系、④風通しや内部交流を大切にする相互理解系

令和 3 年度に実施した全職員アンケートの分析結果令和 � 年度 ݚम෩ܠ
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より、階層・世代間の共通した課題や相互理解不足が
課題ということは判明したものの、同部署での上下関
係では心理的安全性を担保しにくいというアンケート
結果を踏まえて、研修では世代と部署をミックスして
相互交流する機会を創るように工夫をした。また、ア
ンケートで研修テーマとして取り上げてほしいとの要
望が多かったクレーム対応研修を実施するとともに、
組織課題である生産性向上につながるマーケティング
思考研修や、明日から使えるノウハウを得るマネジネ
ント力向上研修を組み込んで、職員・組織双方のニー
ズを満たす研修を実施した。各テーマの分野において
現役で活躍されている方々をゲスト講師としてお招き
することで、職員の研修に対する期待値や参加意欲を
高める工夫もした。そのほか、次年度以降の研修内容
に職員の意見を反映させるため、研修後は必ずアンケ
ートを実施することとした。

研修 2 年目になると、職員も双方向型研修を意識
し、積極的に発言する職員が出てきた。

特に、元HTB（北海道テレビ放送）アナウンサー
である株式会社ゲートの代表取締役社長国井美佐氏に
よる印象アップ研修では、研修後に30分以上受講生か
ら講師への質問が続くなど、前年度の研修より質問が
多く、「知りたい」「学びたい」という成長意欲が育ま
れてきている。

また、アンケート結果では「グループワークを行う
ことで、講師からのみでなく、他の職員からも学ぶこ
とができた」「前半に講義で学んだことを後半に実践
する時間があり、より深い学びに繋げることができ
た」との声が見られた。そのほか、「研修内容はとて
もためになったが、当市で実行に移していけるかが不
安」との声も見られ、心理的安全性を高めていく体制
やきっかけを作る必要がある。

今後実施してほしい研修としては、実務系研修のほ
かに「アンガーマネジネント」や「公務員のキャリア
パス」等が見られ、自己啓発研修を望む職員が増えて
きた。

さらに、主任講師の株式会社かたわら代表取締役社
長佐藤彰悟氏による、若手職員が市長へ政策提言を行
う「北斗リノベーションプロジェクト」へのアドバイス
業務が本格的に始動した。この業務は令和 2 年度に発
足し、若手職員有志による市の施策提言から職場環境
の改善まで、幅広い範囲でアドバイスを実施している。

令和 5 年度に市長へ施策提言するにあたり、主任講
師よりプロジェクトメンバーへテーマ設定方法やエビ
デンス収集方法のアドバイスを行った。プロジェクト
メンバーは講師へ積極的に質問し、その回答を基にメ
ンバーは実現したいことをより明確化することができ
ており施策提言に向けて準備を進めているという。

また、プロジェクトメンバーへ職場環境についての
ヒアリングも実施した。業務が忙しく研修へ参加する
時間が作れないとの意見があったことから、業務改善
とDX推進による業務効率化が喫緊の課題である。

6 今後に向けて

令和 5 年度は、職員研修の実施に加え、北斗市職員
像と育成ロールモデルの策定を実施していく方針であ
る。職員共通の「自分たちらしい」と思える価値観や
行動軸を明らかすることで、生産性の向上、人材育成・
成長の促進、市政サービスの質向上につなげていく。

また、リノベーションプロジェクトの施策を提言す
る年でもあるので、効果的なプレゼン方法のアドバイ
スを行っていく。若手職員発案による業務改善を進め
ていくとともに、若手職員に特化した人材育成も進め
ていく。

センターとの地方創生人材育成伴走型支援事業 3 年
間（令和 2 ～ 4 年度）で効果的な研修を実施しつつ、
具体的な人材育成方針・戦略の確立を同時に進め、こ
の事業終了後も内部人材がその流れを引き継いで、中
長期的な視点で人材育成を進められる仕組みの構築と
意識醸成をしていく必要がある。

ϦϊϕʔγϣϯϓϩδΣクτ
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地域の資源や特性を活かした地方創生の取組を推進するた
め、地方公共団体が研修計画を作成し、独自にイノベーション
を起こせる人材の育成に取り組んでいる事例を紹介します。

・京都府宮津市
・広島県

地方公共団体独自で取り組む
研修プログラムとは



1 はじめに

宮津市では令和 3 年 5 月に第 7 次総合計画を策定
し、今後さらなる人口減少や超高齢社会を迎えるにあ
たり、市に住む人、関わる人全てがそれぞれの役割や
生きがいをもちながら地域創生に関わっていくことに
より、持続可能な豊かなまちづくりを推進することと
した。この実現のために、市民や地域の各種団体、企
業等、地域全体で話し合い、知恵を絞り、共に力を合
わせて創り上げる「ともに創る　みんなが活躍する　
豊かなまち”みやづ”」を目指すため、人材育成に取
り組んでいる。本稿では、市の人材育成事業の一つで
ある、市職員を対象とした「地域創生リーダー人財創
発事業」について紹介する。

2 取材地の概要

宮津市は京都府北部に位置し、日本海、若狭湾に面
し た 人 口16,791人（ 令 和 4 年10月31日 現 在 ）、 面 積
172.74㎢の都市であり、日本三景のひとつ、特別名勝

「天橋立」をはじめ多くの景勝地に恵まれた観光地と
して知られている。海と山が非常に近く、集落は海沿
いや山間部の谷間に広がっている。また、古くからの
祭事や伝統行事が多く続いており、住民はもちろん観
光客も楽しめるイベントが数多く開催され、にぎわい
を感じられる市である。

3 研修内容

（1）研修の概要
地域創生リーダー人財創発事業は「人材育成は単年

度で成果が得られるものではなく、目指すべき人材像
を設定して長期的に実施する必要がある」という考え

のもと、 3 ヶ年度を一期として構成されている。その
第一期が令和 3 年度に開始され、12名の市職員が参加
している。研修では、東京農業大学教授で地域力創造
アドバイザーの木村俊昭氏を講師に招き、講義のほ
か、先進地視察やフィールドワークを実施し、自ら発
案し、主体となって実践する、事業構想力と実践力を
備えたリーダーを養成していくことにしている。ま
た、地域の方との交流をはじめとして、研修を通じて
地域の現状を知り、地域の資源に気付くことで、本質
を捉えた政策を立案するための力を身に付けることを
目的としている。

（2）令和3年度の研修内容
初年度は講義、講師や地域との対話、先進地視察等

を実施し、地域創生の基本やあるべき姿、地域を知
り、地域資源を掘り起こすことの大切さについて学ん
だ。木村氏から、地域創生の基本として、「まち育て」

「ひと育て」が大切であることや、地域の現状を分析
するために、五感六育®（五感：味覚・視覚・触覚・
聴覚・嗅覚、六育：知育・食育・木育・遊育・健育・
食育）分析が有効であることなどの講義を受けた。講
師や他の受講生、地域住民との対話では、メンバーを
変えながら対話を続ける「ワールドカフェ」の手法を
用いることで多様な人達との意見交換が可能となり、
地域創生や地域の現状に対する理解を一層深める場と
なった。先進地視察では徳島県神山町を訪問し、将来
を見据えた住民主体の持続可能なまちづくりについ
て、行政とNPOにヒアリングを行った。視察では、
神山町のどんなところに人や企業が引きつけられるの
か、さまざまな人の話を聞き、現場を見て、感じるこ
とで、そこから宮津市に不足している点や今後の事業
展開に必要なポイントを知り気付くことを目的とし
た。令和 3 年度研修の締めくくりとして、視察の報告
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と研修で得た知見や成果を所属長に向け発表した。

（3）令和4年度の研修概要
令和 4 年度は「『共創』の実現」をテーマに、令和

3 年度に学んだ地域創生の基本や五感六育®分析につ
いてさらに詳しく学びながら、地域へのヒアリングや
先進地視察を行い、実践発表を行った。地域創生のう
ち、「ひと育て」では、①自己分析、②自己理解、③
他者理解、④相互理解、⑤相互共感の大切さを、「ま
ち育て」では、①実学・現場重視、②全体最適思考、
③官民共創（役割分担）の考え方から、キーパーソン

（リーダー）や人的ネットワーク構築の重要性につい

て学んだ。地域へのヒアリングは、上世屋地区、宮津
地区、上宮津地区の市内 3 地区の地区役員や事業者、
移住者等さまざまな立場の方に、地域の現状や課題、
行政への要望等を確認した。ヒアリングに際しては、
広聴・傾聴・対話の手法や、持続可能なまちづくりを
実現するためには行政職員と地域が同じ目線に立って
対話することが必要なことを事前に学んだため、効率
的に地域の現状や行政に対する思いを聞くことができ
た。先進地視察では、持続可能なまちづくりを実践し
ている奈良県の御所市と広陵町へ赴き、取組の経緯や
成果、軌道に乗せるまでに苦労したことなど、持続可
能なまちづくりを推進するための政策立案のヒントを

ਆࢁொ࡯ࢹの༷ࢠ
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執筆者

得た。最終回では、地域へのヒアリングで浮き彫りに
なった課題の解決や要望をかなえるための政策アイデ
アの報告会を行った。この報告会では、高校生向けの
議会体験を通じた若者の選挙への関心向上や地域担当
チームの結成による地域への伴走体制の構築、市民向
けのシティプロモーションによる地域愛の醸成等さま
ざまな内容の報告が行われた。 2 年間しっかりと地域
に向き合い、先進事例から知見を得たことで、地域の
実情に沿った政策アイデアが提案された。

4 1 、 2年目の研修での成果

2 年間の研修の中でアウトプットの機会を多く設け
たことで、受講者が自分の考えを持ち、その考えを伝
えることができるようになり、それが受講者の自信に
つながっている。自信がつくことで、各所属に戻った
後でも積極的に業務上で自分の考えを発信できる。ま
た、担当業務とは異なる立場で地域の人たちに関わる
ことにより、これまで気付かなかった視点、地域の方
の考えや思いに気付くことができるようになる。さら
に、本研修には木村氏が指導している社会人大学院生
がオブザーバーとして参加している。さまざまな職種
の経験がある社会人大学院生と交流することで、公務
員とは異なる視点の気付きを得ることができ、政策ア
イデアを考える際に良い影響を与えている。

また、受講生から「作成した政策提言資料を用いて
職場内で勉強会を行いたい」という声が挙がってい
る。本研修を通じて受講生の熱意が市職員全体に広が
り、自発的な学びの意欲が向上することが期待される。

5 令和 5年度の研修予定

令和 5 年度は、1 、2 年目の研修での学びを踏まえ、
行政と地域の共創による映画ワークショップを実践す
る予定である。映画制作を行政と地域が協働して行
い、役割分担・出番創出・ストーリー作りを、個別・
部分最適ではなく、行政・地域全体がどうすれは最適
な状態になるか？を考えて実施することで、「ひと・
こと・もの」重視による五感六育®の地域再生モデル
を実現することができるという。行政が五感六育®分
析に加え、基幹産業分析等を合わせてバランスよく分
析することで、地域の魅力を再発見することができ、

そこからストーリー制作やロケ地の選定を行い、地域
住民による地域の映画を制作していく。制作には、映
画プロデューサーや俳優をはじめとした映画制作のプ
ロの協力を得ながら展開し、完成した映画は地域の施
設での上映を予定している。映画week等の映画に関
連したイベントや、ワークショップの開催も実施して
いくという。

6 今後に向けて

令和 4 年度の最終回で受講者が発表した政策アイデ
アは、各部署と共有し、実践可能な内容については、
今後の事業に反映させていきたいと考えている。

また、受講生は通常業務と並行して講義や意見の取
りまとめ、地域との調整、実践発表の準備等を行う必
要があるが、市では職員数を削減し限られた人員で業
務を行っているため、担当業務にかける時間とのバラ
ンスが難しく、各所属に対して配慮をお願いしてい
る。初年度の実践発表で、各受講生の所属長に 1 年間
の成長を報告することで研修の意義を伝え、次年度以
降の実施について理解を得ることができた。引き続
き、受講生のスキルアップはもちろん、研修で得られ
た知見を各所属部署へ還元することで、職員を研修に
積極的に送り出せるようにしていく。

本研修は令和 5 年度で終了となるが、受講生以外の
職員を含め、引き続き職員全体の成長につながる事業
を検討している。

දൃࡦΛট͍ͯの੓ऀ܎಺ؔࢢ
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1 はじめに

広島県では、若年層を中心とした人口流出を背景に
集落の人口減少や高齢化が進んでいる。国立社会保
障・人口問題研究所の推計によると、平成27年から令
和27年までの30年間で、県全体の人口減少率は15％、
特に全域が過疎地域である10市町の減少率は県全体を
大きく上回る40％となり、総人口が24万人から14万人
まで減少するとされている。加えて、令和27年にはこ
れら10市町の全てで高齢化率が40％を超える見込みで
ある。

人口減少の一層の進展を背景とした既存産業の衰退
や医療・買物・交通等生活を支える機能・サービスの
廃止・縮小が続くと、地域の維持・存続が困難になる
ことが懸念される。

そこで、広島県中山間地域振興条例に基づき、県
民、市町、県が連携・協働しながら持続可能な中山間
地域の実現に向けて行動していくため、第Ⅱ期広島県
中山間地域振興計画を策定した。

計画の柱に「多様な力でつながる人づくり」を掲
げ、人材力加速事業を推進している。本稿では、この

事業の一環として実施されている、ひろしま「ひと・
夢」未来塾を紹介する。

2 取材地の概要

広島県は人口約276万人（令和 4 年10月 1 日推計人
口）で、県庁所在地の広島市は政令指定都市でもあ
り、中国・四国地方最大の都市である。

瀬戸内海や中国山地等豊かな自然に恵まれ、古くか
らの交通・流通の要衝、産業の拠点、文化・教育の中
心地として発展してきた。瀬戸内海工業地域を中心に
自動車産業、製鉄、造船等の工業が発展し、広島都市
圏、福山都市圏と県内に二つの大きな都市圏を持つ。

その一方で、面積の 7 割（県内23市町のうち、19市
町）が中山間地域であり、全体の人口の約 1 割がそこ
に居住している。

3 ひろしま「ひと・夢」未来塾の内容

（1）概要
ひろしま「ひと・夢」未来塾とは、県の中山間地域

;00.഑৴によりະདྷक़Λ࣮͢ࢪる༷ࢠ
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に愛着を持ち、元気にしたいと願う県民が実践的な地
域づくりのノウハウや手法を学ぶ塾である。学びを通
じて中山間地域の未来をリードし、サポートする人材
の育成・確保を目的としている。
「地域密着型人材育成コース」と「起業準備コース」

に分かれており、その理由は各コースの狙いや目標を
踏まえ、対象とする人物像を明確にしてカリキュラム
の設計・募集を行うためである。結果として、それぞ
れのコースに合った受講生を確保でき、スムーズな講
座運営が実現されている。また、志向や考え方の近い
人材を集めることで、卒塾後も人のつながり作りが続
く効果がある。

両コースとも、株式会社BPLの代表取締役　川本真
督氏が講師を務め、川本氏と同社取締役　岡谷直樹氏
がコーディネーターとして合計 6 回のプログラムを実
施する。講座は現地で実施する回とZOOMによるオン
ラインで実施する回に分かれており、全講座への参加
が原則となっている。

座学や現地視察によるインプットのみならず、受講
生自身のアウトプットを促す工夫として、各プログラ
ム終了後に自身の活動プランの明確化に向けた課題が
出される。受講生は課題への取組を通じて理解度を深
め、より実現可能性の高いプランへの磨き上げを行う。

コーディネーターは受講生に対し個別相談の場を設
定するなどの伴走支援も行う。個別相談は 1 時間程度
を年間80回ほど実施する。約30人の受講生に対し、年
間 2 回から 3 回の個別相談を行う計算である。そのほ
か、受講生が活動している現場を積極的に訪問するな
ど、塾生に寄り添った運営を行っている。

結果として、令和 3 年度のアンケートでは約 8 割が
満足と回答している。

また、卒塾生は、「ひろしま里山・チーム500」の登
録が条件となっており、平成27年度（第 1 期生）から
令和 3 年度（第 7 期生）までに226人が卒塾している。

（2）地域密着型人材育成コースの概要
地域密着型人材育成コースは、地域が抱える課題解

決に必要なノウハウを学び、地域とつながりを持ちな
がら活動していくためのマイプランを作るプログラム
である。対象は原則20代から40代の中山間地域在住者
で、学生や地域おこし協力隊等が参加している。

プログラムでは、自身が活動しようとしている地域

の課題を探り、自分のプランが地域に与える効果を考
える。また、卒塾生や講師の実践事例に学ぶため、日
帰り研修として卒塾生が実践している地域に赴き、現
地を見学しながら活動イメージを明確にしていく。

プログラムの最後にマイプラン実現に向けた行動計
画（アクションプラン）を発表し、人材育成や地域コ
ミュニティに見識のある 3 人の審査員による講評を受
ける。

◆受講生の声
ʢ令和ࢯࢠྷ ࠜࢁ � 年度ɹ地域ີணܕ人材育
成ίʔεɹ࠷༏ल৆ʣ
ʲ地域のັ力Λ޿く৘ใൃ৴ͯ͠ɺҠॅر๬

ऀΛ૿΍͠ɺখ学校ࣇಐ਺���人Λ໨͢ࢦʳ
डߨ生͸͞·͟·ͳ地域՝୊にͦΕͧΕの方

๏Ͱऔり૊ΜͰ͓りɺ୔ࢁの人ͱ஌り߹͏͜ͱ
͕Ͱ͖·͠たɻ΍͍ͬͯる͜ͱ΍՝୊͸ҧͬͯ
͍ͯ΋ɺώϯτΛಘたり৘೤に͠ײڞたりͱɺ
学Ϳ͜ͱ͕ଟ͍क़Ͱ͠たɻ

（3）起業準備コースの概要
起業準備コースは、中山間地域の資源を活用した起

業や事業拡大を実現するために持続可能なビジネスプ
ランを作るプログラムである。対象は20代から40代の
県内在住者であり、かつ中山間地域で起業や事業拡大
を考えている人である。

プログラムでは、自身の事業が地域に与える効果を
考え、ビジネスモデルを明確にしていくことを目標と
する。また、卒塾生や講師の実践事例や日帰りでの現
地研修から、自身の事業に組み込める要素を学び取
り、やりたいことや強みを生かした商品やサービスを
考えていく。

プログラムの最後に、ビジネスプラン実現に向けた
行動計画（アクションプラン）を発表し、県内シンク
タンクなど起業に関わる有識者 3 人の審査員による講
評を受ける。

令和 3 年の卒塾生である岡田アントニールイス氏
は、格外品野菜などの廃棄問題など自身を含めた農家
全体が抱えるフードロス問題の改善に貢献すべく、令
和 4 年にクラフトビール醸造所「広島農家ブルワリ
ー」を開業した。

地域づくり ผ࡭ �݄߸90

地方ެஂڞମಠࣗͰऔり૊ΉݚमϓϩάϥϜ令和5年度 地方創生のための人材育成ガイドブック 〜地域力創造大学校®による人づくり〜



地域ੑ׆Խηϯλʔ اըɾ人材育成άϧʔϓ
௕ߐ ঵ଠ࿠ʢѪ஌ݝ௕ٱख͔ࢢΒ೿ݣʣ

執筆者

◆受講生の声
Ԇݪ ਅ༝ࢯࢠʢ令和 � 年度ɹۀى४උίʔεɹ
༏ल৆ʣ࠷
ʲ地域の೶࢈Ճ޻඼のߴ付ՃՁ஋Խɾブϥϯ

ドԽΛਤる͜ͱͰɺकりɺड͚͍ܧͰ͍くʳ
ʮࣗ෼のڧΈΛ生͔ͯ͠ۀࣄΛ͓͜͠た͍ʂʯ

ͱയવͱ͠た͍ࢥͰड͠ߨ·͠た͕ɺड͢ߨる
தͰɺࣗ෼のϛッγϣϯ΍ϏδϣϯΛ໌֬に͠
͍ͯく͜ͱ͕Ͱ͖·͠たɻະདྷक़͸ࣗ෼の৺ͱ
ເΛより໌֬にͰ͖る৔ॴͰ͢ɻ͍߹͖޲

（4）ひろしま里山・チーム500の概要
ひろしま里山・チーム500とは、県の中山間地域に

関わりを持ちながらさまざまな活動を実践している人
たちがつながり、地域づくり活動の輪を広げていくた
めの人材プラットフォームである。参加者一人ひとり
の思いやノウハウを共有することで、活動の輪が連鎖
的に広がっていき、令和 4 年11月末時点で551人が登
録している。

ひろしま里山・チーム500のメンバーになるメリッ
トは、①特設サイトを通じた情報発信、②活動の悩み
相談窓口サポートデスクの活用、③登録者向け事業へ
の参加、④登録者限定のFacebookグループでの交流、
がある。登録者は①から④を通じて相互につながりを
作り、自身の活動の幅を広げている。

4 今後の展望

ひろしま「ひと・夢」未来塾を通じて、地域に根差
した活動やコミュティビジネス等に取り組む中山間地
域の将来のリーダーや担い手が育っている。県として
も卒塾生へのフォローを行うため、ひろしま里山・チー
ム500向けの「元気さとやま応援プロジェクト補助金」
を令和 4 年 4 月から創設したところである。同補助金
は、「チーム500」登録者が地域と協働して行う新たな
取組の実施に必要な立ち上げ経費を補助するものであ
り、地域住民との防犯、災害支援活動、伝統的祭事の
復活、遊休施設等の活用、耕作放棄地を活用した地域
雇用活動等、補助対象は多岐に渡る。地域を取り巻く
環境は人口減少等が更に加速するなど厳しい状況にあ
るが、デジタル化の進展や新型コロナウイルス感染症
を契機としたライフスタイルの変化等による地方への
関心の高まりにより、今後の中山間地域の可能性を広
げる潮流も生まれつつある。ひろしま「ひと・夢」未
来塾の卒塾生による地域に根差した活動は、多様化す
る中山間地域の課題解決に繋がっていくものと考えら
れる。この取組を一過性で終わらせるのではなく、長
きにわたり継続させていくことが重要である。広島県
は、人材育成期間が終了した後も、プラットホームに
よる継続的な繋がりを作ったり、補助金を創設したり
するなど、継続的なサポートを続けている。地域人材
の育成を検討している自治体に参考にしてもらいたい。

ࢠ学Ϳ༷͕ऀߨ४උίʔεͰडۀى
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方๏ ςʔϚ ࢣ ɹߨ

ʢܟশུʣ

Ճࢀ
ऀ਺ ଐੑผ ଶผܗՃࢀ

ܭ ެ຿һ ͦのଞ ϦΞϧ Φϯϥイϯ

)��

5���
5���

౦ژ

ϦΞϧ 地域ࡁܦΛݟる؟ͱͦの方๏
〜地域ࡁܦ॥؀෼ੳにجづく੓ཱࡦҊ〜

ɾ࡚ؠɹਖ਼හʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿
ཧࣄʣ �� � � �� ʕ

����
��� ϦΞϧ σβイϯߟࢥͰ๰͙ॅຽ޲ࢤの

γςΟϓϩϞʔγϣϯ

ɾՏҪɹ޹ਔʢ౦ւ大学จԽࣾձ学෦ڭतʣ
ɾౡݪɹສৎʢ-*'6-- )0.&`4૯ݚʣ
ɾՏ৲和Ղࢠʢྲྀࢢࢁ૯߹੓ࡦ෦ϚʔέςΟϯά՝ʣ
ɾ大֞ɹ໻生ʢ ಸྑݝ生ۨࢢ地域׆力創生෦͍͜·の

ັ力創造՝ʣ
ɾࢬࡾɹ໌大ʢࣜגձࣾδϞϑϧʣ

5� �� �� 5� ʕ

����
���5 ϦΞϧ ৿ྛݯࢿΛ׆༻͠た

৽たͳڠಇの͔たͪ

ɾଟాɹઍਘʢ ೝఆ/10๏人ܳज़ͱ༡ͼ創造ڠձཧ
௕ʣࣄ

ɾງݟɹ和ಓʢߴ஌ࠤݝ઒ொ௕ʣ
ɾখ༑ɹ޿߁ʢࣜגձࣾখ༑໦材ళ୅දऔక໾ʣ
ɾ্ࢁɹོߒʢԬݝࢁ੢҄૔ଜ地方創生ಛ೚ࣄࢀʣ

�5 �� 5 �5 ʕ

����
���� ϦΞϧ 地域ͱ学校の͑ࢧ߹͍

〜地域ͱͭくるh ૊Έづくり࢓育のڭ 〜ɦ

ɾӜ࡚ɹଠ࿠ʢ大ਖ਼大学地方創生学෦ڭतʣ
ɾ੪౻ɹढ़޾ʢ地域࠶生Ϛωʔδϟʔʣ
ɾ஛ݪɹ和ઘʢ/10๏人·ͪͱ学校のΈΒ͍୅දʣ
ɾ大ാɹ৳޾ʢౡࠜݝӹాࢢͻͱづくりਪਐ؂ʣ
ɾਗ਼ਫɹɹོʢલਂ୩ཱࢢৗ൫খ学校௕ʣ

�� �� � �� ʕ

���
��� ϦΞϧ 地域ࡁܦΛݟる؟ͱͦの方๏

〜地域ࡁܦ॥؀෼ੳにجづく੓ཱࡦҊ〜
ɾ࡚ؠɹਖ਼හʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿

ཧࣄʣ �� �� � �� ʕ

���5
���� ϦΞϧ ਤॻؗΛ֩ͱ͠たଟ༷ͳަྲྀ͕

生·Εる地域づくり

ɾৗੈాɹྑʢ໋ཱؗ大学จ学෦ڭतʣ
ɾখྛɹོࢤʢௗऔཱݝਤॻؗࢧԉڠ力՝௕ʣ
ɾҏ౦ɹ௚ొʢদຊ大学ਤॻؗ௕ʣ
ɾݪ܀ɹཁࢠʢݩಢ໦ݝখཱࢢࢁதԝਤॻؗ௕ʣ

�� �� � �� ʕ

����
���� ϦΞϧ ɺऔり૊Ή΂͖成௕෼໺のࠓ

イϯό΢ϯドઓུ

ɾதଜɹ໌޷ʢ Ұൠࣾஂ๏人೔ຊイϯό΢ϯド࿈߹ձ
ཧࣄ௕ʣ

ɾܡాࢁҰ࿠ʢ+5*$�48*44୅දʣ
ɾ૶୩ɹߒհʢࣜגձࣾ೔ຊ૯߹ڀݚॴओ੮ڀݚһʣ

�� �� �� �� ʕ

�����
����� ϦΞϧ

地域の力ΛҾ͖ग़͢創ൃの৔づくり
〜Ώる΍͔ͳͭͳ͕りΛ生Ή༨നの
σβイϯ〜

ɾࡔ૔ɹҍհʢ౦ژ౎ࢢ大学౎ࢢ生׆学෦।ڭतʣ
ɾ成੉ɹ༑སʢ成੉ɾழݐ۽ஙઃࣄܭ຿ॴ୅දऔక໾ʣ
ɾాߴɹ༑ඒʢҰൠࣾஂ๏人ਆͭࢁͳ͙ެࣾʣ
ɾాࢁɹໜٛʢελδΦീඦᤈ୅දʣ
ɾᜊ౻ɹ୓໵ʢݝܗࢁஔ޿ࣀ域ߦ੓ࣄ຿૊߹ʣ

�� �� �� �� ʕ

�����
����5 ϦΞϧ

ۭ͖Ոɾۭ͖ళฮの׆༻͔Βժਧく
ίϛϡχςΟのະདྷ
〜৽͍͠ΤϦΞσβイϯのΧλν〜

ɾ๛ాɹխࢠʢ /10๏人ඌಓۭ͖Ո࠶生ϓϩδΣク
τ୅දཧࣄʣ

ɾԘాɹ大成ʢࣜגձࣾϏϧεελδΦ୅දऔక໾ʣ
ɾ௕ࡔɹହ೭ʢ ಠཱߦ੓๏人தখجۀا൫੔උߴߏػ

度Խۀࣄ෦ܦ݉ࣄࢀӦ਍அ౷ׅࣨओ೚
ಋһʣࢦڀݚ

ɾૣࡔɹɹਐʢ ݝܗࢁ௽Ԭ۳ࢢҾிࣷݐۀ࢈ઃ՝՝௕
ʗ /10๏人ͭる͓͔ϥϯドόϯクཧࣄʣ

�� �� �� �� ʕ

����5
����� ϦΞϧ

΍ͶͩΜ౦ژक़
〜ͳ͍΋のͶͩり͔Β͋る΋のຏ͖
の·ͪづくり〜

ɾ๛ॏɹ఩࿕ʢ΍ͶͩΜڷނ創ੈक़௕ʣ
ɾ౔ډɹཾҰʢ΍ͶͩΜڷނ創ੈक़ৗ೚ࢣߨʣ
ɾؔɹɹ੩உʢ΍ͶͩΜڷނ創ੈक़ظ��生ʣ
ɾӬҪɹ݈ଠʢ΍ͶͩΜڷނ創ੈक़ظ��生ʣ
ɾ௣઒ɹɹ೜ʢ΍ͶͩΜڷނ創ੈक़ৗ೚ࢣߨʣ

�5 �� � �5 ʕ

����
���� ϦΞϧ 地域ࡁܦΛݟる؟ͱͦの方๏

〜地域ࡁܦ॥؀෼ੳにجづく੓ཱࡦҊ〜 
ɾ࡚ؠɹਖ਼හʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿

ཧࣄʣ �� �� � �� ʕ

��� ϦΞϧʲҰൠެ։ηϛφʔʳγϏックϓϥイ
ドのৢ成͔Β࢝めるイϯό΢ϯドઓུ

ɾதଜɹ໌޷ʢ Ұൠࣾஂ๏人೔ຊイϯό΢ϯド࿈߹ձ
ཧࣄ௕ʣ �� �� �� �� ʕ

���
��� ϦΞϧ 地域ࡁܦΛݟる؟ͱͦの方๏

〜地域ࡁܦ॥؀෼ੳにجづく੓ཱࡦҊ〜
ɾ࡚ؠɹਖ਼හʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿

ཧࣄʣ΄͔ �5 � � �5 ʕ

ɹ ��ɹճܭ ��� ��� �� ��� ʕ
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3�

���5

౦ژ

ϦΞϧ

ʲฏ೔։࠵ʳ࣍ hظ 地方൛૯߹ઓུ ɦࡦ
ఆに͚޲た৽たͳࢹ఺
〜খن໛地域ผ人ޱਪܭɾ地域ࡁܦ
॥؀෼ੳ͔Β͑ߟる地域の࣋ଓՄೳ
ੑ〜

ɾ౻ࢁɹɹߒʢ Ұൠࣾஂ๏人࣋ଓՄೳͳ地域ࣾձ૯߹
ॴॴ௕ʣڀݚ

ɾౡాɹউଇʢ ಺ֳ׭๪·ͪɾͻͱɾ͠͝ͱ創生ຊ෦
ࣄ಺ֳ෎地方創生ਪਐ݉׭ࣄࢀہ຿ࣄ
຿׭ࣄࢀہʣ
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5���
5��� ϦΞϧ Βh͔ޫ؍ ޾ײ ΁ɦのύϥμイϜγϑτ

〜֎՟֫ಘͱ地域ܦӦのऔ૊͔Β学Ϳ〜

ɾܡాࢁҰ࿠ʢ+5*$�48*44୅දʣ
ɾాࢁɹɹ୓ʢඒΒ地0&$ٿʣ
ɾؙࢁɹӬೋʢذෞࢢࢁߴݝւ֎ઓུ෦௕ʣ
ɾ৿ɹɹ成人ʢҰൠࣾஂ๏人ؾઋপ地域ઓུཧࣄʣ
ɾখদɹࢤ大ʢ ٶ৓ؾݝઋপۀ࢈ࢢ෦࠶ۀ࢈生ઓུ՝

ओװʣ
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���� ϦΞϧ 地域ࡁܦΛݟる؟ͱͦの方๏

〜地域ࡁܦ॥؀෼ੳにجづく੓ཱࡦҊ〜
ɾ࡚ؠɹਖ਼හʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿

ཧࣄʣ � � � � ʕ

����
���� ϦΞϧ ըΛଅ͢γςΟϓϩϞʔγϣϯࢀ創ڞ

〜人ͱ地域Λͭͳ͙ฤूのֻ͚࢓〜

ɾՏҪɹ޹ਔʢ౦ւ大学จԽࣾձ学෦ڭतʣ
ɾӨࢁɹ༟थʢ߹ಉձࣾઍेҰฤाࣨ୅දʣ
ɾాޱɹװ໵ʢ৓࡚ࡍࠃΞʔτηϯλʔؗ௕ʣ
ɾਿӜɹ༟थʢϤίϋϚࡁܦ৽ฉฤू௕ʣ

�� �� � �� ʕ

����
���� ϦΞϧ

地域に͓͚るlγΣΞϦϯάzのՄೳੑ
〜෼͔ͪ߹͍͕๰͙ɺͭͳ͕りのՁ஋
ͱ͸〜

ɾࠤผ౰ོࢤʢ Ұൠࣾஂ๏人γΣΞϦϯάΤίϊϛʔ
ʣࣄձৗ೚ཧڠ

ɾੴҪɹॏ成ʢؠखזݝੴࢢΦʔϓϯγςΟਪਐࣨ௕ʣ
ɾാࢁɹӫհʢ૯຿ল࣏ࣗߦ੓ہ地域ৼࣨڵ௕ʣ

�� �� �� �� ʕ

����
���� ϦΞϧ

ΞクςΟϏςΟ͕生·Εる
の創り方ۭؒڞެ
〜ެຽ࿈͕ܞ୓く৽たͳՁ஋〜

ɾอҪɹඒथʢ๏੓大学ݱ୅෱ࢱ学෦ڭतʣ
ɾౡݪɹສৎʢ-*'6-- )0.&`4૯ݚॴ௕ʣ
ɾ܀ຊޫଠ࿠ʢѪ஌ݝ๛ాࢢ౎ࢢ੔උ෦௕ʣ
ɾઘɹɹӳ ʢ໌༗ݶձࣾϋʔτϏʔτϓϥϯ୅දऔక໾ʣ
ɾ੨໦ɹӫҰʢ ੩Ԭݝপ௡ࢢ౎ܭࢢը෦྘地ެԂ՝՝

௕ิࠤʣ

�� �� � �� ʕ

��� ϦΞϧ
ʲಛผηϛφʔ イrϊϕʔγϣϯΛ͜ى
͢ʂ地方ٞձٞһ地方創生ηϛφʔ
〜ͭͳ͛るɾͭͳ͕るωッτϫʔク
ϛʔςΟϯά〜

ɾ大৿ɹɹ ከʢ౦ژ大学໊༪ڭतʣ �� � �� �� ʕ

����
���5 ϦΞϧ

೶෱࿈ܞによるब࿑ࢧԉ
〜฻Β͠ͱ生͖͕͍͕͕ܨる
地域づくり〜

ɾᖛޱɹ݈ ʢ࢘Ұൠࣾஂ๏人+"ࡁڞ૯߹ڀݚॴʣ
ɾ஑ాɹণ߂ʢ ࣾ ձ෱ࢱ๏人大ׁଜࣾձ෱ٞڠࢱձࣾձ

෱࢜ࢱʣ
ɾ஛தɹɹ੣ʢ ࣾ ձ෱ࢱ๏人ဠࢠԂཧࣄ೔ຊւ۞ָ෦

ઃ௕ʣࢪ
ɾ෋ॴɹ޿߁ʢ ೶ྛਫ࢈ল೶ଜৼہڵ೶ଜ੓ࡦ෦౎ࢢ

೶ଜަྲྀ՝՝௕ิࠤʣ
ɾੴҪɹ༔ٱʢ ް 生࿑ಇলࣾձɾԉہޢো֐อ݈෱ࢱ

෦ো֐෱ࢱ՝՝௕ิࠤʣ

�� �� � �� ʕ

����
���� ϦΞϧ 地域ࡁܦΛݟる؟ͱͦの方๏

〜地域ࡁܦ॥؀෼ੳにجづく੓ཱࡦҊ〜
ɾ๺ଜ५Ұ࿠ʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿

ཧࣄʣ �� �� � �� ʕ

����� ϦΞϧ
ʲฏ೔։࠵ lrクϦΤイςΟブΦϑΟεz
͔Β࢝·るಇ͖方վֵ
〜৽͍͠ϫʔクελイϧのಋೖͱ࣮ફ〜

ɾຳӜɹཾҰʢ૯຿লߦ੓ධՁہ૯຿՝௕ʣ
ɾ大ฏɹར޾ʢ ಺ֳ׭๪·ͪɾͻͱɾ͠͝ͱ創生ຊ෦

ʣࠤิ׭ࣄࢀ૯ׅہ຿ࣄ
ɾਿӜɹখࢬʢ౦ژ౎ौ୩۠໾ॴ人ࣄ՝௕ʣ
ɾീ্ɹढ़޺ʢίクϤࣜגձࣾνʔϑίϯαϧλϯτʣ

�� �� � �� ʕ

�����
����� ϦΞϧ 地域ࡁܦΛݟる؟ͱͦの方๏

〜地域ࡁܦ॥؀෼ੳにجづく੓ཱࡦҊ〜 ɾ࡚ؠɹਖ਼හʢ%#+ূ݊ࣜגձࣾৗ؂ࠪۈ໾ʣ �� �� � �� ʕ

����
����� ϦΞϧ

৯ͱ೶の域಺αイクϧ
るɺະདྷ΁ͭͳ͙͚ͭݟめるɺͭݟ〜
৯の෺ޠ〜

ɾ্Ԭɹඒอʢ౦ژ೶ۀ大学ڭतʣ
ɾࣉຊɹӳਔʢౡࠜݝ༢ೆொ঎ޫ؍޻՝ௐ੔؂ʣ
ɾԬ໺ɹོ޺ʢڥ؀লܭڥ؀ը՝اըௐࠪࣨ௕ʣ

�� �� � �� ʕ

�����
����5 ϦΞϧ

΍ͶͩΜ౦ژक़
〜h ΍ͶͩΜ にɦ学Ϳ
ิܽの͍ͳ͍ॅຽओମの地域づくり〜

ɾ๛ॏɹ఩࿕ʢ΍ͶͩΜڷނ創ੈक़क़௕ʣ
ɾ౔ډɹཾҰʢ΍ͶͩΜڷނ創ੈक़ৗ೚ࢣߨʣ
ɾᜊ౻ɹ୓໵ʢ΍ͶͩΜڷނ創ੈक़ظ��生ʣ
ɾӬҪɹ݈ଠʢ΍ͶͩΜڷނ創ੈक़ظ��生ʣ
ɾ௣઒ɹɹ೜ʢ΍ͶͩΜڷނ創ੈक़ৗ೚ࢣߨʣ

�� �� � �� ʕ

�����
����� ϦΞϧ 地域ࡁܦΛݟる؟ͱͦの方๏

〜地域ࡁܦ॥؀෼ੳにجづく੓ཱࡦҊ〜
ɾ๺ଜ५Ұ࿠ʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿

ཧࣄʣ �� � � �� ʕ

����
���� ϦΞϧʰ生

ㆪ㇊

ۀ
㇏ㆂ

Λɦ௒͑る 地域ۀاΛͭくる
〜௕ܭۀࣄظըͱ৽たͳۚࢿௐୡ〜

ɾ੪౻ɹढ़޾ʢ;る͞ͱஂࡒ地域࠶生Ϛωʔδϟʔʣ
ɾՃొɹઋҰʢఱྖഌञ造ࣜגձࣾ୅දऔక໾ʣ
ɾੁ໺ɹ大ࢤʢ ۚ ༥ி؂ಜہ૯຿՝地域՝୊ղܾࢧԉ

ࣨओࠪʣ
ɾ߂٢ɹ୓生ʢ૯຿ল地域力創造Ξドόイβʔʣ

�� �� � �� ʕ

���� ϦΞϧ

ʲಛผηϛφʔ ୈr�ճʮイϊϕʔγϣ
ϯΛ͢͜ىʂ地方ٞձٞһ地方創生
ηϛφʔ
〜ͭͳ͛るɾͭͳ͕る
ωッτϫʔクϛʔςΟϯά〜

ɾยࢁɹળതʢૣҴా大学ެܦڞӦ大学Ӄڭतʣ
ɾ大৿ɹɹከʢ౦ژ大学໊༪ڭतʣ �� � �� �� ʕ

95地域づくり ผ࡭ �݄߸

付録令和5年度 地方創生のための人材育成ガイドブック 〜地域力創造大学校®による人づくり〜



年度 ೔ఔ ։࠵地 ࢪ࣮
方๏ ςʔϚ ࢣ ɹߨ

ʢܟশུʣ

Ճࢀ
ऀ਺ ଐੑผ ଶผܗՃࢀ

ܭ ެ຿һ ͦのଞ ϦΞϧ Φϯϥイϯ

3�

���
���

౦ژ

ϦΞϧ
人ͱ地域͕ͭͳ͕る೶ړࢁଜπʔϦ
ζϜ
〜人ΛݺͼࠐΉ地域ݯࢿのຏ͖方〜

ɾ大ߐɹ༃༤ʢઍ༿大学大学Ӄڭतʣ
ɾમ୩ɹࢠګʢࣜגձࣾイϯςʔδϦαʔν٬һڀݚһʣ
ɾ௠಺ɹ༟थʢ ಺ֳ׭๪クʔϧδϟύϯ地域ϓϩσϡ

ʔαʔʣ
ɾઙݪɹ෢ࢤʢࣜגձࣾ͞ͱΏめऔక໾�௕໺ࣾࢧ௕ʣ

�5 �� � �5 ʕ

���
��� ϦΞϧ 地域ࡁܦΛݟる؟ͱͦの方๏

〜地域ࡁܦ॥؀෼ੳにجづく੓ཱࡦҊ〜
ɾ๺ଜɹ५Ұ࿠ʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔৗ

຿ཧࣄʣ �� � � �� ʕ

���5
���� ϦΞϧ ͜Ε͔Βの地域lڞ育z

〜࣍ੈ୅ͱ大人͕生Έͩ͢学ͼのྠ〜

ɾӜ࡚ɹଠ࿠ʢ大ਖ਼大学地方創生学෦ڭतʣ
ɾࡾ成ɹ༝ඒʢ-PDBMGVOE�୅දʣ
ɾࡔຊ݈ଠ࿠ʢ ্࠷ݝܗࢁ૯߹ࢧி૯຿՝࿈ࢧܞԉࣨ

࿈ࢧܞԉओࠪʣ
ɾ大ാɹ৳޾ʢ ౡࠜݝӹాڭࢢ育ҕһձͻͱづくりਪ

ਐ؂ࣾձڭ育՝௕ʣ

�� �� � �� ʕ

ɹ��ɹճܭ ��� ��� ��� ��� ʕ

年度 ೔ఔ ։࠵地 ࢪ࣮
方๏ ςʔϚ ࢣ ɹߨ

ʢܟশུʣ

Ճࢀ
ऀ਺ ଐੑผ ଶผܗՃࢀ

ܭ ެ຿һ ͦのଞ ϦΞϧ Φϯϥイϯ

3�

���

౦ژ

Φϯϥイϯ
ɺ͠༺׆Λޱ人܎ؔ
地域に௅ઓのΤίγεςϜΛ生Έग़͢
〜ʮதؒࢧԉػೳʯの໾ׂͱҙٛに͍ͭͯ〜

ɾޙ౻ɹխ人ʢ大෼ݝ஛ాࢢ঎ޫ؍޻՝ʣ
ɾ౔԰ɹ๬生ʢࣜגձࣾ೔ఴऔక໾ʣ
ɾٶ৓ɹ࣏உʢ/10๏人&5*$�୅දཧࣄʣ
ɾҏ౻ɹ३ ʢ࢘ /10๏人&5*$�ϩʔΧϧイϊϕʔγϣ

ϯۀࣄ෦ۀࣄ෦௕ʣ

�� �� 5 ʕ ��

����
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

31"ಋೖ͔ྫࣄΒ学Ϳ
຿ޮ཰Խによるಇ͖方վֵۀ

ɾ২ଜɹণ୅ʢ ૯຿ল৘ใྲྀ௨ߦ੓ہ地域௨৴ৼڵ՝
՝௕ิࠤʣ

ɾྠࡾɹमฏʢ ҵ৓ͭݝく͹ࢢϫʔクϥイϑόϥϯε
ਪਐ՝܎௕ʣ

ɾཬాɹ༗ؽʢ /55σʔλࣾձج൫ιϦϡʔγϣϯࣄ
ຊ෦՝௕ʣۀ

�� �� � � ��

��5
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

人ࣄの໨ઢ͔Βඥղくɺ
ະདྷΛ創造͢るެ຿һの育ͯ方ͱ͸
〜 XFMM�CFJOHͳ৬৔づくり〜

ɾౡాɹ༝ ʢ߳ ϢχϦʔόɾδϟύϯɾϗʔϧσΟϯ
άεࣜגձࣾऔక໾人ࣄ૯຿ຊ෦௕ʣ

ɾࠤ౻ɹজޛʢ (-07& &/5&35"*/.&/5ࣜגձࣾ人
෦࣍௕ɺ͔たΘΒ୅දʣࣄ

ɾҴ༿ɹ३Ұʢಸྑݝ生ۨࢢ人ࣄ՝ʣ

�� �� � � ��

���� ϦΞϧ
4%(TΧʔドήʔϜͰඳくະདྷ
よ͏ɺ࣋ଓՄೳͳզ͕·ͪの͑ߟ〜
ະདྷ〜

ɾࠤ౻ɹɹ জʢ(JGUˍ4IBSF߹ಉձࣾࣾ௕ʣ � � � � ʕ

����5
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

͜Ε͔Βのۭ͖Ո׆༻ͱ
クϦΤイςΟブͳ·ͪづくり

ɾڮߴणଠ࿠ʢ創造ܥෆಈࣜג࢈ձࣾ୅දऔక໾ࣾ௕ʣ
ɾળా༸Ұ࿠ʢ෋ݝࢁே೔ொاըৼڵ՝Ҡॅఆॅ૬ஊһʣ �� �� � � ��

�����
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

地域のͤ޾Λ創るɺ
たͪのιʔγϟϧϏδωεࢲ
〜νϟϨϯδΛ͑ࢧる౔୆づくり〜

ɾۚԬɹলޗʢ ෋ࢁ大学地域࿈ܞਪਐڭߏػतʗ෭ػ
तʣڭઓུࣨ௕ܞ௕ʗ地域࿈ߏ

ɾਅ࠭ɹॆහʢ和Վాݝࢁลࢢ௕ʣ
ɾਢ౻ɹ݈จʢ೔ຊ੓ۚࡦ༥ެాݿลࢧళ௕ʣ
ɾು԰ɹ҆ଇʢ 和Վాݝࢁลاࢢը෦たͳ΂ӦࣨۀՁ

஋創造܎܎௕ʣ
ɾલాɹٱଇʢ ෋ڕݝࢁ௡ݐۀ࢈ࢢઃ෦঎ޫ؍޻՝՝

௕୅ཧʣ

�� � � � ��

�����
����5 ϦΞϧ 地域ࡁܦΛݟる؟ͱͦの方๏

〜地域ࡁܦ॥؀෼ੳにجづく੓ཱࡦҊ〜
ɾ๺ଜ५Ұ࿠ʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿

ཧࣄʣ � � � � ʕ

�����
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

ʮςϨϫʔクʯͰ地方創生
〜ϦϞʔτϫʔクʷҠॅʷಇ͖方վֵ〜

ɾຳӜɹཾҰʢ ૯຿ল大ਉ׭๪αイόʔηΩϡϦςΟɾ
৘ใԽ৹ٞ׭ʣ

ɾদຊɹɹ෢ʢ ๺ւಓ๺ࢢݟ঎ޫ؍޻෦ۀ޻ৼڵ՝޻
௕ʣ܎ۀ

ɾઍ༿ɹࢠݑʢ ࣜגձࣾガイΞックεࣾ௕ࣨ݉ίϛϡ
χςΟσΟϨクλʔʣ

5� 5� � � 55

����� Φϯϥイϯ
͜Ε͔Β࢝めるߦ੓のσδλϧมֵ
〜̡ 人͕΍るʳ͔ Β̡ σδλϧͰͰ͖るʳ
にҙࣝมֵ〜

ɾ ٢ాɹହݾʢ ۀ࢈ࡁܦল঎຿৘ใ੓ہࡦ৘ใϓϩδΣ
クτࣨ௕ʣ

ɾࢢ઒ɹത೭ʢ $PEFGPS+BQBOίϯαϧλϯτɺγϏッ
クςックϥϘ୅දཧࣄɺࢢ઒ి0&$࢈ʣ

ɾଟాɹɹ ʢޭฌݝݿՃݹ઒اࢢը෦৘ใ੓ࡦ՝෭՝௕ʣ
ɾখ༄௡和඙ʢ੩ԬݝାҪاࢢըࡒ੓෦*$5੓ࡦ՝௕ʣ

�� �� � ʕ ��

���� Φϯϥイϯ
地域ࡁܦ॥؀෼ੳのૅج஌ࣝ
〜σʔλΛ׆༻͠た੓ཱࡦҊのώϯτ
に〜

ɾদݪɹ༟थʢ  Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔ人
௕ʣࣨڀݚࡁܦɾ地域ޱ � � � ʕ �
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年度 ೔ఔ ։࠵地 ࢪ࣮
方๏ ςʔϚ ࢣ ɹߨ

ʢܟশུʣ

Ճࢀ
ऀ਺ ଐੑผ ଶผܗՃࢀ

ܭ ެ຿һ ͦのଞ ϦΞϧ Φϯϥイϯ

3�

�����

౦ژ

ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

ະདྷΛ୓くϩʔΧϧ4%(T
る地域の͑ߟɾࣾձ͔Βࡁܦɾڥ؀〜
Մೳੑ〜

ɾԬ໺ɹོ޺ʢ ڥ؀লࣗવࣗہڥ؀વڥ؀੔උ՝Թઘ
地อޢར༻ਪਐࣨ௕ʣ

ɾ٢Ԭɹ৻Ұʢ  Ұൠࣾஂ๏人地域॥ڞ؀生ࣾձ࿈ڠܞձ 
ʢ3$&41"ʣࠃ಺ۀࣄ෦ओ೚ʣ

�� �� 5 � ��

����� Φϯϥイϯ 地域Λ͔͢׆��εϚʔτ೶ۀ

ɾఴాɹࢤ޹ʢ ೶ྛਫ࢈ল大ਉ׭๪੓ࡦ՝ٕज़੓ࣨࡦ
৘ใԽਪਐ൝՝௕ิࠤʣ

ɾՃཹɹ঵ߦʢ ذෞݝ೶੓෦೶੓՝εϚʔτ೶ۀਪਐ
ࣨ௕ʣ

ɾాதɹɹਐʢ ೶ۀ๏人ࣜגձࣾαϥμϘ΢ϧ୅දऔ
క໾ʣ

ɾਗ਼ਫɹҰ޹ʢࣜגձࣾ੢෦։ൃ೶࢈෦௕ʣ

�� �� �� ʕ ��

���� Φϯϥイϯ
地方創生ʷࢠͲ΋೶ړࢁଜަྲྀϓϩ
δΣクτ
〜ʮަྲྀの力ʯによる地域ੑ׆Խ〜

ɾૣ઒ɹ୎໵ʢ ૯຿ল地域力創造άϧʔϓ地域ཱࣗԠ
ԉ՝地域ࢧԉઐ໳׭ʢซʣ՝௕ิࠤʣ

ɾՖ֞ɹل೭ʢ Ұൠஂࡒ๏人౎ࢢ೶ړࢁଜަྲྀੑ׆Խ
຿ୈ�෦άϦʔϯɾπʔϦζϜۀ ߏػ
νʔϜ࣍௕ʣ

ɾ෱ాɹҰथʢ Ұൠࣾஂ๏人Έͳ͔Έொମߦཱྀݧઐ຿
ཧࣄʣ

�� �� � ʕ ��

���� Φϯϥイϯ 地域Λ͑ࢧるμイόʔγςΟ
〜୭΋͕׆༂Ͱ͖るࣾձΛ໨ͯ͠ࢦ〜

ɾۨଜɹ߁ฏʢܚጯٛक़大学ࡁܦ学෦ڭतʣ
ɾ஛ଜɹརಓʢ ެ ӹஂࡒ๏人೔ຊࠃஂࡒ಺ۀࣄ։ൃ

νʔϜγχΞΦϑΟαʔʣ
ɾྠࡾɹݐ෉ʢ ΦϜϩϯژ౎ଠཅࣜגձࣾ୅දऔక໾

ࣾ௕ʣ

�� �� � ʕ ��

���� Φϯϥイϯ
ະདྷͱ地域Λ創るڭ育
〜地域ͱަΘる人材育成ͱࣾձڭ育の
Մೳੑ〜

ɾ຀໺ɹɹಞʢ౦ژ大学大学Ӄڭ育学ڀݚՊڭतʣ
ɾٶ৓ɹɹ५ʢ/10๏人地域αϙʔτΘ͔͞ཧࣄʣ �� �� � ʕ ��

���� Φϯϥイϯ ಛఆ地域づくりڠۀࣄಉ૊߹੍度
ηϛφʔ

ɾউ໨ɹɹ߁ʢ૯຿ল地域力創造άϧʔϓ地域ৼࣨڵ௕ʣ
ɾݪٶɹɹᰜʢւ࢜ொަྲྀਪਐ՝ʣ
ɾଠాɹষ඙ʢւ࢜ொෳڠۀಉ૊߹ࣄ຿ہ௕ʣ

�� �� 5 ʕ ��

��� Φϯϥイϯ
地域ࡁܦ॥؀෼ੳのૅج஌ࣝ
〜σʔλΛ׆༻͠た੓ཱࡦҊのώϯ
τに〜

ɾ๺ଜ५Ұ࿠ʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿
ཧࣄʣ �5 �� � ʕ �5

���� Φϯϥイϯ ւ࢜ொΦϯϥイϯθϛΩックΦϑ
ηϛφʔ

ɾᖛதɹ߳ཧʢւ࢜ொ人づくりಛ໋୲౰՝௕ʣ
ɾ๛ాɹޫ ʢੈ ৽ׁ大学ࠤ౉ࣗવڞ生Պ学ηϯλʔ।

तʣڭ
ɾ࡚ٶɹਅࡊʢ  Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔاը

άϧʔϓ෭ࣄࢀʣ

�� � � ʕ ��

ɹ��ɹճܭ ��� ��� �� �� ���

年度 ೔ఔ ։࠵地 ࢪ࣮
方๏ ςʔϚ ࢣ    ߨ

ʢܟশུʣ

Ճࢀ
ऀ਺ ଐੑผ ଶผܗՃࢀ

ܭ ެ຿һ ͦのଞ ϦΞϧ Φϯϥイϯ

3�

5���

౦ژ

ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

εϙʔπΛ֩ͱ͠た࣋ଓతͳ·ͪづ
くり〜݈߁づくりɺ人づくりɺ·ͪ
づくり〜

ɾాݪɹफ඙ʢ大ࡕମ育大学学௕ʣ
ɾޱݪɹ大ࢤʢ จ෦Պ学লεϙʔπி地域ৼڵ୲౰ࢀ

ʣ׭ࣄ
ɾԣࢁɹ޹෉ʢҵ৓ࢢּؒݝ౎ݐࢢઃ෦౎ܭࢢը՝௕ʣ

�� �� 5 � ��

����
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

ϚイクϩπʔϦζϜの͢ʍめ〜地域
のັ力ݟൃ࠶〜

ɾݩࡔɹӳढ़ʢҰൠࣾஂ๏人地域ڀݚޫ؍ॴ୅දཧࣄʣ
ɾ֯ɹɹ޾ ʢ࣏ࣜגձࣾۄ造Թઘ·ͪσί୅දऔక໾ʣ
ɾখদɹࢤ大ʢҰൠࣾஂ๏人ؾઋপ地域ઓུࣄ຿ہ௕ʣ

�� �� � � ��

����
���� ϦΞϧ

地域ࡁܦΛݟる؟ͱͦの方๏〜地域
Ҋ〜ʢୈཱࡦづく੓ج॥؀෼ੳにࡁܦ
�ճʣ

ɾ๺ଜ५Ұ࿠ʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿
ཧࣄʣ � � � � ʕ

���
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

ϫʔέʔγϣϯ͔Β࢝·る地域づく
り〜地域Ͱͭくる৽͍͠ಇ͖方ɺ฻
Β͠方ɺؔੑ܎〜

ɾຳӜɹཾҰʢ ݩ૯຿ল大ਉ׭๪αイόʔηΩϡϦ
ςΟɾ৘ใԽ৹ٞ׭ʣ

ɾঙ࢘ɹɹ ʢಁ௕࡚ޒݝౡࢢ地域ৼڵ෦地域ڠಇ՝ ՝௕ʣ
ɾ௣໺ɹຏඒʢࣜגձࣾ؀ʢ,"/ʣ$)0ʣ

�� �� 5 ʕ ��

��� Φϯϥイϯ 地域ࡁܦ॥؀෼ੳのૅج஌ࣝᶃ ɾ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔ 人ޱɾ地域ࡁܦ
ࣨڀݚ �� �� � ʕ ��

��� Φϯϥイϯ ΪάɾΤίϊϛʔ ɾઍ༿ɹࢠݑʢ ࣜגձࣾガイΞックεࣾ௕ࣨ௕݉0UFMM
੹೚ऀʣۀࣄ � � � ʕ �

���� Φϯϥイϯ 地域๷ࡂͱςクϊϩδʔ ɾ஛ɹɹॱ࠸ʢ ಺ֳ෎੓ࡦ౷ׅ׭ʢ๷ࡂ୲౰ʣ付׭ࣄࢀ
ʢ๷ࡂσδλϧɾ෺ࢧࢿԉ୲౰ʣ付ओࠪʣ 5 � 5 ʕ 5

���� Φϯϥイϯ ϩʔΧϧϕϯνϟʔਪਐ࠷લઢ
ɾࢁ಺ɹ޾ ʢ࣏ ಛఆඇӦར׆ಈ๏人&5*$� ʗϩʔΧϧ

ϕϯνϟʔٞڠձࣄ຿ہʣ
ɾٶɹɹٱ ʢ࢙๺ւಓްਅொࡁܦۀ࢈՝ʣ

�� � �� ʕ ��
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付録令和5年度 地方創生のための人材育成ガイドブック 〜地域力創造大学校®による人づくり〜



年度 ೔ఔ ։࠵地 ࢪ࣮
方๏ ςʔϚ ࢣ    ߨ

ʢܟশུʣ

Ճࢀ
ऀ਺ ଐੑผ ଶผܗՃࢀ

ܭ ެ຿һ ͦのଞ ϦΞϧ Φϯϥイϯ

3�

�����

౦ژ

ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

.BB4ͰมΘるެަڞ௨
〜創Ͱͭくる地域のະདྷڞ〜

ɾ෱Ӭɹໜ和ʢ ۀ࢈ࡁܦল੡造ࣗہۀ࢈ಈं՝*54ɾࣗ
ಈ૸ߦਪਐࣨ௕ʣ

ɾ҆ߐɹɹ ʢً ௕໺ݝҏಹاࢢը੓ࡦ՝৽ٕۀ࢈ज़ਪ
ਐ܎௕ʣ

ɾத԰ɹو大ʢ෱ҪݝӬฏࣉொ૯߹੓ࡦ՝ओࣄʣ
ɾ্ଜɹɹ ʢ࣮ .0/&5 5FDIOPMPHJFTࣜגձࣾۀࣄਪ

ਐ෦௕ʣ

�� � 5 � ��

���� Φϯϥイϯ ւ࢜ொΦϯϥイϯθϛᶃ
ʢ൒׭൒̭͔Β͑ߟるެ຿һのಇ͖方ʣ

ɾಎɹ૰Ұ࿠ʢւ࢜ொ໾৔൒׭൒ᶠಛ໋୲౰ʣ
ɾਿԬɹलلʢ෱஌ཱެࢁ大学地域ܦӦ学෦।ڭतʣ
ɾ૔ɹɹण和ʢҰൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔ෭ࣄࢀʣ

�� � �� ʕ ��

���� Φϯϥイϯ
ւ࢜ொΦϯϥイϯθϛᶄ

ʢւ࢜ொෳڠۀಇ૊߹͔ΒΈる
ϚϧνϫʔΧʔͱͯ͠のಇ͖方ʣ

ɾଠాɹষ඙ʢւ࢜ொෳڠۀಉ૊߹ࣄ຿ہ௕ʣ
ɾԘݟɹ௚لʢ ๺۝भཱࢢ大学地域ڞ生ڭ育ηϯλʔ

ಛ೚ڭһʣ
ɾ੨໦ɹɹ大ʢҰൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔ෭ࣄࢀʣ

�5 � �� ʕ �5

���� Φϯϥイϯ 地域に͓͚る೔ຊ൛ω΢Ϙϥの໾ׂ
〜Ͳ΋͸地域Ͱ育ͭࢠ〜

ɾԣࢁɹඒߐʢ 大ཱࢢࡕ大学大学Ӄޢ؃学ڀݚՊઐ೚
तʣڭ � � � ʕ �

�����
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

るϩʔΧϧϑΝ͑ࢧʂ·ͪΛͦ͜ࠓ
ϯド〜人ͱۚࢿの॥؀͔Β๰͙地域
の࣋ଓՄೳੑ〜

ɾਂඌɹণ ʢๆཾ୩大学੓ࡦ学෦੓ࡦ学Պڭतʣ
ɾ݈ాࢁҰ࿠ʢެӹஂࡒ๏人ࠤլະདྷ創造ۚجཧࣄ௕ʣ
ɾޱࢁඒ஌ࢠʢ ެ ӹஂࡒ๏人౦ۙࡾߐ方よۚ͠جৗ຿

ཧࣄ݉ࣄ຿ہ௕ʣ
�� �� � � ��

����5
����� ϦΞϧ

地域ࡁܦΛݟる؟ͱͦの方๏〜地域
〜 Ҋཱࡦづく੓ج॥؀෼ੳにࡁܦ

ʢୈ�ճʣ
ɾ๺ଜ५Ұ࿠ ʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿

ཧࣄʣ � � � � ʕ

�����
����� ϦΞϧ

౎ࢢͱ地方の৽͍ؔ͠ੑ܎づくり〜
ԕִ࣏ࣗମؒ࿈ܞɺؔ܎人ޱ౳のଟ
༷ͳ͕ܨり〜

ɾ大ਿɹɹ ʢ֮౦ژ౎ཱ大学๏学෦ڭतʣ
ɾલਆɹ༗ཬʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆ԽηϯλʔϑΣ

ϩʔɾ人材育成ϓϩσϡʔαʔɺ地域׆
ੑԽ఻ಓࢣɺ地域力創造Ξドόイβʔʣ

ɾߴ໺ɹ༤ଠʢ Ұൠࣾஂ๏人͓΍·ͪϓϩδΣクτ୅
දཧࣄʣ

�� � �� �� ʕ

���� Φϯϥイϯ ϫʔΧʔζίʔϓ〜ڠಉ࿑ಇʢϫʔΧʔ
ζίʔϓʣ̫ 地域づくりの࣮ફ〜

ɾ∁成ాɹ ʢ݈ ೔ຊ࿑ಇऀڠಉ૊߹ʢϫʔΧʔζίʔ
ϓʣ࿈߹ձࣄ຿ہ௕ʣ � � 5 ʕ �

�����
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

൛;る͞ͱೲ੫ۀا
に創る͜Ε͔ΒのڞͰۀا੓ͱߦ〜
地方創生〜

ɾాதɹঢ ʢ࣏ ಺ֳ׭๪·ͪɾͻͱɾ͠͝ͱ創生ຊ෦
಺ہ຿ࣄ಺ֳ෎地方創生ਪਐ݉ہ຿ࣄ
ʣ׭ࣄࢀֳ

ɾ੢ాɹޫ޺ʢԬݝࢁਅఉࢢඹࢁৼࣄࢀہڵʣ
ɾརॏɹ和඙ʢ ࣜגձࣾۀا൛;る͞ͱೲ੫Ϛッνϯ

άαϙʔτΞドόイβʔʣ
ɾҏ౻ɹ大وʢࣜגձࣾ40$*"-9୅දऔక໾ʣ

�� �� 5 � ��

����
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

͜Ε͔Β࢝めるಇ͖方վֵ
〜ࣗ෼Β͍͠ಇ͖方ͱ࣋ଓՄೳͳ૊৫
づくり〜

ɾాޱɹɹ ʢޫ߹ಉձࣾ:6(",6%0୅දࣾһʣ
ɾүଜɹݡҰʢࢁསࢁݝསࢢ地域ݯࢿ։ൃ՝௕ʣ
ɾࢁຊɹষ生ʢฌݝݿਆࡒߦࢢށ੓ۀہ຿վֵ՝௕ʣ

�� �� � � ��

���� Φϯϥイϯ ίϛϡχςΟ௨༁
〜ଟ༷Խ͠たࣾձͱߦ੓Λͭͳ͙〜

ɾ಺౻ɹɹ ʢູ ౦ޠࠃ֎ژ大学大学Ӄ૯߹ࡍࠃ学ڀݚ
Ӄ।ڭतʣ

ɾۚࢠɹܙ޾ʢ ެ ӹஂࡒ๏人ࡳຈࡍࠃϓϥβଟจԽަ
ྲྀ෦ʣ

�5 �� �� ʕ �5

����
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

る͑ߟ育のσδλϧมֵΛڭ
〜の͢ʍめ༺׆Β学Ϳ*$5͔ྫࣄ〜

ɾฏҪ૱Ұ࿠ʢࣜגձࣾ৘ใ௨৴૯߹ڀݚॴಛผڀݚһʣ
ɾݹ઒ɹ༟ฏʢ౦ژ౎෱生ڭࢢ育ҕһձࢦಋओࣄʣ
ɾӿฒɹོതʢ౦ژ౎෱生ཱࢢ෱生ୈ࿡খ学校校௕ʣ
ɾ૿ࢠɹܒ৴ʢ෱ౡݝ大۽ொڭ育ҕһձओࢦ݉װಋओࣄʣ
ɾ໳അɹɹఃʢ෱ౡݝ大۽ொཱ大໺খ学校ڭ಄ʣ

�� �� � � ��

����
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

地域঎͕ࣾߴめる地域のՁ஋ͱͦのઌ

ɾதଜɹҮതʢ Ұൠஂࡒ๏人ຽؒ౎ࢢ։ൃਪਐߏػ·
ͪづくりࢧԉ෦୲౰෦௕ʣ

ɾ҆෦ɹઍਘʢࣜגձࣾ4.0ೆখࠃະདྷづくりۀࣄ෦௕ʣ
ɾڮߴɹ๜உʢ Ұൠஂࡒ๏人͜Ώ地域づくりਪਐߏػ

ʗฤूऀʣࣄཧߦࣥ

�� � �� ʕ ��

���� Φϯϥイϯ 地域ࡁܦ॥؀෼ੳのૅج஌ࣝᶄ ɾ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔ 人ޱɾ地域ࡁܦ
ࣨڀݚ �� � �� ʕ ��

��5
��� ϦΞϧ

ʰΘ΍Θ΍ ɦڞ創͢る·ͪのະདྷ
〜ੈా୩۠ඌࢁ୆͓΍·ͪϦϏϯά
ϥϘのऔ૊〜

ɾߴ໺ɹ༤ଠʢ Ұൠࣾஂ๏人͓΍·ͪϓϩδΣクτ୅
දཧࣄʣ

ɾલਆɹ༗ཬʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆ԽηϯλʔϑΣ
ϩʔɾ人材育成ϓϩσϡʔαʔɺ地域׆
ੑԽ఻ಓࢣɺ地域力創造Ξドόイβʔʣ

ɾాதɹརࢬʢ ౦ژ౎ࢢ大学大学Ӄڥ؀৘ใ学ڀݚՊ
म࢜՝ఔ �年 ʗҰൠࣾஂ๏人͓΍·ͪ
ϓϩδΣクτࣄ຿ہһʣ

�� � � �� ʕ

ɹ��ɹճܭ ��� �5� ��� 5� ���
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年度 ೔ఔ ։࠵地 ࢪ࣮
方๏ ςʔϚ ࢣ    ߨ

ʢܟশུʣ

Ճࢀ
ऀ਺ ଐੑผ ଶผܗՃࢀ

ܭ ެ຿һ ͦのଞ ϦΞϧ Φϯϥイϯ

3�

����

౦ژ

Φϯϥイϯ ϩʔΧϧϕϯνϟʔਪਐ࠷લઢ
ɾࢁ಺ɹ޾ ʢ࣏ ಛఆඇӦར๏人&5*$� ɾϩʔΧϧϕϯ

νϟʔٞڠձࣄ຿ہʣ
ɾௗ୩ɹ݈ೋʢ Ӣೆࢢ੓اࡦը෦੓ࡦਪਐ՝՝௕ʣ

5 � � ʕ 5

5��5 Φϯϥイϯ ϩέπʔϦζϜによる࣋ଓతͳ地域
Խੑ׆

ɾాࢁɹ࣮رʢ ࣜגձࣾ地域ੑ׆ϓϥϯχϯάɹϩ
έʔγϣϯδϟύϯฤू௕ʣ � � � ʕ �

����
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

ϔϧεςックによる݈߁·ͪづくり
〜た৽たͳऔ૊͚޲ਐに૿߁݈〜

ɾѨ෦ɹୡ໵ʢ ࣜגձࣾϔϧεςックڀݚॴɹ୅දऔ
క໾ʣ

ɾాᖒɹɹݡʢ੨৿ཱࢢ࿘ԬපӃࣄ຿ہɹओװʣ
ɾݪ઒ɹ஌ݾʢ ੩Ԭݝ඿দ߁݈ࢢ෱ࢱ෦݈૿߁ਐ՝ɹ

΢Τϧωεਪਐ୲౰՝௕ʣ

�� �� � � ��

���� Φϯϥイϯ ೋ地域ॅډのਪਐ
〜地方創生のୈ�εςʔδ΁〜

ɾాۄɹɹथʢ ࣜגձࣾ;る͞ͱճؼ૯߹੓ڀݚࡦॴ
୅දऔక໾ࣾ௕ʣ

ɾԣࢁɹ๛জʢ ࠃ౔ަ௨লࠃ౔੓ہࡦ地方ৼڵ՝ɹ՝
௕ิࠤʣ

�5 � � ʕ �5

���� Φϯϥイϯ 校ັ力Խߴ
〜学校ͱͱ΋にਐめる地域づくり〜

ɾؠຊɹɹ༔ʢ Ұൠஂࡒ๏人地域ɾڭ育ັ力Խϓϥッ
τϑΥʔϜ୅දཧࣄʗౡࠜڭݝ育ັ力
Խಛ໋׭ʣ �� � �� ʕ ��

����
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

地域͕ओ໾にʂ σδλϧాԂ౎ࠃࢢ
Ոߏ૝ͰมΘる·ͪのະདྷ

ɾాࠇɹণ ʢٛ ಺ֳ৹ٞ׭ʢ಺ֳ෎地方創生ਪਐࣄ຿ہ
ʗ಺ֳ׭๪σδλϧాԂ౎ࠃࢢՈߏ૝
ʣʣہ຿ࣄձٞݱ࣮

ɾҪ্ɹַҰʢ ೔ຊ૯߹ڀݚॴ�಺ֳ෎地方創生ਪਐΞ
ドόイβʔʗࢁਫڷσΟϨクλʔʣ

ɾ্ࢁɹོߒʢ Ԭݝࢁӳా܊੢҄૔ଜɹ地方創生ಛ೚
ʣࣄࢀ

�� �5 � � ��

��� Φϯϥイϯ
地域ࡁܦ॥؀෼ੳのૅج஌ࣝ
〜σʔλΛ׆༻͠た੓ཱࡦҊのώϯ
τに〜ɹ

ɾ઒ॅɹণ ʢޫ Ұൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿
ཧࣄʣ �� � �� ʕ ��

��5
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

ॅຽͱڞにͭくるɺ
࣋ଓՄೳͳ地域のະདྷʂ
〜 lϑϡʔνϟʔɾσβイϯzΛ༻͍た
ର࿩ܭܕըࡦఆϓϩηε〜

ɾ੢ᑍɹୢ ʢٛߴ  ஌޻Պ大学ϑϡʔνϟʔɾσβイϯ
ॴɹॴ௕ʣڀݚ

ɾڮߴɹխ ʢ໌ؠखݝ໼ۊொاըࡒ੓՝ɹ՝௕ิࠤʣ
ɾ੉ށਅ༝ඒʢϑϡʔνϟʔɾσβイϯӉ࣏ɹੈ࿩人ʣ

�� � � � �

���5
����

ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

地域力創造大学校�ΧϯϑΝϨϯε
〜地域づくり͸ͻͱづくりɺ地域に
ඞཁͳ人材にͳるために〜

ɾౢాɹڿจʢ۝भ大学大学Ӄ๏学ڀݚӃɹڭतʣ
ɾຳӜɹཾҰʢ Ұൠࣾஂ๏人׭ຽڞ創ະདྷίϯιʔγ

ΞϜɹཧࣄʣ
ɾ௣઒ɹɹ೜ʢҰൠஂࡒ๏人地域ੑ׆Խηϯλʔཧࣄ௕ʣ
ɾதଜɹ࡙ ʢً੨৿ݝ࿡έॴଜ໾৔੓ࡦਪਐ՝ɹओࠪʣ
ɾ೾ଟ໺ɹཌྷʢ෱Ҫݝӽલࢢ੓ࡦਪਐ՝ɹओࠪʣ
ɾాࢁɹɹਸʢࣜגձࣾドίϞHBDDPɹاըઓུ෦௕ʣ
ɾ๼෦ɹ௚໵ʢ ਆಸ઒ݝਅ௽ொ੓ࡦਪਐ՝ɹ՝௕ิࠤ

݉ઓུਪਐ܎௕ʣ

�� �� � �� ��

���� Φϯϥイϯ 創ڞຽ׭ϓϩϙ͕生Ή৽͍͠ٯ
〜࣏ࣗମͱۀاͰ๰͙地域のະདྷ〜 ɾҏ౻ɹ大و ʢࣜגձࣾ40$*"-9 ୅දऔక໾ʣ �� � � ʕ ��

�����
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

地域௨՟
〜地域ࡁܦのੑ׆Խ͔Β生·Εる·
ͪの೐Θ͍〜

ɾງ݈ߐଠ࿠ʢ ࣜגձࣾτϥετόϯクɹDIJJDBۀࣄ
෦௕ʣ

ɾ෱ౢɹོ޺ʢ ࡛ ブϥۀ࢈෦ ɹڵৼۀ࢈ɹࢢ୩ਂݝۄ
ϯドਪਐࣨ ࣨ௕ิࠤʣ

ɾݹཬɹܓ ʢ࢙ ܚጯٛक़大学大学Ӄɹ੓ࡦwϝσΟΞݚ
तʣڭՊɹಛ೚।ڀ

�� �� � �� ��

����� Φϯϥイϯ
ϩʔΧϧ̜̑
〜ઌਐ地͔Β学Ϳ地域ੑ׆ԽのՄೳ
ੑ〜

ɾখּ߁ݪҰ࿠ʢ ૯຿ল৘ใྲྀ௨ߦ੓ہ地域௨৴ৼڵ
՝ ՝௕ิࠤʣ

ɾԫ੉ɹ৴೭ʢ๺ւಓݟؠ୔ࢢ৘ใ੓ࡦ෦ ෦௕ʣ
�5 � � ʕ �5

����� Φϯϥイϯ 地域ੑ׆Խۀى人
〜成ޭのൿ݃ͱ৽たͳτϨϯド〜

ɾݟؠɹٛ ʢ໌ ౦෢τッϓπΞʔζࣜגձࣾ Ӧۀ୲౰
෦௕ʣ �� � � ʕ ��

�����
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

ଟੈ୅ަྲྀڌ఺ͱͯ͠のʮ͜Ͳ΋৯ಊʯ
〜ʮ৯ʯΛ௨͠たډ৔ॴづくり〜

ɾ౬ઙɹɹ੣ʢ ೝఆ/10๏人શ͜ࠃͲ΋৯ಊࢧԉηϯ
λʔɾΉ͢ͼ͑ɹཧࣄ௕ʣ

ɾौ୩ɹխ人ʢ ೝఆ/10๏人શ͜ࠃͲ΋৯ಊࢧԉηϯ
λʔɾΉ͢ͼ͑ɹཧࣄʣ

ɾԼాՂ୅ࢠʢ ࡛ ՝͜Ͳ΋のະདྷࡦ੓ࢠ෦গࢱ෱ݝۄ
Ԡԉ୲౰ʣ

ɾ຀ށɹɹఃʢࡾॏ͜ࢢ໊܂ݝͲ΋૯߹ηϯλʔʣ
ɾށ઒ɹඒࢠʢશࠃ೶ڠۀಉ૊߹࿈߹ձʢ+"શ೶ʣʣ

�� �� � 5 ��

����� Φϯϥイϯ
ެ຿һのಇ͖͕͍ͬͯͳΜͩΖ͏ʁ
〜Ұา౿Έग़͢ެ຿һ͔Β学Ϳެ຿
һのΩϟϦΞ։ൃज़〜

ౡࠜݝւ࢜ொ൒׭൒ᶠಛ໋୲౰
ެ຿һ4IJGUϓϩδΣクτʢݝܗࢁʣ �� �� � ʕ ��
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付録令和5年度 地方創生のための人材育成ガイドブック 〜地域力創造大学校®による人づくり〜



年度 ೔ఔ ։࠵地 ࢪ࣮
方๏ ςʔϚ ࢣ    ߨ

ʢܟশུʣ

Ճࢀ
ऀ਺ ଐੑผ ଶผܗՃࢀ

ܭ ެ຿һ ͦのଞ ϦΞϧ Φϯϥイϯ

3�

�����

౦ژ

ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

ύブϦックεϖʔεの׆༻による
地域ੑ׆Խ
〜人ʑ͕ू͏׆力͋る·ͪづくり〜

ɾ೫ޱɹஐӫʢ ࠃ౔ަ௨ল ౎ہࢢ ·ͪづくりਪਐ՝
ʣ׭ըઐ໳ا

ɾ൧ੴɹɹཟʢެ̧ڞෆಈ࢈ɹίʔσΟωʔλʔʣ
ɾු֋ɹɹ೜ʢ๽ా۠౎ࢢ੔උ෦ಓ࿏ެԂ՝ʣ

�� �� � � �5

���� Φϯϥイϯ 地域Ͱh ͭͳ͕るɹ͋͠Θͤ Λɦ
͸͙くΉɹίϛϡχςΟφʔε

ɾதᖒͪͻΖʢ $PNNVOJUZ /VSTF $PNQBOZࣜגձࣾ
औక໾ʣ

ɾ෢ాɹݎ ʢ࣏ Ӣೆࢢ੓اࡦը෦੓ࡦਪਐ՝ɹ෭ओװʣ
�� � �� ʕ ��

�����
�� ϦΞϧ 地域ίϛϡχςΟͱߦ੓のؔΘり方

ɾ大ਿɹɹ ʢ֮౦ژ౎ཱ大学ɹ๏学෦ڭतʣ
ɾѳඒɹࢠژʢ Ұൠࣾஂ๏人ίϛϡχςΟωッτϫʔ

クڠձཧࣄ௕ʣ
ɾ੢ଜɹ৴࠸ʢ ଟຎاࢢը੓ࡦ෦اը՝ɹاըௐ੔୲

౰ओࠪʣ

�� �� � �� ʕ

ɹ��ɹճܭ ��5 ��� ��� �5 ���
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付録令和5年度 地方創生のための人材育成ガイドブック 〜地域力創造大学校®による人づくり〜



˙ 地方創生࣮ફक़ ։࣮࠵੷Ұཡ

年度 ೔ఔ ։࠵地 ձ৔ ࢪ࣮
方๏ ςʔϚ ओ೚ࢣߨ

ʢܟশུʣ
ಛผࢣߨ

ʢܟশུʣ

Ճࢀ
ऀ਺ ଐੑผ Ճࢀ

ଶผܗ
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ル
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ン
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イ
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)��

���
Ỗ

���
ౡࠜݝ
ւ࢜ொ Ӆذਆࣾߨಊ ϦΞϧ

ւ࢜ொの地方創生
ͳ͍΋の͸ͳ͍
཭ౡ͔Βの௅ઓ

๛ాɹঙޗ
ʢӅذᅳ学शηϯ
λʔ௕ʣ
Ѩ෦ɹ༟ࢤ

ʢࣜגձࣾ८の؀
୅දऔక໾ʣ

ɾࢁ಺ɹಓ༤ʢւ࢜ொ௕ʣ
ɾᖛதɹ߳ཧʢւ࢜ொ૯຿՝ओࠪʣ �5 �� � �5 ʕ

����
Ỗ

����
ݝखؠ
೾ொࢵ

Φガʔϧ
ϓϥβ ϦΞϧ

ΦガʔϧϓϩδΣクτ
〜Ք͙イϯϑϥͱϦϊ
ϕʔγϣϯ·ͪづくり
〜

ࢢɹઍాח
ʢࢵ೾ொاը૯຿
෦اը՝اըओ
地域։ൃࣨ݉װ
௕ʣ

ɾԬ࡚ɹਖ਼৴ʢࣜגձࣾΦガʔϧ୅දऔక໾ʣ
ɾਗ਼ਫɹٛ ʢ࣍ ࣜגձࣾΞϑλψʔϯιαΤ
ςΟ୅දऔక໾ʣ
ɾڮߴɹ఩໵ʢ ࢵ೾ொاը૯຿෦ࡒ੓՝ࡒ੓ௐ
੔ࣨओ೚ʣ
ɾਢ઒ɹᠳଠʢ ࢵ೾ொاը૯຿෦اը՝૯߹੓
ओ೚ʣࣨࡦ

�� �� �� �� ʕ

����
Ỗ

����

和Վࢁ
ลాݝ

ࢢ

ాลྲྀަࢢ
ηϯλʔ

ʮたͳ΂るʯ
ϦΞϧ

ੈքに։͔Εた࣋ଓՄ
ೳͳޫ؍地ాลɾ۽໺
Λ໨ͯ͠ࢦ

ଟాɹູࢠ
ʢҰൠࣾஂ๏人ా
ล۽ࢢ໺πʔϦ
ζϜϏϡʔϩʔ
ձ௕ʣ

ɾ௰ྛɹɹߒʢ和ՎੈݝࢁքҨ࢈ηϯλʔ௕ʣ
ɾࡔຊɹ܄生ʢ۽໺ຊޠٶり෦のձձ௕ʣ
ɾブϥッドɾτ΢ϧʢ Ұൠࣾஂ๏人ాล۽ࢢ໺
πʔϦζϜϏϡʔϩʔϓϩϞʔγϣϯۀࣄ෦
௕ʣ
ɾು԰ɹ҆ଇʢ ాลاࢢը෦たͳ΂Ӧࣨۀओ೚

ʢた
ͳ΂ະདྷ創造क़ࣄ຿ہʣʣ
ɾதଜɹจ༤ʢ--1λϞϦࣷ୅දʣ
ɾখ஛ɹ࣏ ʢ̓ໄのڷた͔͸ΒΦʔφʔʣ

�5 �� �� �5 ʕ

���5
Ỗ

����
ݝۄ࡛
ட෕ࢢ

ட෕هٶ೦ࢢ
ຽձؗᓏ

ϑΥʔϥϜɺ
ட෕࢙ྺࢢจ

Խ఻ঝؗ

ϦΞϧ ட෕に学Ϳh 地域ブϥϯ
ド のɦ࡞り方

Ҫ্ɹਖ਼޾
ʢҰൠࣾஂ๏人ட
෕地域͓΋ͯͳ
຿ࣄࣾެޫ؍͠
௕ʣہ

ɾԣాɹ෢ࢤʢ#"3 5Fŋ"JSJHI ʗ 4VOOZ 1MBDF
୅දʣ
ɾதଜɹխ෉ʢࣜגձࣾதଜ୅දऔక໾ࣾ௕ʣ
ɾҪݪɹѪࢠʢ5"1ˍ4"1୅දʣ

�� �� �� �� ʕ

���
Ỗ

���
ݝഅ܈
෋Ԭࢢ ෋Ԭ੡ࢳ৔ ϦΞϧ

·ͪづくりϝσΟΞϥ
Ϙ〜 8&#ɾಈըɾࣸ
ਅΛ͠࢖ۦた地域ϓϩ
Ϟʔγϣϯٕ๏Λ学Ϳ
〜

୩தɹमޗ
ʢҰൠࣾஂ๏人
*/41*3&୅දཧ
ʣࣄ

ɾງޱɹਖ਼༟ʢ563/4ϓϩσϡʔαʔʣ
ɾՃ౻ɹ݈ ʢีࣜגձࣾブϦッξ୅දऔక໾ʣ
ɾ౻ؒɹ和඙ʢ෋Ԭࢢ地域づくり՝܎௕ʣ

�� �� �5 �� ʕ

����
Ỗ

����
߳઒ݝ
ࢢদߴ

Ϥッτࢢদߴ
৔ٕڝ ϦΞϧ

੉ށ಺ܳࡍࠃज़ࡇの׆
༻〜Ҡॅऀにબ͹Εる
உ໦ౡに学Ϳ〜

ଜࢁɹ୎
ʢલ߳઒大学大学
Ӄ地域Ϛωδϝ
ϯτڀݚՊڭतʣ

ɾ大੢ɹल人ʢߴদࢢ௕ʣ
ɾ෱Ҫɹ大和ʢ ಛఆඇӦར׆ಈ๏人உ໦ౡ生׆
௕ʣࣄॴཧڀݚ
ɾക໦ɹՂࢠʢ߹ಉձࣾ,�XPSLT୅දʣ
ɾ大ౡよ͠;Έʢ0/#" '"$503:ʣ
ɾֹլʢ෱Ҫʣॱ ʢஉ໦ౡਤॻؗʣࢠ
ɾ෹生ࢁ·ͪϓϥϯχϯάϧʔϜ

�� �� �5 �� ʕ

�����
Ỗ

�����
௕໺ݝ
൧ాࢢ

൧ాࢢ
தԝެຽؗɺ
൧ాࢢ໾ॴ

ϦΞϧ
౰ऀࣄҙ͔ࣝΒ生·Ε
るڞ創の࢓૊Έ〜಺ൃ
తͳൃలΛଓ͚る൧ా
ϞσϧΛ学Ϳ〜

ேԬɹ޾඙
ʢ౦ژ೶޻大学೶
学ڀݚӃڭतʣ

ɾ຀໺ɹޫ࿕ʢ൧ాࢢ௕ʣ
ɾڮߴɹ ʢॆ ࣜגձࣾೆ৴भࣾެޫ؍୅දऔక
໾ࣾ௕ʣ
ɾીࠜݪɹफ෉ʢఱཽ઒᳕ྲྀڦ෮׆ϓϩδΣク
τ୅දʣ
ɾদԼɹపʢ൧ాࢢࢢຽڠಇڥ؀෦௕ʣ
ɾ௕୩෦ɹ߂ࡾʢͻ͔͞た෩౔ࣷ୅දʣ
ɾݪ܂ɹར඙ʢ**%"8"7&ϓϩσϡʔαʔʣ

�� �� �� �� ʕ

����
Ỗ

����
大෼ݝ
஛ాࢢ

஛ాࢢ
૯߹จԽ
ϗʔϧ

ʮάϥϯπ
た͚たʯ

ϦΞϧ
શ࠷ࠃଟن໛の地域͓
৔͔Βݱ力ୂのڠ͜͠
〜h ೶ଜճؼએݴ のɦ࣮
力に学Ϳ〜

ɹ㟳ኚޱٶ
ʢૣҴా大学໊༪
तʣڭ

ɾߐ౻ɹ܇ॏʢ ެӹஂࡒ๏人Ѩો地域ৼڵσβ
イϯηϯλʔʣ
ɾ޻౻ɹོߒʢ஛ాاࢢը৘ใ՝௕ʣ
ɾޙ౻ɹխ人ʢ ஛ాاࢢը৘ใ՝501ઓུਪਐ
ࣨओࠪʣ
ɾ౻ݪɹඒथʢ஛ాࢢ地域͓͜͠ڠ力ୂʣ
ɾ㖊ๆɹ ʢ֦஛ాࢢ地域͓͜͠ڠ力ୂʣ

�� �� �� �� ʕ

����
Ỗ

����

ઍ༿ݝ
͍͢Έ

ࢢ
͍͢Έࢢ໾ॴ ϦΞϧ

ඒ৯の͍֗͢Έ
〜αϯηόενϟϯԽ
〜ըܭ

ૣ઒ɹ୎໵
ʢ͍͢Έࢢ෭ࢢ
௕ʣ

ɾү໦ɹ३׮ʢҰൠࣾஂ๏人1JDP#JSET୅දཧࣄʣ
ɾླ໦ɹࡊԝʢ ಛఆඇӦར׆ಈ๏人άϦʔϯζ
୅දཧࣄʣ
ɾௗ௩ɹɹ ʢ྄લ͍͢Έమಓࣾ௕ʣ

�5 �� � �5 ʕ

���5
Ỗ

����
Ѫ஌ݝ
Ԭ࡚ࢢ

Ԭ࡚ࢢਤॻؗ
ަྲྀϓϥβ

りͿΒ
ϦΞϧ

தখࢧۀاԉΛ௨͡た
地域ੑ׆Խ
〜 0LB�#J[ɾ·ͪͥΈ
౳のऔり૊ΈΛ௨ͯ͡
〜

ळݩɹ঵࣏
ʢԬ࡚Ϗδωεα
ϙʔτηϯλʔ
0LB�#J[ηϯλʔ
௕ʗࣜגձࣾ΍
Ζ·͍୅දऔక
໾ʣ

ɾ҆౻ɹཽೋʢࣜגձࣾ%%3୅දऔక໾ࣾ௕ʣ
ɾদҪ༸Ұ࿠
ɾాࢁɹ޿ߴʢࡾՏՈकࣷ୅දऔక໾ʣ

�� �� � �� ʕ

)��ɹܭɹ��ճ ��5 ��� ��� ��5 ʕ

3�
���
Ỗ

���
ౡࠜݝ
ւ࢜ொ

Ӆذ։ൃ૯߹
ηϯλʔɺ

ϚϦϯϙʔτ
ϗςϧւ࢜

ϦΞϧ
ΈΜͳͰl͠Ό͹るz地
域づくり
〜ւ࢜ொྲྀh の࣭の܎ؔ
め方ߴ 〜ɦ

ᖛதɹ߳ཧ
ʢւ࢜ொ 人づく
りಛ໋୲౰՝௕ʣ

大ߐ 和඙ʢւ࢜ொ௕ʣ
಺ ಓ༤ ʢલւ࢜ொ௕ʣࢁ
ೋʢւ࢜ொ໾৔ +*$"άϩʔΧϧίʔσΟ݈ ాߴ
ωʔλʔʣ
খך ʢ໌ޚ೾۠ ۠௕ʣ
Լ র෉ʢ๛ా۠ ۠௕ʣࢁ

�� �� �� �� ʕ
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付録令和5年度 地方創生のための人材育成ガイドブック 〜地域力創造大学校®による人づくり〜



年度 ೔ఔ ։࠵地 ձ৔ ࢪ࣮
方๏ ςʔϚ ओ೚ࢣߨ

ʢܟশུʣ
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3�
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����

ݝखؠ
೾ொࢵ Φガʔϧϓϥβ ϦΞϧ

ΦガʔϧͰ͑ߟるΤί
ͱ฻Β͠
〜࣋ଓՄೳੑͱ域಺ܦ
〜॥؀ࡁ

ࢢɹઍాח
ʢࢵ೾ொɹاը૯
຿෦ɹاը՝௕ʣ

Ԭ࡚ɹਖ਼৴ʢࣜגձࣾΦガʔϧ ୅දऔక໾ʣ 
஛಺ɹণ ʢٛΈ͔Μ͙Έ ڞಉओ࠻ʣ
੕ɹɹຑرʢ ࣜגձࣾくΒ͢͠たෆಈ࢈ ઐ຿औ

క໾ʣ
Ѩ෦ɹɹ ʢᯩ͸ͪͣ͢め՛ࢠళ ళओʣ
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௕໺ݝ
খ෍ࢪ

ொ
খ෍ࢪொެຽ
͔΄ಊߨؗ ϦΞϧ

ಇͱަྲྀの·ͪづくڠ
り
〜एऀɺॅຽɺ地اݩ
〜にؾݩͰ·ͪΛۀ

大ٶɹɹಁ
ʢখ෍ࢪொ 地方
創生ओ೚ڀݚһʣ

ொ௕ʣࢪʢখ෍ࡾଜɹྑࢢ
ྛɹɹөण ʢ ড়ޫࣉɹ෭ॅ৬ʗҰൠࣾஂ๏人ε

ϥックϥイϯਪਐߏػ ୅දཧࣄʣ
Ҫ؁ਫ਼ಊ ୅දऔక໾ࣾ௕ʣࡩʢقҪɹণࡩ
Ԙᖒɹߞฏʢ Ұൠࣾஂ๏人ϋ΢εϗクαイ ୅ද

ཧࣄʣ
੢ݪɹपೋʢখ෍ࢪொاը੓ࡦ՝ʣ
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ݝ஌ߴ
౨ݪொ

౨ݪொ໾৔ɺ
Ӣの্の

ਤॻؗ΄͔
ϦΞϧ

খ͞ͳڌ఺Ώ͢͸Βづ
くり
〜ूམ׆ಈΛ֩ͱ͠たɺ
地域のੑ׆࠶Խ〜

໼໺ɹ෋෉
ʢલ౨ݪொ௕ʣ

ۭԬɹଇ ʢ໌ࣜגձ࢛ࣾສ઒ ୅දऔక໾ʣ
੢ଜɹݐ༤ʢ̣̥̤๏人Ώ͢͸Β੢ ཧࣄ௕ʣ
ฏ࿬ɹܚҰʢ ̣ ̥̤๏人Ώ͢͸Β੢ Ώ͢͸Βδ

ϏΤのཬࢪઃ௕ʣ
্ాɹ຤تʢ̣̥̤๏人͓ͪめΜ ཧࣄ௕ʣ
ொཱਤॻؗ ؗ௕ʣݪʢ౨ࢠ໨Ղणݟ
໌ਆɹ޹༸ʢ౨ݪொ อ݈෱ࢱ՝௕ʣ
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๺ւಓ
౦઒ொ

౦઒ொෳ߹ަ
ઃͤΜͱࢪྲྀ
ͽΎ͋ᶗɾᶘ

ϦΞϧ
人ʷࣗવʷจԽ͕生Έ
ग़͢h ౦઒ελイϧʱ
〜ϢχʔクͳҠॅఆॅ
ਪਐのऔり૊Έ〜

খౡɹහ໌
ʢܚጯٛक़大学大
学Ӄ ੓ࡦɾϝ
σΟΞڀݚՊ ಛ
೚ڭतʣ

দԬɹࢢ࿠ʢ౦઒ொ௕ʣ
٠地ɹɹ৳ʢ౦઒ொ౦઒ελイϧ՝௕ʣ
੖ʢ౦઒ொఆॅଅਐ՝௕ʣܟɹݪ٢
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৽ׁݝ
্ӽࢢ

ொՈަྲྀؗ
ʮాߴখொʯ ϦΞϧ

·ͪづくりϝσΟΞϥ
Ϙ
〜 8&#ɾಈըɾࣸਅΛ
た地域ϓϩϞʔ͠࢖ۦ
γϣϯٕ๏Λ学Ϳ〜

୩தɹमޗ
ʢҰൠࣾஂ๏人
*/41*3& ୅දཧ
ʣࣄ

౻ଜɹউ೭ʢ ্ ӽاࢢը੓ࡦ෦اը੓ࡦ՝ɹا
ը੓܎ࡦ௕ʣ �� �5 �� �� ʕ
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ळాݝ
༝རຊ
૳ࢢ

ௗւࢁ
໦の͓΋ͪΌ

ඒज़ؗ
ϦΞϧ

ௗւࢁ໦の͓΋ͪΌඒ
ज़͕ؗϦσβイϯ͢る
地域の෺ޠ

޾߂ɹ౻ࠤ
ʢ༝རຊ૳ڭࢢ育
ҕһձ生֔学श
՝ ՝௕଴۰ʣ

ଟాɹઍਘʢ ೝఆ/10๏人ܳज़ͱ༡ͼ創造ڠձ 
ཧࣄ௕ʣ

和ాɹྑ ʢ࢘໦ָ޻๪ ୅දʣ
Ԭຊɹɹ༤ʢ໦͖ͭࣷ޻のΘʣ
ըӡا ໦の͓΋ͪΌඒज़ؗࢁɹɹ߶ʢ ௗւ౻ࠤ

Ӧ෦Ϛωʔδϟʔʣ
ଠాɹɹݡʢ ࣜגձࣾௗւτϥイブ Ӧۀ౷ׅϚ

ωʔδϟʔʣ
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௕໺ݝ
൧ాࢢ

൧ాࢢ໾ॴ
΄͔ ϦΞϧ

地域՝୊͔Β࢝·ͬた
ॅຽの௅ઓ
創の৔͔Β生·Εڞ〜
た地域ओମの·ͪの࢟
〜

ฏԬɹ和ٱ
ʢ໋ཱؗ大学 ੓
तʣڭ Պ学෦ࡦ

ਆ౻ɹޫ༟ʢ ൧ాٰの·ͪϑΣεςΟόϧ࣮ߦ
ҕһ௕ʣ

ԕࢁɹج޿ʢ ࣜגձࣾ൧ా·ͪづくりΧϯύ
χʔʣ

ɹར඙ʢ りΜ͝ฒ໦·ͪづくりωッτϫʔݪ܂
クίʔσΟωʔλʔʣ

຀໺ɹޫ࿕ʢ൧ాࢢ௕ʣ
ҕһ௕ʣߦϑΣελ࣮ܶܗʢ͍͍ͩ人߂ɹխాݪ
Ԙᖒɹ఩෉ʢ Φʔέετϥͱ༑にԻָߦ࣮ࡇҕ

һ௕ʣ
দԼɹɹపʢ൧ాࢢ ࢢຽڠಇڥ؀෦ ෦௕ʣ
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ੴ઒ݝ
ࣣඌࢢ

ೳొ৯ࢢࡇ৔
ύʔϥʔのͱ ϦΞϧ

ಇく৔ͱώτΛެ͙ܨ
ຽ࿈ܞωッτ
〜創ۀɾۀࣄঝܧʷҠ
ԉによる地域づくࢧॅ
り〜

༑ాɹɹܠ
ʢࣣඌ֗づくりη
ϯλʔࣜגձࣾ 
ઓུΞςϯμϯ
τʣ

৿ࢁɹಸඒʢࣜגձࣾޚᜄ઒ ୅දऔక໾ʣ
ଠాɹ৩೭ʢ ࣣ ඌ֗づくりηϯλʔࣜגձࣾ Ҡ

ॅίϯγΣϧδϡʣ
தଜɹ࢙人ʢࣣඌ঎޻ձٞॴ ࣄ຿࣍ہ௕ʣ
খੴɹ๕Ұʢ のͱڞӫ৴༻ۚߦࣥ ݿ໾һ ;る͞

ͱ創生ຊ෦෦௕ʣ
୨ڮɹོതʢ ೔ຊ੓ۚࡦ༥ެࠃ ݿຽ生ۀࣄ׆ຊ

෦ ๺཮創ࢧۀԉηϯλʔ ॴ௕ʣ
ཱ઒ɹɹ३ʢ ࣣ ඌࢢ঎ޫ؍޻՝ ঎޻άϧʔϓ ՝

௕ิ݉ࠤάϧʔϓϦʔμʔʣ
ɹɹ༞ߕ ʢี4BSUPSJB $BWVUP ళओʣ
઒ౢɹɹږʢҰຊਿ ઒ౢ ళओʣ
໺ଜɹਖ਼造ʢχίɾΩッνϯ ళओʣ
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ฌݝݿ
ேདྷࢢ ேདྷࢢ໾ॴ ϦΞϧ

地域Ͱ育Ή地域人lࡒz
〜 "4"(0J/(人ࡒ育成
のϩδックͱϦΞϧ〜

大ਿɹɹ֮
ʢट౎大学౦ژ大
学Ӄ ڭतʣ

അାɹਅلʢேདྷࢢ૯߹੓ࡦ՝ اը܎௕ʣ
দຊɹஐᠳʢ,06#"؅ཧ人ʣ
தౡɹӳथʢ "TBHP -BCPίʔσΟωʔλʔ �த

生の学ͼのαʔドϓϨイείʔߴ
σΟωʔλʔʣ

ʣऀߨʢ"TBHP -BCPडࢠ០ಸॹࢁ
校ίʔσΟωʔλʔʣߴɹྒଠʢ生໺ݪࣰ
ඦ߹ɹࢠߴʢฌཱݝݿ和ాߴࢁ校ڭ་ʣ
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ݝլࠤ
෢༤ࢢ

෢༤ࢢจԽ
ձؗ΄͔ ϦΞϧ ެຽ࿈ܞΛػܖͱ͠た

·ͪづくり
ཛྷɹษेޒ

ʢࠤլ大学 ڭतʣ

খদɹɹ੓ʢ෢༤ࢢ௕ʣ
ྉؗؗ௕ʣࢿਤॻؗʗྺ࢙ࢢɹਖ਼উʢ෢༤্ߔ
લݪɹڡथʢ ࣜגձࣾ͜͏Ώ͏ Ֆ·る学शձެ

育෦ʣڭ
෋Ӭɹਅࢠʢ ࣜגձࣾ͜͏Ώ͏ Ֆ·る学शձެ

育෦ʣڭ
Ӭদɹ௚ࢠʢ·ͪのதؒࢧԉ5&/ͭͳ͗ ୅දʣ
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ݝܗࢁ
ถ୔ࢢ

఻ࠃのై
ஔࣀจԽ

ϗʔϧ΄͔
ϦΞϧ

·ͪづくりϝσΟΞϥ
Ϙ
〜 8&#ɾಈըɾࣸਅΛ
た地域ϓϩϞʔ͠࢖ۦ
γϣϯٕ๏Λ学Ϳ〜

୩தɹमޗ
ʢҰൠࣾஂ๏人
*/41*3& ୅දཧ
ʣࣄ

੨໦ɹઍਘʢ ถ୔ڭࢢ育ҕһձ ڭ育؅ཧ෦ ࣾձ
育୲౰ ओ೚ʣڭ育՝ ࣾձڭ �� � �� �� ʕ
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ݝෞذ
ඈଭࢢ

ඈଭࢢ໾ॴ
΄͔ ϦΞϧ

ͱͱ΋にͭくޱ人܎ؔ
るະདྷܕの地域ܦӦ
〜地域ϑΝϯづくりΛ
௨͡たνʔϜϏϧσΟ
ϯά〜

౎஛ɹ३໵
ʢඈଭࢢ௕ʣ

ᢠࢠࡊ߳ࡔʢࣜגձࣾώμΧϥ औక໾ʣ
∁໦ɹ࿕ ʢٛذෞ大学 ڭतʣ
౉ᬒɹݑٱʢ ༗ݶձࣾ౉ลञ造ళ ୅දऔక໾ࣾ

௕ʣ
দຊɹɹ߶ʢ ࣜגձࣾඈଭの৿ͰクϚ͸གྷる ୅

දऔక໾$00ʣ
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ݝखؠ
೾ொࢵ

Φガʔϧ
ϓϥβ΄͔ ϦΞϧ

ͱࢢ೾ொに͓͚る౎ࢵ
೶ଜのくΒ͠
〜ΦガʔϧϓϩδΣク
τͱϦϊϕʔγϣϯ·
ͪづくり〜

ࢢɹઍాח
ʢࢵ೾ொاը૯຿
෦ اը՝௕ʣ

Ԭ࡚ɹਖ਼৴ʢࣜגձࣾΦガʔϧ ୅දऔక໾ʣ
ख௩ɹඒرʢࢵ೾ொਤॻؗओ೚࢘ॻʣ
ਢ઒ɹᠳଠʢࢵ೾ொاը՝地域։ൃࣨओ೚ʣ
ೆᑍɹѥґʢࢵ೾ொ地域͓͜͠ڠ力ୂʣ
໦ށɹྑฏʢ୻ਠ޻๪͸͜΍ʣ
໦ށɹষࢠʢ॓͸͜΍ʣ
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ݝ஌ߴ
౨ݪொ

౨ݪொ໾৔ɺ
Ӣの্の

ਤॻؗ΄͔
ϦΞϧ

খ͞ͳڌ఺Ώ͢͸Βづ
くり
〜ूམ׆ಈΛ֩ͱ͠たɺ
地域のੑ׆࠶Խ〜

໼໺ɹ෋෉
ʢલ౨ݪொ௕ʣ

ۭԬɹଇ ʢ໌ࣜגձ࢛ࣾສ઒ ୅දऔక໾ʣ
੢ଜɹݐ༤ʢ̣̥̤๏人Ώ͢͸Β੢ ཧࣄ௕ʣ
ฏ࿬ɹܚҰʢ ̣ ̥̤๏人Ώ͢͸Β੢ Ώ͢͸Βδ

ϏΤのཬࢪઃ௕ʣ
্ాɹ຤تʢ̣̥̤๏人͓ͪめΜ ཧࣄ௕ʣ
ொཱਤॻؗ ؗ௕ʣݪʢ౨ࢠ໨Ղणݟ
໌ਆɹ޹༸ʢ౨ݪொ อ݈෱ࢱ՝௕ʣ
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ݝഅ܈
Έͳ͔
Έொ

ಓのӺ
Έͳ͔Έ
ਫؗߦل

ϦΞϧ ࣗવΛ͔͠׆た࣋ଓՄ
ೳͳମޫ؍ܕݧ

ాଜɹɹल
ʢ௕໺ཱݝ大学 
तʗΈͳ͔Έڭ
ொ ࢀ༩ʣ

ྛɹɹࢢ ʢ࣏Έͳ͔Έொ ૰߹ઓུ՝՝௕ʣ
ೖᖒ͸るΈʢΈͳ͔Έொ ૰߹ઓུ՝࣍௕ʣ
খ໺ɹ޺和ʢ Έͳ͔Έொ૰߹ઓུ՝ Τίύʔク

ਪਐ܎ʣ
౉ลɹ༃඙ʢ ਫ্ԹઘϦϊϕʔγϣϯ·ͪづく

りߦ࣮ۀࣄҕһ௕ʣ
ձ ձ௕ʣڵԹઘ֗ৼݪɹ௚඙ʢ౬ాࢁ
෱ాɹҰथʢ Ұൠࣾஂ๏人Έͳ͔Έொମߦཱྀݧ 

ઐ຿ཧࣄʣ
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౎෎ژ
Ӊ࣏ࢢ

Ώめり͋
͏͡ɹ΄͔ ϦΞϧ

Λ͍͔͠ɺະདྷに͖ݹ
͙ܨ
〜ࣗવɺྺ࢙ɺจԽΛ
ड͚͗ܧɺ࣍ੈ୅͕બ
Ϳະདྷ޲ࢤの·ͪ〜

৿ɹɹਖ਼ඒ
ʢژ౎จڭ大学 
෭学௕ʣ

๏人ฏڭतʗफڭ 大学大学Ӄژʢ ౦࡞৓ɹढ़ٶ
౳Ӄ ୅ද໾һʣ �� �� � �� ʕ

�����
෱ౡݝ
ձ௡ए
দࢢ

;PPN
ϛʔςΟϯά Φϯϥイϯ

ձ௡एদ͔Β学Ϳ
 〜 *$5Λ׆༻͠たε
ϚʔτγςΟのਪਐ 〜

౻Ҫɹ༃࢙
ʢձ௡大学 ࢈学
イϊϕʔγϣϯ
ηϯλʔ ٬һ।
तʣڭ

઒্ɹ৻ ʢ࢙ ձ௡एদاࢢը੓ࡦ෦ ෭ࣄࢀʣ
౻Ҫɹಞ೭ʢ ΞクηϯνϡΞࣜגձࣾ Ϗδωε

ίϯαϧςΟϯάຊ෦ Ϛωδϯάɾ
σΟϨクλʔʣ

ೆӢɹַ඙ʢ ࡾඛ6'+ϦαʔνˍίϯαϧςΟϯά 
ઐ຿ࣥߦ໾һʣ

લాɹ་ࢤʢࣜגձࣾσβイχ΢Ϝ ୅දऔక໾ʣ
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ౡࠜݝ
ւ࢜ொ

Ӆذ։ൃ૯߹
ηϯλʔ΄͔ ϦΞϧ

೔ৗΛތΕるͤ޾ͳ地
域づくり΁
〜ʮͳ͍΋の͸ͳ͍ʯ ւ
࢜ொ͔Β͛ܨるʮΘた͠
たͪʯの࣮ફ〜

ᖛதɹ߳ཧ
ʢւ࢜ொ人づくり
ಛ໋୲౰՝௕ʣ

大ߐɹ和඙ʢւ࢜ொ௕ʣ
ɹ݈ೋʢ ւ࢜ொ人づくりಛ໋୲౰՝ άϩʔాߴ

ΧϧϑϩϯςΟΞ大࢖ʣ
ձࣾ;る͞ͱւ࢜ ୅දऔక໾ࣜג ಺ɹಓ༤ʢࢁ

ࣾ௕ʣ
ᖒాɹګҰʢӅذౡલ৿ྛ૊߹ ୅දཧࣄ૊߹௕ʣ
ଜඌɹໜथʢւ࢜ொٞձٞһʣ
ձࣾた͡·΍ ୅දऔక໾ʣࣜג㟒ɹխ໵ʢٶ
௕ʣہ຿ࣄձ޻ᅳ঎ذҰʢӅݡɹ౻ࠤ
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ౡࠜݝ
༢ೆொ

໼্ަྲྀ
ηϯλʔɺ

Ӌެຽؗɺޱ
ాॴެຽؗ

ϦΞϧ ��の地域力Ͱඳく地方
創生

നੴɹҀ໵
ʢҰൠࣾஂ๏人খ
͞ͳڌ఺ωッτ
ϫʔクڀݚॴ ؂
ʣࣄ

ʢ Ұൠࣾஂ๏人࣋ଓՄೳͳ地域ࣾձߒɹɹࢁ౻
૯߹ڀݚॴ ॴ௕ʣ

ాଜɹɹ఩ʢ༢ೆொ地域ΈΒ͍՝ ՝௕ʣ
՝ ՝௕ʣޫ؍޻ຊɹӳਔʢ༢ೆொ঎ࣉ
һʣࣾߦ຿ࣥۀ ຊɹ和හʢ߹ಉձࣾたͲ͜Ζؠ
ಙాɹल ʢ࢚Ұൠࣾஂ๏人໻ᜌ ୅දཧࣄʣ
খాɹത೭ʢޱӋΛͯ͒͢͝るձ ࣄ຿ہ௕ʣ
ฏ ɹ  ɹ ʢཾ/10๏人͸͢Έৼڵձ ࣄ຿ہʣ
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付録令和5年度 地方創生のための人材育成ガイドブック 〜地域力創造大学校®による人づくり〜
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3�

���
���

ݝ஌ߴ
౨ݪொ

౨ݪொ໾৔
΄͔ ϦΞϧ

খ͞ͳڌ఺Ώ͢͸Βづ
くり〜ूམ׆ಈΛ֩ͱ
͠たɺ地域のੑ׆࠶Խ
〜

٢ాɹঘ人
ʢ౨ݪொ௕ʣ

ۭԬɹଇ ʢ໌ࣜגձ࢛ࣾສ઒୅දऔక໾ʣ
੢ଜɹݐ༤ʢ/10๏人Ώ͢͸Β੢ཧࣄ௕ʣɹ
ฏ࿬ɹܚҰʢ /10๏人Ώ͢͸Β੢Ώ͢͸ΒδϏ

Τのཬ ࢪઃ௕ʣ
্ాɹ຤تʢ̣̥̤๏人͓ͪめΜཧࣄ௕ʣ
໼໺ɹ߽༎ʢ ୋऔΩϜνのཬづくり࣮ߦҕһձ

௕ʣɹ
ཱಓɹɹ੪ʢ౨ݪொ৿ྛのจԽ創造ਪਐ՝௕ʣ

�� � �� �� ʕ

����
����

ݝෞذ
ඈଭࢢ

ඈଭࢢ໾ॴ
΄͔ ϦΞϧ

ࢿಇによる地域ڠຽ׭
地域͓͜͠〜༺׆のݯ
力ୂ͕த৺にͳͬͯڠ
औり૊Ήༀ૲Λ׆༻͠
た地域づくり〜

Ԭຊɹɹจ
ʢඈଭࢢ地域͓͜
力ୂʣڠ͠

౎஛ɹ३໵ʢඈଭࢢ௕ʣ
๺ฏɹ࢚ೋʢ ̣ ̥̤๏人ༀ૲ͰඈଭΛؾݩに͢

るձཧࣄ௕ʣ
ന઒ɹ༃೭ʢΞϧϓεༀ඼ࣜגۀ޻ձࣾʣ

�� � � �� ʕ

����5
�����

௕໺ݝ
খ෍ࢪ

ொ

খ෍ࢪொ
঎޻ձؗ

΄͔
ϦΞϧ

地域಺֎の人ʑ༹͕͚
߹͏খ෍ྲྀࢪ·ͪづく
り〜ʮڠಇʯͱʮަྲྀʯ Λ
࣠ͱ͠たɺະདྷ޲ࢤの
地方創生〜

ྛɹɹࢤ༸
ʢখ෍ࢪொ૯߹੓
ʣ׭ਪਐઐ໳ࡦ

ொ௕ʣࢪʢখ෍قҪɹণࡩ
Ԙᖒɹߞฏʢ Ұൠࣾஂ๏人ϋ΢εϗクαイ୅ද

ཧࣄʣ
大ٶɹɹ ʢಁখ෍ࢪொ૯຿՝௕ʣ
ྛɹɹөण ʢড়ޫࣉ෭ॅ৬ʗҰൠஂࡒ๏人೔ຊ

সإϓϩδΣクτ୅දʣ
೔∁ɹɹ ʢ݈ Ұൠࣾஂ๏人খ෍ࢪ·ͪイϊϕʔ

γϣϯ)6#ࣄ຿ہ௕ʣ
ொཱਤॻؗ·ͪͱ͠ΐςϥࢪլΞϦΧʢ খ෍ࢤ

ιؗ௕ʣ
イϊϕʔͪ·ࢪɹՆժʢ Ұൠࣾஂ๏人খ෍ڮߴ

γϣϯ)6#ࣄ຿ہһʣ

�5 �5 �� �5 ʕ

�����
�����

和Վࢁ
ന඿ݝ

ொ

4)*3")"."
,&:

5&33"$&
4&".03&

ϦΞϧ
ϫʔέʔγϣϯΛ׆༻
͠た౎ࢢͱ地方のަྲྀ
によるՁ஋創造

ౡాɹ༝߳
ʢϢχϦʔόɾ
δϟύϯɾϗʔ
ϧσΟϯάε߹
ಉձࣾ人ࣄ૯຿
ຊ෦௕ʣ

ɹ༞໌ۅ ʢ࣏ 和Վاݝࢁը෦اը੓ہࡦ৘ใ੓
՝௕ʣࡦ

Ԭా৴Ұ࿠ʢ ࣜגձࣾೆلന඿ΤΞϙʔτ୅ද
औక໾ࣾ௕ʣ

୅ʢ௴Թઘ͠Β͗͞ঁকʣ޾໺ɹ۽
தඌɹୡ໵ʢ クΦϦςΟιϑτࣜגձࣾ*4ന඿

νʔϜϦʔμʔʣ
育ҕһձ学ܳһʣڭɹ७Ұʢന඿ொ౻ࠤ

�� �� � �� ʕ

�����
�����

ౡࠜݝ
༢ೆொ

໼্ަྲྀ
ηϯλʔɺ

Ӌެຽؗɺޱ
Ѩਢಹެຽؗ

ϦΞϧ
ʮ��地۠の力Ͱඳく地
方創生ʯ〜ʮ地۠ʷ෱
る地域͑ࢧ育ʯͰڭɾࢱ
の฻Β͠〜

നੴɹҀ໵
ʢҰൠࣾஂ๏人খ
͞ͳڌ఺ωッτ
ϫʔクڀݚॴ؂
ʣࣄ

ʢ Ұൠࣾஂ๏人࣋ଓՄೳͳ地域ࣾձߒɹɹࢁ౻
૯߹ڀݚॴ௕ʣ

ඈଭɹஐಙʢ߹ಉձࣾにؙ͜ʣ
খྛɹܓհʢ໼্ߴ校ັ力ԽίʔσΟωʔλʔʣ
খాɹത೭ʢޱӋΛͯ͒͢͝るձཧࣄ௕ʣ
৿ాɹҰฏʢ̣̥̤๏人ߐの᭿ಓࣄ຿ہ௕ʣ
୍ຊɹতฏʢѨਢಹ࣏ࣗձ௕ʣ

�� �� 5 �� ʕ

���5
����

ฌݝݿ
ऱຊࢢ

ऱຊࡁܦࢢ
ަྲྀηϯλʔ

΄͔
ϦΞϧ

域学࿈͔ܞΒ࢝·る࣋
ଓՄೳͳ地域づくり〜
生ՄೳΤωϧΪʔ౳࠶
Λ׆༻͠たऱຊϞσϧ
〜

നੴɹ޹ࠀ
ʢཾ୩大学෭学
௕ʣ

໺ాɹɹຬʢ౦ژ౎ཱ大学ॿڭʣ
ձࣾ୅දʣࣜג೭ॿʢϨガαϧτ৻ࢁ∁
௰ɹɹࡾಸ	͋Θ͡ཬࢁϓϩδΣクτ୅ද

ాதɹ༑ޛʢ Ұൠࣾஂ๏人ࢁསࢢ;る͞ͱৼڵ


ࣄ୅දཧߏػ
ᓎҪ͔͋Ͷʢ ཾ ୩大学੓ࡦ学෦࣮ફڭܕ育ϓϥ

ϯφʔʣ
ଠాɹ໌޿ʢ஛ݪொ಺ձ௕ʣ
ਫాɹɹਐʢ͋Θ͡ՖࢁਫΦʔφʔʣ
୩ޱɹ࢙࿕ʢऱຊࢢ地域͓͜͠ڠ力ୂʣ
খྛɹɹ力ʢऱຊࢢ地域͓͜͠ڠ力ୂʣ

�� 5 � �� ʕ

�����
�����

ਆಸ઒
ਅ௽ݝ

ொ

ਅ௽ொொຽ
ηϯλʔ

΄͔
ϦΞϧ

ϩʔΧϧ͔ΒະདྷΛͭ
くる〜ॅຽの力Ͱڞ創
͢るଟ༷ͳ฻Β͠〜

๼෦ɹ௚໵
ʢਅ௽ொ੓ࡦਪਐ
՝՝௕ิࠤʣ

઒ޱɹɹॠʢਅ௽ग़൛୅දʣ
ိॅɹ༑ඒʢਅ௽ग़൛ʣ
૲༄ɹࡃԻʢਅ௽ொຽʣ
໺ɹɹҍʢਅ௽ொຽʣࠤ
Ԟ௡ɹल ʢོҰൠࣾஂ๏人ਅ௽ະདྷक़૬ஊ໾ʣ
ʢਅ௽ςックϥϘӡӦऀʣ޾ߴɹࢁࣲ
ߏػԼɹ୓ະʢ Ұൠࣾஂ๏人地域ؒަྲྀਪਐࢁ

୅දཧࣄʣ
ೖߐɹະԝʢࣜגձࣾIPOPIPOP୅දऔక໾ʣ
ʣࣄɹຑཬʢҰൠࣾஂ๏人ਅ௽ະདྷक़୅දཧాۄ
Ӭౡɹོ ʢّࣜגձࣾϠブλݐઃෆಈ࢈ʣ
ӬౡɹҀࢠʢࣜגձࣾϠブλݐઃෆಈ࢈ʣ

�� � �� �� ʕ

���� ౡࠜݝ
ւ࢜ொ

;PPN
ϛʔςΟϯά Φϯϥイϯ

ࣦഊΛݪಈ力にʂւ࢜
ொత௅ઓͱ෩౔づくり
〜খωλ͕๰͙ࡏݱͱ
ະདྷ〜

ᖛதɹ߳ཧ
ʢւ࢜ொ人づくり
ಛ໋୲౰՝௕ʣ

大ߐɹ和඙ʢւ࢜ொ௕ʣ
தଜɹ׮थʢ౦ژ大学ࣾձՊ学ڀݚॴ।ڭतʣ
๛ాɹঙޗʢ ւ࢜ொ人ŋ学ͼŋؐྲྀδΣωϨʔ

λʔʣ
ଜদ͍Ζ͸ʢւ࢜ொ大人のౡཹ学生ʣɹ
ਗ਼੉ɹり ʢ́ւ࢜ொ大人のౡཹ学生ʣ

5 � � ʕ 5

�����
�����

౦ژ౎
۠ߓ

඼઒γʔζϯ
ςϥε ϦΞϧ

ؔΘるɾͭͳ͕るɾ࿈
創によڠ〜۠ߓる͢ܞ
る৽たͳՁ஋創ख๏Λ
〜る͑ߟ

ຊ ༟հٶ
ʢ۠ߓશࠃ࿈ܞਪ
ਐ୲౰՝௕ʣ 

大ਿɹɹ ʢ֮౦ژ౎ཱ大学๏学෦ڭतʣ
લਆɹ༗ཬʢ ηϯλʔϑΣϩʔɺ人材育成ϓϩ

σϡʔαʔʗ地域ੑ׆Խ఻ಓࢣʗ
地域力創造Ξドόイβʔʣ

�� �� � �� ʕ
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3� ���� ݝखؠ
೾ொࢵ

;PPN
ϛʔςΟϯά Φϯϥイϯ Φガʔϧ͔Β͸͡·る

฻Β͠৺地のྑ͍·ͪ
ࢢɹઍాח

ʢࢵ೾ொاը૯຿
෦اը՝௕ʣ

ϋϫʔドɾドφϧドɾδΣϑΝʔιϯ
ʢࢵ೾αイμϦʔ୅දࣾһʣ
ୋ᧼ɹݡ ʢ࣍౻԰৯ಊʣ 
Ԭ࡚ɹਖ਼৴ʢࣜגձࣾΦガʔϧ୅දऔక໾ʣ

�� � 5 ��
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3�

5���
5���

௕໺ݝ
খ෍ࢪ

ொ
খ෍ࢪொ໾৔

΄͔ ϦΞϧ

地域಺֎の人ʑ༹͕͚
߹͏খ෍ྲྀࢪ·ͪづく
り〜ʮڠಇͱަྲྀʯͰऔ
り૊Ήʮڥ؀ઌਐ౎ࢢʯ
΁の௅ઓ〜

ྛɹɹࢤ༸
ʢখ෍ࢪொ ૯߹
੓ࡦਪਐઐ໳׭ʣ

ொ௕ʣࢪʢখ෍قҪɹণࡩ
Ԙᖒɹߞฏʢ Ұൠࣾஂ๏人ϋ΢εϗクαイ୅ද

ཧࣄʣ
೔∁ɹɹ ʢ݈ Ұൠࣾஂ๏人খ෍ࢪ·ͪイϊϕʔ

γϣϯ)6#ཧࣄʗখ෍ࢪொ地域͓
力ୂʣʣɹɹɹɹɹɹڠ͜͠

ԕࢁɹ޺थʢ Ұൠࣾஂ๏人খ෍ࢪ·ͪイϊϕʔ
γϣϯ)6# ʗখ෍ࢪொ地域͓͜͠
力ୂʣʣڠ

ྛɹɹөणʢ ড়ޫࣉ ෭ॅ৬ʗҰൠஂࡒ๏人೔ຊ
সإϓϩδΣクτ ୅දʣ

੫ॴɹಞշʢখ෍ࢪொθϩΧʔϘϯਪਐһʣ
ொθϩ΢Σイετਪਐһʣɹࢪʢখ෍ࡊ໦ɹཬݹ
ਪਐࣨάϦʔϯɾࡦொ૯߹੓ࢪɹ༙ଠʢ খ෍ాٶ

σεςΟωʔγϣϯνʔϜ νʔϜ
Ϧʔμʔʣ

�� 5 �� �� ʕ

����
����

ݝखؠ
೾ொࢵ

Φガʔϧ
ϓϥβ΄͔ ϦΞϧ

ެຽ࿈ܞͰΦガʔϧ͕
Ͱ͖る·Ͱɺͦͯͦ͠
のઌ΁

ࢢɹઍాח
ʢࢵ೾ொاը૯຿
෦اը՝௕ʣ

Ԭ࡚ɹਖ਼৴ʢ ࣜגձࣾΦガʔϧ୅දऔక໾ʗҰ
ൠࣾஂ๏人ެຽ࿈ߏػۀࣄܞཧࣄʣ

ҏ౻め͙Έʢ Θͱͳࣗવ೶Ԃɾͯ͠͝ͱ΍
8BUPOBʣ

ɹಓ࡚ٶ ʢ໊ ࣜגձࣾΧϯτϦʔϥϘɹ୅දऔ
క໾ʣ

খ઒ɹᠳ大ʢ Φガʔϧاը߹ಉձࣾ ୅දࣾһ�߹
ಉձࣾLPF ୅දࣾһʣ
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����
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ݝഅ܈
Έͳ͔
Έொ

ധ·Εる学校
͞るখ΄͔ ϦΞϧ

ϙετίϩφ࣌୅の৽
ཱྀ͍͠のΧλνzφϊ
πʔϦζϜzのߟࢥͱ࣮
ફ〜ʮ༿ͬͺҰຕ͢Β؍
ʁʯΞイσΟΞ࣍ݯࢿޫ
ୈの地域۷ݯࢿり͠ى
ज़〜

෱ాɹҰथ
ʢҰൠࣾஂ๏人Έ
ͳ͔Έொମཱྀݧ
ʣࣄɹઐ຿ཧߦ

ాଜɹɹलʢΈͳ͔Έொ੓ࡦΞドόイβʔʣ
Ճ౻ɹਖ਼ҰʢΈͳ͔Έொཱ৽࣏খ学校௕ʣ
൧ౡɹ݈ ʢ࣏ധ·Εる学校͞るখӡӦऀʣ
௕น૯Ұ࿠ʢҠॅऀʣ
௕นૣ໵ՖʢҠॅऀʣ
খ໺ɹ޺和ʢΈͳ͔Έொ໾৔ޫ؍঎޻՝ओװʣ
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���5
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ௗऔݝ
ถࢢࢠ

;PPNʢࣄલ
ηッγϣϯʣɺ
օ生άϥϯド
ϗςϧɹఱਫ

ʢݱ地ʣ

ϦΞϧ

·ͪづくりϝσΟΞϥ
Ϙ〜 8&#ɾಈըɾࣸਅ
Λ͠࢖ۦた地域ϓϩ
Ϟʔγϣϯٕ๏Λ学Ϳ
〜

୩தɹमޗ
ʢ##5大学άϩʔ
όϧܦӦ学Պ௕ɾ
तʗҰൠࣾஂڭ
๏人*/41*3&୅
දཧࣄʣ

຤࣍ɹढ़ ʢ໌ ถࢢࢠൿॻ޿ใ՝γςΟϓϩϞʔ
γϣϯਪਐࣨ܎௕ʣɹ

՝ओ೚ʣޫ؍ࢢࢠʢถࢤɹ֦ޱࢁ
�� �� �� �� ʕ

���
����
����

ਆಸ઒
ਅ௽ݝ

ொ

;PPN
ʢࣄલٛߨʣɺ

ਅ௽ொொຽ
ηϯλʔ

΄͔

ϦΞϧ
ϩʔΧϧ͔ΒະདྷΛͭ
くる〜ਅ௽ொのຽ力Ͱ
創͢るଟ༷ͳ฻Β͠ڞ
〜

๼෦ɹ௚໵
ʢਅ௽ொ੓ࡦਪਐ
՝՝௕ิࠤʣ

ౢాɹڿจʢ۝भ大学大学Ӄ๏学ڀݚӃڭतʣ
લਆɹ༗ཬʢ 地域ੑ׆ԽηϯλʔϑΣϩʔɾ人

材育成ϓϩσϡʔαʔʣ
ʢ ਅ௽ςックϥϘӡӦऀɾҰൠࣾஂ޾ߴɹࢁࣲ

๏人 ਅ௽ڠޫ؍ձ ࣄ຿ہ௕ิࠤʣ
઒ޱɹɹॠʢਅ௽ग़൛ʣ
ိॅɹ༑ඒʢਅ௽ग़൛ʣ
ӬౡɹҀࢠʢࣜגձࣾϠブλݐઃෆಈ࢈ɾ݄ޫಊʣ
Ӭౡɹོ ʢّࣜגձࣾϠブλݐઃෆಈ࢈ɾ݄ޫಊʣ
ɾ݄ޫಊʣ࢈ઃෆಈݐձࣾϠブλࣜגकɹӳཥʢޚ
দ໦ɹҰฏʢਅ௽ςックϥϘɾ΃΃ίʔώʔʣ
ߏػԉࢧԼɹ୓ະʢ Ұൠࣾஂ๏人地域ؒަྲྀࢁ

୅දཧࣄɾϩッΩϯϏϨッδʣ
ɾࣄɹຑཬʢ Ұൠࣾஂ๏人ਅ௽ະདྷक़୅දཧాۄ

ίϛϡχςΟਅ௽ʣ
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���
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ݝෞذ
ඈଭࢢ

ඈଭࢢ໾ॴ
΄͔ ϦΞϧ

地域ݯࢿのՁ஋創造ͱ
ͦの࢓૊Έづくり
〜ʮඈଭࢢɾ޿༿थの·
ͪづくりʯに͓͚るެຽ
࿈ܞΛྫに〜

஛ా ৻ೋ
ʢඈଭࢢ೶ྛ෦ྛ
՝௕ʣڵৼۀ

৽ాɹࠀ೭ʢඈଭࢢ৿ྛ૊߹؅ۀࣄཧ՝௕ʣ
੢໺ɹਅಙʢࣜגձࣾ੢໺੡材ॴ୅දऔక໾ʣ
༿थ޿力ୂɾڠ地域͓͜͠ࢢʢ ඈଭװ઒ɹɹٴ

ίϯγΣϧδϡʣ༺׆
Ҫ্ɹɹ࠼ʢ ࣜגձࣾඈଭの৿ͰクϚ͸གྷるऔ

క໾ʣ

�� � � �� ʕ

����
���� ෋ݝࢁ ෋ݝࢁຽձؗ

΄͔ ϦΞϧ

Fεϙʔπʷ෱ࢱ〜ΈΜ
ͳͰϫイϫイʂʂ Fε
ϙʔπによるհޢ༧๷
ͱ෱ࢱ৽たͳίϛϡχ
ςΟのܗ〜

୩ɹཅฏࡖ
ʢ෋ݝࢁFεϙʔ
π࿈߹ձ௕ɺג
ࣜձࣾ;03(&୅
දऔక໾ࣾ௕ʣ

ௗࢁɹ๎ೋʢ ෋ཱݝࢁ大学޻学෦ڭतɺ෋ݝࢁ
ཱ大学ػࢉܭηϯλʔॴ௕ʣ

தՈɹཱ༤ʢ ෋ްݝࢁ生෦ྸߴ෱ࢱ՝地域แׅ
έΞਪਐ൝௕ʣ

௕ʣ܎՝ޢհྸߴอ݈෦ࢱ෱ࢢԬߴʢ࠸ओɹ੟ݤ
ࣜג඙ʢ /55ϏδωειϦϡʔγϣϯ߁໦ɹߴ

ձࣾόϦϡʔσβイϯ෦୲౰՝௕ʣ

�5 �� �� �5 ʕ

����
����

๺ւಓ
෋ྑ໺

ࢢ

ϑϥϊ
ϚϧγΣ

΄͔
ϦΞϧ

ެຽ࿈ܞに͓͚る·ͪ
づくり〜ϑϥϊϚϧ
γΣΛ֩に͠たத৺ࢢ
֗地ੑ׆Խのऔ૊〜

大ۄɹӳ࢙
 ʢ෋ྑ໺঎޻ձ
ٞॴઐ຿ཧࣄʣ

੢ຊɹ৳ݦʢ ;Βの·ͪづくりࣜגձࣾ୅දऔ
క໾ࣾ௕ʣ

٢ాɹ育෉ʢ ;Βの·ͪづくりࣜגձࣾࣥߦ໾
һ౷ׅϚωʔδϟʔʣ

ங՝௕ʣݐࢢઃਫಓ෦౎ݐࢢ༟ʢ ෋ྑ໺޾ɹ࡚ࠇ

�� �� � �� ʕ
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ʢܟশུʣ
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ଶผܗ
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務
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他
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ア
ル

オ
ン
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イ
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3�

����
�����
����5

和Վࢁ
和Վݝ
ࢢࢁ

;PPNʢࣄલ
ΩックΦϑ
ϛʔςΟϯ
άʣɺٳՋଜ
΄भՃଠɹل

ʢ͔ݱ地ʣ

ϦΞϧ
ແ人ౡ͔Βの地方創生
ɹਐԽߟࢥʷ4%(TΞ
イσΞιϯJO༑ϲౡ

ଠ౛઒ӳี
ʢ/04*(/&3୅
දɺ+*%"ཧࣄ௕ɺ
ਐԽߟࢥఏএऀɺ
ۚ୔ඒज़ܳ޻大
学٬һڭतʣ

ฏҪɹɹݚʢ Ұൠࣾஂ๏人Ճଠɾ༑ϲౡڥ؀ઓུ
ձʣڀݚ

ᜊ౻ɹ໌ ʢྑ ՖԦࣜגձࣾϚςϦΞϧαイΤϯ
εڀݚॴओ೚ڀݚһʣ

ୌຊɹஐ ʢ࢙和Վاࢢࢁը੓ࡦ՝ʣ
૔ాɹɹ५ʢΧʔドήʔϜΦʔガφイβʔʣ
ຊɹफࡔ ʢོΧʔドήʔϜΦʔガφイβʔʣ
ʢΧʔドήʔϜΦʔガφイβʔʣޛɹ৽ߴ໊

�� � �� �� ʕ

����
����

ౡࠜݝ
༢ೆொ

ాॴެຽؗɺ
೔和ެຽؗ ϦΞϧ

��の地域力Ͱඳく地方
創生〜৽たͳίϛϡχ
ςΟのΧλνΛ୳る〜

നੴɹҀ໵
ʢҰൠࣾஂ๏人ɹ
খ͞ͳڌ఺ωッ
τϫʔクڀݚॴ
ʣࣄ؂

໰ʣސतɺ༢ೆொڭ育学෦ڭ和ʢౡࠜ大学޿໺ɹ࡞
খాɹത೭ʢ /10๏人͸͢Έৼڵձཧࣄ௕ɺ͓

͓ͳΜ地域づくりڠۀࣄಉ૊߹୅
දཧࣄʣ

ೋޒాݹ ʢ࢚೔؏地࣏۠ࣗٞڠձձ௕ʣ
৿ݪɹਅ໵ʢ೔和地۠தԝ࣏ࣗձ੨年෦௕ʣ

�� �5 � �� ʕ

����
���� ಙౡݝ

ಙౡ໦の͓΋
ͪΌඒज़ؗɺ
ಙౡݝ໦材
ར༻創造
ηϯλʔ

ϦΞϧ ৿ ʢྛ΋りʣ͔ Β࢝·る
αεςφブϧͳࣾձ

ࡾ޾୩ɹ۽
ʢެӹࣾஂ๏人ͱ
く͠·৿ྛόϯ
クސ໰ʣ

দ㟒ඒึࢠʢಙౡ໦の͓΋ͪΌඒज़ؗؗ௕ʣ
ʢެӹࣾஂ๏人ಙౡ৿ྛづくりਪਐࢤ੉ɹխࢢ
௕ʣࣄ෭ཧߏػ

�� � 5 �� ʕ

����
����
����

ಙౡݝ
ඒ೾ொ

ϛφϛϚϦϯ
ϥϘ΄͔ ϦΞϧ

に͗΍͔ ʢͦに͗΍͔ͳ
աૄʣΛ創る〜αςϥイ
τΦϑΟε༠கΛ֩ͱ
͠た人ݮޱগࣾձ
の·ͪづくり〜

٢ాɹ和࢙
ʢࣜגձࣾ͋Θ͑
໾һʗ地方ߦࣥ
創生ਪਐ෦ ෦௕
ʗϩʔΧϧɾイ
ϯςάϨʔλʔʣ

٢ాɹج੖ʢ ࣜגձࣾ Θ͋͑ ୅දऔక໾�αイϑΝʔɾ
ςックࣜגձࣾ ୅දऔక໾౳ʣ

Ө࣏ɹ৴ ʢྑඒ೾ொ௕ʣ
᭣࣏ɹ३໵ʢඒ೾ொۀ࢈ৼڵ՝՝௕ิࠤʣɹ
ધాɹޛ ʢ࢙ ࣜגձࣾイʔπϦʔζɾδϟύϯ

୅දऔక໾ʣ
ド΢κϊ ηイϠʢࣜגձࣾ·めͧ͏σβイϯ୅
දऔక໾ʣ
ʣࣄാɹ୓໻ʢҰൠࣾஂ๏人ϛϥイの学校୅දཧߴ

�� �� � �� ʕ
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˙ શࠃ地域Ϧʔμʔཆ成क़ ։࣮࠵੷Ұཡ

年度 ೔ఔ ձ৔ ࢪ࣮
方๏ ςʔϚ ࢣߨ

क़
生 ଐੑผ

ܭ
公
務
員

そ
の
他

)��

ୈ�ճ
5��
Ỗ

5���

ΞϧΧσΟΞࢢϲ୩ ϦΞϧ 地域Λͱり·く࣌୅のைྲྀ 大৿ɹɹከʢ౦ژ大学໊༪ڭतʣ

�� �� �

։ࣜߨ क़௕ɺओ೚ࢣߨ΄͔

大खொαϯεΧイϧʔϜ ϦΞϧ

の࣏࣮ࣗફ࿦ࢲ ࡚ాɹګฏʢݝ࡚ٶ೔ೆࢢ௕ʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ Ԭ㟒ɹণ೭ʢ๏੓大学໊༪ڭतʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ तʣڭɹय़඙ʢૣҴా大学大学Ӄ౻ޙ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ 大ਿɹɹ ʢ֮ट౎大学౦ژ大学Ӄڭतʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ পඌɹ೾ࢠʢ౦༸大学ڭतʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ
෼࣌ݖ୅のߦ੓ӡӦの方๏ ௰ɹɹୖ໵ʢҰڮ大学ڭतʣ
地方ࡒ੓のݱঢ়ͱ՝୊ খ੢࠭ઍ෉ʢؔ੢学Ӄ大学大学Ӄڭतʣ

ୈ�ճ
���
Ỗ

���
大खொαϯεΧイϧʔϜ ϦΞϧ

地域͸人ͳり 大৿ɹɹከʢ౦ژ大学໊༪ڭतʣ
உঁڞಉࢀը࣌୅の地域づくり Ԯݪͳͭࢠʢཱڭ大学ڭतʣ
ϓϨθϯςʔγϣϯݚमʢٛߨɾԋशʣ ৿ɹɹ߂٢ʢ᷂NPSJTFNJ୅දʣ
地域ίϛϡχςΟの࠶生 ໊和ాੋ඙ʢ๏੓大学ڭतʣ
地域創ൃͱ࣏ࣗମ੓ܗࡦ成 大ਿɹɹ ʢ֮ट౎大学౦ژ大学Ӄڭतʣ
Խੑ׆による地域ޫ؍ ௕ʣࣄཧہޫ؍ࡕʣ大ࡒʢʢެ޺ാɹɹߔ

ୈ�ճ
���
Ỗ

���
ொଜΞΧσϛʔࢢ ϦΞϧ

地域ɾूམのՁ஋ͱ৽͍͠地域࠶生 Ԭ㟒ɹণ೭ʢ๏੓大学໊༪ڭतʣ
ίϛϡχςΟϏδωε ੓ॴɹརࢠʢʢגʣݰ୅දऔక໾ʣ
地域ੑ׆Խに͓͚るϚʔέςΟϯάの͑ߟ方ʢߨ
ٛɾԋशʣ ౦ɹɹɹపʢཱڭ大学ڭतʣ

地域ࡁܦ॥؀͓よͼখن໛地域の人ޱਪܭ ʣࣄԽηϯλʔৗ຿ཧੑ׆ʣ地域ࡒɹਖ਼හʢʢҰ࡚ؠ

ใのޮՌతͳख๏޿ ɹ੩ాࡔ ʢ߳ /10๏人உঁڞಉࢀը͓͓たཧࣄ
௕ʣ

෱ࢱの·ͪづくり தଜɹඒ ʢ߳ ʢ༗ʣϛΧϢχόʔαϧσβイϯΦ
ϑΟεऔక໾ࣾ௕ʣ

ॅຽࢀՃͱڠಉ तʣڭਔ඙ʢ໌࣏大学ٱࢁڇ

ୈ�ճ
����

Ỗ
����

ΞϧΧσΟΞࢢϲ୩ ϦΞϧ

地域に͓͚るʮ͕ܨりʯのߏ࠶ஙͱʮډ৔ॴʯづくり পඌɹ೾ࢠʢ౦༸大学ڭतʣ
આಘ͔Βೲಘの੓ܗࡦ成΁〜ਤղߟࢥの͢͢め〜 Ұʢଟຎ大学෭学௕ʣܒɹ߃ٱ
୲͍ख育成ͱແཧ͠ͳ͍地域づくり̡ ಛผٛߨʳ ඌ໺ɹ׮ ʢ໌ʢ༗ʣΤίΧϨッδ୅දऔక໾ʣ
生の地域づくりڞͱڥ؀ तʣڭ԰大学大学Ӄݹ໺ɹխஉʢ໊ߴ
౎ࢢ೶ଜަྲྀ͕୓く೶ࢁଜ࠶生のՄೳੑ ౻ాɹ෢߂ʢ和Վࢁ大学学෦௕ɾڭतʣ
मྃऀݚमձʢ�෼Պձʣ क़௕ɾओ೚ࢣߨ

ୈ5ճ
����

Ỗ
���5

大खொαϯεΧイϧʔϜ ϦΞϧ

地域の࠶生ͱ؍ܠσβイϯ तʣڭɹय़඙ʢૣҴా大学大学Ӄ౻ޙ
地域ੑ׆Խのための৘ใԽઓུ ൧੝ɹٛಙʢܚጯٛक़大学ڭतʣ

地方創生に͚޲たࠃのಈ޲ ɹ݈څޚ ʢ࣏ ૯຿ল地域力創造άϧʔϓ地域ཱࣗ
Ԡԉ՝௕ʣ

ϑΝγϦςʔγϣϯݚमʢٛߨɾԋशʣ ੴ௩ɹխ ʢ໌᷂ੴ௩ܭըσβイϯࣄ຿ॴސ໰ʣ
地方創生の՝୊ ௣઒ɹɹ೜ʢʢҰࡒʣ地域ੑ׆Խηϯλʔཧࣄ௕ʣ
ொ޻৔の່ɹ�୅໨の��年ઓ૪〜ܦӦվֵͱ人材
育成のࢹ఺͔Β〜̡ Ӧऀに学ͿϦʔμʔγッܦ
ϓɾެ։ٛߨʳ

ਡ๚ɹࢠوʢμイϠਫ਼ػʢגʣ୅දऔక໾ʣ

�����
Ỗ

�����

ɺࢢ人٢ݝຊ۽
͋͗͞りொɺӹ৓ொɺ

ઍึொɺߴݝ࡚ٶ
੢ถྑଜ

ϦΞϧ ઌۦత地域づくりݱ地ௐࠪ

Ԭ㟒ɹণ೭ʢ๏੓大学໊༪ڭतʣ

�����
Ỗ

�����
ɺࢢɺҰؔࢢԕ໺ݝखؠ

ۚέ࡚ொɺࢵ೾ொ পඌɹ೾ࢠʢ౦༸大学ڭतʣ

�����
Ỗ

����
๺ւಓѴ઒ࢢɺ෋ྑ໺ࢢɺ
༦ுࢢɺ౦઒ொɺඒӯொ 大ਿɹɹ ʢ֮ट౎大学౦ژ大学Ӄڭतʣ

�����
Ỗ

����
ொɺڷɺཾࢢԄඒݝౡࣇࣛ

大和ଜ तʣڭɹय़඙ʢૣҴా大学大学Ӄ౻ޙ

����
Ỗ

����
Ѫ஌ݹ໊ݝ԰ࢢɺ๛ాࢢɺ
ೆ஌ଟொɺذෞࢢ্܊ݝ ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ

ୈ�ճ
�����

Ỗ
�����

大खொαϯεΧイϧʔϜ ϦΞϧ

೶ࢁଜ地域のৼڵͱ୲͍खづくり ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ
Ҡॅɾަྲྀによる地域ੑ׆Խ तʣڭɹ㟳ኚʢૣҴా大学໊༪ޱٶ
೶ړࢁଜੑ׆Խ࣮ફใࠂ ݁৓ɹొඒ༤ʢຽଏڀݚՈʣ
͜Ε͔Βの࣌୅の·ͪのັ力࠶生 ௕ࡔɹହ೭ʢྲྀ௨Պ学大学।ڭतʣ
౎ࢢのಡΈऔり方 ੢ଜɹ޾෉ʢਆܳށज़޻Պ大学ڭतʣ

地域͓͜͠ڠ力ୂ࣮ફใࠂ
্ଜɹɹ ʢོ ৽ׁݝ௕Ԭࢢதؒࢁ地域ूམࢧԉ୲

౰܎௕ʣ
খᖒɹඒلʢ৽ׁݝ௕Ԭࢢ地域͓͜͠ڠ力ୂʣ
ౡాɹ୓໻ʢ৽ׁݝ௕Ԭࢢ地域͓͜͠ڠ力ୂʣ
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ΞϧΧσΟΞࢢϲ୩ ϦΞϧ मྃϨϙʔτൃදձɾमྃࣜ क़௕ɾओ೚ࢣߨ �� �� �

3�

ୈ�ճ
5��5

Ỗ
5���

ΞϧΧσΟΞࢢϲ୩ ϦΞϧ
地域Λͱり·く࣌୅のைྲྀ ੢ଜɹ޾෉ʢਆܳށज़޻Պ大学ڭतʣ

�� �� �

の࣏࣮ࣗફ࿦ࢲ 大੢ɹल人ʢߴদࢢ௕ʣ
։ࣜߨ क़௕ɺओ೚ࢣߨ΄͔

大खொαϯεΧイϧʔϜ ϦΞϧ

θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ ాଜɹɹलʢ௕໺ཱݝ大学ڭतʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ 大ਿɹɹ ʢ֮ट౎大学౦ژ大学Ӄڭतʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ পඌɹ೾ࢠʢ౦༸大学ڭतʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ ໺ݪɹɹ୎ʢԣ඿ཱࠃ大学大学Ӄ।ڭतʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ
地方ࡒ੓のݱঢ়ͱ՝୊ খ੢࠭ઍ෉ʢؔ੢学Ӄ大学大学Ӄڭतʣ
Խੑ׆による地域ޫ؍ Ұ࿠ʢ+5*$�48*44୅දʣܡాࢁ

ୈ�ճ
����

Ỗ
����

大खொαϯεΧイϧʔϜ ϦΞϧ

ʮ౎ࢢͱ地方ʯ໰୊ͱ࿈ܞɾަྲྀの੓ܗࡦ成 大ਿɹɹ ʢ֮ट౎大学౦ژ大学Ӄڭतʣ
地域͸人ͳり 大৿ɹɹከʢ౦ژ大学໊༪ڭतʣ
౎ࢢのಡΈऔり方 ੢ଜɹ޾෉ʢਆܳށज़޻Պ大学ڭतʣ
ো͕͍ऀのϊʔϚϥイθʔγϣϯͱ·ͪづくり ௕ʣࣄ๏人Ήͦ͏ཧࢱʢࣾձ෱جɹཅࢬށ
ϓϨθϯςʔγϣϯݚमʢٛߨɾԋशʣ ৿ɹɹ߂٢ʢ᷂NPSJTFNJ୅දʣ

ୈ�ճ
���
Ỗ

����
ொଜΞΧσϛʔࢢ ϦΞϧ

෼࣌ݖ୅のߦ੓ӡӦの方๏ ௰ɹɹୖ໵ʢҰڮ大学ڭतʣ
成ख़ࣾձに͓͚るެࢪڞઃのϚωδϝϯτ ߴଜɹࢤ ʢ࢙ਇ໺্ࢢԼਫಓܦہӦ૯຿՝௕ʣ
ύブϦックεϖʔεのར׆༻ͱ地域ӡӦ อҪɹඒथʢ๏੓大学ڭतʣ
地域のັ力Λ生͔͠た·ͪづくりͱ؍ܠσβイϯ ໺ݪɹɹ୎ʢԣ඿ཱࠃ大学大学Ӄ।ڭतʣ
ίϛϡχςΟϏδωε ୅දऔక໾ʣٿɹɹ୓ʢ᷂ඒΒ地ాࢁ
地域ੑ׆Խに͓͚るϚʔέςΟϯάの͑ߟ方ʢߨ
ٛɾԋशʣ ౦ɹɹɹపʢཱڭ大学ڭतʣ

ใのޮՌతͳख๏޿ ɹ੩ాࡔ ʢ߳/10๏人உঁڞಉࢀը͓͓たཧࣄ
௕ʣ

உঁڞಉࢀը࣌୅の地域づくり ഡݪͳͭࢠʢཱڭ大学ڭतʣ
地域ίϛϡχςΟの࠶生 ໊和ాੋ඙ʢ๏੓大学ڭतʣ
ॅຽࢀՃの·ͪづくり ઙւɹٛ ʢ࣏ΈͲりの·ͪづくりηϯλʔॴ௕ʣ

ୈ�ճ
����

Ỗ
����

ΞϧΧσΟΞࢢϲ୩ ϦΞϧ

地域に͓͚るʮ͕ܨりʯのߏ࠶ஙͱʮډ৔ॴʯづくり পඌɹ೾ࢠʢ౦༸大学ڭतʣ
मྃऀݚमձʢ�෼Պձʣ क़௕ɾओ೚ࢣߨ
�֊づくり͸·ͪづくり̡ ಛผٛߨʳ ాதɹࢠݩʢ᷂άϥϯドϨϕϧ୅දऔక໾ʣ
આಘ͔Βೲಘの੓ܗࡦ成΁〜ਤղߟࢥの͢͢め〜 Ұʢଟຎ大学෭学௕ʣܒɹ߃ٱ
άϦʔϯɾπʔϦζϜによる地域づくり ౻ాɹ෢߂ʢ和Վࢁ大学学෦௕ɾڭतʣ

ୈ5ճ
����

Ỗ
����

大खொαϯεΧイϧʔϜ ϦΞϧ

地方創生の՝୊ ௽רɹҮ෉ʢʢҰࡒʣ地域ੑ׆Խηϯλʔࣄ຿ہ௕ʣ
ϩʔΧϧઢͰ地域Λؾݩに͢る方๏̡ Ӧऀに学ܦ
ͿϦʔμʔγッϓɾެ։ٛߨʳ ௗ௩ɹɹ ʢ྄͑ͪ͝τΩめ͖మಓ୅දऔక໾ࣾ௕ʣ

地域จԽΛ͔͠׆た·ͪづくり ্ాɹ༸ฏʢ࣎լཱݝ大学地域ڞ生ηϯλʔࢣߨʣ
地方創生の৽たͳల։ͱ地域の࠶生 ాଜɹɹलʢ௕໺ཱݝ大学ڭतʣ
ϑΝγϦςʔγϣϯݚमʢٛߨɾԋशʣ ੴ௩ɹխ ʢ໌᷂ੴ௩ܭըσβイϯࣄ຿ॴސ໰ʣ

����5
Ỗ

�����

෱ౡݝձ௡एদࢢɺ
ɺ੢ձ௡ொɺࢢଟ方ت

ೆձ௡ொ

ϦΞϧ ઌۦత地域づくりݱ地ௐࠪ

໺ݪɹɹ୎ʢԣ඿ཱࠃ大学大学Ӄ।ڭतʣ

�����
Ỗ

�����

෱Ԭݝ෱Ԭࢢ
ɺࢢɺ౜௡ࢢլࠤݝլࠤ

༗ాொ
ాଜɹɹलʢ௕໺ཱݝ大学ڭतʣ

�����
Ỗ

����
ɺࢢɺ࢛ສेࢢ஌ߴݝ஌ߴ

ைொɺഅ࿏ଜࠇ 大ਿɹɹ ʢ֮ट౎大学౦ژ大学Ӄڭतʣ

����
Ỗ

����

෱Ԭݝ෱Ԭࢢɺ
ా઒ࢢɺീঁࢢɺ

ɺࢢɺ෢༤ࢢլࠤݝլࠤ
ҏສཬࢢ

পඌɹ೾ࢠʢ౦༸大学ڭतʣ

�����
Ỗ

����5
ொɺݪ௡໺ொɺ౨ݝ஌ߴ
ଜߴொɺ೔ࠤ઒ொɺ౔ࠤ ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ
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年度 ೔ఔ ձ৔ ࢪ࣮
方๏ ςʔϚ ࢣߨ

क़
生 ଐੑผ

ܭ
公
務
員

そ
の
他

3�

ୈ�ճ
����

Ỗ
����

大खொαϯεΧイϧʔϜ ϦΞϧ

೶ࢁଜ地域のৼڵͱ୲͍खづくり ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ

�� �� �

Ҡॅɾަྲྀによる地域ੑ׆Խ तʣڭɹ㟳ኚʢૣҴా大学໊༪ޱٶ
͜Ε͔Βの࣌୅の·ͪのັ力࠶生 ௕ࡔɹହ೭ʢྲྀ௨Պ学大学।ڭतʣ

地域͓͜͠ڠ力ୂ࣮ફใࠂ
ը৘ใ՝ʣɺاࢢɹխ人ʢ஛ా౻ޙ
খּݪॱࢠʢ஛ాࢢ地域͓͜͠ڠ力ୂ0(ʣɺ
力ୂʣڠ地域͓͜͠ࢢւʢ஛ా޼ʑ໦ࠤ

地域ڞ生ࣾձの࣮ݱに͚ͯ޲ 大学෭学௕ʣࢱɹਖ਼थʢ೔ຊ෱ాݪ
地域のࡁܦ॥؀͓よͼখن໛地域の人ޱਪܭ ๺ଜ५Ұ࿠ʢʢҰࡒʣ地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿ཧࣄʣ

ୈ�ճ
���
Ỗ

���
ϧϙʔϧ߿ொ ϦΞϧ मྃϨϙʔτൃදձɾमྃࣜ क़௕ɾओ೚ࢣߨ

3�

ୈ�ճ ৽ܕίϩφ΢イϧεײછ঱の֦大に൐͍ɺ։ࣜߨதࢭɺࢿྉૹ付౳により࣮ࢪɻ

�� �� �

ୈ�ճ
����

Ỗ
����

大खொαϯεΧイϧʔϜ
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

࣏ࣗମの੓ܗࡦ成ͱ࿈ܞɾަྲྀ 大ਿɹɹ ʢ֮౦ژ౎ཱ大学ڭतʣ
地域͸人ͳり 大৿ɹɹከʢ౦ژ大学໊༪ڭतʣ

౎ࢢのಡΈऔり方 ੢ଜɹ޾෉ʢ ᅳላӃ大ላ৽学෦ઃஔ४උࣨ௕ɾڭ
तʣ

ίϛϡχςΟϏδωε ୅දऔక໾ʣٿɹɹ୓ʢ᷂ඒΒ地ాࢁ
ϓϨθϯςʔγϣϯݚमʢٛߨɾԋशʣ ৿ɹɹ߂٢ʢ᷂NPSJTFNJ୅දʣ

ୈ�ճ
���5

Ỗ
����

大खொαϯεΧイϧʔϜ
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

ॅຽࢀՃの·ͪづくり ઙւɹٛ ʢ࣏ΈͲりの·ͪづくりηϯλʔॴ௕ʣ
地方ࡒ੓のݱঢ়ͱ՝୊ খ੢࠭ઍ෉ʢؔ੢学Ӄ大学大学Ӄڭतʣ
Խੑ׆による地域ޫ؍ Ұ࿠ʢ+5*$�48*44୅දʣܡాࢁ
地域づくりのϓϥッτϑΥʔϜߏஙͱ࣏ࣗମ পඌɹ೾ࢠʢ౦༸大学ڭतʣ
ϛッγϣϯɿϦʔμʔのݪ఺に໭る̡ Ӧऀに学ܦ
ͿϦʔμʔγッϓɾެ։ٛߨʳ

᷂ ɹদ༤ʢాؠ ϦʔμʔγッϓίϯαϧςΟϯά
୅දʣ

άϦʔϯɾπʔϦζϜによる地域づくり ౻ాɹ෢߂ʢ和Վࢁ大学学෦௕ɾڭतʣ
৯Λ͔͠׆た·ͪづくり ాଜɹɹलʢ௕໺ཱݝ大学ڭतʣ
ϑΝγϦςʔγϣϯݚमʢٛߨɾԋशʣ ੴ௩ɹխ ʢ໌᷂ੴ௩ܭըσβイϯࣄ຿ॴސ໰ʣ

ୈ�ճ
����

Ỗ
����

大खொαϯεΧイϧʔϜ
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

உঁڞಉࢀը࣌୅の地域づくり ഡݪͳͭࢠʢཱڭ大学ڭतʣ

の࣏࣮ࣗફ࿦ࢲ খদɹɹ੓ʢ෢༤ࢢ௕ʣ

ΞϧΧσΟΞࢢϲ୩
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

地域のັ力Λ͔͠׆た·ͪづくりͱ؍ܠσβイϯ ໺ݪɹɹ୎ʢԣ඿ཱࠃ大学大学Ӄ।ڭतʣ
मྃऀݚमձʢ�෼Պձʣ क़௕ɺओ೚ࢣߨ

ʮࣗ෼͕มΘΕ͹ɺ·ͪ͸มΘる
ʵແཧのͳ͍೔ৗΛͭくるɺ౰ऀࣄの·ͪづくり
ʵʯ̡ ಛผٛߨʳ

੢ଜɹɹߒʢ᷂ϫʔクϰΟδϣϯζ୅දऔక໾ʣ

地域ੑ׆Խに͓͚るϚʔέςΟϯάの͑ߟ方ʢߨ
ٛɾԋशʣ ౦ɹɹɹపʢཱڭ大学ڭतʣ

ϓϩϞʔγϣϯの͖΄Μ〜地域ৼڵに͔͢׆Τϯ
λʔςイϯϝϯτతクϦΤイςΟブߟࢥ〜

ଜଟɹਖ਼ढ़ʢ ᷂ ϙχʔΩϟχΦϯܦӦຊ෦ΤϦΞ
ΞϥイΞϯε෦௕ʣ

આಘ͔Βೲಘの੓ܗࡦ成΁〜ਤղߟࢥの͢͢め〜 Ұʢଟຎ大学෭学௕ʣܒɹ߃ٱ
�����

Ỗ
�����

৽ׁݝ৽ׁࢢɺ௕Ԭࢢɺ
ദ࡚ࢢɺे೔ொࢢ

ϦΞϧ ઌۦత地域づくりݱ地ௐࠪ

ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ

�����
Ỗ

����5
ಙౡݝਆࢁொɺඒ೾ொ ໺ݪɹɹ୎ʢԣ඿ཱࠃ大学大学Ӄ।ڭतʣ

�����
Ỗ

�����
෱Ԭݝ෱௡ࢢɺಹՑ઒ࢢ 大ਿɹɹ ʢ֮౦ژ౎ཱ大学ڭतʣ

����
Ỗ

����
ௗऔۏݝӜொɺ

ฌݝݿ๛ԬࢢɺՃݹ઒ࢢ ాଜɹɹलʢ௕໺ཱݝ大学ڭतʣ

ୈ5ճ
�����

Ỗ
�����

8"4&%" /&0
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

෼࣌ݖ୅のߦ੓ӡӦの方๏ ௰ɹɹୖ໵ʢҰڮ大学ڭतʣ

ใのޮՌతͳख๏޿ ɹ੩ాࡔ ʢ߳ /10๏人உঁڞಉࢀը͓͓たཧࣄ
௕ʣ

地域ڞ生ࣾձの࣮ݱに͚ͯ޲ 大学෭学௕ʣࢱɹਖ਼थʢ೔ຊ෱ాݪ
ো͕͍ऀのϊʔϚϥイθʔγϣϯͱ·ͪづくり ௕ʣࣄ๏人Ήͦ͏ཧࢱʢࣾձ෱جɹཅࢬށ
成ख़ࣾձに͓͚るެࢪڞઃのϚωδϝϯτ ߴଜɹࢤ ʢ࢙ਇ໺্ࢢԼਫಓܦہӦ૯຿՝௕ʣ
地域ੑ׆Խに͓͚るϚʔέςΟϯάの͑ߟ方ʢߨ
ٛɾԋशʣ ౦ɹɹɹపʢཱڭ大学ڭतʣ

地域ίϛϡχςΟの࠶生 ໊和ాੋ඙ʢ๏੓大学ڭतʣ
地域ੑ׆Խのための৘ใԽઓུ ൧੝ɹٛಙʢܚጯٛक़大学ڭतʣ
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年度 ೔ఔ ձ৔ ࢪ࣮
方๏ ςʔϚ ࢣߨ

क़
生 ଐੑผ

ܭ
公
務
員

そ
の
他

3�

ୈ�ճ
����

Ỗ
����

大खொαϯεΧイϧʔϜ
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

೶ࢁଜ地域のৼڵͱ୲͍खづくり ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ

�� �� �

Ҡॅɾަྲྀによる地域ੑ׆Խ तʣڭɹ㟳ኚʢૣҴా大学໊༪ޱٶ
͜Ε͔Βの࣌୅の·ͪのັ力࠶生 ௕ࡔɹହ೭ʢྲྀ௨Պ学大学।ڭतʣ

地域͓͜͠ڠ力ୂ࣮ફใࠂ
ఆॅਪਐ՝ʣɺԬాɹ๕ඒʢՖࢢר৴Ұ࿠ʢՖڮߴ
ࢢר໺ɹཅհʢՖࠓ力ୂ0(ʣɺڠ地域͓͜͠ࢢר
地域͓͜͠ڠ力ୂʣ

地域จԽΛ͔͠׆た·ͪづくり ্ాɹ༸ฏʢ࣎լཱݝ大学地域ڞ生ηϯλʔࢣߨʣ
地域のࡁܦ॥؀͓よͼখن໛地域の人ޱਪܭ ๺ଜ५Ұ࿠ʢʢҰࡒʣ地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿ཧࣄʣ

ୈ�ճ
���5

Ỗ
����

ΞϧΧσΟΞࢢϲ୩
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

मྃϨϙʔτൃදձɾमྃࣜ क़௕ɾओ೚ࢣߨ

3�

ୈ�ճ
����

Ỗ
����

ΞϧΧσΟΞࢢϲ୩
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

地方創生のࠓ ௣઒ɹɹ೜ʢʢҰࡒʣ地域ੑ׆Խηϯλʔཧࣄ௕ʣ

�� �� �

の࣏࣮ࣗફ࿦ࢲ ౦ɹɹमฏʢ࢛ᑍ೅ࢢ௕ʣ
։ࣜߨ क़௕ɺओ೚ࢣߨ΄͔

地域Λͱり·く࣌୅のைྲྀ ੢ଜɹ޾෉ʢᅳላӃ大ላ৽学෦ઃஔ४උࣨ௕ɾڭ
तʣ

θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ ໺ݪɹɹ୎ʢԣ඿ཱࠃ大学大学Ӄ।ڭतʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ ถాɹ੣ ʢ࢘ᅳላӃ大ላڭतʣ
地方ࡒ੓੍度のجຊͱ࣏ࣗମのߦ੓ӡӦ খ੢࠭ઍ෉ʢؔ੢学Ӄ大学大学Ӄڭतʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ 大ਿɹɹ ʢ֮౦ژ౎ཱ大学ڭतʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ ాଜɹɹलʢ௕໺ཱݝ大学ڭतʣ
෼࣌ݖ୅のߦ੓ӡӦの方๏ ௰ɹɹୖ໵ʢҰڮ大学ڭतʣ

ୈ�ճ
5���

Ỗ
5���

大खொαϯεΧイϧʔϜ
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

࣏ࣗମの੓ܗࡦ成ͱ࿈ܞɾަྲྀɾڠಇ 大ਿɹɹ ʢ֮౦ژ౎ཱ大学ڭतʣ
地域͸人ͳり 大৿ɹɹከʢ౦ژ大学໊༪ڭतʣ

౎ࢢのಡΈऔり方 ੢ଜɹ޾෉ʢ ᅳላӃ大ላ৽学෦ઃஔ४උࣨ௕ɾڭ
तʣ

Ӧऀに学ͿϦʔμʔγッϓܦ ౬ຊɹ੖඙ʢय़འの͔॓͑͞΍୅දऔక໾ʣ
ϓϨθϯςʔγϣϯ࠲ߨʢٛߨɾԋशʣ ৿ɹɹ߂٢ʢ᷂NPSJTFNJ୅දʣ

ୈ�ճ
���5

Ỗ
����

8"4&%" /&0
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

೶ࢁଜ地域のৼڵͱ୲͍खづくり ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ
ίϛϡχςΟϏδωε ୅දऔక໾ʣٿɹɹ୓ʢ᷂ඒΒ地ాࢁ
Խੑ׆による地域ޫ؍ Ұ࿠ʢ+5*$�48*44୅දʣܡాࢁ
地域จԽΛ͔͠׆た·ͪづくり ্ాɹ༸ฏʢ࣎լཱݝ大学地域ڞ生ηϯλʔࢣߨʣ
உঁڞಉࢀըのࢹ఺͔Β͑ߟる࣋ଓՄೳͳ地域づ
くり ഡݪͳͭࢠʢཱڭ大学ڭतʣ

地域ੑ׆Խに͓͚るϚʔέςΟϯάの͑ߟ方ʢά
ϧʔϓԋशʣ ౦ɹɹɹపʢཱڭ大学ڭतʣ

ใのޮՌతͳख๏޿ ɹ੩ాࡔ ʢ߳ /10๏人உঁڞಉࢀը͓͓たཧࣄ
௕ʣ

地域ڞ生ࣾձの࣮ݱに͚ͯ޲ तʣڭຊɹଠ࿠ʢதԝ大学ٶ
;る͞ͱೲ੫Λ͔͠׆た地域ブϥϯド力の創ग़ तʣڭ大学ۀ࢈Ӭɹ༸ฏʢ۝भؠ
ো͕͍ऀのϊʔϚϥイθʔγϣϯͱ·ͪづくり ௕ʣࣄ๏人Ήͦ͏ཧࢱʢࣾձ෱جɹཅࢬށ
地域ίϛϡχςΟの࠶生 ໊和ాੋ඙ʢ๏੓大学ڭतʣ

ୈ�ճ
���5

Ỗ
����

8"4&%" /&0
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

地域づくりのϓϥッτϑΥʔϜߏஙͱ࣏ࣗମ পඌɹ೾ࢠʢ౦༸大学ڭतʣ
৯Λ͔͠׆た·ͪづくり ాଜɹɹलʢ௕໺ཱݝ大学ڭतʣ
地域ίϛϡχςΟ΁の࣏ࣗମ৬һのؔΘり方 ᓎҪɹৗ໼ʢࡁܦ࡚ߴ大学ڭतʣ
ϑΝγϦςʔγϣϯݚमʢάϧʔϓԋशʣ ੴ௩ɹխ ʢ໌᷂ੴ௩ܭըσβイϯࣄ຿ॴސ໰ʣ

ୈ5ճ
����

Ỗ
����

ΞϧΧσΟΞࢢϲ୩
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

地域のՁ஋Λߴめる؍ܠɾ౎ࢢσβイϯઓུ ໺ݪɹɹ୎ʢԣ඿ཱࠃ大学大学Ӄ।ڭतʣ
मྃऀݚमձʢ�෼Պձʣ क़௕ɺओ೚ࢣߨ

ʲಛผٛߨʳ
ᶃڭ育Ͱ地域Λ࠶生͢る〜ϝγ͕৯͑る大人Λ育
ͯるために〜
ᶄ෢༤׭ࢢຽҰମܕ学校ϓϩδΣクτɾ࣮ફใࠂ
ͱ࣭ٙԠ౴

ᶃߴᖛɹਖ਼৳ʢʢגʣ͜ ͏Ώ͏୅දऔక໾ʣ
ᶄલݪɹڡथʢʢגʣ͜ ͏Ώ͏ࣾһʣ

地域ੑ׆Խのための৘ใԽઓུ ൧੝ɹٛಙʢܚጯٛक़大学ڭतʣ
఻Θるจষのॻ͖方 ɹ୓࿕ʢ఻͑る力̡ޱࢁ ࿩͢ɾॻく rڀݚॴॴ௕ʣ

�����
Ỗ

�����

߳઒ߴݝদࢢɺ
ொɺࠤɺ౔ࢢ஌ߴݝ஌ߴ

౨ݪொɹଞ
ϦΞϧ ઌۦత地域づくりݱ地ௐࠪ ాଜɹɹलʢ௕໺ཱݝ大学ڭतʣ

�����
Ỗ

�����

๺ւಓ৿ொɺχηίொɺ
๺޿ౡࢢɺࡳຈࢢɺ

ࢢఉܙ

ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

ઌۦత地域づくりݱ地ௐࠪ 大ਿɹɹ ʢ֮౦ژ౎ཱ大学ڭतʣ

�����
Ỗ

�����
ɺ੢ถྑଜɺࢢ࡚ٶݝ࡚ٶ

೔ೆࢢ ϦΞϧ ઌۦత地域づくりݱ地ௐࠪ ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ
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他

3�

�����
Ỗ

�����

௕໺ݝ௕໺ࢢɺࢁϊ಺ொɺ
೾ொࢵݝखؠ

ʢΦϯϥイϯʣ

ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

ઌۦత地域づくりݱ地ௐࠪ ໺ݪɹɹ୎ʢԣ඿ཱࠃ大学大学Ӄ।ڭतʣ

�� �� �

����
Ỗ

����
大෼ݝӓࢢ٩ɺ஛ాࢢɺ

༝෍ࢢ
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

ઌۦత地域づくりݱ地ௐࠪ ถాɹ੣ ʢ࢘ᅳላӃ大ላڭतʣ

ୈ�ճ
����

Ỗ
����

大खொαϯεΧイϧʔϜ
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

地域のࡁܦ॥؀͓よͼখن໛地域の人ޱਪܭ ๺ଜ५Ұ࿠ʢʢҰࡒʣ地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿ཧࣄʣ
ଟ༷ͳओମによるޫ؍·ͪづくり ถాɹ੣ ʢ࢘ᅳላӃ大ላڭतʣ
͜Ε͔Βの࣌୅の·ͪのັ力創生 ௕ࡔɹହ೭ʢྲྀ௨Պ学大学।ڭतʣ

地域͓͜͠ڠ力ୂ࣮ફใࠂ
౉෦ɹହ生ʢۀ࢈ࢢ࣏ࠓ෦Ӧۀઓུ՝ఆॅަྲྀਪ
ਐ܎௕ʣɺখদɹ༸Ұʢ地域͓͜͠ڠ力ୂ0#ʣɺ஑
ాɹو ʢॆ地域͓͜͠ڠ力ୂʣ

Ҡॅɾަྲྀによる地域ੑ׆Խ तʣڭɹ㟳ኚʢૣҴా大学໊༪ޱٶ
ୈ�ճ
���5

Ỗ
����

ΞϧΧσΟΞࢢϲ୩
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

मྃϨϙʔτൃදձɾमྃࣜ क़௕ɾओ೚ࢣߨ

3�

ୈ�ճ
5���

Ỗ
5���

౦ژάϦʔϯύϨε
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

地域Λͱり·く࣌୅のைྲྀ ੢ଜɹ޾෉ʢ ᅳላӃ大ޫ؍·ͪづくり学෦௕ɺ౦
तʣڭ大学໊༪ژ

�� �� �

։ࣜߨ क़௕ɺओ೚ࢣߨ΄͔

8"4&%" /&0ϗʔϧ
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

の࣏࣮ࣗફ࿦ࢲ ट౻ɹউ ʢ࣍ݩ஛ాࢢ௕ʣ
Ϧʔμʔक़Ͱ学Μͩ͜ͱ मྃऀ͔Β
地域จԽΛ͔͠׆た·ͪづくり ্ాɹ༸ฏʢ࣎լཱݝ大学地域ڞ生ηϯλʔࢣߨʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ
地方創生の՝୊ ௣઒ɹɹ೜ʢʢҰࡒʣ地域ੑ׆Խηϯλʔཧࣄ௕ʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ ถాɹ੣ ʢ࢘ᅳላӃ大ላɹڭतʣ
఻Θるจষのॻ͖方 ɹ୓࿕ʢ఻͑る力̡ޱࢁ ࿩͢ɾॻく rڀݚॴɹॴ௕ʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ ໺ݪɹɹ୎ʢԣ඿ཱࠃ大学।ڭतʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ 大ਿɹɹ ʢ֮౦ژ౎ཱ大学ڭतʣ
θϛΦϦΤϯςʔγϣϯ ాଜɹɹलʢ௕໺ཱݝ大学ڭतʣ
Խੑ׆による地域ޫ؍ Ұ࿠ʢ+5*$�48*44୅දʣܡాࢁ

ୈ�ճ
����

Ỗ
����

8"4&%" /&0ϗʔϧ
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

地域ίϛϡχςΟ΁の࣏ࣗମ৬һのؔΘり方 ᓎҪɹৗ໼ʢࡁܦ࡚ߴ大学ڭतʣ
地域のՁ஋Λߴめる؍ܠɾ౎ࢢσβイϯઓུ ໺ݪɹɹ୎ʢԣ඿ཱࠃ大学大学Ӄ।ڭतʣ
࣏ࣗମの੓ܗࡦ成ͱ࿈ܞɾަྲྀ 大ਿɹɹ ʢ֮౦ژ౎ཱ大学ڭतʣ
地域ੑ׆Խのための৘ใԽઓུ ൧੝ɹٛಙʢܚጯٛक़大学ڭतʣ

Ӧऀに学ͿϦʔμʔγッϓ̡ܦ ެ։ٛߨʳ  ɹɹཧʢ αイϘ΢ζ᷂૊৫ઓུࣨ௕ɾLJOUPOFాࢁ
DPSQPSBUJPO୅දऔక໾෭ࣾ௕ʣ

ϓϨθϯςʔγϣϯݚमʢάϧʔϓԋशʣ ৿ɹɹ߂٢ʢ᷂NPSJTFNJ୅දʣ

ୈ�ճ
����

Ỗ
���5

8"4&%" /&0ϗʔϧ
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

౎ࢢのಡΈऔり方 ੢ଜɹ޾෉ʢᅳላӃ大ላޫ؍·ͪづくり学෦௕ɾ
तʣڭ大学໊༪ژतɺ౦ڭ

ଟ༷ͳओମによるޫ؍·ͪづくり ถాɹ੣ ʢ࢘ᅳላӃ大ላڭतʣ
人͕ू·るηϛφʔاըͱνϥγの࡞り方ʢ޿ใ
のޮՌతͳख๏ʣ ɹ੩ాࡔ ʢ߳/10๏人உঁڞಉࢀը͓͓たཧࣄ௕ʣ

෼࣌ݖ୅のߦ੓ӡӦの方๏ ௰ɹɹୖ໵ʢҰڮ大学ڭतʣ
地域ੑ׆Խに͓͚るϚʔέςΟϯάの͑ߟ方ʢά
ϧʔϓԋशʣ ౦ɹɹɹపʢཱڭ大学ڭतʣ

ίϛϡχςΟϏδωε ୅දऔక໾ʣٿձࣾඒΒ地ࣜגɹɹ୓ʢాࢁ
࣏ࣗମに͓͚る੓اࡦըの͑ߟ方〜ϩδックϞσ
ϧΛ学Ϳ〜 तʣڭ大学ࡁܦ࡚ߴɹɹపʢ౻ࠤ

地域ڞ生ࣾձの࣮ݱに͚ͯ޲ तʣڭຊɹଠ࿠ʢதԝ大学ٶ
地域づくりのϓϥッτϑΥʔϜߏஙͱ࣏ࣗମ পඌɹ೾ࢠʢ౦༸大学ڭतʣ
ো͕͍ऀのϊʔϚϥイθʔγϣϯͱ·ͪづくり ௕ʣࣄ๏人Ήͦ͏ཧࢱʢࣾձ෱جɹཅࢬށ

ୈ�ճ
����

Ỗ
���

ΞϧΧσΟΞࢢϲ୩
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

೶ࢁଜ地域のৼڵͱ୲͍खづくり ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ
मྃऀݚमձʢ�෼Պձʣ क़௕ɺओ೚ࢣߨ΄͔
ॅຽࢀՃのޫ؍ৼڵ〜୭に΋༏͍͠成޾Τίπʔ
ϦζϜ〜

ʢʢ༗ʣΦζʢւౡᕟຽくΒͿʣ୅දऔకٱوɹ࡚ߐ
໾ʣ

உঁڞಉࢀըのࢹ఺͔Β͑ߟる࣋ଓՄೳͳ地域づ
くり

ഡݪͳͭࢠʢ ಠཱߦ੓๏人ڭੑঁཱࠃ育ձؗཧࣄ
௕ʣ

地域ίϛϡχςΟの࠶生 ໊和ాੋ඙ʢ๏੓大学ڭतʣ

ୈ5ճ
����

Ỗ
����

8"4&%" /&0ϗʔϧ
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

৯Λ͔͠׆た·ͪづくり ాଜɹɹलʢ௕໺ཱݝ大学ڭतʣ
地方ࡒ੓のݱঢ়ͱ՝୊ খ੢࠭ઍ෉ʢ૯຿ল地方ࡒ੓৹ٞձձ௕ʣ
Ҡॅɾަྲྀによる地域ੑ׆Խ तʣڭɹ㟳ኚʢૣҴా大学໊༪ޱٶ

ϑΝγϦςʔγϣϯݚमʢάϧʔϓԋशʣ ੴ௩ɹխ ʢ໌ ࣜגձࣾੴ௩ܭըσβイϯࣄ຿ॴސ
໰ʣ
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3�

�����
Ỗ

�����
Ѫඤݝদࢢࢁɺ
ࢢඌಓݝౡ޿ ϦΞϧ ઌۦత地域づくりݱ地ௐࠪ ໺ݪɹɹ୎ʢԣ඿ཱࠃ大学大学Ӄ।ڭतʣ

�� �� �

�����
Ỗ

�����

௕໺ݝ௕໺ࢢɺ
৽ׁࢢߴົݝɺ
ੴ઒ݝখদࢢɺ

෱Ҫ͋ݝΘΒࢢɹ΄͔
ϦΞϧ ઌۦత地域づくりݱ地ௐࠪ ాଜɹɹलʢ௕໺ཱݝ大学ڭतʣ

�����
Ỗ

�����
ɺ৽෋ொࢢ೔ೆݝ࡚ٶ ϦΞϧ ઌۦత地域づくりݱ地ௐࠪ 大ਿɹɹ ʢ֮౦ژ౎ཱ大学ڭतʣ

�����
Ỗ

����

大ࡕ෎大ࢢࡕɺ
ಸྑݝ઒্ଜɺ

和Վلݝࢁඒ໺ொɺ
ాลࢢ

ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

ઌۦత地域づくりݱ地ௐࠪ ਤ࢘ɹ௚໵ʢ๏੓大学ڭतʣ

����
Ỗ

���5
੨৿ݝΉͭࢢɺീࢢށɺ
ࢢɺԕ໺ࢢרՖݝखؠ ϦΞϧ ઌۦత地域づくりݱ地ௐࠪ ถాɹ੣ ʢ࢘ᅳላӃ大ላڭतʣ

ୈ�ճ
�����

Ỗ
����

8"4&%" /&0ϗʔϧ
ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

地域のࡁܦ॥؀͓よͼখن໛地域の人ޱਪܭ ઒ॅɹণ ʢޫʢҰࡒʣ地域ੑ׆Խηϯλʔৗ຿ཧࣄʣ
;る͞ͱೲ੫Λ͔͠׆た地域ブϥϯド力の創ग़ तʣڭ大学ۀ࢈Ӭɹ༸ฏʢ۝भؠ
͜Ε͔Βの࣌୅の·ͪのັ力創生 ௕ࡔɹହ೭ࢯʢྲྀ௨Պ学大学।ڭतʣ

地域͓͜͠ڠ力ୂ࣮ફใࠂ
த৿ɹܙ༎ʢ୮೾ࣰاࢢࢁը૯຿෦ブϥϯドઓུ
՝ブϥϯドઓུ܎܎௕ʣ
੉ށɹ大تʢʢҰࣾʣ୮೾ࣰࢁΩϟϐλϧཧࣄʣ
Ճ౻ɹढ़رʢ୮೾ࣰࢢࢁ地域͓͜͠ڠ力ୂʣ

地域࿈ܞͱڭ育に͍ͭͯ
ੴࡔɹو ʢ໌ ࣜגձࣾϕωッηϗʔϧσΟϯάε

ϕωッηڭ育૯߹ڀݚॴڭ育ڀݚਪ
ਐࣨɹ#&3%ฤू௕ʣ

ୈ�ճ
���
Ỗ

����
ΞϧΧσΟΞࢢϲ୩

ϦΞϧɾ
Φϯϥイϯ
ซ༻

मྃϨϙʔτൃදձɾमྃࣜ क़௕ɾओ೚ࢣߨ

ʪࢀՃ地方ެஂڞମҰཡʫ

ମஂڞՃ地方ެࢀ    ��(
๺ւಓ౦઒ொɾ๺ւಓχηίொɾؠखݝՖࢢרɾؠखۚݝέ࡚ொɾؠखݝҰށொɾळాݝ༝རຊ૳ࢢɾࢁۚݝܗࢁொɾݝܗࢁখࠃொɾݝܗࢁஔ޿ࣀ域ߦ੓ࣄ
຿૊߹ɾ܈അۅݝ生ࢢɾ࡛٢ݝۄ઒ࢢɾઍ༿ࢢݝ઒ࢢɾઍ༿ࢢݪࢢݝɾઍ༿ݝ໺ాࢢɾઍ༿͍͢ݝΈࢢʢ�ʣɾઍ༿ݝ૛ࠬࢢɾ౦ژ౎೔໺ࢢɾ৽ׁݝദ࡚ࢢɾ৽
୩מݝೆҏ౾ொɾѪ஌ݝɾ੩Ԭࢢౡࡾݝɾ੩Ԭࢢ੄໺ݝന઒ொɾ੩Ԭݝෞذɾࢢඈଭݝෞذɾࢢۂઍݝɾ௕໺ࢢখ໼෦ݝࢁখੁଜɾ෋ݝསࢁɾࢢ઒ڕࢳݝׁ
Խηϯλʔੑ׆ɾ地域ࢢ޷ࡾݝɾಙౡࢢਅఉݝࢁɾԬࢢࢁࣰݝݿɾฌࢢ౎෎ҁ෦ژʢ�ʣɾࢢࢁ౎෎෱஌ژɾࢢখ຀ݝɾѪ஌ࢢ૔ؠݝɾѪ஌ࢢ඿ߴݝɾѪ஌ࢢ

ମஂڞՃ地方ެࢀ    �3
๺ւಓ౦઒ொɾ๺ւಓඒຈொɾؠखۚݝέ࡚ொɾؠखݝҰށொɾळాݝ༝རຊ૳ࢢɾࢁۚݝܗࢁொɾҵ৓ݹݝՏࢢɾҵ৓ࡩݝ઒ࢢɾಢ໦ݝ໼൘ࢢɾ܈അۅݝ
生ࢢɾ࡛ݝۄ઒ӽࢢɾ࡛ݝۄ௽ϲౡࢢɾ࡛٢ݝۄ઒ࢢɾઍ༿ࢢݝ઒ࢢɾઍ༿ݝӜ҆ࢢɾઍ༿ݝ໺ాࢢɾઍ༿ݝനҪࢢɾઍ༿͍͢ݝΈࢢʢ�ʣɾઍ༿ݝ૛ࠬࢢɾ౦
ɾࢢ୩מݝɾѪ஌ࢢౡࡾݝന઒ொɾ੩Ԭݝෞذɾࢢ্܊ݝෞذখւொɾݝɾ௕໺ࢢۂઍݝɾ௕໺ࢢখ໼෦ݝࢁɾ෋ࢢ઒ڕࢳݝɾ৽ׁࢢദ࡚ݝɾ৽ׁࢢ౎೔໺ژ
Ѫ஌ߴݝ඿ࢢɾѪ஌ؠݝ૔ࢢɾѪ஌ݝখ຀ࢢɾ࣎լྑߕݝொɾژ౎෎෱஌ࢢࢁʢ�ʣɾԬݝࢁਅఉࢢɾಙౡࢢ޷ࡾݝɾѪඤݝീ഼඿ࢢɾѪඤݝ੢༧ࢢ

ମஂڞՃ地方ެࢀ    �3
๺ւಓժࣨொɾݝܗࢁஔ޿ࣀ域ߦ੓ࣄ຿૊߹ɾࢁۚݝܗࢁொɾ܈അݝଠాࢢɾઍ༿ࢢݝ઒ࢢɾઍ༿ݝ໺ాࢢɾઍ༿ࢢݪࢢݝɾ౦ژ౎೔໺ࢢɾ෱Ҫݝɾ௕໺ݝ
খւொɾ੩Ԭݝ੄໺ࢢɾѪ஌ݝখ຀ࢢɾѪ஌ߴݝ඿ࢢɾژ౎෎෱஌ࢢࢁɾฌݝݿ୮೾ࣰࢢࢁɾݝޱࢁप๷大ౡொɾಙౡࢢ޷ࡾݝɾ௕࡚ݝʢ�ʣɾੴԬ地۠##4ձ

ʲҵ৓ݝੴԬࢢ ɾr/10๏人͓ؾݩಧ͚ୂ̡ ௕໺ݝઍࢢۂʳ

ମஂڞՃ地方ެࢀ    �3
ࢢݝখࣛ໺ொɾઍ༿ݝۄɾ࡛ࢢ٢઒ݝۄɾ࡛ࢢՃਢݝۄɾ࡛ࢢଠాݝഅ܈ɾࢢक୩ݝொɾҵ৓ࢁۚݝܗࢁɾࢢ༝རຊ૳ݝொɾळాށҰݝखؠϲ࡚ொɾۚݝखؠ
઒ࢢɾઍ༿ݝ૛ࠬࢢɾਆಸ઒ݝ大Ҫொɾ৽ׁݝദ࡚ࢢɾذෞݝന઒ொɾ੩Ԭݝ੄໺ࢢɾѪ஌מݝ୩ࢢɾѪ஌ݝখ຀ࢢɾѪ஌ߴݝ඿ࢢɾѪ஌ݝ௕ٱखࢢɾژ౎෎
෱஌ࢢࢁʢ�ʣɾฌࢢాࡾݝݿɾಸྑݝ઒্ଜɾԬݝࢁਅఉࢢɾಙౡࢢ޷ࡾݝɾ௕࡚ݝʢ�ʣɾݝ࡚ٶԆԬࢢɾߴݝ࡚ٶುொɾʢגʣ෋ࢢࢁຽϓϥβ̡ ෋ݝࢁ෋ࢢࢁʳ

ମஂڞՃ地方ެࢀ    �3
๺ւಓχηίொɾؠखۚݝϲ࡚ொɾळాݝ༝རຊ૳ࢢɾݝܗࢁ௽Ԭࢢɾࢁۚݝܗࢁொɾҵ৓ݹݝՏࢢɾ࡛ݝۄ和ޫࢢɾઍ༿ࢢݝ઒ࢢɾઍ༿ݝ૛ࠬࢢɾ෋ݝࢁ
খ໼෦ࢢɾ෱Ҫݝɾذෞݝന઒ொɾ੩Ԭݝ੄໺ࢢɾѪ஌מݝ୩ࢢɾѪ஌ߴݝ඿ࢢɾѪ஌ؠݝ૔ࢢɾژ౎෎෱஌ࢢࢁɾಸྑྕ޿ݝொɾ௕࡚ݝ
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ஂମ໊ ఆక݁年݄೔ڠ Ξクγϣϯϓϥϯ
ఆ年度ࡦ

൐૸ࢧܕԉۀࣄ
年度ࢪ࣮ ओͳऔ૊

ઍ༿͍͢ݝΈࢢ )������� )�� )��

ฏ成��年度に͍͢Έࢢ৬һ͕ԣஅతͳ࿈ܞମ੍Λཱ֬͢る͜ͱΛ໨త
ͱ͠ ʮ͍ͯ͢Έ地域Ϧʔμʔཆ成क़ʯΛ։͠࠵たɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ͍͢Έ地域Ϧʔμʔཆ成क़

ळాݝ༝རຊ૳ࢢ )������� )�� )��〜 3�

ʮ学ͼɾ͍ޓにͭͳ͕る৔づくりʯʮࢢຽͱڞにาΉ৬һ育成ʯʮࢢຽͱ
ຽΛର৅に地ࢢづ͖ɺ৬һجにาΉମ੍づくりʯの̏ͭのபにڞ੓͕ߦ
域Λ୲͏人材育成ۀࣄΛ࣮͠ࢪたɻ

ʮر๬׆ಈ࣮ફऀʯͱఆٛ͠たʮ地域のকདྷにر๬Λ࣋ͪͭͭࣗΒ͕͑ߟ
るͤ޾に׆͚ͯ޲ಈ͢る人たͪʯΛ૿΍͢׆ಈΛͬߦたɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾର࿩Λ௨ͯ͠ࢹ໺Λ͛޿るݚमʮະདྷϥϘʯʮΏり΄Μφイτʯ
ɾ༝རຊ૳ࢢΛ஌るݚम
ɾ৬һ͕ௌく఻͑る͑ߟる࢟੎Λ学Ϳʮԣ݁人ࡒ育成࠲ߨʯ

ࢢࢁ౎෎෱஌ژ )������� 3� 3�〜 3�

म͸ݚ͚޲Λɺ৬һۀࣄԉࢧܕम͸地方創生人材育成൐૸ݚ͚޲ຽࢢ
人材育成ύッέʔδϓϩάϥϜΛ׆༻͠ɺࢢຽͱߦ੓によるʮڠಇの·
ͪづくりʯに͚޲たݚमΛ͍ߦ人材育成にऔり૊ΜͰ͍るɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ·ͪづくり࠲ஊձ
ɾର࿩ɾίϛϡχέʔγϣϯݚम
ɾ࣍ੈ୅ަྲྀϫʔクγϣッϓ
ɾएऀ·ͪづくりະདྷϥϘ

ࢢ๺ైݝསࢁ )������� ʕ ʕ

地方創生に͚޲たத֩人材の育成ٴͼ๺ైࢢ人材育成جຊ方਑Ͱఆめ
るશͯの৬һにٻめΒΕる5ͭのೳ力の։ൃͱ্޲Λਤるためɺ͍޿
৬��〜�5年໨の৬һにࡏमϓϩάϥϜΛݚた͠ࢦΛ໨্޲໺Ͱೳ力ࢹ
ର͍ͯͬ͠ߦるɻ

ʲ5ͭのೳ力ʳ
ʢ�ʣ੓ܗࡦ成ೳ力
ʢ�ʣҙܾࢥఆೳ力
ʢ�ʣ৘ใ׆༻ೳ力
ʢ�ʣϚωδϝϯτೳ力
ʢ5ʣؔ ஙೳ力ߏ܎

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾձٞのৼڵに໾ཱͭʂϑΝγϦςʔγϣϯݚम
ɾଞ࣏ࣗମのྫࣄΛ学Ϳʂର࿩Ͱ地域Λ͗ܨɺ·ͪのະདྷΛͭくるӹ
育ϓϩδΣクτڭձࣾࢢా
ɾެ຿һにඞཁͳσβイϯ力ͱϥイϑϋック
ɾٻࠓめΒΕるϦʔμʔ૾に͍ͭͯ

੩Ԭࡾݝౡࢢ )������� )�� )��〜 3�

੓ɺຽؒΛ໰Θͣߦの֩ͱͳる人材Λ育成͢るためɺۀا੓ͱຽؒߦ
人材Λެืɾબग़ ʮ͠νʔϜࡾౡʯͱ༷ͯ͠ʑͳ࠲ߨΛड͠ߨたɻ·たɺ
地域಺֎のώτɾϞϊɾίτΛ͗ܨɺ৽たͳՁ஋Λ創造͢る৮ഔػೳ
ΛՌたͤる人材Λ育成͢るためɺ૯߹ܭըのࡦఆͱ߹Θͤる͜ͱͰক
དྷのϏδϣϯܗ成Λ୲͏人材育成に औり૊Μͩɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾΈ͠·׭ຽ࿈ܞ·ͪづくりࣨڀݚ

ࢢࢢ೔࢛ݝॏࡾ )������� ʕ ʕ

ி಺ۀ຿のσδλϧԽΛਪਐ͠ޮ཰ԽΛਤるためɺ*$5Λ׆༻ͯ͠ɺۀ
຿Λվળ͠た͍ͱ͍͏ϚイϯドΛ࣋ͬた৬һΛཆ成͢るηϛφʔΛ։
たɻ͠࠵

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾಇ͖方վֵ࿈ଓݚम

域޿ࣀஔݝܗࢁ
߹຿૊ࣄ੓ߦ )���5��� ʕ ʕ

ஔࣀ地域の̏̑ࢢொͰߏ成͞Ε͓ͯりɺ֤ࢢொ͕Ұମͱͳͬͯ՝୊౳
のղܾͱ޿域࿈ܞΛਂめるためにʮ޿域࿈ۀࣄܞʯΛ࣮͍ͯ͠ࢪるɻ令
和ݩ年度͔Βɺ౦ژ౎۠ߓͱڞにɺԕִ࣏ࣗମؒ࿈ܞΛ学ͼަྲྀ͢る
ためのۀࣄΛ։͍࢝ͯ͠るɻ
·たɺஔࣀ地域͕কདྷにΘたͬͯ地域׆力Λ࣋ଓɾൃలͤ͞るためɺ
ஔࣀ地域のॅຽΛର৅ͱͯ͠ɺ地域づくりのୈҰาͱͳるためのۀࣄ
ͱ͠ ʮͯ人ͱ地域Λͭͳ͙ۀࣄʯΛ࣮͍ͯ͠ࢪるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾஔ̑ࢢ̏ࣀொٴͼ۠ߓ৬һର৅のू߹ݚम
ɾ人ͱ地域Λͭͳ͙ۀࣄडऀߨର৅࠲ߨ

˙ ࿈ڠܞఆక݁ஂମҰཡ
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ஂମ໊ ఆక݁年݄೔ڠ Ξクγϣϯϓϥϯ
ఆ年度ࡦ

൐૸ࢧܕԉۀࣄ
年度ࢪ࣮ ओͳऔ૊

ౡࠜݝ൧ೆொ )������ 3� 3�〜 3�

ʮॅຽ͕ओ໾のڠಇの·ͪづくりʯΛਐめ͓ͯりɺॅຽのࢀըによͬͯ
育ͯる·ͪΛ࣮͢ݱるためにඞཁͳʮώτɾϞϊɾίτΛͭͳ͛る人材

ʢԣ۲人材ʣʯの育成Λਤるためにɺॅຽۀࣄ͚޲ͱ৬һݚ͚޲मΛ࣮ࢪ
͍ͯ͠るɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ֊૚ผ৬һݚमձ
ɾॅຽ࠲ߨ͚޲ʮώτΧϥイイφϯʯ˞ ༗ࢤの৬һ΋ࢀՃ
ɾώτΧϥଔۀ生ϑΥϩʔΞッϓ࠲ߨ

ࢢՃਢݝۄ࡛ )������ ʕ ʕ

地域ࠃमʢશݚの࠵Խηϯλʔओੑ׆ͱ地域ࢪमの࣮ݚの৬һ࠵ओࢢ
Ϧʔμʔཆ成क़ɺ地方創生ηϛφʔʣ΁ࢀՃ͍ͯ͠るɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ৬һݚ͚޲म
ɾࢢຽஂମߨ͚޲ԋձ

੩Ԭݝ຀೭ࢢݪ )������ )�� )��〜 3�

ʮର࿩によるڠಇの·ͪづくりʯΛߋにਂԽͤ͞るͱͱ΋にɺ地域ɾຽ
ؒͱ࿈͠ܞたݚमにࢀՃ͢る͜ͱͰɺ地域の·ͪづくりΛੵۃతにਐ
めるためのத৺人෺ͱͯ͠の地域づくり׆ಈΛઌಋ͢る৬һの育成ͱɺ
׆創͠ͳ͕Βɺॅຽओମのڠɾܞ੓಺෦に͓͍֤ͯ෦ॺͱのԣஅ࿈ߦ
ಈΛ͑ߦる人材Λ育成͢る͜ͱΛ໨తにɺݚमΛ࣮͍ͯ͠ࢪるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ地域ੑ׆Խɾޫ؍·ͪづくり࠲ߨ
ɾެຽ࿈ܞ·ͪづくりݚम

ࢢ٠஑ݝຊ۽ )������5 3� 3�〜 3�

ɺ人材育成にऔり͠ࢦͰ͖る૊৫Λ໨ݙߩͱ地域のൃలにͤ޾ຽのࢢ
૊ΜͰ͍るɻ৬һ૬ޓの࿈ڞܞಇ͢る෩౔Λৢ成͢るͱͱ΋にɺ地域

ʢࢢຽʣͱڞ創ͯ͠՝୊Λղܾ࣋͠ଓՄೳͳ·ͪづくりΛ͜͏ߦͱ͕Ͱ
͖る৬һΛ育成͢るためɺ؅ཧ৬ݚमͱݚװجमΛ࣮͍ͯ͠ࢪるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ʪ؅ཧ৬ݚमʢ՝௕ڃɺ՝௕ิڃࠤʣʫ
ɾϦʔμʔγッϓɺϦεクϚωδϝϯτݚमʢ年̒ճʣ

ʪݚװجमʢ܎௕ڃҎԼʣʫ
ɾϑΥϩϫʔγッϓɺΩϟϦΞܗ成ݚमʢ年̒ճʣ

ฌݝݿொଜձ )�������� ʕ ʕ ৬һ͕地域ੑ׆Խηϯλʔओ࠵の地方創生ηϛφʔΛ͸͡めͱ͢る֎
෦ݚमにࢀՃ͢るࡍのडߨྉΛॿ成͍ͯ͠るɻ

ಢ໦ݝொଜձ )������� ʕ ʕ

ܗࡦΛ໨తにɺ੓্޲力のߦը力΍࣮اԼ��ொ৬һΛର৅ͱͯ͠ɺݝ
成のࢹ఺΍ϑΝγϦςʔγϣϯのख๏౳ɺ༷ʑͳςʔϚͰຖճҟͳる
域Ͱ人材育成にऔり૊Ή͜޿るɻ͍ͯ͠ࢪɾάϧʔϓϫʔクΛ࣮ٛߨ
ͱͰଟ༷ͳ学ͼ΍ؾづ͖Λಘるͱͱ΋にɺࢀՃऀಉ࢜のԣのͭͳ͕り
Λܗ成͢る͜ͱΛ໨͍ͯ͠ࢦるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾެ຿һのσβイϯ࠲ߨ
ɾ地域ࡁܦ॥؀෼ੳ࠲ߨ
ɾ੓ܗࡦ成のࢹ఺͔Β͑ߟる地域づくり    ͳͲ

ळాݝに͔΄ࢢ )�����5 ʕ ʕ

ຽҰ人ͻͱり͕ϓϨイϠʔͱͳͬͯɺࢢ৬һ͚ͩͰͳくɺ地域にॅΉࢢ
ະདྷのに͔΄ࢢΛҰॹにͭくり͍͋͛ͯくڠಇのମ੍Λ໨͍ͯ͠ࢦるɻ
ͳ͕ΒɺैདྷのॎׂりΛଧ͛޿るͱͱ΋に人຺Λ͢ࡧくԣに஌Λ୳޿
ഁ͠た෦ॺԣஅతͳऔ૊΍ɺ׭ຽύʔτφʔγッϓのߋͳるల։ͳͲ
クϦΤイςΟブͳ地方創生ࡦࢪΛਪਐͰ͖る人材育成Λ࣮͍ͯ͠ࢪるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾϑΥτΦブβϕʔγϣϯϫʔクγϣッϓ

࣎լݝ౦ۙࢢߐ 3��5�� 3� 3�〜 3�

ΛͭくるڥΛ地域のதͰ͔ͳ͑ΒΕるよ͏ͳ؀͍ࢥຽҰ人ͻͱりのࢢ
͜ͱͰɺࢢຽͱ·ͪͱのڑ཭ΛॖめɺγϏックϓϥイドにཱ͠٭た地
域の࣮ݱΛ໨͍ͯ͠ࢦるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ地域づくり人材育成Ξクγϣϯϓϥϯݚमձ
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ஂମ໊ ఆక݁年݄೔ڠ Ξクγϣϯϓϥϯ
ఆ年度ࡦ

൐૸ࢧܕԉۀࣄ
年度ࢪ࣮ ओͳऔ૊

ಙౡݝொଜձ 3�����
ʢ֮ॻΛక݁ʣ ʕ ʕ

地方創生΍人ݮޱগࠀ෰に͚޲ɺ༷ʑͳ՝୊Λਖ਼֬に෼ੳ͠ɺऔり૊
Ή΂͖ࡦࢪΛཱҊɾ࣮͢ߦる力Λशಘ͢るͱͱ΋にɺݝ಺ொଜのएख
৬һの࿈ڧܞԽΛ໨తͱ͠たʮएख৬һ育成ۀࣄʯΛ࣮͍ͯ͠ࢪるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾएख৬һ育成ۀࣄ

෱ౡݝ୨૔ொ 3������ ʕ ʕ

ଟ༷Խ͢る地域の՝୊にରԠ͠ɺॅຽͱऀۀࣄɺߦ੓౳͕Ұମͱͳͬ
たڠಇの·ͪづくりΛߏங͢るためʮର࿩ʯͰਐめる·ͪづくり人づく
りΛجຊςʔϚͱ͠た人材育成Λ࣮͍ͯ͠ࢪるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ؅ཧ৬͚޲Ϛωδϝϯτݚम
ɾҰൠ৬һ͚޲ΩϟϦΞܗ成ݚम
ɾγΰτ͕มΘるδブϯ͕ม͑る 〜׭ຽ྆方͔Β͑ݟた令和࣌୅のಇ
͖方〜

౦ژ౎۠ߓ 3������� ʕ ʕ
શ֤ࠃ地域ͱの࿈ܞΛよりҰ૚ଅਐ͢るためɺ͕۠ߓਐめるશ֤ࠃ地
域ͱの࿈ܞにؔ͢るϊ΢ϋ΢ͱ地域ੑ׆Խηϯλʔ͕ഓ͖ͬͯた地方
創生にؔ͢るϊ΢ϋ΢Λ׆༻͠たऔ૊Λڞ༗͠࿈ܞΛ͍ͯͬߦるɻ

ฌݝݿ 3������� ʕ ʕ

Ϗδϣϯに͓͍ظ௕ݿฌلੈ�� ʮͯ創造తࢢຽࣾձʯにʮ࣍୅Λ͑ࢧ௅
ઓ͢る人Λ創るʯ͜ ͱΛকདྷ૾ͱͯ͛͠ܝɺ՝୊に௅ઓ͢るҙཉΛ࣋
ͪɺ地域΍ࣾձの࣋ଓͱൃలに͏͠ݙߩる人͕育ͭฌݿΛ໨͍ͯ͠ࢦ
るɻ

ౡࠜݝ 3������� ʕ ʕ

る地方͢࠵Խηϯλʔ͕ओੑ׆ொଜ৬һにରͯ͠ɺ地域ࢢͼٴ৬һݝ
創生ηϛφʔのडקߨ঑Λ͢るͱͱ΋にɺडߨྉのॿ成Λ͍ͯͬߦるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾʮؔ܎人ޱͱ地域づくりʯΛςʔϚͱͯ͠ݝɾࢢொଜ৬һ߹ಉηϛ
φʔΛ։͢࠵る༧ఆʢౡࠜݚ࣏ࣗݝमॴओ࠵ɺ地域ੑ׆Խηϯλʔڞ
ʣ࠵

্࠷ݝܗࢁ
૯߹ࢧி 3������ ʕ ʕ

ி৬һΛର৅ͱͯ͠ɺࢧ߹૯্࠷ொଜ৬һɺࢢॴһɺڀݚࡦ地域੓্࠷
地域՝୊のௐࠪڀݚのख๏Λशಘ͢るݚम΍ɺ՝୊ରԠࡦࢪのاը力
るɻ͍ͯ͠ࢪमΛ࣮ݚ͢ࢦΛ໨্޲

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾएऀのճٴؼͼఆணに͍ͭͯ
ɾεϞʔϧεςッϓ͔Β࢝めるࢪ࣮ۀࣄに͍ͭͯ

ௗऔۏݝӜொ
ʢத෦ʣɺ

ೆ෦ொʢ੢෦ʣ
3����� 3� 3�〜 35

令和̎年度にɺௗऔݝɺௗऔݝொଜձɺެӹஂࡒ๏人೔ຊٴஂࡒͼ地
域ੑ׆Խηϯλʔの̐ऀよる人材育成にؔ͢る࿈ڠܞఆΛక݁͠ɺݝ
಺த෦の̏ொͱ੢෦の̓ொଜɺ̎ͭの地域ͰͦΕͧΕॳのෳ਺ொଜに
よるΞクγϣϯϓϥϯΛ࡞成͍ͯ͠るɻ
令和̏年度͔Β͸̎ͭの地域Ͱ֤ொଜ͕࿈ͯ͠ܞɺ࣌୅のมԽのܹ͠
͞にରԠͰ͖る人材の育成Λਐめ͍ͯるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾۏӜொʢத෦ʣɿϑΝγϦςʔγϣϯ࠲ߨɺ੓اࡦը力ཆ成࠲ߨɺ৬
һؒۀࣄϨϏϡʔ
ɾೆ෦ொʢ੢෦ʣɿ͔ૅجΒ学΂る໰୊ൃݟɾղܾ力࠲ߨɺ৘ใऩूɾ
෼ੳ力ݚ্޲मɺϓϨθϯςʔγϣϯݚम

ౡࠜݝւ࢜ொ 3������� ʕ ʕ

શࠃの地方ެஂڞମ৬һͳͲΛର৅ͱͯ͠ɺւ࢜ொͰ࣮ફతͳ学ͼΛ
ਂめɺ·ͪづくり΍ۀ࢈ৼڵΛݗҾ͢る人材のཆ成Λ͏ߦ༧ఆɻ͞Β
にɺ地方ެஂڞମの࿮Λ௒͑たωッτϫʔクの֦大にऔり૊ΜͰ͍くɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ地方創生࣮ફक़

෱Ҫߴݝ඿ொ 3����� ʕ ʕ

学ͼɾڞ創ɾελʔτΞッϓのϋブΛ୲͏࣏ࣗମ৬һ΍地域·ͪづく
り人材ɺ地域Ͱのʮ4PDJBM 8FMM�CFJOH人材ʯの育成Λ໨తͱͯ͠ɺݚम
Λ࣮͍ͯ͠ࢪるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾϥイϑελイϧσβイϯձٞ
ɾ৬һݚम
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ஂମ໊ ఆక݁年݄೔ڠ Ξクγϣϯϓϥϯ
ఆ年度ࡦ

൐૸ࢧܕԉۀࣄ
年度ࢪ࣮ ओͳऔ૊

ࢢ஌ߴݝ஌ߴ 3������ 3� 3�〜 35

地域಺֎͔Βଟ༻ͳ人ࡒのൃ۷Λਐめるͱͱ΋にɺ地域಺Ͱࣗൃతͳ
Խにऔり૊Ή地域ੑ׆૊Έづくりͱকདྷతに地域࢓ಈΛଅ͢ためのߦ
ଆの人ࡒ育成Λ࣮͢ࢪるɻซͤͯɺ地域ॅຽͱͱ΋にৼܭڵըΛਪਐ
͍ͯ͠くߦ੓ଆの人ࡒ育成Λ࣮͢ࢪるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ地域͓͜͠学校ʮ͜͏ͪΈ·ָͤࣷʯʢ௨ৗࣨڭʣ
ɾ地域͓͜͠学校ʮ͜͏ͪΈ·ָͤࣷʯʢϓϨϛΞϜクϥεʣ

ฏ生ொݝޱࢁ 3������ 3� 3�〜 3�

ʮࣗΒのڧΈΛ生͔ͯ͠௅ઓ͠·ͪΛসإにͰ͖る৬һʯの育成Λ໨ࢦ
͠ɺ人材׆༻力ɺίϛϡχέʔγϣϯ力ɺϦʔμʔγッϓ力ɺ໰୊ղ
ܾ力ɺϚωδϝϯτ力ɺۀ຿਱ߦ力ΛΛ਎に付͚るݚमΛ࣮͍ͯ͠ࢪ
るɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ίϛϡχέʔγϣϯ�Ϛωδϝϯτݚम
ᶃϨΰ�γϦΞεϓϨイ�
ᶄؔੑ܎ͱύϑΥʔϚϯε
ᶅ人Λಈػづ͚る&2
ᶆײڞのඞཁੑͱ͋りた͍૊৫の࢟

෋ݝࢁ 3������� ʕ ʕ

人ݮޱগɾগྸߴࢠԽ͕ਐΉதɺϏϤϯドɾίϩφΛݟਾ͑ɺ৽たͳ
࣌୅のྲྀΕΛऔりೖΕͳ͕Β࣍ੈ୅のՁ஋Λ生Ή人材の育成Λ࣮͠ࢪ
͍ͯくɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ人ݮޱগ࣌୅の地域づくりͱίϩφޙのల๬

ொݪߴਆੴݝౡ޿ 3������� ʕ ʕ

ொ৬һɾ地域ॅຽΛର৅ͱͯ͠ɺ·ͪづくりΛࣗ෼ࣄԽ͠ɺڠಇの·
ͪづくりΛ͞Βにਪਐ͢るための人材育成にऔり૊ΜͰ͍るɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾڠಇのߋͳるਂԽに͚ͯ޲

෱Ԭݝஜલொ 3������� 3� 3�〜 3�

৬һ͕ओମతにߦಈʢ׼Λ͔͖ʣ͠ ɺ͏͋͠ײڞ৬৔づくりͱͱ΋にɺ
地域Ѫɾڷ౔ѪΛ͍࣋ͪڧ৘೤Λ࣋ͬͯॅຽͱͱ΋に·ͪづくりに௅
Ή৬һの育成のऔり૊ΜͰ͍るɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ̨̙̜͂ϫʔクγϣッϓ
ɾίϛϡχέʔγϣϯݚम

ݝ஌ߴ 3������ ʕ ʕ

地域のためにߦಈͰ͖る人材΍ޙࠓのूམ׆ಈΛ͑ࢧる人材Λ育成͢
るためɺूམ׆ಈηϯλʔΛڌ఺にɺ࠲学ٴͼϑΟʔϧドϫʔクのݚ
मػձΛઃ͚るʮ地域づくり人材育成ۀࣄʯΛ࣮͍ͯ͠ࢪくɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ地域Ϧʔμʔ育成ηϛφʔ

Ѫඤݝҏ༧ࢢ 3������ ʕ ʕ

ηϯλʔ͕ओ͢࠵るηϛφʔのडߨɺҏ༧ࢢΛϑΟʔϧドͱ͠たؔ܎
人ޱʢϫʔέʔγϣϯʣにؔ͢るऔり૊Έのଞɺηϯλʔͱの૬ޓイϯ
λʔϯͳͲΛ௨͡たऔり૊ΈΛ࣮͍ͯ͠ࢪくɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ人ޱਪܭ地域ࡁܦ॥؀෼ੳݚम

๺ւಓ๺ేࢢ 3��5��� 3� 3�〜 35

令和̎年度にࡦఆ͠た人材育成Ξクγϣϯϓϥϯにجづ͖ɺ๺ేࢢ地
域づくり人材育成ۀࣄΛ࣮͢ࢪるɻซͤͯɺएख৬һΛத৺に૊৫͢
るษڧձの࣮ࢪに͠ࡍηϯλʔ͔ΒのॿݴΛड͚るɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ୭΋͕ڧΈΛ͔ͯͤ׆学ͼに͕ܨる̐ςʔϚʢ࣮຿ܥɺϊ΢ϋ΢ܥɺ
Ձ஋創造ܥɺ૬ޓཧղܥʣͰのݚम

和Վ۝ݝࢁ度ࢁொ 3��5��� 3� 3�〜 3�

令和̏年度にࡦఆ͠た人材育成Ξクγϣϯϓϥϯにجづ͖ɺ৬һΛର
৅に͠た֎෦ݚؔػम೿ٴݣͼி಺ݚमΛ࣮͢ࢪるɻηϯλʔ͕࣮ࢪ
͢るηϛφʔ΍࣮ફक़にࢀՃ͢る౳ɺ֎のڥ؀に;ΕるػձΛ創ग़͠
͍ͯくɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾഇ校Λ׆༻͠たϑΟʔϧドϫʔク
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ஂମ໊ ఆక݁年݄೔ڠ Ξクγϣϯϓϥϯ
ఆ年度ࡦ

൐૸ࢧܕԉۀࣄ
年度ࢪ࣮ ओͳऔ૊

࣎լݝ೔໺ொ 3����� 3� 3�〜 3�

೔໺ொ͕໨ࢦ ʮ͢୭΋ً͕く·ͪ೔໺ʯΛ୲͏த֩人材Λ育成͢るためɺ
࣎լཱݝ大学ͱ地域ੑ׆Խηϯλʔの�ऀڠಇͰのۀࣄΛ人材育成Ξ
クγϣϯϓϥϯにجづ͖࣮͢ࢪるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ࣎լཱݝ大学によるʮ地域σβイϯ#࠲ߨʯ
ɾ৬һのϑΝγϦςʔγϣϯ力ཆ成ݚम

߳઒ݝ 3������ ʕ ʕ

߳઒͕ݝ໨͢ࢦɺݝ৬һの্޲࣭ࢿ΍ࢢொͱの࿈ܞମ੍ߏஙΛ໨తͱ
͠ɺٴݝͼࢢொ৬һ͕߹ಉͰ&#1.にجづく੓ܗࡦ成ηϛφʔΛηϯ
λʔͱ࿈͢ࢪ࣮ͯ͠ܞるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾ੓ཱࡦҊ࠲ߨ

๺ւಓժࣨொ 3������ 3� 3�〜 3�

令和̏年度にࡦఆ͠た人材育成Ξクγϣϯϓϥϯにجづ͖ɺ৬һΛର
৅に͠たϑΝγϦςʔγϣϯ΍ର࿩ΛςʔϚに͠たݚमのଞɺಇ͖方
վֵ΍%9にؔ͢る஌ݟΛ学Ϳ֊૚ผのݚमΛ࣮͢ࢪるɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾʮ大มֵ࣌୅に͓͚るެ຿һのಇ͖方ͱ͑ߟ方ʯݚम

੢઒ொݝܗࢁ 3������ ʕ ʕ

੢઒ொ৬һٴͼॅຽΛର৅に͠たλ΢ϯϛʔςΟϯάの։࠵΍৬һの
人材育成ݚमΛ࣮͍ͯ͠ࢪくɻொ৬һΛηϯλʔ͕ओ͢࠵るʮΩϟϦΞ
։ൃक़ʯ΁の೿ݣΛ͸͡めͱ͢る֎のۭؾに৮ΕるػձΛ創ग़͢るͱͱ
΋にɺ֎෦͔Β΋੓ࡦΞドόイβʔΛটᡈ͠ɺؔ܎人ޱのߏஙに͚޲
たऔり૊ΈΛਪਐ͍ͯ͠くɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾλ΢ϯϛʔςΟϯά

ݝౡࣇࣛ 3������ ʕ ʕ

による࣋ଓՄೳͳ্޲΍૊৫力の্޲࣭ࢿɺ৬һの͢ࢦ໨͕ݝౡࣇࣛ
ࢪ࣮ͯ͠ܞԽηϯλʔͱ࿈ੑ׆ӦΛ໨తͱ͠たऔり૊ΈΛ地域ܦ੓ߦ
͍ͯ͠くɻ
ொଜ৬һΛର৅に͠たϋイブϦッτηϛφʔࢢͼٴݝた͠༺׆೔Λٳ
の։࠵ɺٴݝͼࢢொଜ৬һ߹ಉͰの地域՝୊ղܾに͚޲たڞ創ηϛ
φʔΛ։͢࠵るͳͲ՝୊ղܾೳ力の্޲ɺ学Ϳҙཉの্޲Λ໨తͱ͠
た૊৫力ݚ্޲मにऔり૊Ήɻ

ʲݱ地։࠵のηϛφʔʳ
ɾブϥッγϡΞッϓηϛφʔ
ɾٳ೔ηϛφʔ

খࣛ໺ொݝۄ࡛ 35���� ʕ ʕ খࣛ໺ொ͕ਐめるϫʔέʔγϣϯɺ%9ਪਐɺ৬һのҙࣝվֵΛ໨త
ͱ͠た૊৫಺ݚमΛ年̏ճఔ度࣮͠ࢪɺͦの育成にऔり૊Ήɻ

ಙౡݝ 35���� ʕ ʕ ಙౡ͢ࢪ࣮͕ݝるݝ৬һの育成ػձに͠ࡍɺࢣߨ঺հٴͼ೿ݣΛݕ౼
͢るଞɺ৬һݚम಺༰にؔ͢るΞドόイεΛ࿈͏ߦͯ͠ܞɻ

ԭೄݝ༩ಹݪொ 35����� 3� 35〜 3�

༩ಹݪொ͕໨͢ࢦɺ地域๊͕͑る՝୊のղܾに͚޲た৬һのεΩϧ
Ξッϓٴͼ࣋ଓՄೳͳ·ͪづくりΛॅຽͱڠಇͰऔり૊Ή͜ͱΛ੝り
ఆ͠たɻࡦΜͩ人材育成ΞクγϣϯϓϥϯΛࠐ
্޲मɺ৬һの8FMM�CFJOHݚमͱͯ͠ίϛϡχέʔγϣϯೳ力ݚ地ݱ
くɻ͍ͯ͠ࢪमΛஈ֊తに࣮ݚ
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